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経
緯
は
と
も
か
く
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
九
月
、
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
が
創
設
さ
れ
て
一
年
半
の
月
日
が
流
れ
た
。

こ
の
一
年
半
は
濃
密
な
日
々
で
あ
っ
た
。
学
山
智
山
の
伝
統
と
誇
り
を
胸
に
秘
め
た
有
為
の
若
い
学
究
の
徒
が
研
究
の

場
を
探
し
求
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
急
遽
研
究
所
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
蓮
花
寺
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
総

代
各
位
に
、
直
接
見
返
り
の
な
い
事
業
で
あ
る
研
究
所
設
立
の
同
意
を
求
め
た
。
総
代
各
位
は
、
令
法
久
住
、
興
隆
仏
法

を
諒
と
し
、
讃
同
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
何
に
も
勝
る
、
研
究
所
設
立
の
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
た
。

研
究
者
は
全
て
同
一
地
場
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、
全
員
を
研
究
員
と
し
、
蓮
花
寺
の
教
化
活
動
の
一

環
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
一
名
の
代
表
者
を
住
職
と
し
た
。

研
究
所
の
運
営
は
研
究
員
の
総
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
研
究
者
は
何
の
拘
束
も
な
く
、
自
己
責
任
の
も
と
自
由
に

研
究
テ
ー
マ
を
選
び
、
自
ら
の
研
究
方
法
を
も
っ
て
研
究
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本

の
三
国
伝
来
の
仏
教
研
究
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
・
東
南
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
を
含
む
仏
教
研
究
は
、
時
間
的
に
も
地
域
的
に

も
広
領
域
に
渉
る
の
で
、
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
、
限
ら
れ
た
人
数
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

現
勢
力
で
は
、
山
野
・
山
本
研
究
員
が
イ
ン
ド
及
び
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
、
遠
藤（
純
）・
遠
藤（
祐
）研
究
員
が
中
国
、
高
橋
・

小
林
研
究
員
が
日
本
仏
教
に
関
す
る
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
。

各
個
の
研
究
は
、
個
性
溢
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
研
究
所
全
体
の
意
志
疎
通
と
お
互
い
の
研
究
を
理
解
し
あ
う
た
め
、

更
に
は
今
日
的
な
仏
教
研
究
の
た
め
、
共
同
研
究
と
し
て「
仏
教
と
経
済
」と
い
う
課
題
を
決
め
、
各
自
研
究
の
面
か
ら
、

多
角
的
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
研
究
を
推
し
進
め
る
た
め
、
月
例
会
を
設
け
、
二
・
三
名
の
発
表
を
も
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
忌
憚
の
無
い
意
見
を
吐
露
し
合
い
、
研
究
の
目
的
と
領
域
を
明
確
に
し
つ
つ
あ
る
。



白
熱
し
た
議
論
は
時
を
忘
れ
さ
せ
、
傍
ら
か
ら
口
を
挟
む
の
を
躊
躇
さ
せ
る
程
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
何
ら
か
の
形
で

報
告
で
き
る
だ
ろ
う
。

研
究
員
の
助
言
者
と
し
て
、
福
田
亮
成
・
大
塚
秀
高
・
山
口
幸
照
・
苫
米
地
誠
一
の
各
先
生
が
お
り
、
研
究
員
に
細
や

か
な
示
唆
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

酬
わ
れ
る
こ
と
が
尠
な
い
研
究
員
は
、
日
々
黙
々
と
し
て
研
究
に
励
み
、
そ
の
研
究
の
成
果
を
「
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

紀
要
」
と
し
て
は
じ
め
て
世
に
問
う
こ
と
に
な
っ
た
。
創
刊
号
と
い
う
こ
と
で
、
発
表
者
は
研
究
員
に
限
ら
れ
た
が
、
将

来
は
、
す
ぐ
れ
た
研
究
を
積
極
的
に
掲
載
し
、
紀
要
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の「
紀
要
」は
、
各
研
究
員
が
各
自
自
分
の
原
稿
を
整
理
し
、
割
り
付
け
、
ト
リ
ミ
ン
グ
等
全
体
的
な
整
理
は
、
遠
藤

（
純
）研
究
員
が
あ
た
り
、
全
て
研
究
員
全
体
に
よ
る
手
造
り
の
冊
子
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
資
金
難
の
所
為
で
、
代
表
者
と

し
て
研
究
員
諸
氏
に
申
し
訳
け
な
く
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
も
と
に
上
梓
さ
れ
た
紀
要
は
、
当
研
究
所
の

誇
り
と
思
っ
て
い
る
。

研
究
者
育
成
の
た
め
に
も
、
先
学
、
同
学
の
志
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
叱
正
、
ご
助
言
を
頂
け
れ
ば
、
幸
い
と
思
う
。
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施暁と梵釈寺
　
　

　

は
じ
め
に

奈
良
か
ら
平
安
初
期
に
お
い
て
、
僧
尼
や
優
婆
塞
た
ち
の
多
く
は
、
盛
ん
に
山
林
修
行((

(

を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
僧
尼
令
第

十
三
禅
行
条
に
よ
れ
ば
、
僧
尼
は
太
政
官
の
許
可
を
得
た
上
で
、
山
林
に
て
修
行
を
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
た((

(

。
ま
た
優
婆
塞
や
優

婆
夷
は
、
得
度
の
条
件
と
し
て
『
法
華
経
』
と
『
最
勝
王
経
』
の
闇
誦
、
礼
仏
の
理
解
に
加
え
、
三
年
以
上
の
浄
行
が
課
せ
ら
れ
て
い

た((

(

。
こ
こ
で
い
う「
浄
行
」と
は
、
八
斎
戒
を
受
持
し
陀
羅
尼
を
唱
え
る
こ
と
が
主
要
な
要
素
と
さ
れ
る
が((

(

、
淳
仁
期
に
は
諸
国
の
山
林
に

隠
れ
て「
清
行
」を
十
年
以
上
積
ん
だ
近
士
（
優
婆
塞
）
に
得
度
が
許
さ
れ
て
い
る((

(

こ
と
か
ら
、「
浄
行
」の
場
が
主
と
し
て
山
林
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る((

(

。ま
た
光
仁
期
に
は
、
僧
綱
の
奏
上
に
よ
り
、
道
鏡
体
制
下
に
出
さ
れ
た
山
林
修
行
の
禁
制
が
解
か
れ
る((

(

と
と
も
に
、

「
清
行
の
者
」を
選
ん
で
十
禅
師
と
し
、
永
年
の
供
養
が
充
て
ら
れ
た((

(

。
こ
の
時
、
十
禅
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
広
達
や
永
興
は
、『
日
本
霊
異
記
』

に
よ
れ
ば
、
吉
野
や
熊
野
に
修
行
し
、
村
人
に
請
わ
れ
て
呪
を
唱
え
、
民
衆
か
ら
の
帰
依
も
篤
く
、
菩
薩
と
称
さ
れ
た
と
い
う((

(

。

桓
武
期
に
到
り
、
長
岡
京
・
平
安
京
へ
の
遷
都
、
早
良
親
王
の
配
流
な
ど
、
政
治
と
仏
教
に
一
定
の
距
離
を
置
く
施
策
が
見
ら
れ
る

が(((

(

、
同
時
に
僧
尼
の
浄
行
性
を
重
視
し
、
都
を
離
れ
て
山
林
に
て
修
行
に
勤
し
む
僧
尼
を
よ
り
奨
励
し
て
い
る
。
子
嶋
寺
の
報
恩(((

(

や
室
生

寺
の
賢
璟(((

(

へ
の
支
援
な
ど
は
そ
の
実
例
で
あ
ろ
う
。

小
林　

崇
仁

施
暁
と
梵
釈
寺
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日
本
古
代
の
山
林
修
行
に
関
し
て
は
、
和
歌
森
太
郎
氏
の
山
岳
信
仰
に
関
す
る
研
究
、
堀
一
郎
氏
の
山
林
優
婆
塞
に
関
す
る
研
究
、

古
江
亮
仁
氏
の
山
寺
に
関
す
る
研
究
を
は
じ
め
、
既
に
蓄
積
が
あ
る(((

(

。
特
に
薗
田
香
融
氏
は
「
古
代
の
山
林
修
行
は
、
ふ
つ
う
い
わ
れ
る

よ
う
に
私
度
僧
や
民
間
的
な
呪
者
の
独
占
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
た
山
寺
や
山
房
を
中
心
と
す
る
山
林
仏
教
は
、
官
大
寺

や
宮
廷
の
国
家
仏
教
に
対
立
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
深
い
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い

た
」(((

(

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
国
分
寺
や
有
力
な
私
寺
に
併
設
さ
れ
た
山
寺
の
発
掘
調
査
等
が
報
告
さ
れ
る
な
ど(((

(

、
当
代
の
山
林

仏
教
の
あ
り
方
、
重
要
性
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

た
だ
し
、
未
だ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
修
行
者
の
事
例
は
多
く
、
ま
た
山
林
修
行
を
実
践
し
た
当
事
者
で
あ
る
僧
尼
の
信
念
や

目
的
意
識
、あ
る
い
は
そ
れ
を
護
持
し
た
為
政
者
の
仏
教
信
仰
、と
い
う
視
点
ま
で
踏
み
込
ん
だ
考
察
は
、必
ず
し
も
充
分
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
今
回
は
、
桓
武
期
の
山
林
修
行
者
で
、
延
暦
十
一
年(

792)

に
山
林
修
行
に
関
す
る
奏
上
を
行
っ
た
施
暁(

?-

804)

と
い
う
人

物
と
、
桓
武
期
の
仏
教
政
策
を
象
徴
す
る
山
寺
で
あ
り
、
施
暁
と
の
関
係
も
伝
え
ら
れ
る
近
江
国
滋
賀
郡
の
梵
釈
寺
を
取
り
上
げ
た
い
。

梵
釈
寺
に
関
し
て
は
既
に
先
行
研
究
が
あ
り(((

(
、
光
仁
・
桓
武
期
の
仏
教
政
策
に
関
す
る
論
攷
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る(((

(

。
た
だ
施
暁

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

本
論
攷
で
は
、
ま
ず
は
施
暁
の
事
績
と
、
梵
釈
寺
造
営
の
経
緯
を
確
認
し
た
上
で
、「
施
暁
の
奏
上
」
と
「
梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
」
に

焦
点
を
あ
て
、
山
林
修
行
者
の
信
念
や
そ
れ
を
外
護
し
た
為
政
者
の
意
図
を
整
理
し
、
当
代
に
お
け
る
山
林
修
行
の
意
義
、
仏
教
信
仰
の

あ
り
方
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。



3

施暁と梵釈寺

　
　

一
、
施
暁
の
事
績

延
暦
十
一
年(
792)
正
月
、
伝
灯
大
法
師
位
に
あ
っ
た
施
暁
は
、
次
の
よ
う
に
奏
上
し
た
。

傳
燈
大
法
師
位
施
曉
奏
曰
。
窃
以
。
眞
理
無
二
。
帝
道
亦
一
。
敷
化
之
門
是
異
。
覆
載
之
功
乃
同
。
故
衛
護
萬
邦
。
唯
資
於
佛
化
。

弘
隆
三
寳
。
靡
非
帝
功
。
夫
沙
門
釋
侶
。
三
界
旅
人
。
離
國
離
家
。
無
親
無
族
。
或
坐
山
林
而
求
道
。
或
蔭
松
柏
而
思
禪
。
雖
有

避
世
出
塵
之
操
。
不
忘
護
國
利
人
之
行
。
而
粮
粒
罕
得
。
飢
餓
常
切
。
伏
望
以
本
寺
供
。
給
彼
住
處
。
則
緇
徒
獲
全
百
年
之
命
。

聖
化
遠
流
千
載
之
表
。
又
山
城
國
百
秦
忌
寸
刀
自
女
等
卅
一
人
。
倶
發
誓
願
。
奉
爲
聖
朝
。
自
去
寳
龜
三
年
。
迄
于
今
年
。
毎
年

春
秋
。
悔
過
修
福
。　

其
精
誠
。
實
可
随
喜
。
伏
望
從
其
心
願
。
咸
令
得
度
。
並
許
之(((

(

。

こ
の
記
事
は
、
九
世
紀
末
に
菅
原
道
真
が
六
国
史
の
記
事
を
分
類
し
て
再
録
し
た
『
類
聚
国
史
』
の
な
か
の
「
仏
道
部
・
度
者
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
年
次
か
ら
し
て
、
こ
の
記
事
は
本
来
『
日
本
後
紀
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
該
当
箇
所
は
『
日
本

後
紀
』
の
欠
佚
部
に
あ
た
る
。

こ
こ
で
施
暁
は
二
点
を
願
い
出
て
い
る
。
一
つ
は
、
僧
侶
は
世
俗
を
離
れ
、
山
林
に
入
っ
て
修
行
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
が
、
食
料

を
得
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
常
に
困
窮
し
て
い
る
か
ら
、
僧
侶
の
所
属
す
る
本
寺
の
供
料
を
、
山
林
修
行
の
住
処
に
給
付
し
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
。
二
つ
に
は
、
山
城
国
の
秦
刀
自
女
ら
、
朝
廷
の
た
め
長
年
に
わ
た
り
悔
過
を
修
し
た
者
に
、
得
度
を
認
め
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
奏
上
は
と
も
に
裁
可
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
以
前
、
称
徳
天
皇
が
崩
御
し
、
弓
削
の
道
鏡(

?-

772)
が
左
遷
さ
れ
る
と
、
宝
亀
元
年(

770)

に
は
興
福
寺
の
慈
訓

(

691-

777)

や
大
安
寺
の
慶
俊(

生
没
年
不
詳)

ら
が
僧
綱
に
復
帰
し
た
。
そ
の
奏
上
に
よ
り
、
称
徳
─
道
鏡
体
制
に
お
い
て
天
平
宝
字
八
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年(
764)

か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
た
山
林
で
の
修
行
が
許
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
宝
亀
三
年(

772)

に
は
、
持
戒
や
看
病
に
す
ぐ
れ
た
僧
を
十

禅
師
と
し
、
終
身
の
供
養
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
光
仁
期
に
到
り
、
僧
尼
の
山
林
修
行
を
認
め
、
讃
え
る
施
策
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
山
林
修
行
を
志
求
す
る
す
べ
て
の
仏
者
に
対
し
、
修
行
の
保
証
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
。
施
暁
の
奏
上
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
修
行
者
の
多
く
は
常
に
困
窮
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
施
暁
の
奏
上
に
よ
り
、
本
寺
の
供
料
を

も
っ
て
修
行
の
住
処
に
給
付
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
山
林
仏
教
の
発
展
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
奏
上
は
重
要
な
意

味
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
、
施
暁
は
僧
綱
に
列
し
、
少
僧
都
ま
で
昇
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
翌
年
の
延
暦
十
二
年(

793)

二
月
、
施
暁
は
律

師
に
補
任
さ
れ
た(((

(

。
さ
ら
に
そ
の
四
年
後
の
同
十
六
年(

797)

正
月
に
は
少
僧
都
に
進
み(((

(

、
在
任
の
ま
ま
同
二
十
三
年(

804)

に
入
滅
し
た

と
伝
え
ら
れ
る(((

(

。

ま
た
、
施
暁
の
学
系
に
関
し
て
は
、『
僧
綱
補
任
』
に「
行
基
菩
薩
の
孫
弟
子
、
光
信
大
徳
の
弟
子
」と
あ
る(((

(

。
光
信
大
徳
と
は
宝
亀

三
年(

772)

に
設
置
さ
れ
た
十
禅
師
に
名
前
が
見
え
る「
光
信
」と
見
て
よ
い
だ
ろ
う(((

(

。
ま
た
光
信
は
、『
扶
桑
略
記
』
の
天
平
二
十
一
年

(

749)

二
月
二
日
条
に
、
行
基
が
没
す
る
時
、
そ
の
四
十
九
院
を
悉
く
付
嘱
さ
れ
た
と
い
う(((

(

。
お
そ
ら
く
施
暁
は
、
行
基
、
さ
ら
に
は
光

信
の
系
譜
に
連
な
り
、
若
か
り
し
頃
よ
り
山
林
修
行
に
励
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
施
暁
の
出
自
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
奏
上
の
な
か
に
、
山
城
国
の
秦
氏
の
刀
自
女
ら
の
得
度
を
願
い
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
城
国
葛
野
郡
を
本
貫
と
し
、
平
安
京
遷
都
の
造
営
を
支
え
た
秦
氏
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

う
。施

暁
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
り
、
山
林
修
行
に
関
す
る
奏
上
を
行
っ
た
こ
と
、
行
基
や
光
信
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
、
僧
綱

に
列
し
た
こ
と
、
そ
し
て
秦
氏
と
の
関
わ
り
が
憶
測
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
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さ
て
、
次
の
図
表
は
、
当
時
の
僧
綱
の
構
成
員
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る(((

(

。

 
年
号

西
暦

僧
正

大
僧
都

少
僧
都

中
律
師

律
師

延
暦　

元
年

７
８
２

 

弘
耀

 

賢
璟

 

善
栄

 

鏡
忍
、
行
賀

延
暦　

二
年

７
８
３

 

弘
耀

 

賢
璟

 

善
栄

 

鏡
忍
、
行
賀

延
暦　

三
年

７
８
４

 

弘
耀
、
賢
璟 

 

賢
璟
、
行
賀

 

善
栄

 

行
賀
、
善
上
、
玄
憐

延
暦　

四
年

７
８
５

 

賢
璟

 

行
賀

 

善
栄

 

善
上
、
玄
憐
、
善
藻

延
暦　

五
年

７
８
６

 

賢
璟

 

行
賀

 

善
栄

 

善
上
、
玄
憐
、
善
藻

延
暦　

六
年

７
８
７

 
賢
璟

 

行
賀

 

善
栄

 

善
上
、
玄
憐
、
善
藻

延
暦　

七
年

７
８
８

 
賢
璟

 

行
賀

 

善
栄

 

善
上
、
玄
憐
、
善
藻

延
暦　

八
年

７
８
９

 

賢
璟

 

行
賀
、
玄
憐

 

善
栄

 

善
上
、
玄
憐
、
善
藻

延
暦　

九
年

７
９
０

 

賢
璟

 

行
賀
、
玄
憐

 

善
栄

 

善
上
、
等
定
、
善
藻
、
善
謝

延
暦　

十
年

７
９
１

 

賢
璟

 
行
賀
、
玄
憐

 

善
栄

 

善
上
、
等
定
、
善
藻
、
善
謝

延
暦
十
一
年

７
９
２

 

賢
璟

 
行
賀
、
玄
憐

 

善
栄

 

善
上
、
等
定
、
善
藻
、
善
謝

延
暦
十
二
年

７
９
３

 

賢
璟

 

行
賀
、
等
定

 

善
栄

 

善
上
、
等
定
、
善
藻
、
善
謝
、
施
暁

延
暦
十
三
年

７
９
４

 

行
賀
、
等
定

 

善
栄

 

善
上
、
善
藻
、
善
謝
、
施
暁

延
暦
十
四
年

７
９
５

 

行
賀
、
等
定

 

善
上
、
善
藻
、
善
謝
、
施
暁

延
暦
十
五
年

７
９
６

 

行
賀

 

行
賀
、
等
定

 

善
上
、
善
藻
、
善
謝
、
施
暁

延
暦
十
六
年

７
９
７

 

善
珠

 

行
賀
、
等
定

 

等
定
、
施
暁

 

善
藻
、
善
謝
、
施
暁
、
勝
虞
、
如
宝
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年
号

西
暦

僧
正

大
僧
都

少
僧
都

中
律
師

律
師

延
暦
十
七
年

７
９
８

 

行
賀
、
等
定

 

施
暁

 

善
謝
、
勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲

延
暦
十
八
年

７
９
９

 

行
賀
、
等
定

 

施
暁

 

善
謝
、
勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲

延
暦
十
九
年

８
０
０

 

行
賀

 

施
暁

 

善
謝
、
勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲

延
暦
二
十
年

８
０
１

 

行
賀

 

施
暁

 

善
謝
、
勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲 

延
暦
廿
一
年

８
０
２

 

行
賀

 

施
暁

 

善
謝
、
勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲

延
暦
廿
二
年

８
０
３

 

行
賀

 

施
暁

 

善
謝
、
勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲

延
暦
廿
三
年

８
０
４

 

施
暁

 

善
謝
、
勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲

延
暦
廿
四
年

８
０
５

 

勝
虞
、
常
騰

 

勝
虞
、
如
宝
、
恵
雲
、
均
寵
、
常
騰

大
同　

元
年

８
０
６

 
勝
虞
、
玄
賓

 

勝
虞
、
常
騰
、
泰
信
、
如
宝

 

如
宝
、
恵
雲
、
均
寵
、
永
忠

大
同　

二
年

８
０
７

 

勝
虞
、
玄
賓

 

常
騰
、
如
宝
、
泰
信

 

恵
雲
、
均
寵
、
永
忠

大
同　

三
年

８
０
８

 

勝
虞
、
玄
賓

 

常
騰
、
如
宝
、
泰
信

 

恵
雲
、
均
寵
、
永
忠

大
同　

四
年

８
０
９

 

勝
虞
、
玄
賓

 
常
騰
、
如
宝
、
泰
信

 

恵
雲
、
均
寵
、
永
忠

                                                                               

施
暁
が
律
師
に
就
任
し
た
前
年
の
延
暦
十
一
年(

792)

、
少
僧
都
玄
憐
が
僧
綱
を
辞
任
、
あ
る
い
は
入
滅
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
の

補
欠
と
し
て
、
翌
十
二
年(

793)

二
月
に
は
東
大
寺
別
当
で
桓
武
天
皇
や
梵
釈
寺
と
の
関
わ
り
の
あ
る
等
定(

721-

800)

が
少
僧
都
に
昇
進

し
、
さ
ら
に
施
暁
が
律
師
に
就
任
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
僧
綱
の
上
首
は
、
室
生
寺
の
造
営
や
平
安
京
の
遷
都
に
関
わ
り
、
や

は
り
桓
武
天
皇
と
親
交
の
篤
か
っ
た
大
僧
都
賢
璟(

705-

793)

で
あ
っ
た
。
ま
た
通
常
、
僧
正
の
位
は
空
席
で
あ
る
が
、
早
良
親
王
の
怨
霊

に
悩
む
安
殿
親
王
（
平
城
天
皇
）
の
病
気
平
癒
に
功
が
あ
っ
た
と
し(((

(

、
延
暦
十
六
年(

797)

正
月
に
は
、
興
福
寺
僧
で
秋
篠
寺
開
山
の
善
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珠(
723-
797)

が
僧
正
に
直
任
さ
れ
、
こ
の
時
、
等
定
と
施
暁
が
と
も
に
昇
進
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
概
観
す
る
に
、
賢
璟
、

等
定
、
善
珠
な
ど
、
桓
武
天
皇
と
親
交
深
い
智
行
具
足
の
僧
た
ち
が
、
僧
綱
の
中
枢
を
担
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
施
暁
も
彼
等

と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

こ
の
推
測
を
裏
づ
け
る
興
味
深
い
説
話
が
『
日
本
霊
異
記
』
に
伝
え
ら
れ
る
。
光
仁
天
皇
の
治
世
、
肥
前
国
に
て
蘇
生
し
た
男
が
、

黄
泉
で
の
見
聞
を
語
る
に
は
、
か
つ
て
白
米
の
綱
丁
（
精
米
さ
れ
た
米
を
京
に
送
る
輸
送
係
の
長
）
を
し
て
い
た
遠
江
国
の
物
部
古
丸
な

る
男
が
、
官
吏
の
権
威
を
仮
り
て
不
正
を
犯
し
た
悪
業
に
よ
り
、
地
獄
に
堕
ち
て
苦
し
ん
で
い
た
と
い
う
。
古
丸
が
願
う
と
こ
ろ
は
、
法

華
経
を
書
写
し
て
我
が
罪
を
滅
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
見
聞
は
文
書
に
さ
れ
、
太
宰
府
か
ら
朝
廷
に
送
ら
れ
た
が
、
当

時
は
信
用
さ
れ
ず
、そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
二
十
年
後
、菅
野
真
道
が
大
弁
官
に
就
任
し
、そ
の
文
書
を
見
て
桓
武
天
皇
に
奏
上
し
た
。

す
る
と
桓
武
天
皇
は
「
施
皎
僧
都
」
を
招
請
し
、「
世
間
の
衆
生
、地
獄
に
至
り
て
苦
を
受
く
る
こ
と
、二
十
余
年
を
経
て
免
る
や
い
な
や
」

と
問
う
と
、
施
皎
は
「
苦
を
受
く
る
始
な
り
。
何
を
以
て
か
爾
れ
を
知
る
。
人
間
の
百
年
を
以
て
地
獄
の
一
日
一
夜
と
す
。
故
に
未
だ
免

れ
ず
」
と
答
え
た
と
い
う
。
桓
武
天
皇
が
遠
江
国
に
確
認
す
る
と
、
古
丸
の
不
正
が
事
実
と
判
明
し
た
。
そ
こ
で
天
皇
は
古
丸
の
御
霊
の

苦
し
み
を
救
う
た
め
、
延
暦
十
五
年(

796)

に
経
師
四
人
を
召
し
て
法
華
経
を
書
写
さ
せ
、
さ
ら
に
善
珠
を
講
師
に
、
施
皎
を
読
師
に
迎

え
て
、
平
城
京
の
野
寺
に
て
大
法
会
を
行
っ
た
と
い
う(((

(
。

こ
こ
で
い
う
「
施
皎
」
は
僧
都
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
施
暁
」
の
こ
と
と
し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
説
話
に
伝
え
ら

れ
る
法
華
経
写
経
と
法
会
に
つ
い
て
は
、
他
に
所
伝
は
見
え
ず
、
す
ぐ
さ
ま
史
実
と
断
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
施
暁
は
桓
武
天
皇
か
ら

信
頼
さ
れ
、
仏
法
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
教
導
し
た
り
、
善
珠
を
補
佐
し
て
法
会
を
執
行
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
お
そ
ら
く
施
暁
は
、
賢
璟
・
等
定
・
善
珠
ら
、
当
時
の
仏
教
界
を
代
表
す
る
人
物
た
ち
と
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
僧
綱
や
朝
廷
の
仏

教
政
策
に
も
発
言
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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し
か
し
延
暦
年
間
も
後
半
に
な
る
と
、そ
れ
ま
で
の
僧
綱
の
中
心
人
物
が
、相
次
い
で
辞
任
あ
る
い
は
入
滅
し
て
い
る
。
大
僧
都
等
定
・

行
賀(
729-

803)

が
示
寂
し
た
後
、
通
例
で
は
施
暁
が
大
僧
都
に
昇
進
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、『
僧
綱
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
施
暁
は

延
暦
二
十
三
年(

804)

の
あ
る
月
日
に
入
滅
し
た
と
さ
れ
る
。実
際
に
施
暁
は
早
逝
で
あ
っ
た
の
か
、あ
る
い
は
他
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、

真
相
は
不
明
で
あ
る
が
、同
年
の
十
一
月
に
は
、菅
野
真
道(

741-

814)

と
石
川
河
主(

754-

830)

を
し
て「
僧
綱
の
政
を
監
ぜ
し
む
」(((

(

と
あ
る
。

菅
野
真
道
は
、
桓
武
天
皇
の
信
任
が
厚
く
、
平
安
京
へ
の
遷
都
の
事
業
に
も
深
く
関
与
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
『
日
本
霊
異

記
』
の
説
話
に
も
登
場
し
て
お
り
、
施
暁
と
の
接
点
も
想
起
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
、
少
僧
都
施
暁
の
不
在
に
伴
い
、
僧
綱

に
多
少
な
り
と
も
混
乱
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
直
後
、
桓
武
天
皇
は
病
に
伏
せ
り
、
約
一
年
間
、
当
病
平
癒
の
た
め
の
様
々
な
方
策
が
と
ら
れ
る
。
そ
の
早
い
段
階
で
、
元
興

寺
の
律
師
勝
虞(

732-

811)

を
請
じ
て
鷹
犬
の
放
生
が
行
わ
れ
、
翌
日
に
勝
虞
は
少
僧
都
に
補
任
さ
れ
た(((

(

。
こ
れ
以
降
、
勝
虞
を
筆
頭
に
、

常
騰(

740-

815)

、
玄
賓(

?-

818)

、
永
忠(
743-

816)

ら
が
僧
綱
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
で
僧
綱
の
構
成
員
は
一
変
し
た

感
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
為
政
者
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
山
林
修
行
や
修
学
に
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
る(((

(

。
お
そ
ら
く
施
暁
の
後
も
、
僧
綱

に
補
任
さ
れ
た
僧
た
ち
の
性
格
は
、
基
本
的
に
同
様
の
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
挙
げ
た
山
林
修
行
に
関
す
る
施
暁
の
奏
上
は
、
僧
侶
自
身
の
発
言
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。
加
え
て
施
暁
は
、
当
時
の
有
力
な
僧
た
ち
と
同
様
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
奏
上
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
彼
等
の
山
林
修
行
に
関
す
る
共
通
理
念
を
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
こ
の
奏
上
は
、
ま
ず
は
承

和
七
年(

840)

撰
上
の
『
日
本
後
紀
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
撰
者
で
あ
る
藤
原
緒
嗣(

774-

843)

を
中
心
と
し
た
為
政
者

側
の
意
図
も
多
少
な
り
と
も
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
施
暁
の
奏
上
は
、
僧
綱
の
み
な
ら
ず
、
為
政
者

側
に
も
共
有
さ
れ
う
る
認
識
で
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
当
時
の
山
林
修
行
に
関
す
る
重
要
な
史
料
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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二
、
梵
釈
寺
造
営
の
経
緯

と
こ
ろ
で
施
暁
は
、
僧
綱
に
列
せ
ら
れ
る
以
前
、
梵
釈
寺
が
造
営
さ
れ
た
当
初
の
住
持
で
あ
っ
た
と
の
伝
が
あ
る(((

(

。
た
だ
し
こ
れ
は

後
世
に
な
っ
て
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
初
出
す
る
説
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る(((

(

。
こ
こ
で
は
、
梵
釈
寺
経
営
の

経
緯
を
確
認
し
つ
つ
、
施
暁
と
梵
釈
寺
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。

梵
釈
寺
は
、
桓
武
天
皇
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
所
在
地
は
、
滋
賀
県
大
津
市
滋
賀
里
町
、
琵
琶
湖
の
南
西
に
位
置
し
、

滋
賀
県
と
京
都
府
を
隔
て
る
山
中
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
近
く
に
は
天
智
天
皇
の
勅
願
と
さ
れ
る
崇
福
寺
（
志
賀
寺
・
志
賀
山
寺
）
が
あ

り
、
二
つ
の
寺
院
の
所
在
地
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
三
尾
根
に
ま
た
が
っ
て
存
在
す
る
主
要
伽
藍
の
遺
構
の
う

ち
、
北
二
尾
根
を
崇
福
寺
、
南
尾
根
を
梵
釈
寺
と
す
る
福
山
敏
男
氏
の
見
解
が
有
力
で
あ
る(((

(

。

梵
釈
寺
創
建
の
時
期
に
つ
い
て
、『
続
日
本
紀
』
に
は
延
暦
五
年(

786)

正
月
「
近
江
国
滋
賀
郡
に
始
め
て
梵
釈
寺
を
造
す
」(((

(

と
あ
り
、

『
元
亨
釈
書
』
も
こ
れ
に
従
う(((

(

。
ま
た
『
七
大
寺
年
表
』
で
は
同
年
三
月
に
勅
命
に
て
建
立
と
し(((

(

、『
僧
綱
補
任
』
は
延
暦
四
年
の
造
立
と

伝
え
る(((

(

。
多
少
の
相
異
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
ね
、
延
暦
五
年
頃
、
勅
命
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
の
説
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
七
年(

788)

に
は
下
総
・
越
前
二
国
の
封
戸
、
各
五
十
戸
が
施
入
さ
れ(((

(

、
同
十
一
年(

792)

に
は
近
江
国
の
水
田
百
町
が
施

入
さ
れ
て
い
る(((

(

。
そ
し
て
同
十
四
年(

795)

に
は
次
の
詔
勅
が
発
せ
ら
れ
た
。

詔
曰
。
眞
教
有
屬
。
隆
其
業
者
人
王
。
法
相
無
邊
。
闡
其
要
者
佛
子
。
朕
位
膺
四
大
。
情
存
億
兆
。
導
徳
齊
礼
。
雖
遵
有
國
之
規
。

妙
果
勝
因
。
思
弘
無
上
之
道
。
是
以
披
山
水
名
區
。
草
創
禪
院
。
盡
土
木
妙
製
。
莊
餝
伽
藍
。
名
曰
梵
釋
寺
。
仍
置
清
行
禪
師
十
人
。

三
綱
在
其
中
。
施
近
江
國
水
田
一
百
町
。
下
總
國
食
封
五
十
戸
。
越
前
國
五
十
戸
。
以
充
修
理
供
養
之
費
。
所
冀
還
經
馳
驟
。
永
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流
正
法
。
時
變
陵
谷
。
恒
崇
仁
祠
。
以
茲
良
因
。
普
覃
一
切
。
上
奉
七
廟
。
臨
寳
界
而
増
尊
。
下
覃
万
邦
。
登
壽
域
而
洽
慶
。
皇

基
永
固
。
卜
年
無
窮
。
本
枝
克
隆
。
中
外
載
逸
。
綿
該
幽
顯
。
傍
及
懷
生
。
望
慈
雲
而
出
迷
途
。
仰
惠
日
而
趣
覺
路(((

(

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
山
水
の
勝
地
を
拓
い
て
禅
院
を
草
創
し
、
土
木
の
妙
製
を
尽
く
し
て
伽
藍
を
装
飾
し
、
梵
釈
寺
と
号
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
し
て
浄
行
の
禅
師
十
名
を
置
き
、
三
綱
は
そ
の
中
か
ら
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
は
、
そ
の
造

営
が
一
応
の
完
成
を
見
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
『
延
喜
式
』
主
税
寮
式
に
よ
る
と
、
近
江
国
よ
り
「
梵
釈
寺
料
六
百
七
十
六
束
」、

武
蔵
国
よ
り
「
梵
釈
寺
四
王
料
七
千
七
百
束
」
が
充
て
ら
れ
、
大
蔵
省
式
に
よ
れ
ば
、
毎
年
九
月
五
日
以
前
に
「
梵
釈
崇
福
両
寺
僧
料
綿

二
百
屯
」
が
送
ら
れ
て
い
る(((

(
。
既
に
桓
武
天
皇
は
、
子
嶋
寺
や
室
生
寺
な
ど
の
山
寺
に
対
し
、
造
営
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が(((

(

、
梵
釈
寺

の
場
合
は
、
そ
の
造
営
に
関
わ
る
詔
勅
が
正
史
に
残
さ
れ
、
か
つ
後
世
ま
で
国
家
の
重
要
な
寺
院
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、

こ
の
詔
勅
は
、
当
時
の
為
政
者
の
仏
教
信
仰
を
物
語
る
貴
重
な
史
料
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
に
改
め
て
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
い
。

次
に
、
施
暁
と
梵
釈
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
施
暁
と
同
時
代
の
史
料
に
は
、
当
時
、
僧
綱
に
列
し
て
い
た
等
定
、

常
騰
、
永
忠
の
三
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
梵
釈
寺
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
等
定
は
、
延
暦
九
年(

790)

に
律
師
に
就
任
し
た
の
ち
、
同
十
二
年(

793)

に
少
僧
都
、
同
十
六(

797)

年
に
大
僧
都
に
昇
進
し
て

い
る
（
こ
の
二
度
の
昇
進
に
合
わ
せ
て
、
施
暁
が
律
師
、
少
僧
都
に
補
さ
れ
て
い
る
）
が
、
同
十
八
年(

799)

に
到
り
、
等
定
は
高
齢
を

理
由
に
僧
官
を
辞
職
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
を
認
め
た
詔
報
の
な
か
で
、「
梵
釈
寺
の
事
は
、
休
息
の
閑
に
、
時
に
検
校
を
加

え
よ
」(((

(

と
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
等
定
は
翌
十
九
年(

800)

七
月
に
八
十
歳
で
入
滅
し
て
お
り(((

(

、
実
質
的
な
梵
釈
寺
の
経
営
に
携
わ
っ
た
と

い
う
よ
り
は
、
時
折
こ
れ
を
監
督
す
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
考
え
ら
れ
る
。
等
定
は
東
大
寺
の
実
忠(

726-

?)

の
弟
子
で
、
学
徳
を
以

て
世
に
知
ら
れ
、
河
内
西
琳
寺
の
大
鎮
に
就
任
し(((

(

、
同
寺
を
修
復
し
た
と
さ
れ
る
。
桓
武
天
皇
の
師
範
と
も
言
わ
れ(((

(

、
親
交
が
深
か
っ
た

と
さ
れ
る
。
延
暦
二
年(

783)

に
は
東
大
寺
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
る
が(((

(

、
遷
都
反
対
の
中
心
勢
力
と
な
る
可
能
性
を
も
つ
東
大
寺
に
、
親
し
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い
等
定
を
送
り
こ
む
こ
と
は
、
極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る(((

(

。
ま
た
僧
綱
に
列
し
た
後
に
は
、
同
十
三
年(

794)

に

豊
前
八
幡
、
筑
前
宗
像
、
肥
後
阿
蘇
の
三
社
に
遣
わ
さ
れ
神
前
読
経
を
し
て
い
る(((

(

。

ま
た
常
騰
に
つ
い
て
は
、
延
暦
二
十
二
年(

803)

に
「
崇
福
寺
は
先
帝
の
建
つ
る
所
な
り
。
宜
し
く
梵
釈
寺
別
当
大
法
師
常
騰
を
し
て
、

兼
ね
て
検
校
を
加
え
し
む
べ
し
」(((

(

と
の
制
が
あ
っ
た
。
常
騰
は
、
俗
姓
は
高
橋
氏
、
京
兆
の
人
で
、
は
じ
め
興
福
寺
の
永
厳(

生
没
年
不

詳)

に
師
事
し
法
相
を
学
び
、
の
ち
西
大
寺
へ
移
っ
た
と
い
う
。
経
論
の
学
究
に
す
ぐ
れ
、
多
く
の
経
論
に
註
釈
を
加
え
た
と
さ
れ
る
。

同
二
十
四
年(

805)

六
月
に
律
師
に
補
任
さ
れ(((

(

、
七
月
に
は
度
者
を
賜
り(((

(

、
つ
い
で
九
月
に
少
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ(((

(

、
弘
仁
六
年(

815)

に

七
十
六
歳
で
示
寂
し
て
い
る(((

(
。
よ
っ
て
、
常
騰
が
梵
釈
寺
別
当
で
あ
っ
た
の
は
、
僧
綱
に
入
る
以
前
、
六
十
四
歳
前
後
の
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
永
忠
に
関
し
て
は
、
弘
仁
六
年(

815)

に
嵯
峨
天
皇
が
近
江
国
滋
賀
韓
崎
に
御
幸
し
、
梵
釈
寺
に
て
詩
を
賦
し
た
際
、
大
僧
都

永
忠
が
自
ら
の
手
で
茶
を
煎
じ
て
奉
っ
た
と
い
う(((

(

。
永
忠
は
、
俗
姓
は
秋
篠
氏
で
、
宝
亀
初
に
入
唐
し
西
明
寺
な
ど
に
て
学
ん
だ
後
、
延

暦
末
に
帰
朝
し
た
と
い
う
。
大
同
元
年(

806)
正
月
に
は
度
者
二
人
を
賜
り(((

(

、
同
年
四
月
に
律
師(((

(

、
弘
仁
元
年(

810)

に
少
僧
都(((

(

、
同
六
年

(

815)

に
は
大
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る(((

(

。
ま
た
『
元
亨
釈
書
』
に
よ
れ
ば
、
帰
朝
後
、
勅
命
に
よ
り
梵
釈
寺
を
つ
か
さ
ど
っ
た
と
さ
れ

る
が(((

(

、
他
に
傍
証
は
な
い
。
永
忠
が
梵
釈
寺
で
嵯
峨
天
皇
に
茶
を
献
じ
た
時
、
近
く
の
崇
福
寺
で
は
永
忠
と
共
に
同
じ
く
大
僧
都
の
護
命

(

750-

834)

も
衆
僧
を
率
い
て
御
幸
を
出
迎
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
永
忠
や
護
命
た
ち
は
、
御
幸
に
先
ん
じ
て
寺
に
滞
在
し
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
永
忠
は
そ
の
翌
年
の
同
七
年(

816)

、
七
十
四
歳
に
て
遷
化
し
て
い
る(((

(

。

こ
の
よ
う
に
、
梵
釈
寺
に
ゆ
か
り
の
人
物
と
し
て
、
僅
か
に
三
人
の
事
例
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
延
暦
十
八
年(

799)

に
僧
綱
を

辞
し
た
等
定
が
休
息
の
間
に
梵
釈
寺
を
検
校
し
た
こ
と
、
同
二
十
二
年(
803)
頃
に
は
常
騰
が
梵
釈
寺
別
当
を
務
め
て
い
た
こ
と
、
弘
仁

六
年(

815)

に
永
忠
が
梵
釈
寺
に
て
嵯
峨
天
皇
に
茶
を
献
じ
た
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。た
だ
し
、こ
れ
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
断
片
的
で
あ
り
、

初
期
の
梵
釈
寺
の
歴
代
住
持
や
経
営
に
関
し
て
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
三
者
は
い
ず
れ
も
僧
綱
に
列
し
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た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
同
時
期
に
僧
綱
に
あ
っ
た
施
暁
が
梵
釈
寺
に
関
わ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

一
方
、
梵
釈
寺
の
創
建
に
関
し
て
は
、
あ
る
因
縁
譚
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
台
宗
寺
門
派
の
高
僧
伝
で
、
鎌
倉
末
期
頃
成
立
と
さ

れ
る
『
寺
門
高
僧
記
』
な
ど
に
は
、
梵
釈
寺
創
建
の
背
景
と
し
て
、
藤
原
百
川(

732-

779)

に
関
す
る
説
話
が
伝
え
ら
れ
る(((

(

。
つ
ま
り
、

桓
武
天
皇
が
ま
だ
山
部
親
王
で
あ
っ
た
頃
、
百
川
は
親
王
と
相
親
し
く
、
そ
の
践
祚
を
願
っ
て
親
王
等
身
の
五
尺
の
梵
天
・
帝
釈
の
二
天

像
を
造
立
し
た
と
い
う
。
後
に
念
願
か
な
っ
て
即
位
し
た
桓
武
天
皇
は
、
延
暦
二
年(

783)

に
梵
釈
寺
を
建
立
し
、
二
像
を
安
置
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
『
十
訓
抄
』
に
も
引
か
れ
、
百
川
の
忠
直
を
讃
え
る
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る(((

(

。

光
仁
天
皇
の
皇
太
子
は
、
山
部
親
王
の
異
母
弟
で
あ
る
他
戸
親
王(

761-

775)

で
あ
っ
た
が
、
聖
武
天
皇
の
皇
女
で
あ
っ
た
母
の
井
上

内
親
王(

717-

775)

の
厭
魅
大
逆
の
罪
に
連
座
し
、
廃
太
子
し
て
い
る(((

(

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
渡
来
系
の
高
野
新
笠
を
母
と
す
る
山
部
親
王

が
立
太
子
を
遂
げ
る
が
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
は
、
山
部
親
王
を
擁
立
す
る
藤
原
百
川
ら
の
陰
謀
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
百
川
は
式

家
宇
合
の
八
男
で
あ
り
、
か
つ
て
藤
原
永
手
・
良
継
ら
と
共
に
白
壁
王
（
後
の
光
仁
天
皇
）
を
擁
立
し
て
道
鏡
を
排
斥
し
た
人
物
で
も
あ

っ
た
と
い
う(((

(

。
宝
亀
十
年(

779)

の
薨
伝
に
は
「
天
皇
（
山
部
親
王
）、
甚
だ
信
任
し
、
委
ね
る
に
腹
心
を
以
て
し
た
ま
う
」
と
評
さ
れ
る

ほ
ど
で
、
親
王
を
よ
く
補
佐
し
、
親
王
の
不
豫
に
際
し
て
は
「
百
川
、
憂
色
に
形
れ
て
、
医
薬
・
祈
祷
備
に
心
力
を
尽
く
す
」(((

(

と
あ
る
。

百
川
は
桓
武
天
皇
の
即
位
を
待
た
ず
し
て
薨
じ
た
が
、
桓
武
天
皇
は
そ
の
功
績
を
重
視
し
、
即
位
後
の
延
暦
二
年(

783)

、
百
川
に
右
大

臣
を
追
贈
し
て
い
る(((

(

。
先
の
『
寺
門
高
僧
記
』
に
伝
え
る
延
暦
二
年
の
梵
釈
寺
建
立
と
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
梵
釈
寺
に
ま
つ
わ
る
百
川
の
因
縁
譚
に
つ
い
て
は
、
他
に
傍
証
が
な
く
、
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
百
川
と
桓
武
天
皇

の
関
係
が
深
く
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
百
川
は
山
部
親
王
の
不
豫
に
際
し
、「
医
薬
」
も
「
祈
祷
」
も
、
つ
ぶ
さ
に
心
力
を
尽
く
し
た
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
不
豫
と
は
、
宝
亀
八
・
九
年(

777-

778)

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
、
親
王
の
当
病
平
癒
の
た
め
、
神
事
・
仏
事
に
よ
る
祈
願
は
も
と
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よ
り
、
大
赦
な
ど
の
善
行
、
さ
ら
に
は
怨
霊
の
慰
撫
な
ど
が
行
わ
れ(((

(

、
室
生
山
中
で
は
浄
行
僧
五
名
に
よ
っ
て
延
寿
法
が
修
さ
れ
て
い

る(((

(

。
こ
れ
ら
の
施
策
に
は
、百
川
の
発
案
に
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
百
川
は
「
祈
祷
」
に
も
尽
く
し
た
と
い
う
か
ら
、

こ
の
時
の
五
畿
内
諸
社
・
伊
勢
神
宮
・
天
下
諸
神
へ
の
幣
帛
の
奉
納
や
、
東
大
寺
・
西
大
寺
・
西
隆
寺
に
お
け
る
読
経
、
あ
る
い
は
室
生

山
中
で
の
延
寿
法
修
法
な
ど
は
、
百
川
の
主
導
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
な
お
こ
の
時
の
室
生
山
中
で
の
延
寿
法
に
つ
い
て
は
、
賢
璟

が
そ
の
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る(((

(

。
賢
璟
は
こ
の
時
、
既
に
律
師
で
あ
っ
た
が
、
後
に
大
僧
都
ま
で
昇
進
し
、
仰
旨

を
蒙
っ
て
国
家
の
た
め
に
室
生
山
寺
を
創
建
し
て
い
る
。
賢
璟
と
桓
武
天
皇
を
繋
ぐ
人
物
と
し
て
、
百
川
の
存
在
を
想
定
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

ま
た
『
元
亨
釈
書
』
は
よ
り
具
体
的
に
、
百
川
と
関
係
の
あ
っ
た
僧
の
名
を
挙
げ
る
。
そ
れ
が
等
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宝
亀
三
年

(

772)

正
月
に
山
部
親
王
が
立
太
子
し
た
際
、
百
川
は
私
か
に
等
定
に
相
談
し
、
法
力
に
よ
っ
て
山
部
親
王
の
践
祚
を
祈
る
よ
う
依
頼
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
等
定
は
、
親
王
の
身
の
丈
の
梵
釈
二
像
を
造
り
、
修
法
を
行
っ
た
と
さ
れ
る(((

(

。
も
し
こ
の
説
が
正

し
い
と
す
れ
ば
、
等
定
は
百
川
の
依
頼
を
受
け
て
、
早
い
段
階
か
ら
桓
武
天
皇
の
即
位
を
祈
願
し
続
け
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
当
然
、
も
と
よ
り
梵
釈
寺
の
経
営
に
も
関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
晩
年
に
僧
綱
を
辞
し
た
等
定
が
、
な
お
梵
釈
寺
の
検
校
を
命
じ
ら

れ
て
い
る
の
も
頷
け
る
。

も
っ
と
も
以
上
の
桓
武
天
皇
の
立
太
子
や
即
位
を
め
ぐ
る
梵
釈
寺
創
建
の
因
縁
譚
は
、
ど
れ
も
後
世
の
史
料
に
よ
る
も
の
で
、
同
時

代
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
中
世
に
な
っ
て
、
桓
武
天
皇
即
位
の
秘
話
と
し
て
、
百
川
・
等
定
の
暗
躍
が
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
百
川
や
賢
璟
、
そ
し
て
等
定
ら
に
関
す
る
断
片
的
な
史
料
、
さ
ら
に
は
事
あ
る
毎
に
仏
神
へ
の
祈
願
を
重

視
し
て
い
た
当
時
の
風
潮
か
ら
推
論
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
が
桓
武
天
皇
を
擁
立
す
る
立
場
に
あ
り
、
不
豫
の
際
、
あ
る
い
は
即
位
に
向
け
、

何
か
し
ら
の
呪
術
的
な
祈
祷
を
駆
使
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
当
時
の
為
政
者
は
浄
行
僧
の
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神
力
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
梵
釈
寺
の
経
営
は
桓
武
期
に
お
け
る
山
林
仏
教
政
策
を
象
徴
す
る
事
業
で
あ
っ
た
。
も
し
等
定
が

早
い
段
階
か
ら
梵
釈
寺
に
関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
等
定
と
近
し
い
施
暁
も
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
な
が
ち
否
定

で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
施
暁
自
身
が
桓
武
天
皇
と
の
関
係
が
伝
え
ら
れ
、
十
禅
師
光
信
の
流
れ
を
汲
む
山
林
修
行
に
熱
心
な
僧
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
代
住
持
で
あ
っ
た
か
は
別
に
し
て
も
、
梵
釈
寺
の
経
営
に
関
わ
っ
た
可
能
性
は
、
む
し
ろ
高
い
と
見
て
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

三
、「
施
暁
の
奏
上
」
と
「
梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
」

次
に
「
施
暁
の
奏
上
」
と
「
梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
」
に
見
ら
れ
る
両
者
の
理
念
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
前
に
、光
仁
期
に
お
け
る
僧
綱
と
天
皇
、両
者
の
理
念
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
宝
亀
元
年(

770)

、称
徳
─
道
鏡
体
制
が
崩
壊
し
、

光
仁
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
僧
綱
は
次
の
よ
う
に
奏
上
し
て
い
る
。

僧
綱
言
。奉
去
天
平
寳
字
八
年
勅
。逆
黨
之
徒
。於
山
林
寺
院
。私
聚
一
僧
已
上
。讀
經
悔
過
者
。僧
綱
固
加
禁
制
。由
是
。山
林
樹
下
。

長
絶
禪
迹
。
伽
藍
院
中
。
永
息
梵
響
。
俗
士
巣
許
。
猶
尚
嘉
遁
。
況
復
出
家
釋
衆
。
寧
无
閑
居
者
乎
。
伏
乞
。
長
往
之
徒
。
聽
其
脩
行
。

詔
許
之(((

(

。

こ
こ
で
天
平
宝
字
八
年(

764)

よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
た
、
山
林
寺
院
で
の
読
経
・
悔
過
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
僧
綱
は
、
世

俗
の
巣
父
や
許
由
で
さ
え
、
隠
遁
生
活
を
よ
し
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
出
家
者
が
山
林
に
閑
居
し
て
修
行
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
の
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見
解
を
示
し
て
い
た
。

一
方
、
光
仁
期
の
仏
教
政
策
、
天
皇
の
仏
教
観
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
宝
亀
三
年(

772)

に
は
、

禪
師
秀
南
。
廣
達
。
延
秀
。
延
惠
。
首
勇
。
清
淨
。
法
義
。
尊
敬
。
永
興
。
光
信
。
或
持
戒
足
稱
。
或
看
病
著
聲
。
詔
宛
供
養
。

並
終
其
身
。
當
時
稱
爲
十
禪
師
。
其
後
有
闕
。
擇
清
行
者
補
之(((

(

。

と
あ
る
よ
う
に
、「
持
戒
」「
看
病
」
に
す
ぐ
れ
た
浄
行
僧
を
十
禅
師
と
し
、
終
身
の
供
養
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次
の
宝

亀
十
一
年(

780)

の
詔
勅
に
は
、
光
仁
天
皇
の
仏
教
観
が
顕
著
と
思
わ
れ
る
。

詔
曰
。
朕
以
。
仁
王
御
暦
法
日
恒
澄
。
佛
子
弘
猷
惠
風
長
扇
。
遂
使
人
天
合
應
邦
家
保
安
。
幽
顯
致
和
鬼
神
無
爽
。
頃
者
彼
蒼
告

譴
灾
集
伽
藍
。
眷
言
于
茲
。
情
深
悚
悼
。
於
朕
不
徳
雖
近
此
尤
。
於
彼
桑
門
寧
亦
無
愧
。
如
聞
緇
侶
行
事
与
俗
不
別
。
上
違
无
上

之
慈
教
。
下
犯
有
國
之
道
憲
。
僧
綱
率
而
正
之
。
孰
其
不
正
乎
。
又
諸
國
國
師
。
諸
寺
鎭
三
綱
。
及
受
講
復
者
。
不　

罪
福
專
事

請
託
。
員
復
居
多
侵
損
不
少
。
如
斯
等
類
不
可
更
然
。
宜
修
護
國
之
正
法
。
以
弘
轉
禍
之
勝
縁
。
凡
厥
梵
衆
。
知
朕
意
焉(((

(

。

こ
の
詔
勅
の
六
日
前
、
落
雷
が
あ
り
、
京
中
の
数
寺
が
焼
失
し
て
い
る
。
特
に
新
薬
師
寺
の
西
塔
、
葛
城
寺
の
塔
と
金
堂
は
す
べ
て

焼
失
し
て
し
ま
っ
た(((

(

。
こ
れ
を
受
け
て
天
皇
は
、
落
雷
は
朕
の
不
徳
の
致
す
所
で
は
あ
る
が
、
仏
者
に
も
愧
ず
べ
き
所
が
あ
る
と
す
る
。

つ
ま
り
「
仁
王
、
暦
を
御
し
て
法
日
恒
に
澄
み
、
仏
子
、
猷み
ち

を
弘
め
て
惠
風
長
く
扇ふ

く
。
遂
に
人
天
合
応
し
て
邦
家
保
安
に
、
幽
顯
和
を

致
し
て
鬼
神
爽た
が

う
こ
と
無
か
ら
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
が
仏
法
を
護
り
、
仏
者
が
修
道
に
励
め
ば
、
天
は
そ
れ
に
呼
応
し
て
国
家

は
安
寧
で
あ
る
と
し
、
僧
侶
は
「
護
国
の
正
法
を
修
し
て
、
以
て
転
禍
の
勝
縁
を
弘
む
べ
し
」
と
す
る
。

桓
武
期
に
お
い
て
も
、
お
よ
そ
そ
れ
以
前
か
ら
の
理
念
、
つ
ま
り
仏
者
が
修
道
に
務
め
る
こ
と
に
よ
り
、
天
下
が
安
寧
で
あ
る
と
の

考
え
方
を
引
き
継
い
で
い
る
。
し
か
も
光
仁
期
に
比
べ
る
と
、
こ
う
し
た
理
念
に
基
づ
く
事
例
は
頻
繁
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
仏
教
に

関
し
て
よ
り
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
例
え
ば
典
型
的
な
事
例
と
し
て
、
延
暦
四
年(

785)

に
は
、
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勅
曰
。
出
家
之
人
本
事
行
道
。
今
見
衆
僧
。
多
乖
法
旨
。
或
私
定
檀
越
。
出
入
閭
巷
。
或
誣
稱
佛
驗
。
註
誤
愚
民
。
非
唯
比
丘
之

不
愼
教
律
。
抑
是
所
司
之
不
勤
捉
搦
也
。
不
加
嚴
禁
。
何
整
緇
徒
。
自
今
以
後
。
如
有
此
類
。
擯
出
外
國
。
安
置
定
額
寺(((

(

。

と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
者
の
本
分
は
仏
道
修
行
に
あ
る
と
し
、
檀
越
や
民
衆
へ
の
布
教
や
呪
法
を
禁
じ
て
、
違
法
の
僧
を
取
り
締
ま

る
と
と
も
に
、

勅
曰
。
釋
教
深
遠
。
傳
其
道
者
。
緇
徒
是
也
。
天
下
安
寧
盖
亦
由
其
神
力
矣
。
然
則
惟
僧
惟
尼
。
有
徳
有
行
。
自
非
褒
顯
。
何
以
弘
道
。

宜
仰
所
司
。
擇
其
修
行
傳
燈
無
厭
倦
者
。
景
迹
齒
名
。
具
注
申
送(((

(

。

と
あ
る
よ
う
に
、
天
下
の
安
寧
は
僧
尼
の
神
力
に
よ
る
と
し
て
、
有
行
有
徳
の
僧
尼
を
顕
彰
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

詔
勅
に
あ
る
よ
う
に
、
桓
武
天
皇
が
仏
教
者
に
期
待
し
て
い
た
の
は
、
民
間
で
の
布
教
や
呪
法
で
は
な
く
、
世
俗
を
離
れ
て
の
仏
道
修
行

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
天
下
の
安
寧
が
将
さ
れ
る
（
保
た
れ
る
）
と
の
考
え
が
見
て
取
れ
る
。

こ
う
し
た
時
代
意
識
の
な
か
に
あ
っ
て
、
施
暁
は
次
の
よ
う
に
奏
上
を
行
っ
て
い
る
。

傳
燈
大
法
師
位
施
曉
奏
曰
。
窃
以
。
眞
理
無
二
。
帝
道
亦
一
。
敷
化
之
門
是
異
。
覆
載
之
功
乃
同
。
故
衛
護
萬
邦
。
唯
資
於
佛
化
。

弘
隆
三
寳
。
靡
非
帝
功
。
夫
沙
門
釋
侶
。
三
界
旅
人
。
離
國
離
家
。
無
親
無
族
。
或
坐
山
林
而
求
道
。
或
蔭
松
柏
而
思
禪
。
雖
有

避
世
出
塵
之
操
。
不
忘
護
國
利
人
之
行
。
而
粮
粒
罕
得
。
飢
餓
常
切
。
伏
望
以
本
寺
供
。
給
彼
住
處
。
則
緇
徒
獲
全
百
年
之
命
。

聖
化
遠
流
千
載
之
表
。
又
山
城
國
百
秦
忌
寸
刀
自
女
等
卅
一
人
。
倶
發
誓
願
。
奉
爲
聖
朝
。
自
去
寳
龜
三
年
。
迄
于
今
年
。
毎
年

春
秋
。
悔
過
修
福
。　

其
精
誠
。
實
可
随
喜
。
伏
望
從
其
心
願
。
咸
令
得
度
。
並
許
之(((

(

。

こ
の
奏
上
は
、
先
に
見
た
光
仁
期
の
僧
綱
の
理
念
と
同
様
の
立
場
に
立
ち
、
よ
り
明
確
化
し
た
表
現
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
注
目
し
た
い
の
は
、
僧
侶
の
本
分
を
明
言
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
夫
れ
沙
門
の
釈
侶
は
、
三
界
の
旅
人
な
り
。
国
を
離
れ
家
を

離
れ
て
、
親
無
く
族
無
し
。
或
い
は
山
林
に
坐
し
て
道
を
求
め
、
或
い
は
松
柏
に
蔭
れ
て
禅
を
思
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
僧
侶
は
世
俗
を
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離
れ
て
山
林
に
入
り
、
修
道
修
禅
に
励
む
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
世
を
避
け
塵
を
出
ず
る
の
操
有
り
と
雖
も
、
国
を
護
り
人
を

利
す
る
の
行
を
忘
れ
ず
」
と
補
足
し
、
僧
侶
は
避
世
出
塵
（
自
利
行
）
を
志
す
が
、
同
時
に
護
国
利
人
（
利
他
行
）
も
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
光
仁
期
の
僧
綱
の
奏
上
に
は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
っ
た
。
施
暁
は
、
行
基
・
光
信
に
連
な
る
僧
で
あ
っ
た
か

ら
、
こ
こ
に
そ
の
姿
勢
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
う
し
た
修
行
者
の
支
援
を
天
皇
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
僧
侶
の
本
分
で
あ
る
出
世
間
と
は
、

言
い
換
え
れ
ば
世
俗
に
お
け
る
生
業
の
放
棄
で
あ
る
。
イ
ン
ド
以
来
の
伝
統
と
し
て
、
出
家
者
は
乞
食
行
あ
る
い
は
檀
越
に
よ
る
布
施
等

に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
っ
て
き
た
。
し
か
し
延
暦
四
年(

785)

に
は
、
僧
侶
が
私
的
に
檀
越
を
定
め
て
閭
巷
に
出
入
り
し
た
り(((

(

、
山
林
寺
院

に
て
要
請
を
受
け
て
呪
法
を
行
う
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る(((

(

。
山
居
修
道
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
禁
制
は
ま
さ
に
「
粮
粒
得
る

こ
と
罕ま
れ

に
し
て
、
飢
餓
常
に
切
な
る
」
な
る
状
況
を
引
き
起
こ
し
、
修
道
に
支
障
を
き
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、

頼
る
べ
き
は
や
は
り
天
皇
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
施
暁
は
山
林
修
行
へ
の
理
解
と
支
援
を
天
皇
に
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
「
万
邦
を
衛
護

す
る
は
唯
だ
仏
化
に
資よ

る
の
み
に
し
て
、
三
宝
を
弘
隆
す
る
は
帝
功
に
非
ざ
る
は
靡な

し
」
あ
る
い
は
「
伏
し
て
望
む
ら
く
は
、
本
寺
の
供

を
以
て
、
彼
の
住
処
に
給
ら
ん
こ
と
を
。
則
ち
緇
徒
、
百
年
の
命
を
全
う
す
る
こ
と
を
得
て
、
聖
化
、
遠
く
千
載
の
表
に
流
れ
ん
」
と
あ

る
よ
う
に
、
施
暁
は
仏
法
に
よ
る
護
国
を
強
調
し
、
本
寺
の
供
料
を
山
林
修
行
の
住
処
へ
支
給
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
仏
者
の
山
林
修

行
は
護
国
利
人
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
、
天
皇
が
こ
れ
を
外
護
す
れ
ば
、
仏
者
は
い
っ
そ
う
修
道
に
励
み
、
ひ
い
て
は
国
家
の

安
寧
に
つ
な
が
る
、
と
の
主
張
で
あ
る
。
既
に
光
仁
期
以
来
、
仏
者
の
修
道
が
天
下
の
安
寧
に
寄
与
す
る
と
の
考
え
方
が
潮
流
と
し
て
あ

れ
ば
こ
そ
、
朝
廷
の
側
に
と
っ
て
も
、
施
暁
の
奏
上
は
承
認
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
奏
上
が
裁
可
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
山
林
修
行
者
は
以
前
よ
り
安
定
し
た
経
済
基
盤
を
確
保
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
鎮
護
国
家
に
寄
与
す
る
と
い
う
役
割
を
明
確

に
負
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
施
暁
の
奏
上
は
、
そ
の
後
の
仏
教
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
意
味
で
も
、
重
要
な
表
明
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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次
に
、
梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
を
見
た
い
。

詔
曰
。
眞
教
有
屬
。
隆
其
業
者
人
王
。
法
相
無
邊
。
闡
其
要
者
佛
子
。
朕
位
膺
四
大
。
情
存
億
兆
。
導
徳
齊
礼
。
雖
遵
有
國
之
規
。

妙
果
勝
因
。
思
弘
無
上
之
道
。
是
以
披
山
水
名
區
。
草
創
禪
院
。
盡
土
木
妙
製
。
莊
餝
伽
藍
。
名
曰
梵
釋
寺
。
仍
置
清
行
禪
師
十
人
。

三
綱
在
其
中
。
施
近
江
國
水
田
一
百
町
。
下
總
國
食
封
五
十
戸
。
越
前
國
五
十
戸
。
以
充
修
理
供
養
之
費
。
所
冀
還
經
馳
驟
。
永
流

正
法
。
時
變
陵
谷
。
恒
崇
仁
祠
。
以
茲
良
因
。
普
覃
一
切
。
上
奉
七
廟
。
臨
寳
界
而
増
尊
。
下
覃
万
邦
。
登
壽
域
而
洽
慶
。
皇
基
永

固
。
卜
年
無
窮
。
本
枝
克
隆
。
中
外
載
逸
。
綿
該
幽
顯
。
傍
及
懷
生
。
望
慈
雲
而
出
迷
途
。
仰
惠
日
而
趣
覺
路(((

(

。

そ
の
内
容
は
、
先
に
挙
げ
た
山
林
修
行
者
の
支
援
を
要
求
し
た
施
暁
の
奏
上
に
応
え
る
か
の
如
く
、
桓
武
天
皇
が
仏
法
の
外
護
を
高
ら

か
に
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
真
教
に
属
有
り
て
、
其
の
業
を
隆
ん
に
す
る
者
は
人
王
な
り
。
法
相
は
無
辺
に
し
て
、
其
の

要
を
闡
わ
す
者
は
仏
子
な
り
」
あ
る
い
は
「
徳
を
導
き
礼
を
斉
え
、
有
国
の
規
に
遵
う
と
雖
も
、
妙
果
勝
因
、
無
上
の
道
を
弘
め
ん
こ
と

を
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、為
政
者
と
仏
者
と
の
立
場
を
明
確
化
（
仏
法
を
護
持
す
る
天
皇
、仏
法
を
弘
教
す
る
仏
者
）
し
た
上
で
、

天
皇
は
あ
く
ま
で
世
俗
の
倫
理
規
範
に
従
い
つ
つ
も
、
仏
法
を
外
護
す
る
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
施
暁
の
奏
上
に
見

た
、
仏
者
の
本
分
は
出
世
間
で
あ
る
が
、
世
俗
に
お
け
る
護
国
利
人
を
忘
れ
な
い
と
の
理
念
と
は
逆
に
、
こ
こ
に
は
、
天
皇
の
本
分
は
世

俗
に
お
け
る
政
治
に
あ
る
が
、
出
世
間
で
あ
る
仏
法
の
外
護
を
懈
ら
な
い
と
の
理
念
が
見
て
取
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
詔
勅
に
は
、
仏
法
を
護
持
す
る
目
的
（
梵
釈
寺
造
営
の
目
的
）、
そ
れ
に
よ
り
望
ま
れ
て
い
た
果
報
に
つ
い
て
も
明
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
冀
う
所
は
、
還め
ぐ
りは
馳
驟
に
経
る
と
も
、
永
え
に
正
法
を
流
し
、
時
は
陵
谷
を
変
ず
と
も
、
恒
に
仁
祠
を
崇
む
る
こ

と
な
り
。
茲
の
良
因
を
以
て
、
普
く
一
切
に
覃お
よ

ぼ
さ
ん
。
上
は
七
廟
を
奉
じ
、
宝
界
に
臨
み
て
尊
を
増
し
、
下
は
万
邦
に
覃
び
、
寿
域
に

登
り
て
慶
を
洽あ
ま
ねく
せ
ん
。
皇
基
永
え
に
固
く
、
年
の
無
窮
を
卜
し
、
本
枝
克
く
隆
え
、
中
外
に
載
逸
た
り
。
綿つ
ら
つら
幽
顕
に
該そ
な

え
、
傍か
た
がた
懐

生
に
及
び
、
慈
雲
を
望
み
て
迷
途
を
出
で
、
恵
日
を
仰
ぎ
て
覚
路
に
趣
か
ん
」
と
の
箇
所
で
あ
る
。
天
皇
が
仏
法
を
末
永
く
護
持
す
る
と
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い
う
善
因
（
具
体
的
に
は
山
水
名
区
に
禅
院
を
建
立
し
、
封
戸
や
水
田
を
施
入
し
、
浄
行
の
禅
師
を
置
く
こ
と
、
つ
ま
り
梵
釈
寺
の
造
営
）

の
功
徳
を
一
切
に
及
ぼ
す
こ
と
、
つ
ま
り
、
上
は
皇
祖
か
ら
下
は
万
霊
に
い
た
る
冥
福
、
皇
統
の
永
続
と
万
民
の
豊
楽
、
さ
ら
に
究
極
的

に
は
一
切
衆
生
の
解
脱
と
菩
提
が
期
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
は
、
特
に
山
林
浄
域
に
お
け
る
仏
者
の
修
行
・
修
学
に
対
す
る
永
世
の
外
護
を
表
明
し
、
そ
の

善
因
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
皇
統
と
万
民
の
現
当
二
世
に
わ
た
る
安
楽
、
ひ
い
て
は
仏
果
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た(((

(

。
こ
う
し
た
発
想
は

桓
武
期
以
前
よ
り
縷
々
見
ら
れ
た
が
、
梵
釈
寺
の
造
営
と
い
う
具
体
的
な
施
策
と
し
て
結
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
桓
武
天
皇
の
仏
教
信

仰
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　

四
、
桓
武
期
の
仏
教
政
策
と
梵
釈
寺

梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
に
は
、「
天
皇
の
仏
法
護
持
→
仏
者
の
修
道
→
天
下
の
安
寧
」
と
い
う
信
仰
が
明
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
当
時
の

詔
勅
に
は
「
天
下
の
安
寧
は
、
緇
徒
の
神
力
に
よ
る
」(((

(

、
天
下
が
安
寧
で
あ
る
の
は
「
神
霊
の
降
祥
、
仏
子
の
修
善
の
致
す
所
」(((

(

と
い
っ

た
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
歴
代
の
為
政
者
が
、
事
あ
る
毎
に
神
社
に
奉
幣
し
、
あ
る
い
は
僧
尼
に
読
経
、
悔
過
、
修
法
を
さ
せ
る
な
ど
、

神
事
・
仏
事
が
双
修
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
信
仰
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
為
政
者

は
じ
め
人
々
は
、
僧
尼
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

そ
れ
故
、仏
法
を
担
う
僧
尼
の
才
徳
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
時
期
、浄
行
や
修
学
に
励
む
僧
に
施
物
を
与
え
て
奨
励
し
た
り
、
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破
戒
僧
を
取
り
締
ま
っ
た
り
、
年
分
度
者
や
講
師
の
制
度
を
整
備
し
て
諸
宗
の
興
隆
を
促
す
な
ど
、
僧
尼
の
才
徳
を
高
め
る
施
策
が
見
ら

れ
る
の
は
、
そ
の
為
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
延
暦
十
六
年(

797)

に
は
僧
延
尊
ら
四
人
が
「
山
中
に
て
苦
行
し
修
道
し
た
」
と
し
て
稲
が
施
与
さ
れ(((

(

、
同
二
十
一
年(

802)

に
は
「
身
を
伽
藍
に
住
し
て
、
聖
教
を
研
す
る
を
志
し
、
伝
灯
の
労
怠
る
こ
と
無
く
、
瑩
珠
の
勤
に
倦
ま
ず
」
と
し
て
、「
智
行
二
科
」

に
す
ぐ
れ
た
元
興
寺
・
薬
師
寺
・
弘
福
寺
・
東
大
寺
の
僧
四
十
三
人
に
布
等
が
施
与
さ
れ
て
い
る(((

(

。

そ
の
一
方
で
、
同
十
七
年(

798)

に
は
「
破
戒
の
僧
、
或
い
は
生
産
を
営
む
」
僧
尼
が
、
寺
院
に
居
住
し
て
供
養
を
受
け
る
こ
と
を
禁

止
し(((

(

、
同
二
十
三
年(

804)
に
も
「
頃
年
、
諸
国
の
緇
徒
、
多
く
戒
行
を
虧
く
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
時
も
、
過

ち
を
改
め
修
行
に
励
む
の
で
あ
れ
ば
、
本
寺
に
戻
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る(((

(

。

ま
た
年
分
度
者
制
に
つ
い
て
は
、
延
暦
十
二
年(

793)

に
「
漢
音
を
習
う
に
非
ざ
れ
ば
、
得
度
せ
し
む
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
さ
れ(((

(

、
同

十
七
年(

798)

に
は
「
道
を
弘
め
戒
を
持
す
る
は
事
真
僧
に
資
り
、
世
を
救
い
人
を
化
す
る
の
貴
き
は
高
徳
に
在
り
」
と
し
て
、「
年

三
十
五
以
上
に
し
て
、
操
履
已
に
定
ま
り
、
智
行
崇
む
可
く
し
て
、
兼
ね
て
正
音
を
習
い
、
僧
為
る
に
堪
え
た
る
者
」
と
の
基
準
が
設
け

ら
れ
、
経
論
の
義
解
に
関
す
る
試
験
が
課
せ
ら
れ
た(((

(

。
た
だ
し
同
二
十
年(

801)

に
は
、
す
ぐ
れ
た
人
物
に
道
を
開
く
意
味
で
、
年
齢
制

限
が
「
年
二
十
已
上
の
者
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る(((

(

。
さ
ら
に
同
二
十
二
年(

803)

に
は
三
論
・
法
相
各
五
人
と
さ
れ(((

(

、
同
二
十
三
年(

804)

に
二
宗
の
学
生
の
修
得
す
べ
き
経
典
な
ど
が
示
さ
れ
た(((

(

。
ま
た
御
斎
会
の
時
の
得
度
者
に
つ
い
て
、
試
験
と
報
告
を
徹
底
せ
よ
と
の
制
が

出
さ
れ
て
い
る(((

(

。
そ
し
て
桓
武
天
皇
の
最
晩
年(

806)

に
は
、「
災
い
を
禳
い
て
福
を
植
う
る
は
、
仏
教
最
勝
な
り
。
善
に
誘
い
て
生
を
利

す
る
は
、
斯
の
道
に
如
く
は
無
し
。〈
中
略
〉
今
仏
法
を
興
隆
し
て
群
生
を
利
楽
せ
ん
と
欲
す
」
と
し
て
、
五
宗
（
華
厳
・
天
台
・
律
・

三
論
・
法
相
）
に
年
分
度
者
を
認
め
、
課
試
の
時
の
及
第
基
準
を
詳
細
に
定
め
た
詔
勅
が
示
さ
れ
て
い
る(((

(

。

さ
ら
に
講
師
に
つ
い
て
は
、
延
暦
十
四
年(

795)

に
国
師
を
改
め
て
講
師
と
し
、
国
毎
に
一
人
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
十
六
年
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(
797)
に
は
講
師
が
寺
の
庶
務
、
僧
尼
の
指
導
に
あ
た
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
る(((

(

。
さ
ら
に
同
二
十
三
年(

804)

に
は
、「
智
行
称
す
可
く
、

人
の
師
為
る
に
堪
え
た
る
者
を
簡
び
て
、
擢
ん
で
て
講
師
に
任
じ
、
釈
侶
を
化
導
せ
し
め
よ
」
と
の
詔
勅
が
あ
り(((

(

、
同
二
十
四
年(

805)

に
至
っ
て
は
、「
大
智
を
簡
び
て
講
師
に
任
じ
、
小
識
を
挙
げ
て
読
師
に
補
し
、
限
る
に
六
年
を
以
て
期
と
為
さ
ん
こ
と
を
」
と
の
僧
綱

の
奏
上
が
認
め
ら
れ
、「
年
四
十
五
已
上
の
心
行
已
に
定
ま
り
、
始
終
易
ら
さ
ら
る
者
を
簡
び
て
補
す
べ
し
」
と
勅
さ
れ
た(((

(

。

こ
の
よ
う
に
桓
武
後
期
に
到
り
、
僧
尼
の
才
徳
を
高
め
る
政
策
が
頻
繁
に
出
さ
れ
、
年
分
度
者
と
講
師
の
制
度
が
次
第
に
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
共
通
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
智
行
」
の
僧
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
伽
藍
や
山
寺
に
居
住
し

て
聖
教
を
研
し
て
修
学
を
積
む
と
と
も
に
、
世
俗
を
離
れ
て
山
林
に
入
り
持
戒
堅
固
に
修
行
に
励
む
僧
で
あ
る
。
そ
う
し
た
有
行
有
徳
の

僧
尼
の
神
力
、
修
善
の
功
徳
に
よ
り
、
天
下
の
安
寧
が
将
さ
れ
る
（
保
た
れ
る
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
僧
尼
の
智
行
を
重

視
す
る
潮
流
に
あ
っ
て
、
こ
れ
に
堪
え
ず
還
俗
す
る
僧
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
延
暦
十
九
年(

800)

に
、
薬
師
寺
僧
景
国
は
「
性
、
遅
鈍
の

た
め
、
修
学
に
堪
え
ず
」(((

(

と
申
し
出
、
ま
た
大
安
寺
僧
孝
聖
は
「
性
、
尩
弱
に
よ
り
、
修
行
に
堪
え
ず
」((((

(

と
申
し
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
還
俗

が
許
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
一
方
で
、
僧
尼
や
仏
法
の
神
力
を
頼
み
に
す
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
が
為
政
者
に
と
っ
て
不
利
に
作
用
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
仏
教
に
尊
信
的
な
政
策
が
見
ら
れ
る
反
面
、
そ
れ
を
制
限
す
る
よ
う
な
施
策
、
つ
ま
り
私
的
な
布
教
や
呪
法
、
私
寺
の
建
立

や
寺
院
へ
の
田
宅
の
施
入
、
さ
ら
に
は
王
臣
や
寺
家
が
山
林
を
占
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
禁
制
が
頻
繁
に
見
ら
れ
の
は
、
そ
の
為
で
あ

ろ
う
。

例
え
ば
、
私
的
な
布
教
や
呪
法
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
僧
尼
令
第
五
非
寺
院
条
や
第
二
十
三
教
化
条
に
て
、
私
的
な
布
教
が
禁
ぜ

ら
れ((((

(

、
僧
尼
令
第
二
卜
相
吉
凶
条
で
は
、
仏
法
の
持
呪
で
は
な
い
小
道
や
巫
術
に
よ
る
療
病
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
が((((

(

、
延
暦
四
年(

785)

に
は
「
出
家
の
人
は
本
、
行
道
を
事
と
す
」
る
べ
き
で
あ
る
の
に
「
或
い
は
私
に
檀
越
を
定
め
て
閭
巷
に
出
入
し
、
或
い
は
仏
験
を
誣
称
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し
て
愚
民
を
註
誤
す
」
と
し
て
こ
れ
を
禁
じ
、違
犯
の
僧
を
外
国
へ
追
放
し
定
額
寺
に
安
置
し
て
い
る((((

(

。
ま
た
同
十
四
年(

795)

に
は
「（
こ

の
制
に
）
違
犯
す
る
も
の
弥
よ
多
し
」
と
し
て
、
僧
綱
に
対
し
て
僧
尼
の
指
導
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り((((

(

、
さ
ら
に
「
使
を
七
大
寺

に
遣
わ
し
て
、
常
住
の
見
僧
尼
を
検
校
せ
し
め
」
て
い
る((((

(

。
特
に
平
城
旧
都
に
あ
っ
て
は
元
来
寺
院
が
多
く
、
そ
の
動
向
に
警
戒
し
て
い

た
と
見
え
、「
僧
尼
猥
ら
な
る
こ
と
多
く
、
濫
行
屡し
ば
しば

聞
ゆ
」
と
し
て
、
同
十
七
年(

798)

に
藤
原
園
人
を
使
わ
し
て
取
り
締
ま
り
が
行
わ

れ
て
い
る((((

(

。
ま
た
山
林
に
あ
っ
て
は
、
同
四
年(

785)

に
「
僧
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
等
、
陀
羅
尼
を
読
み
て
以
て
所
怨
に
報
い
、
壇
法

を
行
じ
て
以
て
呪
詛
を
縦
ほ
し
い
ま
まに
す
」
と
し
て
、
勅
語
に
よ
ら
ず
し
て
山
林
寺
院
に
て
陀
羅
尼
を
読
み
、
壇
法
を
行
ず
る
こ
と
を
禁
じ((((

(

、
同

十
八
年(

799)

に
は
、「
沙
門
擅
ほ
し
い
ま
まに
本
寺
を
去
り
、
山
林
に
隠
住
し
て
、
人
の
属
託
を
受
け
、
或
い
は
耶
法
を
行
う
。
斯
の
如
き
徒
、
往
々

に
し
て
在
り
」
と
し
、
こ
れ
を
禁
じ
て
山
林
の
精
舎
と
そ
こ
に
居
住
す
る
比
丘
、
優
婆
塞
を
調
査
し
報
告
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た((((

(

。
既

に
宝
亀
元
年(

770)

の
僧
綱
の
奏
上
に
よ
り
山
林
修
行
の
禁
制
が
解
か
れ
、
ま
た
延
暦
十
一
年(

792)

の
施
暁
の
奏
上
に
よ
り
山
林
修
行
の

住
処
に
本
寺
の
供
料
を
給
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
私
的
な
要
請
に
よ
り
、
何
か
し
ら
の
呪
法
を
行
う
こ
と
が

禁
ぜ
ら
れ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
衢
巷
や
山
林
に
て
、
僧
尼
が
王
臣
や
民
衆
と
私
的
な
交
流
を
持
ち
、
布
教
や
呪
法
を
行
う
こ
と

を
禁
じ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
国
家
に
不
利
な
状
況
が
生
じ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
有
力
な
貴
族
が
私
寺
を
建
立
し
た
り
、
田
宅
を
施
入
す
る
こ
と
も
禁
じ
て
い
る
。
既
に
僧
尼
令
第
五
非
寺
院
条
に
て
、

僧
尼
が
別
に
道
場
を
建
立
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
そ
れ
を
黙
認
し
た
国
郡
司
も
処
罰
の
対
象
と
さ
れ((((

(

、
ま
た
田
令
第
二
十
六
官
人
百
姓
条
で

は
、
官
人
・
百
姓
が
寺
院
へ
田
宅
園
地
を
施
入
、
売
却
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る((((

(

。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と

見
え
、
延
暦
二
年(

783)

に
は
「
私
か
に
道
場
を
立
て
、
ま
た
田
宅
園
地
を
将
っ
て
捨
施
し
、
并
わ
せ
て
売
り
易
え
て
寺
に
与
え
」
た
場

合
、主
典
以
上
は
解
任
、そ
の
他
は
杖
八
十
の
刑
罰
に
処
し
、官
司
が
黙
認
し
た
場
合
も
同
罪
と
さ
れ
た((((

(

。
さ
ら
に
同
十
四
年(

795)

に
は
、

寺
以
外
の
名
義
で
土
地
の
売
買
契
約
を
行
い
、
実
際
に
は
寺
院
に
施
入
・
売
易
さ
れ
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
禁
止
し
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て
い
る((((

(

。

ま
た
山
林
の
占
有
に
つ
い
て
も
、
既
に
天
武
四
年(

675)

、((((

(

慶
雲
三
年(

706)
((((

(

に
禁
制
が
出
さ
れ
、
ま
た
雑
令
第
九
国
内
条
に
も
「
山
川

藪
沢
の
利
、
公
私
こ
れ
を
共
に
す
」
と
る
あ
る
が((((

(

、
王
臣
家
、
諸
司
、
寺
家
な
ど
、
山
林
を
占
有
し
て
そ
の
利
を
独
占
し
て
い
る
と
し

て
、
延
暦
三
年(
784)
に
禁
制
が
出
さ
れ((((

(

、
こ
れ
を
受
け
て
同
十
年(

791)

に
は
山
背
国
に
て
土
地
の
勘
定
が
実
施
さ
れ((((

(

、
さ
ら
に
同
十
九

年(

800)

に
は
伊
賀
国
に
て
こ
れ
に
違
犯
が
あ
っ
た
と
し
て
、
同
十
七
年(

798)

の
格
に
准
じ
て
科
処
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
、
平
安
京

に
造
営
中
の
東
西
二
寺
の
た
め
の
材
木
に
つ
い
て
は
、
切
り
出
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る((((

(

。

こ
の
よ
う
に
、
私
的
な
布
教
や
呪
法
、
私
寺
の
建
立
や
田
宅
の
施
入
、
山
林
の
占
有
に
つ
い
て
、
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
特
に

平
城
旧
都
や
山
背
国
に
つ
い
て
は
、
官
吏
を
派
遣
し
た
り
、
勘
定
を
実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
山

林
に
お
い
て
、
僧
尼
が
私
的
な
要
請
を
受
け
て
陀
羅
尼
を
誦
呪
し
壇
法
を
修
す
な
ど
は
、
呪
詛
・
邪
法
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
梵
釈
寺
造

営
の
詔
勅
に
あ
る
よ
う
に
、
仏
法
を
外
護
し
て
、
皇
統
の
繁
栄
と
万
民
の
安
寧
を
願
う
の
は
、
ま
さ
に
天
皇
な
の
で
あ
っ
て
、
王
臣
や
寺

家
が
仏
法
の
神
力
の
加
護
を
得
て
勢
力
を
増
す
こ
と
は
、
制
限
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
桓
武
期
に
は
、
仏
法
や
僧
尼
の
神
力
へ
の
期
待
と
畏
怖
を
背
景
と
し
て
、
僧
尼
の
才
徳
を
高
め
る
と
と
も
に
、
寺
家
の
勢

力
を
押
さ
え
る
施
策
が
と
ら
れ
た
。
あ
く
ま
で
天
皇
の
外
護
の
も
と
、
僧
尼
が
世
俗
と
距
離
を
置
き
、
仏
道
修
行
に
徹
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
僧
尼
の
な
か
に
も
、
山
林
修
行
を
志
す
求
道
者
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
が
、
私
的
な
檀
越
と
の
関
わ
り
が
制
限

さ
れ
る
現
状
に
あ
っ
て
、
施
暁
の
よ
う
に
天
皇
の
支
援
を
求
め
て
山
林
修
行
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
修
行
者
と
為
政
者
の
相
互
依
存
の
関
係
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
山
林
修
行
の
道
場
と
し
て
の
梵
釈
寺
の
造
営
は
、
為
政
者
と

求
道
者
、
両
者
の
意
志
を
反
映
し
た
、
新
た
な
仏
教
信
仰
の
あ
り
方
を
象
徴
す
る
事
業
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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五
、
梵
釈
寺
の
機
能

梵
釈
寺
も
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、
当
初
の
理
念
通
り
、
山
林
浄
域
に
お
け
る
仏
者
の
修
禅
・
修
学
の
寺
、
ひ
い
て
は
国
家
の
安
寧
を
祈

る
寺
と
し
て
、
重
要
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
弘
仁
六
年(

815)

に
は
、
嵯
峨
天
皇
の
御
幸
に
先
立
っ
て
、
崇
福
寺
・
梵
釈
寺
は
「
禅

居
の
浄
域
、
伽
藍
の
勝
地
」
で
あ
る
が
、「
道
俗
相
集
い
て
、
還
り
て
仏
地
を
穢
す
。
馬
を
繋
ぎ
、
牛
を
牽
き
、
犯
汚
良ま
こ
とに

繁
し
」
と
し
て
、

こ
れ
を
戒
め
て
い
る((((

(

。
ま
た
嵯
峨
天
皇
の
御
幸
に
際
し
て
は
、
天
皇
は
じ
め
群
臣
が
詩
を
賦
し
て
お
り
、『
文
華
秀
麗
集
』
に
は
、
嵯
峨

天
皇
、
大
伴
親
王
（
淳
和
天
皇
）、
藤
原
冬
嗣
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る((((

(

。
こ
こ
で
梵
釈
寺
は
、「
薜
蘿
の
僧
」「
入
定
の
老
僧
、
随
縁
の

童
子
」
が
世
俗
を
離
れ
て
住
す
る
「
雪
嶺
の
禅
扃
」「
禅
室
」
で
、「
蕭
然
に
し
て
太
だ
幽
閑
な
り
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
既
に
嵯
峨
期

に
は
、
出
家
者
と
在
家
者
と
が
混
在
す
る
状
況
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
出
家
者
の
禅
居
修
行
の
場
で
あ
る
と
の

朝
廷
の
認
識
が
窺
え
る
。

ま
た
梵
釈
寺
は
、一
切
経
が
具
備
さ
れ
た
修
学
の
寺
で
も
あ
っ
た((((

(

。
弘
仁
九
年(

818)

に
最
澄
が
撰
述
し
た
『
守
護
国
界
章
』
に
は
「
江

州
梵
釈
寺
一
切
経
内
書
写
正
本
」((((

(

が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
既
に
梵
釈
寺
に
は
一
切
経
が
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
最
澄

も
梵
釈
寺
に
て
修
学
し
、
こ
れ
を
披
見
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
承
和
元
年(

834)

に
は
、
勅
に
よ
り
関
東
諸
国
に
一
切
経
の
写
経

が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
翌
年
、
こ
れ
に
加
え
て
「
今
、
亦
た
貞
元
并
び
に
梵
釈
寺
目
録
所
載
の
律
論
疏
章
紀
伝
集
抄
」
に
つ
い
て
も
、

書
写
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る((((

(

。
こ
れ
に
よ
り
、『
梵
釈
寺
目
録
』
が
存
在
し
、
一
切
経
を
は
じ
め
律
論
疏
章
等
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
寛
治
八
年(

1094)

成
立
の
『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
も
「
梵
釈
寺
録
」
が
引
か
れ
る((((

(

な
ど
、
梵
釈
寺
の
蔵

書
は
権
威
あ
る
も
の
と
し
て
、
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
方
、
弘
仁
十
一
年(

820)

に
は
、
常
住
寺
に
て
鋳
造
さ
れ
た
四
天
王
像
が
梵
釈
寺
に
安
置
さ
れ((((

(

、
貞
観
八
年(

866)

の
応
天
門
の
焼

失
に
際
し
て
は
、
七
日
間
の
間
、
崇
福
寺
に
て
僧
二
十
名
に
よ
り
大
般
若
経
が
転
読
さ
れ
、
梵
釈
寺
に
て
僧
十
名
に
よ
り
四
王
秘
法
が
修

さ
れ
て
い
る((((

(
。
ま
た
延
暦
七
年(

788)

成
立
の
『
延
暦
僧
録
』「
長
岡
天
皇
菩
薩
（
桓
武
天
皇
）
伝
」
に
は
、「
近
江
に
四
天
王
寺
を
建
て
、

請
益
を
求
め
加
う
」((((

(

と
あ
る
が
、
こ
の
「
近
江
四
天
王
寺
」
と
は
梵
釈
寺
の
別
称
と
さ
れ
る((((

(

。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
梵
釈
寺
は
四
天
王
信

仰
に
基
づ
く
寺
院
で
、
西
方
の
難
波
四
天
王
寺
に
対
し
て
、
東
方
を
守
護
す
る
王
城
鎮
護
の
寺
院
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
と
の

見
解
も
出
さ
れ
て
い
る((((

(
。
確
か
に
賛
同
し
得
る
説
で
は
あ
る
が
、
四
天
王
へ
の
信
仰
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
、「
梵
釈
寺
」
と
い
う
寺
号
の

意
味
が
看
過
さ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
「
梵
釈
寺
」
と
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。『
金
光
明
最

勝
王
経
』
に
は
、
こ
の
経
を
講
説
・
流
布
す
れ
ば
、
梵
天
・
帝
釈
天
・
四
天
王
等
の
諸
天
善
神
が
、
講
師
・
聴
衆
を
は
じ
め
、
国
土
の
人

民
を
守
護
す
る
と
い
う
護
国
思
想
が
説
か
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
第
五
「
依
空
満
願
品
第
十
」
で
は
、
世
尊
の
説
法
の
後
に
「
大
梵
天
王
、

無
量
の
梵
衆
、
帝
釈
、
四
王
、
及
び
諸
の
薬
叉
」
が
座
よ
り
起
き
て
世
尊
を
礼
拝
し
、「
世
尊
よ
、
我
等
、
皆
、
是
の
金
光
明
微
妙
経
典

を
守
護
し
流
通
せ
ん
こ
と
を
願
う
」
と
し
、
講
師
に
は
諸
難
を
除
い
て
衆
善
を
与
え
、
聴
衆
に
は
安
楽
を
授
け
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
所

在
の
国
土
に
、
若
し
飢
饉
、
怨
賊
、
非
人
に
悩
害
せ
ら
る
る
者
有
ら
ば
、
我
等
天
衆
、
皆
、
擁
護
を
為
し
、
其
の
人
民
を
し
て
、
安
隠
豊

楽
に
し
て
、
諸
の
枉
横
を
無
か
ら
し
め
ん
」
と
し
て
い
る((((

(
。
こ
う
し
た
思
想
に
基
づ
き
、
奈
良
期
以
降
、
正
月
に
は
宮
中
御
斎
会
（
金
光

明
会
）
が
行
わ
れ
、
ま
た
国
分
寺
（
金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺
）
で
は
、
当
経
の
読
誦
・
講
説
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
特
に
御
斎
会
は
、
毎

年
正
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
七
日
間
、
宮
中
大
極
殿
に
斎
食
を
設
け
て
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
講
説
し
、
国
家
の
安
穏
を
祈
る
講

会
で
あ
っ
た
。
弘
仁
四
年(

813)

以
降
、
結
願
の
日
に
は
内
論
義
が
行
わ
れ
、
貞
観
元
年(

859)

以
降
は
三
会
（
興
福
寺
維
摩
会
・
宮
中
御

斎
会
・
薬
師
寺
最
勝
会
）
の
講
師
を
勤
め
た
者
が
僧
綱
に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
僧
侶
の
修
学
の
階
梯
と
し
て
も
重
要
な
法
会
で
あ
っ
た((((

(

。

こ
の
御
斎
会
に
、
梵
釈
寺
に
置
か
れ
た
十
禅
師
は
、
毎
年
一
人
、
聴
衆
と
し
て
出
仕
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る((((

(

。
お
そ
ら
く
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「
梵
釈
寺
」
と
は
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
へ
の
信
仰
を
も
と
に
、
梵
釈
二
天
、
四
天
王
、
さ
ら
に
は
諸
天
善
神
の
加
護
を
期
し
た
寺
号
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
故
、天
災
や
天
皇
の
不
豫
な
ど
事
あ
る
毎
に
、近
京
の
主
要
な
寺
院
と
共
に
、梵
釈
寺
に
お
い
て
も
読
経
等
が
度
々
な
さ
れ
て
お
り
、

梵
釈
寺
は
護
国
の
寺
と
し
て
も
、
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、
承
和
四
年(

837)

の
天
災
の
際
に
は
、
僧
綱
が
「
出

家
入
道
は
国
家
を
保
護
せ
ん
が
為
、
設
寺
供
僧
は
禍
を
滅
し
福
を
致
さ
ん
が
為
な
り
」
と
し
て
諸
寺
に
よ
る
大
般
若
経
の
輪
転
を
申
し

出
た
こ
と
に
よ
り
、
梵
釈
寺
以
下
二
十
ヶ
寺
に
て
法
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る((((

(

。
ま
た
嘉
祥
二
年(

849)

に
は
、
梵
釈
寺
を
含
む
十
ヶ
寺
に

新
銭
が
施
入
さ
れ
て
読
経
が
行
わ
れ((((

(

、
同
三
年(

850)

に
は
仁
明
天
皇
の
不
豫
に
際
し
、
梵
釈
寺
に
て
延
命
法
が
修
さ
れ
て
い
る((((

(

。
さ
ら

に
斉
衡
三
年(

856)

に
は
文
徳
天
皇
の
不
豫
に
よ
り
、
名
僧
二
百
六
十
五
人
が
請
わ
れ
て
、
梵
釈
寺
を
含
む
十
四
ヶ
寺
に
て
、
一
切
経
が

読
誦
さ
れ
た
。
ま
た
貞
観
五
年(

863)
に
は
新
銭
一
千
貫
文
が
諸
大
寺
に
施
入
さ
れ
修
理
料
に
充
て
ら
れ
る
が
、
梵
釈
寺
に
も
銭
十
五
貫
、

鐵
十
五
廷
が
納
め
ら
れ
て
い
る((((

(

。
さ
ら
に
貞
観
八
年(

866)

の
清
和
天
皇
の
不
豫
に
は
、
近
京
十
六
ヶ
寺
に
加
え
梵
釈
寺
、
崇
福
寺
等
に

て
金
剛
般
若
経
・
般
若
心
経
の
転
読
が
な
さ
れ((((

(
、
元
慶
四
年(

880)

の
清
和
太
上
天
皇
不
豫
に
際
し
て
は
、
梵
釈
寺
を
含
む
二
十
一
ヶ
寺

に
て
大
般
若
転
読
、
焼
灯
が
行
わ
れ
た((((

(

。
ま
た
仁
和
元
年(

885)

に
は
藤
原
基
経
太
政
大
臣
の
五
十
歳
を
祝
し
、
梵
釈
寺
を
含
む
五
ヶ
寺

に
て
大
般
若
経
の
転
読
が
修
さ
れ
て
い
る((((

(

。

こ
の
よ
う
に
梵
釈
寺
は
、
桓
武
期
以
降
に
お
い
て
も
、
十
禅
師
を
置
く
山
林
浄
域
の
修
禅
の
寺
、
一
切
経
具
備
の
修
学
の
寺
、
そ
し
て

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
基
づ
く
護
国
の
寺
と
し
て
、
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
延
喜
二
十
一
年(

921)

の
崇
福
寺
の
大
火((((

(

を
皮
切
り
に
徐
々
に
衰
え
、
さ
ら
に
比
叡
山
・
園
城
寺
の
中
間
に
位
置
し
た
た
め
、
山
門
・
寺
門
抗
争
の
余
波
を
受
け
、
衰
退
の
一
途
を

辿
り
廃
寺
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
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お
わ
り
に

施
暁(

?-
804)
は
、
行
基
の
孫
弟
子
、
十
禅
師
光
信
の
弟
子
と
さ
れ
、
後
世
に
は
近
江
国
梵
釈
寺
の
初
代
住
持
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

人
物
で
あ
る
。
延
暦
十
一
年(

792)

に
は
、
山
林
修
行
に
関
す
る
奏
上
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
山
林
修
行
の
住
処
に
本
寺
の
供
料
を
充
て

る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
同
十
二
年(

793)

に
は
律
師
、
同
十
六
年(

797)

に
は
少
僧
都
に
ま
で
昇
進
し
た
が
、
同
二
十
三
年(

804)

に
入
滅

し
て
い
る
。

賢
璟
・
等
定
・
善
珠
な
ど
当
時
の
僧
綱
に
列
し
た
人
物
は
、
い
ず
れ
も
為
政
者
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
山
林
修
行
や
修
学
に
す
ぐ
れ

た
人
物
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
施
暁
は
、
そ
う
し
た
人
物
た
ち
と
同
様
の
性
格
を
持
ち
、
桓
武
天
皇
か
ら
信
頼
さ
れ
て
仏
法
に
関
し
て
教

導
し
た
り
、
善
珠
を
補
佐
し
て
法
会
を
執
行
す
る
な
ど
、
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
梵
釈
寺
は
、
滋
賀
県
大
津
市
滋
賀
里
町
、
琵
琶
湖
の
南
西
に
位
置
し
、
滋
賀
県
と
京
都
府
を
隔
て
る
山
中
に
所
在
し
た
。
延
暦

五
年(

786)

頃
に
勅
命
に
よ
り
造
営
が
開
始
さ
れ
、
次
第
に
封
戸
や
水
田
が
施
入
さ
れ
た
。
同
十
四
年(

795)

に
は
造
営
の
詔
勅
が
発
せ
ら

れ
、
山
水
の
勝
地
を
拓
い
て
禅
院
を
草
創
し
、
土
木
の
妙
製
を
尽
く
し
て
伽
藍
を
装
飾
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
浄
行
の
禅
師
十
名
を
置
き
、

三
綱
は
そ
の
中
か
ら
任
ぜ
ら
れ
た
。

初
期
の
梵
釈
寺
に
関
係
す
る
人
物
と
し
て
、
僅
か
に
等
定
・
常
騰
・
永
忠
の
事
例
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
そ
の
創
建
を
め
ぐ
り
、
藤

原
百
川
・
等
定
ら
、
桓
武
天
皇
を
擁
立
す
る
人
々
の
因
縁
譚
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
施
暁
は
等
定
や
桓
武
天
皇
と
近
し
い
関
係
に
あ
り
、

山
林
修
行
に
熱
心
な
僧
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
梵
釈
寺
の
初
代
住
持
で
あ
っ
た
か
は
別
に
し
て
も
、
そ
の
経
営
に
関
わ
っ
た
可
能
性
は
高

い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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施
暁
に
よ
る
延
暦
十
一
年(

792)

の
奏
上
は
、
当
時
の
有
力
な
僧
た
ち
の
山
林
修
行
に
関
す
る
信
念
を
推
測
し
う
る
貴
重
な
史
料
と
言

え
よ
う
。
こ
の
中
で
施
暁
は
「
夫
れ
沙
門
釈
侶
は
、
三
界
の
旅
人
な
り
。
国
を
離
れ
家
を
離
れ
て
、
親
無
く
族
無
し
。
或
い
は
山
林
に
坐

し
て
道
を
求
め
、
或
い
は
松
柏
に
蔭
れ
て
禅
を
思
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
仏
者
の
本
分
は
山
林
修
行
（
出
世
間
）
に
あ
る
と
の

信
念
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
「
避
世
出
塵
の
操
有
り
と
雖
も
、
護
国
利
人
の
行
を
忘
れ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
単
な
る
自
利
行
で
は
な

く
、
護
国
利
人
と
い
う
利
他
行
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
る
と
補
足
し
た
。
山
林
修
行
（
出
世
間
）
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
世
俗
に
お
け
る

生
業
の
放
棄
で
あ
る
。
私
的
な
檀
越
と
の
関
わ
り
が
規
制
さ
れ
て
い
た
当
代
に
お
い
て
、
そ
の
最
た
る
外
護
者
・
檀
越
と
な
り
う
る
の
は

天
皇
で
あ
っ
た
。
施
暁
は
「
万
邦
を
衛
護
す
る
は
唯
だ
仏
化
に
資よ

る
の
み
に
し
て
、
三
宝
を
弘
隆
す
る
は
帝
功
に
非
ざ
る
こ
と
靡な

し
」
と

述
べ
、
仏
法
（
特
に
山
林
修
行
）
は
護
国
利
人
に
通
ず
る
と
し
て
、
天
皇
に
修
行
者
の
支
援
を
求
め
た
。

一
方
、
梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
は
、
当
時
の
為
政
者
の
意
図
・
仏
教
信
仰
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時

の
為
政
者
た
ち
は
、「
天
下
の
安
寧
は
、
緇
徒
の
神
力
に
よ
る
」
と
の
考
え
を
有
し
て
い
た
。
仏
者
の
神
力
に
対
す
る
期
待
と
畏
怖
を
背

景
と
し
て
、
桓
武
期
に
は
、
僧
尼
の
才
徳
を
高
め
る
と
と
も
に
、
寺
家
の
勢
力
を
押
さ
え
る
施
策
が
頻
繁
に
な
さ
れ
て
い
る
。
僧
尼
の
山

林
修
行
は
、
そ
れ
が
天
皇
の
統
制
下
に
あ
る
限
り
、
望
む
べ
き
徳
行
で
あ
っ
た
。
桓
武
天
皇
は
施
暁
の
奏
上
に
応
え
る
が
如
く
「
冀
う
所

は
、
還め
ぐ
りは
馳
驟
に
経
る
と
も
、
永
え
に
正
法
を
流
し
、
時
は
陵
谷
を
変
ず
と
も
、
恒
に
仁
祠
を
崇
む
る
こ
と
な
り
」
と
し
、
山
林
浄
域
に

お
け
る
禅
院
の
造
営
を
宣
言
し
た
。
天
皇
が
仏
法
（
特
に
山
林
修
行
）
を
外
護
す
る
と
い
う
善
因
の
功
徳
に
よ
り
、
上
は
皇
祖
か
ら
下
は

万
霊
に
い
た
る
冥
福
、
さ
ら
に
は
皇
統
の
永
続
と
万
民
の
豊
楽
、
ひ
い
て
は
一
切
衆
生
の
仏
果
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
仏
者
と
天
皇
の
相
依
関
係
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
仏
者
は
山
林
修
行
を
志
求
し
、
天
皇
に
支
援
を
求
め
た
。
天
皇

は
天
下
の
安
寧
を
期
待
し
、
仏
者
の
山
林
修
行
を
外
護
し
た
。
梵
釈
寺
の
造
営
は
、
両
者
の
意
志
を
反
映
し
た
、
新
た
な
仏
教
信
仰
の
あ

り
方
を
象
徴
す
る
事
業
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
嵯
峨
天
皇
と
玄
賓
と
の
関
係
を
経
て((((

(

、
最
澄
・
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空
海((((

(

ら
へ
と
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
一
連
の
仏
教
信
仰
の
基
礎
を
な
し
た
人
物
と
し
て
も
、
施
暁
の
存
在
は
よ
り
評
価
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
梵
釈
寺
は
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
山
林
浄
域
に
お
い
て
浄
行
の
十
禅
師
を
擁
す
る
修
禅
・
修
学
・
護
国
の
寺
と
し
て
、
重
視

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
寺
門
・
山
門
抗
争
の
余
波
を
受
け
て
衰
退
し
た
と
さ
れ
る
。

註(1)　

本
論
攷
で
は
、
世
俗
と
相
対
す
る
意
味
で
の
山
水
林
泉
に
お
け
る
仏
道
修
行
と
理
解
し
て
お
く
。

(2)　
『
令
義
解
』
二
「
僧
尼
令
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
二
・
八
四
～
五
頁
）

(3)　
『
続
日
本
紀
』
一
一
「
天
平
六
年
十
一
月
戊
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
一
三
五
頁
）

(4)　

佐
藤
正
伸「
日
本
密
教
受
容
の
背
景
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
浄
行
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
─
」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
』別
冊
一
・
一
九
九
九
年
）

(5)　
『
続
日
本
紀
』
二
一
「
天
平
宝
字
二
年
八
月
庚
子
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
二
五
三
頁
）

(6)　
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
下
「
拍
于
憶
持
千
手
呪
者
以
現
得
悪
死
報
縁
第
十
四
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
〇
・
二
七
二
頁
）
に
は
、
神
護
景
雲

三
年(

769)

頃
の
説
話
と
し
て
、
京
を
本
貫
と
す
る
小
野
朝
臣
庭
麿
な
る
人
物
が
優
婆
塞
と
な
り
、
常
に
千
手
呪
を
誦
持
し
て
、
越
前
国
加
賀
郡
の
部
内

の
山
を
展
転
と
し
て
修
行
し
た
と
伝
え
る
。

(7)　
『
続
日
本
紀
』
三
一
「
宝
亀
元
年
十
月
丙
辰
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
三
八
六
頁
）

(8)　
『
続
日
本
紀
』
三
二
「
宝
亀
三
年
三
月
丁
亥
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
〇
二
頁
）
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(9)　
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
中
「
未
作
畢
仏
像
而
棄
木
示
異
霊
表
縁
第
廿
六
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
〇
・
二
四
九
頁
）、
下
「
憶
持
法
花
経
者

舌
著
之
曝
髑
髏
中
不
朽
縁
第
一
」（
二
六
二
頁
）

(10)　

高
田
淳
「
早
良
親
王
と
長
岡
遷
都
─
遷
都
事
情
の
再
検
討
─
」（
林
陸
朗
先
生
還
暦
記
念
会
『
日
本
古
代
の
政
治
と
制
度
』
続
群
書
類
従
完
成
会
・

一
九
八
五
年
）

(11)　

拙
論
「
吉
野
山
の
報
恩
法
師
」（『
現
代
密
教
』
一
七
・
二
〇
〇
四
年
）

(12)　

薗
田
香
融
「
草
創
期
室
生
寺
を
め
ぐ
る
僧
侶
の
動
向
」（
京
都
大
学
読
史
会
創
立
五
十
年
記
念
『
国
史
論
集
』
一
・
一
九
六
九
年
）、
逵
日
出
典
『
室
生
寺

史
の
研
究
』（
巌
南
堂
書
店
・
一
九
七
九
年
）

(13)　

和
歌
森
太
郎「
日
本
上
代
山
岳
信
仰
の
研
究
」（『
歴
史
教
育
』一
四
─
五
、六
、七
・
一
九
三
九
年
）、「
中
世
修
験
道
の
前
景
と
そ
の
成
立
」（『
史
潮
』九
─
三
、

四
・
一
九
三
九
年
）、
堀
一
郎
「
上
世
仏
教
の
呪
術
性
と
山
林
の
優
婆
塞
禅
師
に
つ
い
て
」（『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
三
・
一
九
五
二
年
）、『
我
が

国
民
間
信
仰
史
の
研
究
（
二
）
宗
教
史
編
』（
東
京
創
元
社
・
一
九
五
三
年
）、
古
江
亮
仁
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
山
寺
の
研
究
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』

三
九
・
一
九
五
四
年
）、石
村
喜
英
「
上
代
山
寺
に
於
け
る
僧
尼
の
生
活
」（『
日
本
歴
史
』
一
〇
二
・
一
九
五
六
年
）、高
瀬
重
雄
『
古
代
山
岳
信
仰
史
の
研
究
』

（
角
川
書
店
・
一
九
六
九
年
）、
薗
田
香
融
「
古
代
仏
教
に
お
け
る
山
林
修
行
と
そ
の
意
義
」（『
南
都
仏
教
』
四
・
一
九
五
七
年
）、
佐
久
間
竜
「
山
沙
弥

所
と
山
林
師
所
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
六
─
一
二
・
一
九
五
九
年
）、下
出
積
與
「
古
代
に
お
け
る
山
岳
信
仰
と
仏
教
」（
下
出
積
與
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日

本
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
』
大
蔵
出
版
・
一
九
七
八
年
）、
根
本
誠
二
「
僧
尼
令
禅
行
条
に
つ
い
て
」（『
日
本
仏
教
』
四
五
・
一
九
七
八
年
）、
沼
義
昭
「
日

本
に
お
け
る
山
岳
宗
教
の
一
研
究
」（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
特
別
号
二
・
一
九
七
九
年
）、
逵
日
出
典
『
奈
良
朝
山
岳
寺
院
の
研
究
』（
名

著
出
版
・
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

(14)　

前
掲
註
(13)
薗
田
論
文
。
た
だ
し
当
論
文
を
も
と
に
、
比
蘇
山
寺
に
て
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
を
行
ず
る
修
行
者
た
ち
を
「
自
然
智
宗
」
と
す
る
見
解
に
つ

い
て
は
、
否
定
さ
れ
て
い
る
。（
前
谷
彰(

恵
紹)

「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
と
自
然
智
宗
」『
仏
教
文
化
の
諸
相
〈
高
木
伸
元
博
士
古
稀
記
念
論
集
〉』（
山
喜
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房
仏
書
林
・
二
〇
〇
〇
年
））

(15)　
『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〈
特
集
・
山
岳
寺
院
の
新
研
究
〉』（
四
二
六
・
一
九
九
八
年
）、『
佛
教
藝
術
〈
特
集
・
山
岳
寺
院
の
考
古
学
的
調
査
・
西
日
本

編
〉』（
二
六
五
・
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

(16)　

肥
後
和
男
『
大
津
京
阯
の
研
究
』（
文
泉
堂
・
一
九
四
〇
年
）、
福
山
敏
男
「
梵
釈
寺
に
つ
い
て
」（『
史
迹
と
美
術
』
十
六
（
一
）、
一
九
四
六
年
）、
堅
田

修
「
桓
武
天
皇
と
梵
釈
寺
」（『
古
代
文
化
』
九
（
二
）・
一
九
六
二
年
）、
西
口
順
子
「
梵
釈
寺
と
等
定
」（『
史
窓
』
三
六
・
一
九
七
九
年
）、
牧
伸
行
「
永

忠
と
梵
釈
寺
」（『
史
学
論
集
〈
仏
教
大
学
文
学
部
史
学
科
創
設
三
十
周
年
記
念
〉』・
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

(17)　

村
尾
次
郎
『
桓
武
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
六
三
年
）、
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
の
国
家
と
仏
教
』（
岩
波
書
店
・
一
九
七
一
年
）、
舟
ヶ
崎
正
孝
「
光

仁
・
桓
武
朝
仏
教
の
一
考
察
─
梵
釈
寺
創
建
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
Ａ
人
文
科
学
』
十
四
・
一
九
六
六
年
）、
伊
藤
信
博
「
桓
武
期
の

政
策
に
関
す
る
一
分
析
（
一
）」（『
言
語
文
化
論
集
』
二
六
（
二
）・
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

(18)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
度
者
・
延
暦
十
一
年
正
月
庚
午
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
一
二
～
三
頁
）

(19)　
『
日
本
紀
略
』前
一
三「
延
暦
十
二
年
二
月
己
巳
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』一
〇
・
二
八
頁
）、『
僧
綱
補
任
』一（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』六
五
・
六
頁
）

(20)　
『
日
本
後
紀
』
五
「
延
暦
十
六
年
正
月
辛
丑
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
九
頁
）

(21)　
『
僧
綱
補
任
』
一
「
延
暦
廿
三
年
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
五
・
七
頁
）

(22)　
『
僧
綱
補
任
』
一
「
延
暦
十
二
年
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
五
・
六
頁
）

(23)　
『
続
日
本
紀
』
三
二
「
宝
亀
三
年
三
月
甲
申
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
〇
二
頁
）

(24)　
『
扶
桑
略
記
』
二
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
二
・
九
七
頁
）

(25)　
『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』『
七
大
寺
年
表
』『
僧
綱
補
任
』
な
ど
に
よ
る
。

(26)　
『
扶
桑
略
記
』
二
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
二
・
一
一
二
頁
）
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(27)　
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
下
「
仮
官
勢
非
理
為
政
得
悪
報
縁
第
卅
五
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
〇
・
二
八
八
～
九
頁
）

(28)　
『
日
本
後
紀
』
一
二
「
延
暦
二
十
三
年
十
一
月
戊
戌
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
三
七
頁
）

(29)　
『
日
本
後
紀
』
一
二
「
延
暦
二
十
四
年
正
月
甲
申
条
・
乙
酉
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
三
八
頁
）

(30)　

勝
虞
は
神
叡
の
弟
子
尊
応
に
師
事
し
、
法
相
と
因
明
に
す
ぐ
れ
た
。
弟
子
に
護
命
が
あ
り
、
求
聞
持
法
を
伝
え
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。
常
騰
は
永
厳
の
弟

子
で
、
学
究
と
し
て
す
ぐ
れ
、
六
十
三
巻
の
経
論
に
註
釈
を
加
え
た
と
さ
れ
る
。
玄
賓
は
興
福
寺
の
宣
教
の
弟
子
で
法
相
屈
指
の
学
僧
で
あ
る
が
、
伯

耆
や
備
中
に
て
山
林
修
行
に
励
ん
だ
。
桓
武
天
皇
の
御
病
祈
願
を
行
い
、
嵯
峨
天
皇
か
ら
殊
遇
を
蒙
っ
て
い
る
。
永
忠
は
宝
亀
初
め
に
入
唐
し
、
延
暦

末
に
帰
朝
し
て
い
る
。
著
作
に
『
五
仏
頂
法
訣
』
一
巻
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

(31)　
『
本
朝
高
僧
伝
』
四
「
江
州
梵
釈
寺
沙
門
施
暁
伝
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
三
・
四
三
頁
）

(32)　

前
掲
註
(17)
舟
ヶ
崎
論
文
。

(33)　

林
博
通
「
崇
福
寺
と
金
勝
寺
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
四
二
六
・
一
九
九
八
年
）、
梶
原
義
実
「
最
古
の
官
営
山
寺
・
崇
福
寺
（
滋
賀
県
）
─
そ
の
造
営

と
維
持
─
」（『
佛
教
藝
術
』
二
六
五
・
二
〇
〇
二
年
）

(34)　
『
続
日
本
紀
』
三
九
「
延
暦
五
年
正
月
壬
子
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
一
八
頁
）

(35)　
『
元
亨
釈
書
』
二
三
（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
二
・
一
八
八
頁
）

(36)　
『
七
大
寺
年
表
』「
延
暦
五
年
丙
寅
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
八
三
・
三
五
八
頁
）

(37)　
『
僧
綱
補
任
』
一
「
延
暦
四
年
乙
丑
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
五
・
六
頁
）

(38)　
『
続
日
本
紀
』
三
九
「
延
暦
七
年
六
月
乙
酉
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
三
〇
頁
）

(39)　
『
七
大
寺
年
表
』「
延
暦
十
一
年
壬
申
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』八
三
・
三
五
九
頁
）。
な
お『
類
聚
三
代
格
』「
寺
田
事
・
延
暦
十
四
年
九
月
十
五
日
条
」

（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
五
・
四
四
七
頁
）
で
は
延
暦
十
年
と
す
る
。
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(40)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
〇
「
諸
寺
・
延
暦
十
四
年
九
月
己
酉
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
五
七
頁
）

(41)　
『
延
喜
式
』
二
六
「
主
税
上
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
六
・
六
四
五
〜
六
頁
）、
三
〇
「
大
蔵
省
」（
七
三
一
頁
）

(42)　

拙
論
「
吉
野
山
の
報
恩
法
師
」（『
現
代
密
教
』
十
七
・
二
〇
〇
四
年
）、
逵
日
出
典
『
室
生
寺
史
の
研
究
』（
巌
南
堂
書
店
・
一
九
七
九
年
）

(43)　
『
日
本
後
紀
』
八
「
延
暦
十
八
年
十
二
月
庚
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
二
六
～
七
頁
）

(44)　
『
七
大
寺
年
表
』「
延
暦
十
九
年
庚
辰
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
八
三
・
三
六
一
頁
）

(45)　
『
西
琳
寺
文
永
註
記
』（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
八
五
・
二
九
〇
頁
）

(46)　
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
中
「
華
厳
宗
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
二
・
一
六
頁
）

(47)　
『
東
大
寺
別
当
次
第
』（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
五
・
一
七
七
頁
）

(48)　

佐
久
間
竜
「
東
大
寺
僧
等
定
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
二
八
五
・
一
九
七
二
年
）

(49)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
度
者
・
延
暦
十
三
年
三
月
戊
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
一
三
頁
）

(50)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
〇
「
諸
寺
・
延
暦
廿
二
年
十
月
丙
午
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
五
七
頁
）

(51)　
『
日
本
後
紀
』
一
二
「
延
暦
廿
四
年
六
月
辛
酉
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
四
三
頁
）

(52)　
『
日
本
後
紀
』
一
三
「
延
暦
廿
四
年
七
月
壬
午
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
四
五
頁
）

(53)　
『
日
本
後
紀
』
一
三
「
延
暦
廿
四
年
九
月
己
丑
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
四
六
頁
）

(54)　
『
日
本
後
紀
』
二
四
「
弘
仁
六
年
九
月
辛
未
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
一
三
六
頁
）

(55)　
『
日
本
後
紀
』
二
四
「
弘
仁
六
年
四
月
癸
亥
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
一
三
二
頁
）

(56)　
『
日
本
後
紀
』
一
三
「
大
同
元
年
正
月
庚
午
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
五
〇
頁
）

(57)　
『
日
本
後
紀
』
一
三
「
大
同
元
年
四
月
丙
辰
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
五
七
～
八
頁
）
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(58)　
『
日
本
後
紀
』
二
〇
「
弘
仁
元
年
九
月
甲
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
八
九
～
九
〇
頁
）

(59)　
『
僧
綱
補
任
』
一
「
弘
仁
六
年
乙
未
項
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
五
・
八
頁
）

(60)　
『
元
亨
釈
書
』
一
六
「
梵
釈
寺
永
忠
伝
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
二
・
一
四
九
頁
）

(61)　
『
日
本
紀
略
』
前
一
四
「
弘
仁
七
年
四
月
庚
子
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
〇
・
三
〇
三
頁
）

(62)　
『
寺
門
高
僧
記
』
十
「
桓
武
天
皇
」（『
続
群
書
類
従
』
二
八
上
・
五
七
一
頁
）、『
寺
門
伝
記
補
録
』
六
「
梵
釈
寺
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』

八
六
・
一
四
七
頁
）

(63)　
『
十
訓
抄
』「
第
六
可
存
忠
直
事
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
八
・
七
六
頁
）

(64)　
『
続
日
本
紀
』
三
二
「
宝
亀
三
年
三
月
癸
未
条
・
五
月
丁
未
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
〇
四
頁
）

(65)　
『
公
卿
補
任
』「
宝
亀
二
年
条
参
議
正
四
位
下
藤
百
川
伝
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』五
三
・
五
三
頁
）、『
日
本
紀
略
』前
一
二「
宝
亀
元
年
八
月
癸
巳
条
百
川
伝
」

（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
〇
・
二
四
三
〜
四
頁
）

(66)　
『
続
日
本
紀
』「
宝
亀
十
年
七
月
丙
子
条
」
三
五
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
五
〇
頁
）

(67)　
『
続
日
本
紀
』「
宝
亀
十
年
七
月
丙
子
条
追
記
」
三
五
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
五
〇
頁
）

(68)　
『
続
日
本
紀
』「
宝
亀
九
年
十
二
月
壬
寅
条
・
乙
巳
条
・
十
年
正
月
戊
申
条
・
丁
卯
条
・
三
月
丙
寅
条
・
己
巳
条
・
庚
午
条
・
癸
酉
条
」
三
四
（『
新
訂
増

補
国
史
大
系
』
二
・
四
三
八
～
四
二
頁
）

(69)　
『
宀
一
山
年
分
度
者
奏
状
』（
西
田
長
男
「
室
生
寺
の
開
基 

─ 

東
寺
勧
智
院
本
『
宀
一
山
年
分
度
者
奏
状
』
の
紹
介
に
よ
せ
て
─
」（『
神
道
及
び
神
道
史
』

三
（
四
）・
一
九
六
七
年
））

(70)　

前
掲
註
(12)
逵
論
文
。

(71)　
『
元
亨
釈
書
』
二
三
「
光
仁
皇
帝
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
二
・
一
八
七
頁
）
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(72)　
『
続
日
本
紀
』
三
〇
「
宝
亀
元
年
十
月
丙
辰
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
三
八
六
頁
）

(73)　
『
続
日
本
紀
』
三
二
「
宝
亀
三
年
三
月
甲
申
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
〇
二
頁
）

(74)　
『
続
日
本
紀
』
三
六
「
宝
亀
十
一
年
正
月
丙
戌
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
五
六
頁
）

(75)　
『
続
日
本
紀
』
三
六
「
宝
亀
十
一
年
正
月
庚
辰
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
五
六
頁
）

(76)　
『
続
日
本
紀
』
三
八
「
延
暦
四
年
五
月
己
未
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
〇
八
頁
）

(77)　
『
続
日
本
紀
』
三
八
「
延
暦
四
年
七
月
癸
丑
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
一
一
頁
）

(78)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
度
者
・
延
暦
十
一
年
正
月
庚
午
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
一
二
～
三
頁
）

(79)　
『
続
日
本
紀
』
三
八
「
延
暦
四
年
五
月
己
未
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
〇
八
頁
）

(80)　
『
類
聚
三
代
格
』
二
「
修
法
灌
頂
事
・
昌
泰
四
年
二
月
十
四
日
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
五
・
七
四
頁
）

(81)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
〇
「
延
暦
十
四
年
九
月
己
酉
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
五
七
頁
）

(82)　

梵
釈
寺
造
営
の
目
的
、
こ
の
寺
院
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
整
理
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
四
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
①
天
智
天
皇
追
慕
の
寺

（
前
掲
註
(16)
肥
後
論
文
、
(17)
村
尾
論
文
、
(17)
井
上
論
文
、『
続
日
本
紀
五
〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
〉』、『
日
本
後
紀
〈
訳
注
日
本
史
料
〉』、『
国
史
大
事
典
』

な
ど
）、
②
護
法
の
寺
（
前
掲
註
(17)
村
尾
論
文
）、
③
山
林
修
行
の
道
場
（
前
掲
註
(16)
堅
田
論
文
）、
④
王
城
鎮
護
の
寺
（
前
掲
註
(16)
福
山
論
文
、
(16)
西
口

論
文
、
(17)
伊
藤
論
文
）。
①
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
梵
釈
寺
は
天
智
天
皇
勅
願
の
崇
福
寺
に
隣
接
し
、
詔
勅
に
も
「
上
は
七
廟
を
奉
じ
」
と
あ

る
か
ら
、天
智
天
皇
追
慕
が
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
た
だ
し
同
時
に
「
下
は
万
邦
に
覃
び
」
と
あ
る
か
ら
、「
天
智
天
皇
追
慕
」

に
限
定
す
る
の
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
②
は
梵
釈
寺
と
い
う
寺
号
を
尊
重
し
た
説
で
あ
り
、
梵
釈
二
天
の
護
法
神
の
も
と
、
法
の
追
及
を
目

的
と
す
る
学
院
と
す
る
。
確
か
に
梵
釈
二
天
は
護
法
神
で
あ
る
が
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
は
、
梵
天
・
帝
釈
天
・
四
天
王
等
の
諸
天
善
神
に
よ
る
護

国
思
想
を
説
く
。
梵
釈
二
天
は
仏
法
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
国
王
ひ
い
て
は
国
土
を
守
護
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
護
法
」
に
限
定
す
べ
き
で
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な
い
と
思
わ
れ
る
。
③
仏
教
革
新
を
担
う
浄
行
僧
を
養
成
す
る
道
場
と
す
る
説
。
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、さ
ら
に
は
、浄
行
僧
を
擁
護
す
る
善
因
の
功
徳
、

お
よ
び
擁
護
さ
れ
た
浄
行
僧
の
神
力
に
よ
る
、万
霊
の
冥
福
・
天
下
の
安
寧
・
一
切
衆
生
の
仏
果
が
期
さ
れ
て
い
た
。
④
は
詔
勅
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
延

暦
僧
録
』「
長
岡
天
皇
菩
薩
伝
」
に
「
近
江
に
四
天
王
寺
を
建
て
る
」
と
あ
る
こ
と
、
後
に
梵
釈
寺
に
四
天
王
が
置
か
れ
、
四
天
王
秘
法
が
修
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
北
陸
・
東
海
・
東
山
道
の
要
地
に
お
け
る
四
天
王
に
よ
る
東
方
守
護
の
寺
と
す
る
説
で
あ
る
。
以
上
の
説
は
、
い
ず
れ
も
誤
り
と

は
言
え
な
い
が
、
一
つ
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
目
的
・
位
置
づ
け
は
重
層
的
・
複
合
的
で
あ
ろ
う
。

(83)　
『
続
日
本
紀
』
三
八
「
延
暦
四
年
七
月
癸
丑
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
一
一
頁
）

(84)　
『
日
本
後
紀
』
二
四
「
弘
仁
五
年
八
月
壬
申
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・ 

一
二
七
頁
）

(85)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
施
物
僧
・
延
暦
十
六
年
四
月
壬
戌
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
〇
四
頁
）

(86)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
施
物
僧
・
延
暦
廿
一
年
二
月
庚
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
〇
四
頁
）

(87)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
僧
尼
雑
制
・
延
暦
十
七
年
十
月
壬
辰
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
〇
〇
頁
）

(88)　
『
日
本
後
紀
』
一
二
「
延
暦
二
十
三
年
正
月
丁
亥
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
二
九
頁
）

(89)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
度
者
・
延
暦
十
二
年
四
月
丙
子
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
一
三
頁
）

(90)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
度
者
・
延
暦
十
七
年
四
月
乙
丑
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
一
三
～
四
頁
）
な
お
、
こ
の
十
七
年
勅
を
嚆
矢
と
す
る
経

論
の
解
義
重
視
の
政
策
は
、
九
世
紀
を
通
じ
て
発
展
し
、
修
学
の
階
梯
の
み
な
ら
ず
法
会
全
般
に
お
け
る
、
論
義
の
重
視
へ
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。（
上

島
享
「
平
安
初
期
仏
教
の
再
検
討
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
四
〇
（
二
）・
一
九
九
七
年
））

(91)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
度
者
・
延
暦
廿
年
四
月
丙
午
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
一
四
頁
）

(92)　
『
類
聚
国
史
』
一
七
九
「
諸
宗
・
延
暦
廿
二
年
正
月
戊
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
三
七
頁
）

(93)　
『
日
本
後
紀
』
一
二
「
延
暦
廿
三
年
正
月
癸
未
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
二
九
頁
）
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(94)　
『
日
本
後
紀
』
一
二
「
延
暦
廿
三
年
五
月
庚
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
三
三
頁
）

(95)　
『
日
本
後
紀
』
一
三
「
大
同
元
年
正
月
辛
卯
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
五
〇
頁
）

(96)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
僧
尼
雑
制
・
延
暦
十
六
年
八
月
甲
子
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
〇
〇
頁
）

(97)　
『
日
本
後
紀
』
一
二
「
延
暦
廿
三
年
正
月
丁
亥
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
二
九
頁
）

(98)　
『
日
本
後
紀
』
一
三
「
延
暦
廿
四
年
十
二
月
庚
申
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
四
九
頁
）

(99)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
還
俗
僧
・
延
暦
十
九
年
八
月
辛
巳
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
二
一
頁
）

(100)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
七
「
還
俗
僧
・
延
暦
十
九
年
十
月
己
卯
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
二
二
頁
）

(101)　
『
令
義
解
』
二
「
僧
尼
令
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
二
・
八
二
、八
八
頁
）

(102)　
『
令
義
解
』
二
「
僧
尼
令
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
二
・
八
一
頁
）

(103)　
『
続
日
本
紀
』
三
八
「
延
暦
四
年
五
月
己
未
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
〇
八
頁
）

(104)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
僧
尼
雑
制
・
延
暦
十
四
年
四
月
庚
申
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
〇
〇
頁
）

(105)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
〇
「
諸
寺
・
延
暦
十
四
年
七
月
癸
未
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
五
七
頁
）

(106)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
僧
尼
雑
制
・
延
暦
十
七
年
七
月
乙
亥
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
三
〇
〇
頁
）

(107)　
『
類
聚
三
代
格
』
二
「
修
法
灌
頂
事
・
昌
泰
四
年
二
月
十
四
日
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
五
・
七
四
頁
）

(108)　
『
日
本
後
紀
』
八
「
延
暦
十
八
年
六
月
乙
酉
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
二
二
頁
）

(109)　
『
令
義
解
』
二
「
僧
尼
令
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
二
・
八
二
頁
）

(110)　
『
令
義
解
』
三
「
田
令
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
二
・
一
一
二
頁
）

(111)　
『
続
日
本
紀
』
三
七
「
延
暦
二
年
六
月
乙
夘
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
四
九
三
～
四
頁
）
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(112)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
二
「
施
入
物
・
延
暦
十
四
年
四
月
甲
子
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
七
九
頁
）

(113)　
『
日
本
書
紀
』
二
九
「
天
武
四
年
二
月
己
丑
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
下
・
三
三
六
頁
）

(114)　
『
続
日
本
紀
』
三
「
慶
雲
三
年
三
月
丁
巳
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
二
六
頁
）

(115)　
『
令
義
解
』
一
〇
「
雑
令
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
二
・
三
三
四
頁
）

(116)　
『
続
日
本
紀
』
三
八
「
延
暦
三
年
十
二
月
庚
辰
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
〇
三
頁
）

(117)　
『
続
日
本
紀
』
四
〇
「
延
暦
十
年
六
月
甲
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
・
五
五
四
頁
）

(118)　
『
類
聚
国
史
』
一
八
〇
「
諸
寺
・
延
暦
十
九
年
四
月
丁
丑
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
五
七
頁
）

(119)　
『
日
本
後
紀
』
二
四
「
弘
仁
六
年
正
月
丁
亥
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
一
三
〇
～
一
頁
）

(120)　
『
文
華
秀
麗
集
』「
過
梵
釈
寺
一
首
御
製
」「
扈
従
梵
釈
寺
応
製
一
首
令
製
」「
扈
従
梵
釈
寺
応
製
一
首
藤
冬
嗣
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
九
・
二
五
九

〜
六
一
頁
）

(121)　

前
掲
註
(16)
西
口
論
文
。

(122)　
『
守
護
国
界
章
』
上
之
下
（『
伝
教
大
師
全
集
』
二
・
二
九
三
頁
）

(123)　
『
続
日
本
後
紀
』
四
「
承
和
二
年
正
月
庚
申
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
三
六
頁
）

(124)　
『
東
域
伝
灯
目
録
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
五
）「
同
（
無
量
寿
経
）
述
記
一
巻
（
梵
釈
寺
録
）」（
一
一
五
〇
頁
下
）、「
同
（
法
華
）
論
註
三
巻
（
梵
釈

寺
常
騰
撰
又
有
子
註
三
巻
）」（
一
一
五
六
頁
中
）、「
同
（
瑜
伽
）
論
鈔
三
十
六
巻
（
法
師
景
法
師
梵
釈
寺
録
云
三
十
）」（
一
一
五
六
頁
下
）、「
部
異
執

論
疏
十
巻
（
真
諦
或
成
四
巻
梵
釈
寺
東
寺
云
義
記
四
巻
叡
山
楞
厳
院
吉
祥
院
四
巻
十
巻
本
倶
有
）」（
一
一
六
〇
頁
下
）、「
梵
釈
寺
（
東
寺
）。
衆
経
要
集

七
巻
。
諸
経
要
集
二
十
巻
（
玄
惲
）。
一
切
経
要
集
三
十
巻
（
蕭
斉
沙
門
釈
僧
祐
撰
）。
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
二
巻
（
大
唐
天
后
代
三
蔵
義
浄
撰
）。
続

古
今
訳
経
図
記
一
巻
（
大
唐
沙
門
智
昇
撰
）。
高
僧
伝
西
行
抄
二
巻
（
義
浄
）。
名
僧
伝
三
十
一
巻
（
梁
沙
門
釈
宝
唱
撰
一
巻
副
）。
清
涼
山
伝
二
巻
（
藍
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谷
沙
門
恵
辨
撰
）。
鏡
中
集
十
巻
（
釈
霊
実
撰
）。
一
切
経
正
名
四
十
巻
（
一
巻
教
目
東
寺
）。
内
典
博
要
三
十
巻
（
梁
代
唐
孝
教
撰
）。
則
天
大
聖
皇
后

集
十
巻
（
枚
数
少
故
或
合
巻
也
披
見
是
多
願
文
集
也
）。
金
輪
万
歳
集
一
巻
（
已
上
梵
釈
寺
録
）。
新
清
涼
山
伝
三
巻
（
近
年
渡
云
）。
古
今
帝
王
年
代
暦

八
巻
（
釈
霊
実
撰
）。」（
一
一
六
四
頁
下
～
一
一
六
五
頁
上
）

(125)　
『
日
本
紀
略
』
前
一
四
「
弘
仁
十
一
年
閏
正
月
丁
卯
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
〇
・
三
一
〇
頁
）

(126)　
『
日
本
三
代
実
録
』
一
二
「
貞
観
八
年
閏
三
月
廿
二
日
丁
夘
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
四
・
一
八
〇
頁
）

(127)　
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
三
「
長
岡
天
皇
菩
薩
伝
」（『
鈴
木
板
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
二
・
五
六
頁
）

(128)　

前
掲
註
(16)
福
山
論
文
。

(129)　

前
掲
註
(16)
西
口
論
文
、
前
掲
註
(17)
伊
藤
論
文
。

(130)　
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
五
「
依
空
満
願
品
第
十
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
一
六
・
四
二
六
頁
下
）

(131) 　

前
揚
註
(90)
上
島
論
文
。

(132)　
『
類
聚
国
史
』
一
七
七
「
御
斎
会
・
承
和
二
年
十
二
月
丙
戌
条
」『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
・
二
一
〇
頁
）、『
延
喜
式
』
二
一
「
玄
蕃
寮
」（『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
二
六
・
五
三
三
頁
）

(133)　
『
続
日
本
後
紀
』
六
「
承
和
四
年
四
月
丁
巳
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
六
六
頁
）

(134)　
『
続
日
本
後
紀
』
一
九
「
嘉
祥
二
年
十
月
癸
夘
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
二
二
九
頁
）

(135)　
『
続
日
本
後
紀
』
二
〇
「
嘉
祥
三
年
二
月
甲
寅
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
・
二
三
五
頁
）

(136)　
『
日
本
三
代
実
録
』
七
「
貞
観
五
年
七
月
廿
七
日
丁
巳
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
四
・
一
一
四
頁
）

(137)　
『
日
本
三
代
実
録
』
一
二
「
貞
観
八
年
四
月
五
日
己
夘
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
四
・
一
八
一
頁
）

(138)　
『
日
本
三
代
実
録
』
三
八
「
元
慶
四
年
十
一
月
廿
九
日
己
卯
晦
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
四
・
四
八
四
頁
）
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(139)　
『
日
本
三
代
実
録
』
四
七
「
仁
和
元
年
四
月
廿
日
甲
戌
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
四
・
五
八
七
頁
）

(140)　
『
日
本
紀
略
』
後
一
「
延
喜
二
十
一
年
十
一
月
四
日
条
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
一
一
・
二
四
頁
）

(141)　

拙
論「
玄
賓
法
師
の
生
涯
─
嵯
峨
天
皇
よ
り
の
殊
遇
を
中
心
に
─
」（『
智
山
学
報
』五
四
・
二
〇
〇
五
年
）、「
嵯
峨
天
皇
親
書
よ
り
み
た
玄
賓
法
師
の
人
物
像
」

（『
佛
教
文
学
』
三
〇
・
二
〇
〇
六
年
）

(142)　

例
え
ば
空
海
は
、「
三
界
に
家
無
し
」（『
三
教
指
帰
』
下
（『
日
本
古
典
文
学
大
系 

』
七
一
・
一
二
九
頁
））
と
し
て
、出
世
間
を
志
求
す
る
と
と
も
に
、「
斗

藪
し
て
道
に
殉
い
、
兀
然
と
し
て
独
座
せ
ば
、
水
菜
能
く
命
を
支
え
、
薜
蘿
こ
れ
吾
が
衣
な
り
。
修
す
る
と
こ
ろ
の
功
徳
、
以
て
国
徳
に
酬
う
」（『
高

野
雑
筆
集
』
上
「
藤
原
冬
嗣
諸
嗣
宛
」（『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
七
・
一
〇
八
頁
））
と
し
て
、山
林
修
行
の
功
徳
は
国
徳
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
仏
者
が
山
林
修
行
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
誠
に
是
れ
、
尭
日
の
力
な
り
」（『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
三
「
中
寿
感
興
詩
并
序
」（『
定
本
弘

法
大
師
全
集
』
八
・
四
四
頁
））
と
し
て
、
日
頃
の
嵯
峨
天
皇
の
庇
護
に
謝
意
を
示
し
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

山
林
修
行
、
十
禅
師
、
護
国
、
桓
武
天
皇
、
仏
法
王
法
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は
じ
め
に

　

高
野
山
の
学
僧
、
宥
快
法
印((

(

（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）
に
纏
わ
る
物
語
に
つ
い
て
は
、
夙
に
『
宥
快
法
印
物
語
』（
一
巻
）
の
存
在

が
知
ら
れ
て
い
る((

(

。
こ
れ
は
、
宥
快
の
付
弟
快
尊
（
一
三
九
一
～
一
四
六
六
）
が
老
い
の
慰
み
に
師
を
回
想
し
な
が
ら
語
っ
た
十
一
の
物

語
を
、
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
に
快
玄
が
筆
録
し
た
も
の
と
さ
れ
る((

(

。

　

今
回
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
宥
快
法
印
御
物
語
之
事
』（
一
冊
。
以
下
、
本
史
料
と
略
記
す
る
）
は
、
右

の
物
語
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
、
未
紹
介
の
史
料
で
あ
る
。
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
に
宥
快
自
身
の
口
説
を
弟
子
の
全
秀
道
崇
房
上

人
（
生
没
年
未
詳
）
が
書
き
留
め
る
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
お
り
、一
つ
書
き
に
よ
っ
て
六
十
二
の
「
物
語
」（
口
伝
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
史
料
は
既
に
『
国
書
総
目
録
』『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る((

(

が
、
宥
快
を
取
り
巻
く
法
門
口
伝
の
様
相
が
知
れ
る
貴
重

な
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
全
文
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
書
誌
的
事
項
お
よ
び
伝
来
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

髙
橋　

秀
城

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
宥
快
法
印
御
物
語
之
事
』
翻
刻
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書
誌

　

先
ず
、
本
史
料
の
書
誌
的
事
項
を
記
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
蔵『
宥
快
法
印
御
物
語
之
事
』（
請
求
記
号
二
一
四
―
九
六
）。
写
本
一
冊（
文
化
五
年〔
一
八
〇
八
〕写
）。
袋
綴
じ（
四

つ
目
綴
じ
）。
墨
付
全
十
五
丁
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
所
々
虫
損
あ
り
（
一
丁
の
み
裏
打
ち
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
）。
表
紙
は
「
帝
国
図

書
館
蔵
」
と
型
押
し
さ
れ
た
香
色
後
補
表
紙
で
、
素
紙
原
表
紙
は
本
文
料
紙
と
共
紙
で
あ
る
。
後
補
表
紙
左
肩
に
貼
題
簽
で
「
宥
快
法
印

御
物
語
之
事
」
と
墨
書
。
原
表
紙
左
肩
に
貼
題
簽
で
「
□
快
法
印
御
物
語
之
事
」
と
墨
書
（
□
は
虫
損
に
よ
り
判
読
不
能
）。
内
題
は
「
御

物
語
之
事
」（
一
丁
表
）。
寸
法
は
、
縦
二
四
・
〇
糎
×
横
一
七
・
二
糎
。

　

奥
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

御
本
云
以
道
崇
房
上
人
自
筆
御
本
書
写
―

　
　

本
云
文
明
九
丁
酉
七
月
二
十
一
日
於
高
野
山
谷
上
多
聞
院

　
　

以
二
清
浄
光
院
本
一
写
之
了　

入
寺
頼
秀
春
良
房

　
　

文
明
十
三
年
丑
十
一
月
十
四
日
於
二
明
王
院
一
申
之
且
終
写
之

　
　

明
応
二
刀
二
月
中
旬
於
二
西
寺
円
明
院
一
書
写
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
11
ウ

　
　

享
和
二
壬
戌
秋
七
月
二
十
五
日
於
南
山
東
禅
院
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乞
者
覚
明
三
十
二
歳

　
　

文
化
五
年
戊
辰
五
月
使
俗
弟
子
信
吉
書
写

教
覚
房

智
慶
房
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金
剛
資
等
観　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
15
ウ

　

奥
書
は
、
十
一
丁
裏
と
最
終
丁
で
あ
る
十
五
丁
裏
の
二
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。
十
一
丁
裏
に
は
、
本
史
料
が
道
崇
自
筆
本
を
用
い
て

い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
以
下
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
頼
秀
の
本
奥
書
の
後
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

の
教
覚
房
、
智
慶
房
に
よ
る
奥
書
へ
と
続
く
。
ま
た
、
さ
ら
に
一
つ
書
き
の
本
文
が
続
い
た
後
、
最
終
丁
に
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

覚
明
と
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
等
観
の
奥
書
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
文
は
十
四
丁
表
よ
り
筆
跡
が
変
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
話
の
切
れ
目
で
は
な
い
た
め
、
な
ぜ
手
が
変
わ
っ
た
の
か
は
判
然
と

し
な
い
が
、
恐
ら
く
十
五
丁
裏
に
記
さ
れ
た
二
人
の
僧
侶
が
手
分
け
を
し
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
前
半
の
一
丁
か
ら
十
三

丁
ま
で
は
覚
明
、
十
四
丁
か
ら
最
終
丁
ま
で
は
等
観
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

伝
来
お
よ
び
構
成

　

本
史
料
は
、
十
五
丁
裏
に
「
右
宥
快
法
印
口
説
全
秀
道
崇
房
上
人
記
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宥
快
自
身
の
口
説
を
全
秀
道
崇
房
が
記
録

し
た
も
の
と
分
か
る
。
こ
の
全
秀
に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、『
野
沢
血
脈
集
』「
安
祥
寺
諸
流
一
統

血
脈
云((

(

」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　良
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興
通

　
　
　
　
　
　
　
　玄
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興
雅

　
　
　
　
　
　
　
　快
玄

興
雅

　
　
　宥
快

　
　
　成
雄

　
　
　快
尊

　
　
　良
雄

　
　
　（以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　意
尊

　
　
　龍
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宥
信

　
　
　快
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　快
全

　
　
　隆
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　全
秀

　
　
　良
海

南
院

安
祥
寺

大
僧
都

宝
性
院

如
意
輪
寺

釈
迦
文
院

阿
光
院
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と
し
て
見
え
る
宥
快
の
弟
子
、
阿
光
院
全
秀
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
野
山
文
書
『
又
続
宝
簡
集
』
四
十
一
「
六
九
五　

前
左
馬
頭
源
朝

臣
諷
誦
文
写((

(

」（
応
永
六
年
〔
一
三
九
九
〕
四
月
）
に
は
、

　
　

応（
奥
裏
書
）永十
三
年  

八
月
十
八
日
於
宝
幢
院
以
一
心
院
花
智
坊
全道
崇
上
人秀
本
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
僧
都
宥
信

と
し
て
宥
信
（
～
一
四
五
四
～
）
の
奥
裏
書
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
全
秀
（
道
崇
上
人
）
本
に
よ
っ
て
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。
全
秀
は
本
史
料
に
お
い
て
も
師
説
を
事
細
か
に
記
し
て
お
り
、
宥
快
の
も
と
で
学
問
に
励
ん
で
い
た
同
門
の
一
人
で
あ
っ
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
る((

(

。

　

十
一
丁
裏
奥
書
に
よ
れ
ば
、本
史
料
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
高
野
山
多
聞
院
に
お
い
て
頼
秀
春
良
房
に
よ
り
書
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
は
明
王
院
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
は
や
は
り
谷
上
の
円
明
院
に
お
い
て
写
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
清
浄
光
院
本
と
は
、
醍
醐
清
浄
光
院
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
同
時
代
の
高
野
山
の
学
匠
で
南
山
進
流
声

明
の
流
布
に
貢
献
し
た
長
恵
（
一
四
五
八
～
一
五
二
四
）
な
ど
は
、
高
野
山
明
王
院
忠
義
（
一
四
二
六
～
一
四
九
八
）
の
資
で
あ
っ
て
、

か
つ
て
醍
醐
清
浄
光
院
に
も
住
し
た
こ
と
が
あ
り
、
後
に
高
野
山
往
生
院
谷
に
帰
山
し
て
い
る
。
醍
醐
清
浄
光
院
と
、
明
王
院
を
始
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　良
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興
通

　
　
　
　
　
　
　
　玄
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興
雅

　
　
　
　
　
　
　
　快
玄

興
雅

　
　
　宥
快

　
　
　成
雄

　
　
　快
尊

　
　
　良
雄

　
　
　（以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　意
尊

　
　
　龍
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宥
信

　
　
　快
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　快
全

　
　
　隆
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　全
秀

　
　
　良
海

南
院

安
祥
寺

大
僧
都

宝
性
院

如
意
輪
寺

釈
迦
文
院

阿
光
院

丙戌
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す
る
高
野
山
の
塔
頭
寺
院
と
の
往
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
最
終
丁
に
は
、時
代
が
降
っ
て
享
和
二
年（
一
八
〇
二
）と
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）の
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
南
山
東
禅
院
」

と
は
高
野
山
の
悉
曇
を
相
承
す
る
南
谷
東
禅
院
で
あ
ろ
う
。
宥
快
に
は
『
悉
曇
字
記
聞
書
』
を
始
め
と
す
る
著
作
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
東
禅
院
方
を
相
伝
し
て
い
る((

(

。
こ
こ
か
ら
本
史
料
が
、
宥
快
に
縁
の
深
い
東
禅
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
疑
問
に
思
う
の
は
、
な
ぜ
二
つ
の
奥
書
が
存
し
て
い
る
の
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
史
料
に

は
一
つ
書
き
に
よ
っ
て
六
十
二
の
物
語
が
語
ら
れ
て
い
る
。
前
半
の
奥
書
ま
で
（
１
丁
～
11
丁
）
に
は
五
十
七
、
後
半
（
12
丁
～
15
丁
）

は
五
つ
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
分
量
的
に
も
前
半
部
分
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
前
半
は
問
答
形
式
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
後
半
は
一
つ
一
つ
の
話
の
分
量
が
増
え
る
と
と
も
に
、
問
答
形
式
で
は
な
く
他
の
書
物
か
ら
の
引
用
が
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
本
史
料
は
、
も
と
も
と
は
別
々
で
あ
っ
た
二
冊
の
書
物
を
、
一
冊
に
纏
め
て
合
冊
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も

想
像
さ
れ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

本
史
料
は
前
半
部
に
多
く
の
物
語
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
小
野
広
沢
六
流
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ((

(

、「
誦
経
」「
堂
逹
」「
呪

願
」
と
い
っ
た
用
語
の
意
味
や
、
声
明
の
唱
え
方
、
伝
法
灌
頂
や
十
八
道
の
作
法
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
小
野
流
、
特
に
安
祥
寺
流
を
中

心
と
し
な
が
ら
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
三
宝
院
流
四
度
次
第
の
訓
点
に
関
わ
る
も
の
や
、
三
宝
院
流
に
お
い
て
は
『
秘
鈔
』
を

始
め
と
す
る
典
籍
を
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
語
る
な
ど
、学
僧
宥
快
に
相
応
し
い
話
も
散
見
す
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
快
尊『
宥
快
法
印
物
語
』が
、

宥
快
の
夢
想
や
悉
曇
の
稽
古
学
問
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
日
常
的
な
事
柄
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
史
料
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で
は
、
事
相
教
相
に
わ
た
る
真
言
僧
侶
の
基
礎
教
養
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、『
高
野
山
往
生
伝
』
に
も
登
場
す
る
隠
岐
上
人
明
寂
（
～
一
一
二
四
～
）
を
「
入
道
ノ
達
人
」（
４
ウ
）
と
評
し
て
い
る
点
や(((

(

、

三
宝
院
の
安
賢
口
決
で
は
、安
賢
が
意
教
上
人
頼
賢（
一
一
九
六
～
一
二
七
三
）の
甥
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る（
10
オ
）点
な
ど
は
興
味
深
い
。

高
野
山
宝
亀
院
所
蔵
の
意
教
上
人(

頼
賢) 

述
、
安
賢
記
『
秘
鈔
口
伝
』
の
存
在
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
宥
快
法
印
御
物
語
之
事
』
に
つ
い
て
粗
々
そ
の
概
要
を
報
告
し
た
。
真
言
寺
院
内
に
お
け

る
こ
う
し
た
「
物
語
」
は
、例
え
ば
宥
快
と
並
び
称
さ
れ
る
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
に
お
い
て
も
、「
義

範
御
影
物
語
事
」「
安
祥
寺
宗
意
物
語
之
事
」「
尊
師
物
語
事
」
と
し
て
屡
々
語
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
「
物
語
」
を
含
む
頼
瑜
周
辺
の
談

義
の
場
に
お
け
る
説
話
や
和
歌
の
役
割
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が(((

(

、
こ
う
し
た「
聞
書
」や「
口
説
」に
よ
る
伝
受
の
様
相
は
、
宗
派
を
越
え

て
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う(((

(

。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
宥
快
の
物
語
も
、
高
野
山
上
に
あ
っ
て
連
々
と
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
奥
書
に

よ
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
、
本
史
料
が
時
代
の
変
遷
の
中
で
宥
快
の
輪
郭
を
形
作
る
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る(((

(

。

注（
１
）
宥
快
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
宥
快
の
伝
お
よ
び
血
脈
に
つ
い
て
は
、
主
に
坂
本
正
仁
「（
東
密
血
脈
譜
叢
刊
一
）
東
寺

真
言
宗
血
脈
」（「
豊
山
学
報
」
三
十
一
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
）、『
国
史
大
辞
典
』「
宥
快
」
の
項
（
坂
本
正
仁
解
説
）
に
学
恩
を
蒙
っ
た
。

（
２
）『
長
覚
尊
師
と
宥
快
法
印
』（
長
覚
宥
快
両
先
徳
五
百
回
忌
報
恩
会
、
大
正
五
年
六
月
）
お
よ
び
『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
二
（
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
、

昭
和
六
十
一
年
二
月
）
に
お
い
て
翻
刻
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）『
続
真
言
宗
全
書
』
第
四
十
二
「
解
題
」
参
照
。

（
４
）『
帝
国
図
書
館
和
漢
図
書
書
名
目
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、国
立
国
会
図
書
館
古
典
藉
資
料
室
架
蔵
本
に
は
、本
史
料
が
朱
書
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
５
）
引
用
は
、『
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
九
所
収
の
も
の
に
拠
る
。

（
６
）
引
用
は
、『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
』
第
一
編
之
五
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
四
年
）
所
収
の
も
の
に
拠
る
。

（
７
）
快
尊
口
説
、
快
玄
記
『
宥
快
法
印
物
語
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
。
勧
善
遮
悪
ノ
偈
之
事
。
浄安

日
寺厳
房
ト
快
尊
ト
正
月
修
正
カ
ヘ
リ
ニ
釈
迦
文
院
快
全
年
始
ノ
礼
ニ
マ
イ
リ
シ
ニ
。
快
全
目
出
タ
シ
ト
テ
酒
ヲ
ス
ス
メ
給
フ
程
ニ
。日
没
ヲ
モ

不
レ
聞
不
レ
帰
。
サ
レ
バ
例
時
ニ
不
レ
奉
レ
相
ヒ
。
于
レ
時
宥
快
法
印
此
ノ
両
人
ハ
ト
御
尋
ア
リ
。
預
リ
イ
マ
タ
御
カ
ヘ
リ
ナ
シ
ト
申
ス
。
宥
―
以
外
ノ
御
逆
鱗
ア
リ
テ
。

正
月
三
日
ノ
内
ニ
タ
ニ
モ
例
時
懈
怠
。
言
語
道
断
也
ク
セ
人
也
ト
テ
。
即
チ
戌
ノ
時
ニ
ア
ソ
バ
シ
ケ
ル
偈
頌
也

　

宥
快
は
僧
侶
の
懈
怠
を
強
く
戒
め
『
勧
善
遮
悪
偈
』
を
誦
し
た
と
い
う
。
宥
快
の
学
問
に
対
す
る
厳
し
さ
を
物
語
る
逸
話
と
言
え
よ
う
（『
勧
善
遮
悪
偈
』
は
前

掲
注（
２
）書
『
長
覚
尊
師
と
宥
快
法
印
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）。

　

な
お
、
快
尊
は
十
一
歳
で
宥
快
の
室
に
入
り
、
十
六
歳
で
得
度
を
し
て
い
る
（『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
八
）。
本
史
料
が
語
ら
れ
た
応
永
十
年
当
時
は
、
ま
だ
幼

童
の
時
期
に
当
た
り
、
快
尊
に
と
っ
て
全
秀
は
兄
弟
子
に
当
た
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
８
）
前
掲
注（
３
）書
「
解
題
」（「
悉
曇
字
記
聞
書
」）
参
照
。
な
お
、
東
禅
院
方
心
蓮
（
～
一
一
八
一
）
の
悉
曇
教
学
に
つ
い
て
は
馬
淵
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』

（
大
修
館
書
店
、
平
成
五
年
七
月
）
に
詳
し
い
。

（
９
）
野
沢
十
二
流
に
つ
い
て
は
、
観
応
（
一
六
五
六
～
一
七
一
〇
）『
初
学
暗
誦
要
文
』（
元
禄
六
年
〔
一
六
九
三
〕
刊
）
に
「
三
宝
理
性
金
剛
王　

勧
修
安
祥
随

心
院　

是
名
小
野
六
種
流　

観
音
華
蔵
保
寿
院　

忍
辱
西
院
伝
法
院　

是
名
広
沢
六
種
流
」と
あ
り
、富
田
斅
純『
入
密
暗
誦
要
文
』（
明
治
四
十
四
年〔
一
九
一
一
〕

発
行
）
に
「
醍
醐
三
流
三
理
金　

小
野
三
流
安
勧
随　

広
沢
六
流
御
流
主　

華
蔵
保
寿
西
伝
忍
」
と
見
え
る
。
本
史
料
に
記
さ
れ
た
事
柄
が
、
真
言
僧
の
基
礎
的

な
知
識
と
し
て
暗
誦
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
よ
う
。

（
10
）
明
寂
に
つ
い
て
は
、
櫛
田
良
洪
『
覚
鑁
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
年
二
月
）
参
照
。
な
お
『
高
野
山
往
生
伝
』
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
大
伝
法

院
方
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
苫
米
地
誠
一
「『
高
野
山
往
生
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て—
高
野
山
大
伝
法
院
方
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て—

」
速
水
侑
編
『
奈
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良
・
平
安
仏
教
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
八
年
八
月
所
収
）。

（
11
）拙
稿「
頼
瑜
周
辺
の
言
談
―『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』を
手
が
か
り
に
―
」大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会「
日
本
文
学
研
究
」（
第
四
十
四
号
、平
成
十
七
年
二
月
）。

（
12
）田
中
貴
子
氏
は
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』を
中
心
と
し
た
口
伝
法
門
の「
場
」と
説
話
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
る（『『
渓
嵐
拾
葉
集
』の
世
界
』名
古
屋
大
学
出
版
会
、

平
成
十
五
年
十
一
月
）。

（
13
）
近
年
、宥
快
と
軍
記
物
語
と
の
関
連
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
匡
一
「
仏
教
者
た
ち
の
場
―
宥
快
法
印
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て
」（「
国
文
学
」
第
45
巻
７
号
、

平
成
十
二
年
六
月
）、
清
水
眞
澄
「
義
朝
伝
承
の
流
域
―
阿
野
全
成
の
末
裔
宥
快
の
伝
を
め
ぐ
っ
て
」（
武
久
堅
監
修
『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
和
泉
書
院
、
平
成

十
八
年
六
月
所
収
）。

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
宥
快
、
全
秀
道
崇
、
物
語
、
口
伝
、
談
義　

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
宥
快
法
印
御
物
語
之
事
』（
請
求
記
号
二
一
四
―
九
六
）
で
あ
る
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
原
本
の
異
体
字
、
略
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
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例
、
酉
酉
→
醍
醐
、
汀
→
灌
頂
、
羊
石
→
羯
磨
、　

→
時
、　
→
歟
、
咒
→
呪
、　
→
霊
、
㕝
→
事

一
、
行
移
り
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
改
丁
は
」
を
も
っ
て
示
し
、（
１
オ
）
の
よ
う
に
丁
数
な
ら
び
に
表
裏
を
記
し
た
。

一
、
踊
り
字
「
ゝ
」
は
「
々
」、
合
字
「　

」
は
「
シ
テ
」、「　

」
は
「
ト
モ
」
に
改
め
た
。

一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
〔　

〕
で
括
っ
た
。

【
翻
刻
本
文
】

 　
　

御
物
語
之
事　

応
永
十
年
未
五
月
日

一
小
野
広
沢
各
有
二
六
流
一
事

　

師
口
小
野
六
流
者　
　

安
祥
寺
勧
修
寺
随
心
院
理
性

　

院
三
宝
院
金
剛
王
院
也　
　

広
沢
六
流
者　
　

御
流

　

保
寿
院
西
院
花
蔵
院
伝
法
院
忍
辱
仙
院
保
持
院　

　

菩
提
院
流  　

有
之
小
野
ニ
ハ
又
小
嶋
流
松
橋
流
有
之
小

　

野
山
中小

野院
持
明
院

一
小
野
広
沢
ト
分
ル
時
ハ
醍
醐
流
小
野
ノ
中
也
然
ト
モ
別
ハ
安
祥
寺
勧
修　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

」
１
オ

　

寺
随
心
院
ト
ノ
流
ヲ
小
野
ト
ハ
云
也

一
松
皮
ノ
壁
代
ヲ
用
ル
事
ハ
小
野
ト
広
沢
ト
也
醍
醐
流
ハ
布
壁
代
用
之
但
シ

　

近
代
布
ヲ
面
ニ
シ
絹
ヲ
裏
ス
ル
也

ノ

御
流
ト

同
也

御
流
同
也

広
沢
流
也
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一
満
字
ノ
火
舍　

土
器
ヲ
用
ル
ハ
三
宝
院
ニ
局
テ
用
レ
之
ヲ

一
惣
礼
ノ
事　

問
云
礼
二
阿
闍
梨
一
歟
師
云
爾
也

一
無
言
行
道
事　

問
云
結
界
ノ
意
歟
師
云
爾
也

一
誦
経
事　

問
云
言
二
誦
経
一
可
レ
誦
レ
経
ヲ
歟
如
何 

師
云
不
二
分
明
一

　

也
但
勧
修
寺
流
ニ
ハ
誦
経
物
ニ
経
ヲ
副
テ
置
ヲ
有
レ
之
然
レ
ハ
経
ヲ
可
レ
誦
歟
問
テ　
　
　

          　
　

」
１
ウ

　

云
彼
ノ
経
ハ
何
経
ニ
テ
候
乎
師
云
理
趣
経
ニ
テ
候
歟
予
カ
推
量
ニ
ハ
受
持
加

　

行
之
間
タ
所
レ
ノ
誦
経
此
時
申
二
シ
挙
テ
成
就
一
ヲ
祈
ル
心
歟

一
堂
逹
ト
云
事
如
何　

師
云
堂
内
ノ
所
役
ノ
事
ニ
逹
ス
ル
意
ロ
歟
云
々

一
呪
願
ト
云
事
如
何　

師
云
所
願
成
就
ヲ
呪
シ
願
祈
意
ロ
也
此
ノ
呪
願
シ
テ

　

詞
広
略
有
レ
之

一
新
阿
闍
梨
返
答
ノ
事
師
云
受
者
貴
人
ノ
時
ハ
甲
乙
丙
丁
ニ
声
明
ス

　

凡
人
ノ
時
ハ
微
音
ニ
読
レ
ム
之
是
モ
甲
乙
丙
丁
也
返
答
ノ
詞
ヲ
ハ
檜
扇
ニ
書
也

　

折
紙
ニ
書
ハ
非
也　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
２
オ

一
師
云
灌
頂
ノ
時
散
花
師
計
ニ
先
ツ
花
筥
ヲ
引
ク
事
古
キ
一
説
見
タ
リ
然
ト
モ
不
レ
用

　
レ
之
所
詮
唄
師
第
二
句
唱
テ
散
花
師
ノ
法
則
ヲ
持
ツ
故
ニ
先
ツ
散
花
師

　

計
ニ
賦
シ
事
无
用
ナ
ル
ニ
似
タ
リ
云
々

一
安
祥
寺
ノ
流
ニ
無
キ
法
三
ツ
有
レ
之
一
ニ
ハ
荒
神
ノ
法
二
ニ
ハ
中
壇
ノ
法
大
師
法

　

三
ニ
ハ
楊
柳
観
音
法
是
レ
当
流
ニ
無
キ
法
ト
云
習
也

ヲ
ク
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一
青
面
金
剛
ノ
法
ハ
常
ニ
有
ハ
三
井
流
ヨ
リ
相
二
伝
之
一
歟
三
宝
院
西
院
流

　

无
レ
之
玄
海
法
印
三
井
ノ
方
ヨ
リ
相
伝
シ
テ
三
宝
院
ノ
如
二
次
第
一
記
シ
テ
有
レ
之

　

但
安
流
ニ
ハ
付
二
東
寺
ノ
流
一
習
レ
之
又
太
元
ノ
眷
属
ト
習
也　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
ウ

一
字
字
ヲ
一
門
ノ
種
子
ニ
用
又
普
門
ノ
尊
ニ
用
ル
事
師
云
一
門
ノ
時
ハ

　

一
徳
一
儀
方
ヲ
取
テ
種
子
ニ
用
普
門
ノ
時
ハ
諸
徳
諸
儀
ヲ
以
テ
種
子
ト
ス
ル
也

一
於
二

字
一
ニ
縛
不
可
徳
ノ

ト
言
説
不
可
得
ノ

ト
ノ
不
同
ハ
約
二
シ
テ
両
部
一
ニ
候

　

歟
如
何
師
云
ク
共
ニ
金
界
大
日
ノ
種
子
也
但
シ
金
剛
界
大
日
ノ
種

　

子
縛
不
可
得
歟
言
説
不
可
得
歟
尋
有
レ
之
縛
不
可
得
ノ

ハ

　

五
字
ノ
内
ニ
有
ル
故
五
字
ハ
五
智
金
剛
ノ
故
ニ
縛
不
可
得
ノ

ヲ
可
レ
用
云

　

事
ア
レ
ト
モ
又
言
説
不
可
得
ノ

瑜
祇
経
ノ
義
本
無
有
言
但
為
利
益

　

説
ニ
符
合
ス
ル
故
ニ
言
説
ノ

又
無
二
子
細
一
仍
祖
師
ノ
御
筆
ニ
モ
縛
ト
言
ト
共
ニ
有            　
　
　
」
３
オ

　
レ
之

一
伝
法
灌
頂
庭
儀
ノ
式
ハ
大
師
於
二
大
唐
一
ニ
受
作
法
ニ
テ
候
歟
如
何
師
云

　

本
説
無
レ
之
仍
庭
儀
ノ
作
法
ハ
無
二
当
流
一
口
伝
也
但
大
師
ノ
御
縁

　

起
ハ
庭
儀
色
衆
列
歟
云
々

一
於
二
日
本
一
大
師
以
二
庭
儀
作
法
授
與
有
レ
ル
之
歟
如
何
師
ノ
云
是
モ

　

慥
日
記
不
レ
見
レ
之
也
結
縁
灌
頂
有
レ
之
先
ツ
実
恵
之
真
紹
ニ
授
庭

　

儀
記
録
有
レ
之
自
レ
其
以
来
ハ
子
細
無
キ
也
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一
許
可
ト
印
可
ト
ノ
不
同
ヲ
云
事
如
何
師
ノ
云
何
同
事
也
約
レ
初
ニ
云
二
ヒ
許　
　

       　
　
　
　
　
　

」
３
ウ

　

可
一
ト
後
ニ
印
可
決
定
ノ
授
ル
ヲ
云
二
印
可
ト

一
也

一
恵
果
御
灌
頂
事
如
何
師
ノ
云
何
レ
ニ
モ
不
レ
ル
見
也

一
頼
真
大
法
印
房
七
重
ヲ
先
秘
密
ト
テ
授
玉
フ
三
位
法
印
御
房
ノ
記
ニ
見
タ
リ

一
仏
菩
薩
明
王
等
ニ
有
二
三
重
一
事
師
云
一
門
ノ
印
明
習
二
初
重
一
歟

　

或
ハ
一
門
ノ
印
大
日
明
ヲ
誦
ル
或
ハ
大
日
ノ
印
ニ
一
門
ノ
明
ヲ
用
ル
第
二
重
ノ
習

　

也
第
三
重
ニ
立
チ
返
テ
一
門
ノ
印
明
ヲ
至
極
習
普
門
示
現
ノ
一
門
ナ
ル
故
ニ

　

是
レ
当
流
ノ
通
習
也

一
頓
證
ノ
終
安
二
二
大　
文　

　

可
レ
誦
候
歟
師
云
本
ノ
マ　ヽ
ニ
用
ヘ
シ　

        　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
オ

一
範
俊
ノ
弟
子
ニ
良
雅
ト
厳
覚
ノ
二
人
也

一
若
凡
ハ
若
聖
折
紙
ニ
小
野
権
僧
正
文　

誰
人
ノ
事
ソ
ヤ
師
云
範
俊
也

　

隠
岐
上
人
文
誰
人
ソ
ヤ
師
云
明
寂シ
ャ
ク事

也
彼
上
人
ハ
入
道
ノ
達
人

　

也
仍
テ
俗
ノ
時
ノ
名
ヲ
云
歟

一
若
凡
若
聖
ノ
文
即
身
成
仏
義
文
異
本
ノ
即
身
義
ノ
文
ニ
候
歟
如

　

何
師
ノ
云
若
凡
若
聖
等
ノ
文
ヲ
即
身
成
仏
ト
云
也
是
瑜
祇
経
出

　

但
現
本
ノ
瑜
祇
経
ハ
此
文
无
レ
之
梵
本
ヨ
リ
別
出
セ
リ
ト
習
今
ノ
瑜
祇
経
ノ
何
ク
ノ

　

文
記
ニ
有
ル
ヘ
シ
ト
云
事
有
レ
ト
モ
梵
本
別
ニ
相
伝
ス
ト
云
事
ヲ
為
レ
正
也　

             　
　
　
　
　
　

」
４
ウ

一
十
八
道
依
レ
流
不
同
ノ
事
師
云
広
沢
流
ハ
多
分
以
二
大
日
一
為
二
本

滑

脂

脂
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尊
一
ト
云
々
於
二
小
野
ノ
中
一
ニ
三
宝
院
成
賢
方
安
祥
寺
勧
修
寺
ニ
ハ
以
二
如

　

意
輪
一
ヲ
為
二
本
尊
一
ト
云
々

一
神
分
内
当
所
鎮
守
清
瀧
権
現
文
問
云
是
レ
ハ
於
二
テ
ノ
醍
醐
一
ニ
事
也

　

於
二
余
所
一
ニ
者
除
二
清
瀧
権
現
等
ノ
句
一
ヲ
其
所
ノ
鎮
守
ノ
句
ヲ
以
テ
取
リ
替
テ
可
キ

　
レ
用
歟
又
清
瀧
権
現
ノ
句
ニ
其
ノ
所
ノ
鎮
守
ノ
句
ヲ
副
テ
可
レ
キ
用
ユ
歟
師
ノ
云
両

　

様
共
ニ
可
レ
シ
有
レ
之
初
心
ノ
者
ハ
迷
フ
故
ニ
取
リ
替
テ
用
也
仮
令
ヘ
ハ
当
所
鎮
守

　

丹
生
高
野
部
類
眷
属
等
ト
ス
ヘ
シ
若
又
副
ヘ
テ
用
ハ
殊
ニ
当
流
守
護
清
瀧          　
　
　
　
　
　
　

」
５
オ

　

権
現
長
尾
天
神
部
類
眷
属
別
当
山
鎮
守
丹
生
高
野
等
ト
云
ヘ
シ

　

余
寺
余
山
ニ
モ
用
ル
事
可
レ
准
レ
之
云
々

一
十
八
道
頸
次
第
表
白
神
分
ハ
彼
ノ
初
行
ノ
時
用
レ
之
四
度
ニ
通
テ
ハ
今
ノ

　

神
分
ニ
有
ル
ヲ
可
レ
シ
ト
用
ユ
被
レ
仰
畢

一
仰
乞
真
言
教
主
等
ノ
事
此
ノ
時
念
珠
ヲ
摺
リ
候
歟
師
云
内
行
ニ
ハ
摺
ハ

　

也
晴
レ
ノ
時
ハ
不
レ
摺
レ
之
也

一
頸
次
第
ニ
一
字
ノ
金
ノ
後
ニ
念
珠
摺
置
レ
之
ヲ
見
タ
リ
当
流
如
レ
此
候
歟
師
ノ

　

之
当
流
ニ
ハ
如
レ
此
広
沢
安
祥
寺
勧
修
寺
ノ
流
ハ
先
ツ
念
珠
ヲ
摺
テ
一
字
ノ　

         　
　
　
　
　
　

」
５
ウ

　

後
ハ
只
置
レ
ク
之

一
三
代
聖
霊
文
誰
人
ソ
ヤ
師
ノ
云
醍
醐
寺
ノ
本
願
醍
醐
院
等
ノ
三
代

　

聖
霊
也
別
ニ
書
タ
ル
物
有
レ
之
追
テ
可
レ
賜
レ
之
也
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一
神
分
祈
願
ニ
摩
訶
毘
廬
遮
那
観
自
在
菩
薩
文
四
度
并
諸

　

尊
ニ
通
シ
テ
可
二
ク
観
自
在
菩
薩
一
ト
ス
候
歟
又
依
レ
テ
尊
不
動
明
王
ト
モ
又
地
蔵

　

菩
薩
ト
モ
替
候
ヘ
ク
歟
師
云
観
自
在
ト
金
剛
手
ト
ハ
惣
シ
テ
三
部
諸
尊
ニ
通
ス
ル
故
ニ

　

四
度
并
何
レ
ノ
尊
ニ
ハ
通
為
二
観
自
在
一
也
云
々

一
三
代
聖
霊
事
師
云
醍
醐
寺
ノ
本
願
即
延
喜
朱
雀
村
上
ノ
三　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
６
オ

　

代
ノ
御
願
也
仍
テ
彼
ノ
御
菩
提
ノ
為
ニ
神
分
ノ
次
ニ
奉
レ
ル
祈
リ
者
也

一
三
宝
院
流
四
度
具
書
用
事
十
八
道
ノ
時
頸
次
第
表
白
ヲ
用

　

神
分
ヲ
ハ
神
分
ノ
中
チ
四
度
通
用
ス
ル
也
金
界
ノ
時
ハ
金
界
ノ
表
白
ヲ
用
金
界

　

法
則
ノ
中
ニ
有
二
ル
ヲ
ハ
表
白
不
レ
用
レ
之
也
彼
ノ
法
則
ノ
中
ヲ
ハ
散
念
誦
計
ヲ
用
也

　

金
界
頸
次
第
ヲ
ハ
全
レ
ス
ル
之
也
台
界
ノ
時
ハ
同
ク
頸
次
第
ノ
次
第
全
ク
用
レ
之

　

表
白
台
蔵
界
ノ
表
白
ト
有
ヲ
用
也
摩
訶
毘
廬
遮
那
等
ノ
祈
願
不
ハ

　
レ
用
レ
之
台
蔵
界
道
場
観
用
レ
之
也
護
摩
ノ
時
ハ
護
摩
ノ
表
白
ヲ
用
レ
之

　

已
上
師
口
記
レ
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
６
ウ

一
胎
蔵
表
白
ノ
奥
摩
訶
毘
廬
遮
那
丁
不
動
明
王
等
丁
文　

此
レ

　

等ラ
ヲ
用
歟
師
云
不
レ
用
レ
也

一
三
宝
院
四
度
正
行
之
時
仏
供
図
之
事
師
云
無
レ
之
追
テ
猶

　

可
レ
見
レ
之
云
々

一
護
摩
作
壇
之
作
法
常
ニ
用
レ
之
歟
如
何
師
ノ
云
常
ニ
用
レ
之
御
修
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法
用
二
壇
呂
一
奉
行
五
色
ノ
糸
等
引
テ
復
作
レ
之
若
ハ
阿
闍
梨
作
レ
之

　

泥
加
持
撅
打
五
色
引
等
ノ
真
言
ヲ
ハ
用
レ
之
只
タ
作
壇
ノ
作
法
ヲ
作
也

　

安
流
ニ
ハ
委
細
作
法
有
レ
之
三
宝
院
流
ニ
ハ
略
定
有
レ
之
云　々
　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
７
オ

一
破
壇
作
法
事
於
二
奥
院
護
摩
堂
一
修
二
八
千
枚
一
時
可
レ
用
レ
之
候

　

歟
彼
所
其
外
長
日
護
摩
并
常
ノ
念
誦
堂
故
ニ
如
何
師
ノ
云
彼
ノ

　

所
ハ
常
住
ノ
呂
壇
ヲ
定
メ
置
ク
故
ニ
不
レ
可
レ
用
二
破
壇
作
法
一
也
云
々

一
十
八
道
ト
云
事
ハ
一
切
諸
尊
ニ
通
ス
ル
名
言
也
十
八
契
印
ヲ
以
テ
行
ス
ル
故
ヘ
ニ
ト

　
云
々
十
八
契
印
略
頌
有
レ
之
身
五
護
身
法
界
二　

 

道

　

場
二　
　

  

請
三　
　
　

   

結
三

　

供
養
三　
　

一
大
師
無
量
寿
儀
軌
ニ
付
テ
十
八
契
印
明
ヲ
出
玉
フ
十
八
契
印
ト
云
書
ニ
ハ　
　

        　
　
　
　
　
　

」
７
ウ

　

但
真
言
十
七
也
是
ニ
加
二
本
尊
ノ
印
契
一
ヲ
十
八
也
本
尊
ハ
不
定
ノ
故
ニ

　

不
レ
挙
也
長
宴
ノ
四
十
帖
ニ
ハ
三
力
ノ
印
ヲ
加
二
テ
十
八
ニ
足
ス
ト
見
タ
リ
十
八
道
ノ
幖

　

幟
ノ
事
長
宴
四
十
帖
ニ
ハ
十
八
道
空
ヲ
表
ス
ル
也
又
十
八
界
ヲ
表
ス
或
云

　

金
界
ノ
九
会
ハ
台
蔵
ノ
九
尊
ヲ
合
シ
テ
十
八
也
仍
テ
十
八
道
ノ
両
部
惣
行

　

也
或
十
八
会
表
ス
ト
云
々

一
十
八
ト
者
数
也
道
ト
者
因
道
果
道
ノ
二
ア
リ
因
道
者
此
レ
十
八
契

　

印
ヲ
因
行
シ
テ
如
来
果
地
ニ
至
ル
カ
故
也
果
道
者
此
ノ
十
八
ノ
契
印
ニ
皆
如

如
来
拳
印

虚
空
蔵

送
車
輅
請
車
輅

迎
請　

本
尊

降
三
世
虚

空
網
火
院

地
結
方
結

閼
伽　

花
座

普
供
養
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来
果
地
ノ
内
證
智
印
ナ
ル
故
也
念
誦
者
四
種
ノ
念
誦
秘
蔵
記
ニ
見
ス　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　

」
８
オ

　

次
第
ト
者
行
法
ノ
次
第
也

一
三
宝
院
流
ニ
両
界
不
動
ヲ
引
キ
入
テ
行
ス
ル
コ
ト
両
界
共
ニ
道
場
観
畢
テ
大
日

　

心
月
輪
ニ
不
動
ノ
道
場
観
ノ
如
ク
彼
ノ
種
子
三
尊
ヲ
観
ス
ル
計
也
正
念
誦
ニ
モ

　

慈
救
呪
ヲ
不
レ
満
又
本
尊
加
持
ノ
時
ニ
モ
不
動
印
不
レ
用
也
只
道
場

　

観
許
リ
也
但
シ
台
ノ
時
ハ
次
第
ニ
不
動
ノ
印
明
ヲ
出
ス
故
ニ
用
レ
之
但
シ
外
五
古
ニ

　

五
字
ノ
明
計
用
也
云
々

一
三
宝
院
流
十
八
道
ノ
次
第
ニ
用
ユ
不
動
ノ
次
第
ハ
観
賢
僧
正
御
作
也

　

師
云
口
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
８
ウ

一
三
宝
院
四
度
次
第
ノ
点
ハ
勝
賢
被
レ
仰
二
常
喜
院
ノ
心
覚
一
ニ
点
定
メ
ラ
ル
ヽ
也

　

其
ヨ
リ
以
来
用
来
者
也

一
師
云
諸
流
ヲ
爽
ト
習
ヒ
分
別
ス
ヘ
キ
事
仮
令
ハ
三
宝
院
流
ナ
ラ
ハ
四
度
灌
頂
諸
尊

　

法
秘
抄
玅
抄
玄
秘
抄
金
宝
抄
伝
授
抄
等
分
別
シ
習
テ
可
レ
置

　

之
又
大
事
等
ハ
許
可
灌
頂
第
二
重
第
三
重
ト
阿
闍
梨
位
ナ
ン
ト
習
セ
置
テ

　

其
外
紛
タ
ル
事
共
ニ
中
々
無
詮
事
也
道
教
方
地
蔵
院
ノ
様
ハ
阿
闍

　

梨
位
ナ
ン
ト
ハ
印
信
マ
テ
沙
汰
モ
無
レ
之
由
承
候
也
云
々

一
求
聞
持
大
事
安
流
ニ
ハ
如
何
候
乎　

師
云
当
流
ニ
ハ
外
縛
二
中
ヲ
宝　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
９
オ

　

形
ニ
ス
呪
ハ

ノ
呪
ヲ
大
事
ト
習
ヲ
也
文
殊
ハ
唯
タ
智
也
虚
空
蔵
ハ
唯
タ

サ
ハ
〳
〵

｜
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福
也
此
福
智
ノ
二
ヲ
此
印
明
ト
習
フ
故
ニ
是
レ
大
事
也
余
流
ニ
モ
塔
印
ニ
五

　

五
智
等
ノ
明
ヲ
用
ル
ナ
リ
大
事
ト
ス
レ
ト
モ
当
流
ハ
必
此
ノ
一
尊
ニ
不
レ
限
惣
シ
テ
諸
尊
ニ
通
シ
テ

　

大
日
ノ
印
明
ヲ
習
フ
故
ニ
是
大
事
也
不
レ　

事
也
云
々

一
三
宝
院
頼
賢
方
聖
教
重
書
大
事
等
如
何
師
ノ
云
凡
ソ
流
ノ
始

　

中
終
ノ
様
ハ
四
度
許
可
伝
法
第
二
重
瑜
祇
灌
頂
等
也
聖
教
ハ
薄

　

艸
子
秘
抄
玅
抄
玄
秘
抄
金
宝
抄
伝
授
抄
厚
草
子
等
也

　
云
々
此
外
灌
頂
式
等
也
可
レ
奉
レ
問
レ
之
ヲ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
９
ウ

一
三
肝
遍
口
ナ
ン
ト
ハ
頼
賢
ノ
下
ニ
候
ヤ
師
云
不
レ
爾
彼
ハ
何
モ
道
教
ノ
下
ニ
有
レ
之

一
五
巻
抄
作
者
不
二
分
明
一
但
シ
憲
深
方
ノ
人
ノ
作

一
三
宝
院
四
度
ノ
口
次
安
賢
ノ
口
決
有
レ
之
安
賢
ハ
意
教
上
人
ノ
甥
也

一
瑜
祇
ノ
作
法
ノ
事
作
法
有
ル
流
実
賢
方
頼
賢
方
勧
修
寺
ニ
有
レ
之

　

其
ノ
外
ハ
無
レ
キ
之
歟
但
シ
勧
修
寺
ニ
モ
範
俊
厳
覚
ヨ
リ
作
法
伝
ル
事
無
レ
之
彼
ノ

　

作
法
高
野
釈
迦
文
院
先
徳
ヨ
リ
伝
レ
之
範
俊
厳
覚
ヨ
リ
以
来
祖
師

　

作
法
等
ヲ
以
授
ケ
玉
フ
記
録
不
レ
見
云　々

安
流
ニ
ハ
以
二
若
凡
若
聖
文
一
瑜

　

祇
ノ
大
事
ト
習
フ
也   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
10
オ

一

理
趣
ノ
大
事
ト
云
ハ
瑜
祇
ハ
五
古
ノ
印
ニ

ノ
明
智
拳
印
ニ

ノ
明
ハ
理

　

趣
ノ
大
事
也
云
々
師
ノ
口
説
一
師
ノ
曰
三
宝
院
流
印
信
ト
云
与
ル

　

事
ハ
許
可
ト
伝
法
灌
頂
ト
ニ
有
レ
之
第
二
重
以
後
ノ
印
信
无
レ
之
厚
艸
子
ヲ
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以
テ
口
伝
ノ
授
ル
也
此
事
師
主
地
蔵
院
ノ
道
快
僧
正
御
房
ニ
奉
問

　
レ
之
ヲ
処
第
二
重
以
後
ハ
印
信
無
レ
之
由
シ
被
レ
レ
申
了
但
シ
以
二
折
紙
一
ヲ
口

　

伝
シ
タ
ル
ヲ
注
シ
テ
与
フ
ト
云
々
宝
性
院
代
々
相
承
モ
厚
草
紙
受
レ
之
時
口
伝
ニ
テ
授
ル

　
レ
之
云
々
第
二
重
第
三
重

ナ
ン
ト
ノ
印
信
ノ
書
与
ハ
感
彼
ヲ
書
タ
ル
ト
テ
近
頃
只

　

人
書
授
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
10
ウ

一
結
縁
灌
頂
両
界
ノ
次
第
ハ
略
次
第
ヲ
用
ル
ト
師
主
ノ
仰
ニ
有
レ
之

一
安
流
ニ
ハ
仏
眼
ノ
曼
荼
ノ
羅
隨
意
曼
荼
羅
ト
意
得
也
隨
意
万
荼
羅
ト

　

云
ノ
人
ノ
楽
ニ
依
テ
図
シ
タ
ル
ヲ
云
也
不
レ
依
二
経
軌
一
也

一
師
云
依
二
意
楽
一
ニ
曼
荼
羅
本
尊
ヲ
図
ス
ル
ニ
付
テ
或
ル
信
仏
ヲ
取
集
メ
図
ス
ル
事
モ
有

　
レ
之
依
二
感
夢
一
図
タ
ル
事
モ
有
リ
此
等
ハ
隨
意
曼
荼
羅
ナ
ル
ヘ
シ
云
々

一
御
即
位
灌
頂
事
西
院
流
ニ
候
乎
師
云
西
院
流
ニ
有
レ
リ
ト
之
申
ス
人
モ
有
レ
ト
モ

　

宏
教
相
伝
ニ
ハ
无
レ
之
許
可
伝
法

灌
頂
也
此
外
ニ
再
三
両
部
ノ

　

外
帰
命
ノ
句
ヲ
除
テ

ノ
明
ヲ
授
ケ
又
三
部
五
部
ト
テ
彼
双
紙
ニ
見
タ
リ
此
等
別
ニ　

             　
　
　

」
11
オ

　

印
信
書
渡
ス
事
无
レ
之
常
ニ
有
ハ
別
ノ
相
伝
也

一
御
即
位
灌
頂
ノ
事
安
流
ニ
ハ
有
レ
之
一
印
一
明
也
成
尊
僧
都
後
三

　

條
院
ニ
授
被
レ
申
時
院
先
印
ヲ
結
ヒ
儲
ケ
玉
フ
故
関
白
家
相
伝
ト
同
歟
云

　

事
有
レ
之
又
三
宝
院
ノ
法
ニ
モ
有
ン
ト
地
蔵
院
僧
正
道
快
ハ
有
ル
由
シ
被
レ
レ
タ
リ
申

　

也
云
々
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御
本
云
以
道
崇
房
上
人
自
筆
御
本
書
写
―

　

本
云
文
明
九
丁
酉
七
月
二
十
一
日
於
高
野
山
谷
上
多
聞
院

　

以
二
清
浄
光
院
本
一
写
之
了　

入
寺
頼
秀
春
良
房

　

文
明
十
三
年
丑
十
一
月
十
四
日
於
二
明
王
院
一
申
之
且
終
写
之

　

明
応
二
刀
二
月
中
旬
於
二
西
寺
円
明
院
一
書
写
之　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　

」
11
ウ

一
許
可
供
養
法
事
金
界
行
レ
之
両
部
合
行
ノ
法
也
其
ノ
作
法
ハ
金

　

剛
界
ノ
略
次
第
也
然
ニ
道
場
観
ノ
時
ニ
両
部
不
二
ノ
大
日
ト
観
ス
ル
也
其
ノ

　

観
想
ハ
道
場
了
テ
大
日
并
諸
尊
ノ
心
中
ニ
有
八
葉
ノ
蓮
花
其
上
ニ

　

五
字
有
リ
反
シ
テ
成
二
台
五
仏
一
台
蔵
界
大
日
并
諸
尊
金

　

剛
界
大
日
并
三
十
七
尊
三
摩
地
ニ
入
テ
无
二
無
別
也
ト
観
ス
ル
也
本

　

尊
加
持
正
念
誦
伝
有
レ
之
振
鈴
ノ
次
ニ
羯
磨
会
ノ
三
十
七
尊
印

　

明
次
胎
蔵
秘
密
八
印
結
誦
也
云
々

一
本
尊
加
持
口
伝
秘
密
印
明
也
秘
密
者
第
二
重
ノ
印
明
也　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
12
オ

　

正
念
誦
ニ
口
伝
ト
者
不
二
ノ
明
也
不
二
明
者
第
三
重
印
明
也

　

是
両
部
合
行
法
通
行
也

一
許
可
一
印
信
一
万
荼
羅
等
也
私
ニ
云
師
伝
ヲ
書
加
ル
也
云
々

一
大
師
御
入
唐
ノ
本
意
ハ
大
和
国
高
市
郡
於
二
テ
久
米
寺
一
大
日
経

　

御
感
得
ノ
故
也
彼
経
為
二
所
学
一
有
二
御
入
唐
一
於
二
青
龍
寺
一
ニ
六
月

教
覚
房

智
慶
房
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上
旬
ニ
臨
二
台
蔵
ノ
万
荼
羅
一
ニ
遙
ニ
見
二
投
花
一
授
明
度
二
三
重
一
是
則
初

　

台
後
金
次
第
也
依
レ
テ
之
ニ
御
請
来
録
云
禀
二
ル
コ
ト
授
明
灌
頂
一
再
三
沐
二
ル
コ
ト

　

阿
闍
梨
位
一
一
度
文
再
三
者
再
ハ
金
台
両
部
三
ハ
台
金
遙
見　
　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
12
ウ

　

投
花
受
明
三
重
也
台
ノ
三
重
六
月
ニ
受
レ
之
金
ノ
三
重
ハ
七
月
ニ
受

　
レ
之
沐
二
ル
コ
ト
阿
闍
梨
ノ
位
一
ニ
一
度
ト
云
ハ
八
月
上
旬
御
灌
頂
也
是
ハ
伝
法
ノ
後
ノ

　

秘
密
灌
頂
也
是
ニ
可
レ
有
二
六
重
一
歟
可
レ
尋
レ
之
此
意
大
師
ノ
御
本
意
ハ

　

為
二
ナ
ル
大
日
経
所
学
一
ノ
故
ニ
先
ツ
対
二
台
蔵
壇
一
受
二
玉
フ
初
台
後
金
作
法
一
也

　

必
シ
モ
非
二
正
意
一
ニ
歟
其
ノ
故
ハ
於
二
我
朝
一
弘
仁
三
年
十
一
月
十
五
日

　

庚
午
弘
法
大
師
於
二
高
雄
寺
一
行
二
金
界
灌
頂
一
纂
要
集
ニ
云
ク
金
剛

　

界
ノ
灌
頂
此
時
始
レ
ト
之
云
々
同
十
二
月
十
五
日
於
二
同
寺
一
行
二
フ
台
蔵

　

界
灌
頂
一
ヲ
台
蔵
界
灌
頂
此
時
始
レ
之
文
又
天
暦
三
年
八
月
二
十
二　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
13
オ

　

日
石
山
内
供
授
二
延
命
院
一
ニ
印
信
先
ツ
金
後
チ
台
延
喜
八
年
五

　

月
三
日
於
二
東
寺
一
先
金
界
後
胎
蔵
大
阿
闍
梨
ハ
法
皇
受
者
ハ

　

真
寂
云
々
初
金
後
台
先
蹤
多
レ
之
又
門
ノ
表
示
ヲ
云
者
金
界
ハ
修

　

因
感
果
ノ
義
始
覚
成
仏
ノ
作
法
ナ
ル
故
ニ
尤
モ
可
レ
有
レ
前
台
蔵
ハ
従
本
垂

　

跡
ノ
門
ノ
成
仏
化
他
ノ
方
便
ナ
ル
故
ニ
専
可
レ
シ
有
レ
ル
後
ニ
寄
二
テ
日
月
ノ
譬
喩
一
ニ
得
レ
ル
意

　

時
ハ
月
ハ
金
暮
ニ
出
テ
日
ハ
台
朝
ニ
出
ツ
初
金
後
台
可
レ
思
フ
又
月
ハ
増
進
ス
ル
故
ニ

　

修
生
也
日
ハ
無
二
増
減
一
故
ニ
本
有
也
如
レ
ノ
此
義
ニ
依
テ
於
二
テ
日
本
一
者
大
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師
真
雅
源
仁
ノ
三
代
ハ
初
台
後
金
ト
初
金
後
台
ノ
二
通
リ
ヲ
双
授
レ
之　
　

       　
　
　
　
　
　
　

」
13
ウ

　

扨
テ
源
仁
ノ
御
弟
子
ニ
益
信
聖
宝
ト
テ
二
人
有
レ
之
然
ニ
益
信
ニ
ハ
授
二
ケ
初
台

　

後
金
ノ
式
一
ヲ
聖
宝
ニ
ハ
授
二
ク
初
金
後
台
ノ
式
一
ヲ
是
故
ニ
益
信
ノ
広
沢
ノ
六
流
ト
成
テ

　

初
胎
後
金
ヲ
為
レ
シ
面
ト
聖
宝
流
ハ
小
野
六
流
ト
成
テ
初
金
後
台
為
レ
ス
面

　

其
後
元
杲
ノ
御
時
ニ
初
台
後
金
ノ
作
法
ヲ
始
テ
広
沢
ヨ
リ
伝
レ
フ
之
其
故
ハ
元

　

杲
腰
ヲ
引
給
テ
庭テ
イ

儀
ニ
恐
二
見
聞
一
広
沢
興
隆
寺
ノ
空下
上寛
僧
正
依
レ
テ
為
二
ル
ニ

　

明
師
雇
二
ニ
彼
ノ
人
一
調
二
ヘ
庭
儀
ノ
灌
頂
一
ヲ
給
ヘ
リ
其
時
師
資
ノ
御
契
約
有
テ
即
印

　

可
レ
ヲ
従
二
寛
空
一
元
杲
受
テ
給
ヘ
リ
帰
命
印
信
是
也
実
ニ
ハ
作
法
受
得
ノ

　

印
信
ハ
智
拳
印
ニ
羯
磨
ノ
明
也
従
二
ツ
テ
明
師
一
ニ
可
レ
尋
ヌ
仍
テ
元
杲
ノ
御
代
ヨ
リ
広　
　

            　
」
14
オ

　

沢
ノ
初
台
後
金
ノ
作
法
小
野
ニ
始
テ
相
承
ス
小
野
ノ
三
流
ノ
内
安
祥
寺

　

保
寿
院
中
院
是
也
次
ニ
元
杲
ノ
御
弟
子
仁
海
成
尊
ノ
二
代
過
テ

　

又
カ
後
ノ
初
台
後
金
後
台
ノ
二
通
ヲ
双
ヘ
テ
相
二
承
ス
之
一
次
ニ
成
尊
ノ
御

　

弟
子
ニ
義
範
ニ
ハ
授
二
初
金
後
台
一
為シ
レ
本
ト
範
俊
定
賢
ニ
ハ
授
二
ク
初
台
後
金
ノ

　

作
法
一
ヲ
是
則
広
沢
ノ
祖
師
ト
成
テ
初
台
後
金
ノ
作
法
為ス
レ
本
ト
東
寺
ノ
流

　

雖
レ
〔
有多
イ

〕
レ
之
不
レ
出
二
彼
ノ
両
流リ
ウ
ノ
作
法
一
ヲ
也
可
レ
尋
レ
之

　

右
臆
持
ノ
分
記
レ
之
及
二
ヒ
披
覧
一
ニ
者
可
レ
入
レ
火
者
也
以
後
口
決
二
巻

　

有
レ
之
伝
授
可
レ
有
也
云　々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
14
ウ

一
真
言
不
思
議
観
誦
无
明
除
文
高
雄
ノ
御
記
ニ
云
念
誦
ニ
有
二
リ
四
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種
一
一
ニ
ハ
三
摩
地
念
誦
仏
部
ニ
当
ル
也
是
月
輪
於
二
自
心
一
観
二
ス
字
相

　

字
義
一
二
ニ
ハ
蓮
花
念
誦
蓮
花
部
ニ
当
ル
動
レ
シ
口
起
レ
シ
テ
音
ヲ
但
シ
自
ラ
開
也
三
ニ
ハ

　

金
剛
念
誦
金
剛
部
ニ
当
ル
不
レ
サ
動
二
唇
ル
ト
口
一
ト
ヲ
亦
レ
出
レ
音
動
レ
シ
舌
誦
レ
之
也

　

四
ニ
ハ
音
声
念
誦
挙
レ
テ
声
ヲ
長
短
分
明
ニ
自
他
倶
ニ
開
ク
也
於
レ
中
ニ
蓮

　

花
金
剛
念
誦
好
耳
文
円
成
寺
益
信
ノ
記
ニ
曰
四
種
ノ
中
ニ
為
二
テ
ハ
凡

　

夫
一
ノ
者
金
剛
語
為
最
上
一
文
大
師
一
処
ノ
御
尺
ニ
五
種
ノ
出
二
玉
フ
念
誦
一
ヲ

　

蓮
花
ト
金
剛
ト
三
摩
地
ト
生
ト
光
ト
也
云
々
初
ノ
三
如
レ
上
云
々
光
明
念
誦
ト　
　

         　
　
　
　
　

」
15
オ

　

者
一
字
ノ
真
言
ヲ
誦
ル
毎
ニ
皆
光
明
ヲ
放
ト
観
ス
ル
也
正
念
誦
ト
者
心
蓮

　

花
台
ノ
上
ニ
商
佉
ヲ
観
シ
テ
妙
音
出
ス
ト
観
ス
ル
也
商
佉
ヲ
ハ
此
ニ
ハ
貝
ト
反
ス
ル
也
云
々

　
　

右
宥
快
法
印
口
説
全
秀
道
崇
房
上
人
記

　

享
和
二
壬
戌
秋
七
月
二
十
五
日
於
南
山
東
禅
院
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乞
者
覚
明
三
十
二
歳

　

文
化
五
年
戊
辰
五
月
使
俗
弟
子
信
吉
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
資
等
観　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
15
ウ
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序密
教
は
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
当
初
よ
り
、
一
乗
仏
教
に
対
し
て
親
和
性
を
示
し
て
い
た
。

『
大
日
經
疏
』に
天
台
宗
の
教
理
が
援
用
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
既
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、天
台
宗
の
み
な
ら
ず
、

華
厳
の
教
理
も
そ
こ
に
摂
取
さ
れ
て
い
た
。
華
厳
は
『
大
日
經
』
の
世
界
観
、
菩
薩
の
修
行
論
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
中
国
に

於
け
る
『
大
日
經
』
解
釈
の
場
面
に
於
て
は
、
天
台
宗
よ
り
も
華
厳
の
教
理
の
方
が
寧
ろ
よ
り
思
想
的
に
支
配
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
胎
藏
系
の
密
教
の
み
な
ら
ず
、
不
空
の
翻
訳
に
も
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
入
法
界
品
四
十
二
字
觀
門
』『
大
方
廣
佛

花
嚴
經
入
法
界
品
頓
證
毘
盧
遮
那
法
身
字
輪
瑜
伽
儀
軌
』
な
ど
が
見
ら
れ
、
概
し
て
密
教
の
華
厳
に
対
す
る
親
和
性
は
特
に
高
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
華
厳
の
側
か
ら
も
密
教
摂
取
の
動
向
が
窺
え
、
そ
の
濫
觴
は
第
四
祖
澄
観
と
目
さ
れ
る
。
澄
観
は
『
大
方
廣

佛
華
嚴
經
疏
』
並
び
に
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨
疏
演
義
鈔
』
に
て
大
々
的
に
密
教
を
導
入
し
、
海
印
三
昧
を
「
金
剛
頂
經
」
の
「
三
十
七

尊
出
生
」
と
等
位
に
見
做
し
つ
つ
、
字
輪
観
を
華
厳
の
行
法
に
位
置
づ
け
た
。
そ
こ
で
は
『
華
嚴
經
』
本
文
に
示
さ
れ
た
四
十
二
字
の
順

序
に
則
ら
ず
、
当
該
箇
所
を
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
入
法
界
品
四
十
二
字
觀
門
』
に
代
替
し
て
解
釈
し
、
四
十
二
字
冒
頭
の
五
字
を
五
字
文

遠
藤　

純
一
郎

『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
於
け
る
顕
密
観
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殊
真
言
と
断
定
し
、
五
台
山
に
於
け
る
文
殊
信
仰
、
特
に
不
空
に
鼓
吹
さ
れ
た
密
教
的
色
彩
を
帯
び
た
文
殊
信
仰
が
強
調
さ
れ
る
な
ど
、

密
教
に
対
し
て
極
め
て
積
極
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

以
後
、
こ
の
よ
う
な
密
教
と
華
厳
の
融
和
的
関
係
性
は
、
宋
王
朝
の
仏
教
界
よ
り
も
、
北
方
の
遼
代
の
仏
教
に
顕
著
に
顕
れ
て
く
る
。

遼
代
の
仏
教
の
特
徴
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
密
教
と
華
厳
の
優
勢
が
広
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
密
教
は
華
厳
と
融
合
し
た
密
教
と
解

さ
れ
た
り
、
或
い
は
密
教
と
華
厳
は
完
全
に
併
存
し
た
も
の
と
見
た
り
、
両
者
の
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
か
っ

た
。
既
に
筆
者
は
覚
苑
の
『
大
日
經
義
釈
演
密
鈔
』
に
於
け
る
華
厳
と
密
教
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
こ
で
は
両
者
を

顕
教
と
密
教
と
に
明
確
に
峻
別
し
な
が
ら
も
、
共
に
円
教
と
し
て
統
合
を
目
指
す
傾
向
を
見
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
「
毘
盧
大
教
」
な
る

語
が
、「
華
厳
經
」
と
『
大
日
經
』
の
両
者
を
指
示
可
能
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
的
に
顕
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
考
察
に
引
き
続
き
、
遼
代
に
顕
れ
た
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
於
け
る
顕
密
観
を
検
討
す
る
。

そ
れ
は
標
題
の
通
り
、
直
截
に
顕
教
と
密
教
の
関
係
性
を
明
瞭
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
遼
代
に
於
け
る
顕
密
観
の
一
例
と
し
て
示
唆
に
富

む
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
そ
こ
で
看
取
さ
れ
た
顕
密
観
を
、『
大
日
經
義
釈
演
密
鈔
』
に
於
け
る
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遼
代

に
於
け
る
華
厳
と
密
教
の
動
向
を
探
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

１
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
述
作
の
経
緯

作
者
道　

は
史
料
に
顕
れ
ず
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
僅
か
に
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
所
載
の
序
文
・
跋
語
の
記
載
を
頼
り
に

知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
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今
顯
密
圓
通
法
師
者
、
時
推
英
悟
、
天
假
辯
聰
、
髫
齔
禮
於
名
師
、
十
五
歷
於
學
肆
、
參
禪
訪
道
、
博
達
多
聞
、
內
精
五
教
之
宗
、

外
善
百
家
之
奧
。
利
名
不
染
、
愛
惡
非
交
。
既
而
厭
處
都
城
、
肆
志
巖
壑
、
積
累
載
之
勤
悴
、
窮
大
藏
之
淵
源((

(

。

こ
の
序
分
は
陳
覚((

(

      
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
十
五
歳
で
出
家
し
、
内
外
の
学
問
に
精
通
し
、
俗
世
を
嫌
い
隠
遁
し
て

い
た
旨
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
年
代
な
ど
に
つ
い
て
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
道　

の
弟
子
に
当
た
る
性
嘉
の
跋
語
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
我
親
教
和
尚
、
諱
道　

字
法
幢
、
俗
姓
杜
氏
雲
中
人
也
。
家
傳
十
善
世
稟
五
常
、
始
從
齠
齔
之
年
、
習
於
儒
釋
之
典
。

こ
こ
で
の
記
述
も
殆
ど
具
体
的
な
行
状
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
ず
、
僅
か
に
諱
が
「
道　

」、
字
が
「
法
幢
」
で
あ
る
こ
と
、
俗
姓
が
「
杜

氏
」
で
、
雲
中
（
大
同
）
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
道　

の
生
涯
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ず
、
そ
の
情
報
は
極
め
て
断
片
的
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
本
文
中
の
「
慶
遇
述
懐
」
に
て
「
今
居
末
法
之
中
、得
値
天
佑
皇
帝
菩
薩
國
王
、率
士
之
內
流
通
二
教
。
一
介
微
僧
幸
得
遭
逢
、

感
慶
之
心
終
日
有
懷
、
似
病
人
逢
靈
丹
妙
藥
。」((

(
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道　

の
活
動
を
「
天
佑
皇
帝
」
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
天

佑
皇
帝
」
と
は
『
遼
史
』
本
紀
第
二
十
一
に
「（
清
寧
二
年
十
一
月
）
甲
辰
、文
武
百
僚
上
尊
號
曰
天
祐
皇
帝
、后
曰
懿
徳
皇
后
」
と
有
り
、

道
宗
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
陳
覚
も
道
宗
と
同
時
代
で
あ
る
か
ら
、
齟
齬
は
無
く
、
ほ
ぼ
時
代
的
に
は
こ
の
辺
り
と

考
え
て
宜
し
い
だ
ろ
う
。
但
し
道
宗
の
在
位
期
間
で
あ
る
一
〇
五
六
年
〜
一
一
○
一
年
の
間
の
何
れ
の
時
期
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
は

っ
き
り
し
て
こ
な
い
。
そ
の
為
、
遼
代
に
多
く
著
さ
れ
た
天
佑
皇
帝
勅
撰
の
覚
苑
撰
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』、
法
悟
撰
『
釋
摩
訶
衍
論

贊
玄
疏
』、
志
福
撰
『
釋
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
な
ど
と
の
前
後
関
係
は
明
瞭
に
な
ら
ず
、
史
料
の
上
で
は
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
凡
そ
同

時
期
の
著
作
と
し
て
解
さ
れ
る
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
は
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
か
ら
の
引
用

が
見
受
け
ら
れ((

(

、『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
は
大
康
三
年
（
一
〇
七
七
）
以
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、甚
だ
漠
然
と
は
し
て
い
る
が
、



蓮花寺佛教研究所紀要　第一号

66

『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
は
一
応
に
一
〇
七
七
年
〜
一
一
〇
一
年
の
間
に
し
て
、『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
以
後
の
成
立
と
解
す
る
こ
と

に
な
る
。

ま
た
道　

は
「
五
台
山
金
河
寺
沙
門
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
理
的
所
在
に
つ
い
て
は
明
瞭
に
了
解
さ
れ
る
。
こ
の
「
五
台
山

金
河
寺
」
は
『
遼
史
』
本
紀
第
十
三
に
「（
統
和
十
年
）
九
月
癸
卯
、
幸
五
臺
山
金
河
寺
飯
僧
」
と
あ
り
、
聖
宗
の
御
幸
し
た
寺
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
五
台
山
の
金
河
寺
の
実
在
性
は
確
実
で
あ
り
な
が
ら
、『
古
清
涼
傳
』『
廣
清
涼
傳
』『
續
清
涼
傳
』
で
は
そ
の
寺
の

存
在
を
伝
え
て
い
な
い
。『
古
清
涼
傳
』
等
は
山
西
省
の
五
台
山
の
歴
史
を
専
論
し
た
も
の
で
、
ま
た
そ
の
地
域
は
遼
朝
と
宋
朝
の
不
安

定
な
国
境
域
に
在
る
と
し
て
も
、
領
土
と
し
て
は
宋
朝
に
属
す
こ
と
か
ら
、『
遼
史
』
で
言
う
よ
う
な
遼
朝
側
の
皇
帝
の
御
幸
は
そ
も
そ

も
考
え
難
い
。
そ
れ
故
、『
古
清
涼
傳
』
等
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
な
い
事
実
は
、
金
河
寺
の
在
る
五
台
山
は
山
西
省
の
五
台
山
で
は
な

い
こ
と
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
寧
ろ
遼
朝
の
領
域
に
存
す
る
「
小
五
台
山
」、
或
い
は
「
東
五
台
山
」
と
呼
称
さ
れ
る
河
北
省
蔚
県
の
地

域
を
指
す
も
の
と
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
言
え
る
。
陳
覚
の
序
で
は
、
道　

は
諸
学
を
修
め
て
後
、
隠
遁
し
た
旨
を
伝
え
て
い
る
が
、

そ
の
隠
遁
の
地
が
正
に
こ
の
河
北
省
蔚
県
の
五
台
山
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
の
述
作
は
彼
の
地
に
於
て
着
手
さ
れ
、
性
嘉
の
跋
に
「
研
精
甫
僅
於
十
旬
、
析
理
遂
成
於
一
卷
、
號
之
曰

顯
密
圓
通
成
佛
心
要
、
并
供
佛
利
生
儀
。」((

(

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
相
当
に
短
期
間
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
述
作
の
理
由
と
し
て
、
性
嘉
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

恭
聞
大
日
雄
尊
、
始
王
華
嚴
之
界
、
圓
音
妙
法
、
遍
周
帝
網
之
區
、
稱
其
性
演
重
重
無
盡
之
門
。
就
其
根
開
種
種
有
限
之
義
、
爰

自
結
集
之
後
、
洎
于
翻
譯
已
還
、
五
藏
八
藏
以
殊
分
、
一
乘
三
乘
而
異
設
。
若
迺
舉
其
大
柄
振
其
宏
綱
、
則
唯
密
及
顯
。
斯
可
得

而
稱
矣
。
謂
密
言
玄
妙
統
五
部
之
真
詮
、
顯
字
淵
沖
貫
十
宗
之
微
旨
、
應
根
派
異
涇
渭
雙
流
、
會
旨
源
同
清
濁
共
濕
。
然
而
去
聖

時
邈
群
生
見
差
、
或
密
顯
偏
修
、
或
有
空
別
立
、
或
學
聲
字
迷
神
咒
之
本
宗
、
或
滯
名
言
昧
佛
經
之
正
意
、
雖
有
觀
心
照
性
、
然
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多
背
正
趨
邪
、
各
計
斷
常
競
封
人
法
、
弘
性
弘
相
、
商
參
互
起
於
多
端
。
宗
立
宗
禪
、
水
火
交
騰
於
異
義
、
遂
使
滔
滔
性
海
罕
挹

波
瀾
、
燦
燦
義
天
難
窺
光
彩
。
斯
蓋
未
遇
通
人
與
開
示
焉((

(

。

「
大
日
雄
尊
」
の
説
法
は
本
来
一
味
平
等
で
あ
り
つ
つ
、
機
根
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
説
を
開
設
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
多
種
多
様
に

示
さ
れ
る
が
、
凡
そ
密
教
と
顕
教
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
次
第
に
諸
説
の
一
部
に
拘
泥
し
、
本
来
の
一
味

平
等
な
る
在
り
方
を
忘
れ
た
結
果
、
諸
派
の
主
張
は
互
い
に
相
容
れ
ず
、
対
立
し
て
論
争
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
悪
し
き
結

果
に
陥
っ
た
の
も
、「
通
人
」
の
開
示
に
出
会
わ
な
か
っ
た
た
め
だ
と
し
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
の
が
道　

の
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』

だ
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
は
本
来
の
一
味
平
等
な
る
在
り
方
を
回
復
し
、
諸
説
を
調
停
す
る
も
の
と
の
役

割
が
担
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、陳
覚
の
序
で
も「
昔
如
來
居
出
世
之
尊
、垂
化
人
之
道
、闡
揚
大
教
、誘
掖
群
迷
、開
種
種
之
門
。
方
便
雖
陳
於
萬
法
、入
圓
圓
之
海
、

旨
趣
皆
歸
於
一
乘
。
然
而
顯
教
密
宗
、
該
性
含
相
。
顯
之
義
派
分
五
教
、
總
名
素
怛
覽
。
密
之
部
囊
括
三
藏
、
獨
號
陀
羅
尼
。
習
顯
教
者
、

且
以
空
有
禪
律
而
自
違
、
不
盡
究
竟
之
圓
理
。
學
密
部
者
、
但
以
壇
印
字
聲
而
為
法
、
未
知
祕
奧
之
神
宗
。
遂
使
顯
教
密
教
、
矛
盾
而
相

攻
、
性
宗
相
宗
、
鑿
枘
而
難
入
、
互
成
非
毀
、
謗
議
之
心
生
焉
。
竟
執
邊
隅
、
圓
通
之
性
懵
矣
。
向
匪
至
智
、
孰
融
異
端
。
事
必
有
成
、

人
能
弘
道
。【
中
略
】
以
謂
所
閱
大
小
之
教
、
不
出
顯
密
之
兩
途
、
皆
證
聖
之
要
津
、
入
真
之
妙
道
。
覽
其
文
體
則
異
、
猶
盤
盂
自
列
於

方
圓
、
歸
乎
正
理
則
同
、
若
器
室
咸
資
於
無
有
。
而
學
者
妄
生
異
議
、
昧
此
通
方
。
因
是
錯
綜
靈
編
、
纂
集
心
要
、
文
成
一
卷
。」((

(

   と
あ
り
、

述
作
の
経
緯
に
関
す
る
認
識
は
性
嘉
と
一
致
し
て
い
る
。

実
際
、
道　

自
身
も
「
原
夫
如
來
一
代
教
海
、
雖
文
言
浩
瀚
、
理
趣
淵
沖
、
而
顯
之
與
密
統
盡
無
遺
。
顯
謂
諸
乘
經
律
論
是
也
。
密

謂
諸
部
陀
羅
尼
是
也
。
爰
自
摩
騰
入
漢
、
三
藏
漸
布
於
支
那
、
無
畏
來
唐
、
五
密
盛
興
於
華
夏
、
九
流
共
仰
七
眾
同
遵
。
法
無
是
非
之
言
、

人
析
修
證
之
路
。
曁
經
年
遠
誤
見
彌
多
。
或
習
顯
教
、
輕
誣
密
部
之
宗
。
或
專
密
言
、
昧
黷
顯
教
之
趣
。
或
攻
名
相
、
鮮
知
入
道
之
門
。
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或
學
字
聲
、罕
識
持
明
之
軌
。
遂
使
甚
深
觀
行
、變
作
名
言
、祕
密
神
宗
、翻
成
音
韻
。
今
乃
不
揆
瑣
才
、雙
依
顯
密
二
宗
、略
宗
成
佛
心
要
。

庶
望
將
來
悉
得
圓
通
。」((

(

と
述
べ
て
お
り
、
先
の
序
及
び
跋
と
内
容
が
基
本
的
に
大
き
く
隔
た
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
先
の
引
用
で
は

仏
教
全
般
を
一
般
化
し
て
諸
派
の
対
立
を
指
弾
し
た
が
、
こ
こ
で
は
密
教
の
中
国
へ
の
伝
来
と
凋
落
の
過
程
を
機
軸
に
言
を
進
め
、
特
に

顕
教
と
密
教
の
間
の
対
立
的
関
係
性
を
強
調
し
て
取
り
沙
汰
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
於
て
や
や
先
の
引
用
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
。

ま
た
、
顕
教
と
密
教
の
そ
れ
ぞ
れ
一
方
に
拘
泥
す
る
誤
謬
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
顕
教
の
誤
謬
も
「
或
習
顯
教
、
輕
誣
密
部
之
宗
」
と
い

う
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
密
教
に
つ
い
て
は
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
誤
謬
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。「
密
教
は
顕
教
の
理
に
対
し
て
盲

目
的
で
あ
る
た
め
に
、
最
終
的
に
は
表
面
的
な
言
葉
を
弄
ぶ
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
恐
ら
く
は
呪
誦

に
終
始
し
た
密
教
の
姿
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
優
勢
な
顕
教
に
対
し
て
、
批
判
に
晒
さ
れ
た
密
教
は
相
当
に
受
動
的
な
位
置
に
在
っ
た

状
況
を
描
出
し
た
も
の
と
解
し
て
宜
し
か
ろ
う
。
地
域
は
隔
た
る
が
、
賛
寧
の
『
宋
高
僧
傳
』
に
も
「
系
曰
。
傳
教
令
輪
者
、
東
夏
以
金

剛
智
爲
始
祖
。
不
空
爲
二
祖
、
慧
朗
爲
三
祖
。
已
下
宗
承
所
損
益
可
知
也
。
自
後
岐
分
派
別
、
咸
曰
、
傳
瑜
伽
大
教
、
多
則
多
矣
、
而
少

驗
者
何
。
亦
猶
羽
嘉
生
應
龍
、
應
龍
生
鳳
皇
、
凰
皇
已
降
生
庶
鳥
矣
。
欲
無
變
革
、
其
可
得
乎((

(

」
と
あ
り
、
唐
末
か
ら
の
密
教
の
失
速
が

語
ら
れ
、
密
教
は
澄
観
に
よ
り
華
厳
の
実
践
と
し
て
摂
取
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
際
の
場
面
で
は
、
教
理
と
の
連
携
が
希
薄
化
さ
れ
、
霊
験

無
き
形
式
的
呪
術
の
体
を
示
す
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
先
の
序
文
と
跋
語
、
ま
た
道　

自
身
に
よ
り
語
ら
れ
る
述
作
の
意
図
は
、
顕
教
と
密
教
の
対
立
を
越
え
、
両
者
の
統
合
を
指
向

す
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
唐
代
の
華
厳
と
密
教
の
関
係
性
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
既
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に

覚
苑
に
よ
り
遼
代
に
於
て
改
め
て
樹
立
さ
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
の
か
よ
う
な
意
図
は
覚
苑
に
追
随
す

る
も
の
で
し
か
な
く
、
そ
れ
に
独
自
な
意
図
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
は
覚
苑
の
主
張
を
追
認
す
る

だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
独
自
の
意
図
を
更
に
求
め
る
な
ら
、
寧
ろ
顕
教
の
教
理
と
の
連
絡
を
図
り
つ
つ
准
提
陀
羅
尼
の
功
徳
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を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
唐
末
か
ら
強
調
さ
れ
た
密
教
の
陀
羅
尼
信
仰
の
側
面
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
在
る
と
考
え
ら
れ
る
。

賛
寧
は『
僧
史
略
』「
傳
密
藏
」の
項
に
於
て「
密
藏
者
陀
羅
尼
法
也
。
是
法
祕
密
非
二
乘
境
界
、諸
佛
菩
薩
所
能
游
履
也
。」(((

(

と
述
べ
、「
密

藏
」
を
直
ち
に
「
陀
羅
尼
法
」
と
し
、
そ
れ
を
「
諸
佛
菩
薩
所
能
游
履
」
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宋
朝
の
歴
史
家
賛
寧
独

り
の
評
論
的
見
解
と
い
う
だ
け
で
な
く
、例
え
ば
智
慧
輪
三
蔵
の『
明
佛
法
根
本
碑
』な
ど
は
全
体
で
陀
羅
尼
の
功
徳
を
説
く
も
の
で
あ
り
、

冒
頭
の
「
佛
根
本
者
、
薄
伽
梵
大
毘
盧
遮
那
、
爲
諸
佛
所
依
。
法
根
本
者
、
眞
言
陀
羅
尼
、
爲
諸
法
所
依
。
十
方
法
界
塵
刹
海
會
一
切
如

来
果
滿
聖
賢
、
皆
依
毘
盧
遮
那
淨
妙
法
身
、
現
自
他
受
用
及
變
化
身
。
所
詮
教
理
皆
眞
言
陀
羅
尼
門
、
流
演
三
藏
教
法
。」(((

(

な
る
一
節
か

ら
し
て
も
陀
羅
尼
重
視
の
姿
勢
が
良
く
分
か
る
。
但
し
、
そ
こ
で
は
殆
ど
教
理
的
な
説
明
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
専
ら
陀
羅
尼
が

諸
教
の
根
本
た
る
こ
と
が
一
向
に
論
じ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
道　

も
「
顯
之
義
派
分
五
教
、
總
名
素
怛
覽
。
密
之
部
囊
括
三
藏
、
獨
號

陀
羅
尼
。」(((

(

と
述
べ
、
智
慧
輪
の
考
え
方
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
道　

は
陀
羅
尼
の
功
徳
に
つ
い
て
「
二
密
教
心
要
者
、
謂
神
變

疏
鈔
、
曼
荼
羅
疏
鈔
、
皆
判
陀
羅
尼
教
、
是
密
圓
也
。
前
顯
教
圓
宗
、
須
要
先
悟
毘
盧
法
界
、
後
依
悟
修
滿
普
賢
行
海
、
得
離
生
死
證
成

十
身
無
礙
佛
果
。
如
病
人
得
好
藥
方
、
須
要
自
知
分
兩
炮
炙
法
則
、
合
成
服
之
方
能
除
病
身
安
。
今
密
圓
神
咒
、
一
切
眾
生
并
因
位
菩
薩
、

雖
不
解
得
但
持
誦
之
、便
具
毘
盧
法
界
普
賢
行
海
、自
然
得
離
生
死
成
就
十
身
無
礙
佛
果
。
如
病
人
得
合
成
妙
藥
、雖
不
知
分
兩
和
合
法
則
、

但
服
之
自
然
除
病
身
安
。」(((

(

と
述
べ
、陀
羅
尼
の
持
誦
の
み
で
「
毘
盧
法
界
普
賢
行
海
」
を
具
え
、自
然
に
生
死
を
解
脱
し
「
十
身
無
礙
佛
果
」

を
成
就
す
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
教
理
的
理
解
を
要
さ
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
一
方
で
顕
教
の
教
理
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い

る
こ
と
と
や
や
不
統
一
な
感
が
拭
い
去
れ
な
い
が
、
智
慧
輪
な
ど
が
強
調
し
た
陀
羅
尼
信
仰
の
特
徴
が
賛
寧
の
言
う
よ
う
な
密
教
の
失
速

を
同
時
に
引
き
起
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
陀
羅
尼
信
仰
の
持
つ
消
極
的
要
因
、
或
い
は
そ
れ
を
巡
る
批
判
に
対
処
せ
ん
こ
と
を
企
図
し
た

結
果
、
顕
教
の
教
理
も
併
せ
て
強
調
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
か
と
も
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
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２
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
於
け
る
顕
教
の
精
髄
（
心
要
）

道　

は
法
蔵
及
び
澄
観
の
提
唱
す
る
五
教
判
に
基
づ
き
顕
教
を
分
類
し
、
円
教
を
最
高
の
位
置
に
就
け
る
。
こ
の
場
合
、
教
判
の
基

準
が
華
厳
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
言
う
円
教
は
当
然
華
厳
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
で
は
、
こ
れ
よ
り
以
後
、
顕
教
は
専
ら
こ
の
円
教
に
即
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
円
教
の
修
行
の
枠

組
み
を
示
す
こ
と
で
、
顕
教
に
於
け
る
成
仏
を
論
じ
て
い
く
。

円
教
で
は
先
に
「
毘
盧
法
界
」
を
悟
り
、
そ
の
後
に
「
普
賢
行
海
」
を
修
す
る
の
だ
と
し
て
、
い
わ
ば
行
者
自
身
の
根
底
の
「
眞
心
」

を
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
些
か
奇
妙
で
あ
る
の
は
、
以
後
の
「
普
賢
行
海
」
の
修
行
に
つ
い
て
は
詳
細
に
観

法
が
提
示
さ
れ
て
い
な
が
ら
、「
毘
盧
法
界
」
を
悟
る
方
策
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
何
等
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
は
、

唯
だ
こ
の
「
毘
盧
法
界
」
な
る
「
眞
心
」
に
つ
い
て
の
解
説
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
眞
心
」
に
は
「
同
教
眞
心
」
と
「
別
教
眞
心
」
が
有
り
、
更
に
「
同
教
眞
心
」
は
「
終
教
眞
心
」
と
「
頓
教
眞
心
」

に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
要
約
的
に
言
え
ば
、「
謂
前
終
教
隨
眾
生
迷
說
有
色
身
山
河
虛
空
大
地
世
間
諸
法
、
令
諸
眾
生
翻
妄
歸
眞
、

了
達
色
身
山
河
虛
空
大
地
世
間
諸
法
、
全
是
一
味
妙
明
眞
心
。
今
頓
教
中
、
本
無
色
身
山
河
虛
空
大
地
世
間
諸
法
、
本
是
一
味
絕
待
眞

心
。」(((

(

と
あ
る
如
く
、「
終
教
眞
心
」
は
如
来
蔵
随
縁
を
言
い
、「
頓
教
眞
心
」
は
離
言
説
の
絶
待
一
心
を
言
う
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
「
別
教
一
心
」
は
「
同
教
一
心
」
と
異
な
り
円
教
に
不
共
な
一
心
を
言
う
も
の
で
あ
り
、そ
の
内
容
は
「
三
世
間
」
を
含
み
、「
四

法
界
」
を
具
え
る
「
一
眞
無
障
礙
大
法
界
心
」
で
あ
る
と
し
、
澄
観
の
註
釈
を
援
用
し
つ
つ
華
厳
円
教
の
教
説
を
披
瀝
し
て
い
る
。

「
毘
盧
法
界
」
を
悟
る
と
は
、「
後
修
普
賢
行
海
者
、
既
得
了
悟
無
障
礙
法
界
、
於
自
本
心
、
於
中
本
具
十
華
藏
世
界
微
塵
數
相
好
、

帝
網
無
盡
神
通
功
德
、與
十
方
諸
佛
更
無
差
別
。」(((

(

と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、そ
の
中
で
も
「
別
教
一
心
」
を
体
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
同
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教
一
心
」
は
「
別
教
一
心
」
に
導
く
方
便
と
し
て
特
に
説
示
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
言
う
「
悟
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。「
此
無
盡
法
界
一
心
人
罕
能
知
。
知
亦
寡
信
信
亦
鮮
解
。
解
亦
難
臻

此
境
。
是
以
多
劫
菩
薩
不
信
不
解
。
上
首
聲
聞
如
盲
如
聾
。
其
有
宿
熏
圓
根
宜
此
駐
意
。」(((

(

と
有
れ
ば
、
最
終
段
階
の
「
境
に
臻
る
」
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
続
け
て
「
若
能
信
悟
在
懷
、
當
日
生
於
佛
家
。
恐
人
難
信
今
舉
例
況
之
。」(((

(

と
も
言
い
、
更
に

「
應
須
諦
而
信
之
思
而
解
之
。
勿
要
高
推
聖
境
虛
度
一
生
者
哉
。」(((

(

と
も
言
っ
て
お
れ
ば
、
こ
こ
で
説
示
さ
れ
た
「
別
教
一
心
」
の
有
り
様

を
肯
定
的
に
理
解
す
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
が
、
実
は
現
実
的
に
は
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
の
箇
所
で
顕
教
の
修
行
の

階
梯
を
要
約
的
に
「
依
顯
教
、
須
得
依
教
生
信
依
信
生
解
、
依
解
起
行
行
成
得
果
。」(((

(

と
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た
後
の
「
普
賢
行
海
」
の

修
行
と
言
わ
れ
る
場
面
で
、
更
に
観
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
完
全
な
法
界
の
証
悟
が
厳
密
に
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は

思
わ
れ
な
い
。

こ
の
法
界
の
了
悟
に
基
づ
き
、
行
者
は
次
い
で
「
普
賢
行
海
」
を
修
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
は
五
種
の
観
法
が
行
わ
れ
る
。

そ
れ
は
一
つ
に
「
諸
法
如
夢
幻
觀
」、
二
つ
に
「
眞
如
絶
相
觀
」、
三
つ
に
「
事
理
無
礙
觀
」、
四
つ
に
「
帝
網
無
盡
觀
」、
五
つ
に
「
無
障

礙
觀
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
種
は
そ
れ
ぞ
れ
、
事
法
界
観
・
理
法
界
観
・
事
理
無
礙
法
界
観
・
事
事
無
礙
法
界
観
・
四
法
界
所
依
総
法
界

観
で
あ
る
こ
と
が
言
わ
れ
、
実
に
華
厳
の
四
法
界
観
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
澄
観
の
『
華
嚴
法
界
玄
鏡
』
に
よ
れ
ば
杜
順
の

『
大
方
廣
佛
華
嚴
法
界
觀
門
』
で
は
四
法
界
の
内
「
事
法
界
」
が
観
法
と
し
て
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、『
顯
密
圓
通

成
佛
心
要
集
』
の
「
諸
法
如
夢
幻
觀
」
は
『
法
界
觀
門
』
の
「
眞
空
觀
」
の
内
「
會
色
歸
空
觀
」「
明
空
卽
色
觀
」「
空
色
無
礙
觀
」
に
当

た
り
、「
眞
如
絶
相
觀
」
は
「
眞
空
觀
」
の
残
り
の
「
泯
絶
無
寄
觀
」
に
相
当
し
て
お
り
、
区
分
が
異
な
る
だ
け
で
、
内
容
か
ら
す
る
と

両
者
に
大
差
は
無
い
。
ま
た
第
五
の
四
法
界
所
依
総
法
界
観
と
さ
れ
る
「
無
障
礙
觀
」
と
て
「
今
此
無
障
礙
法
界
中
、
本
具
三
世
間
四
法

界
一
切
染
淨
諸
法
、
未
有
一
法
出
此
法
界
。
而
此
法
界
全
此
全
彼
互
無
障
礙
。
則
知
根
根
塵
塵
全
是
無
障
礙
法
界
。
若
於
四
威
儀
中
常
觀
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根
根
塵
塵
、
皆
是
重
重
無
盡
法
界
、
卽
習
普
眼
之
境
界
也(((

(

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、『
法
界
觀
門
』
の
「
周
遍
含
容
觀
」、
更
に
言
え

ば
そ
の
中
で
も
第
十
の
「
普
融
無
礙
門
」
に
異
な
ら
ず
、
五
種
の
観
門
の
建
立
と
い
う
点
だ
け
が
独
自
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
全
く
従

来
の
四
法
界
観
を
踏
襲
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も「
帝
網
無
盡
觀
」で
は「
四
帝
網
無
盡
觀
者（
卽
當
事
事
無
礙
法
界
觀
）於
中
略
示
五
門
。
一
禮
敬
門
、二
供
養
門
、三
懺
悔
門
、

四
發
願
門
、
五
持
誦
門
。
初
禮
敬
門
者
、
謂
想
盡
虛
空
遍
法
界
塵
塵
刹
刹
、
帝
網
無
盡
三
寶
前
、
各
有
帝
網
無
盡
自
身
、
每
一
一
身
各
禮

帝
網
無
盡
三
寶
。」(((

(
等
と
述
べ
、『
法
界
觀
門
』
や
『
法
界
玄
鏡
』
に
見
ら
れ
な
い
礼
懺
法
を
法
界
観
に
持
ち
込
み
な
が
ら
事
事
無
礙
法
界

観
を
解
説
し
た
り
、
或
い
は
天
台
の
「
三
觀
三
止
」
を
「
帝
網
無
盡
觀
」
に
導
入
し
た
り
な
ど
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
や
や
新
味
が
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
礼
懺
法
に
つ
い
て
は
『
華
嚴
經
傳
記
』
に
「
華
嚴
三
昧
觀
一
卷
十
門　

右
於
上
十
門
、
亦
各
以
十
義
、
辨
其

所
要
。
務
令
修
成
普
賢
願
行
、
結
金
剛
種
、
作
菩
提
因
、
當
來
得
預
華
嚴
海
會
。
用
於
天
台
法
華
三
昧
觀
。
諸
修
行
者
、
足
為
心
鏡
耳
。

沙
門
法
藏
所
述
。」(((

(

と
あ
り
、
天
台
の
懺
悔
法
の
様
式
に
基
づ
く
礼
懺
法
が
華
厳
で
も
用
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
法
蔵
の
時
代

か
ら
既
に
天
台
の
観
法
の
摂
取
は
指
向
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
先
の
事
例
も
殆
ど
従
来
説
を
越
え
な
い
範
囲
で
の
応
用
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』に
示
さ
れ
た「
顕
教
の
心
要
」を
眺
め
て
み
た
が
、道　

は
顕
教
を
華
厳
の
五
教
判
に
依
っ
て
把
握
し
、

そ
の
最
高
の
境
地
を
華
厳
円
教
と
判
じ
て
お
り
、「
顕
教
の
心
要
」
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
法
蔵
・
澄
観
ら
の
華
厳
教
学
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
と
言
え
る
。
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３
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
於
け
る
密
教
の
精
髄
（
心
要
）

道　

は
「
二
密
教
心
要
者
、
謂
神
變
疏
鈔
、
曼
荼
羅
疏
鈔
、
皆
判
陀
羅
尼
教
、
是
密
圓
也
。」(((

(

と
あ
る
よ
う
に
、
密
教
と
は
「
陀
羅
尼
教
」

で
あ
り
、「
密
圓
」
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
こ
れ
は
そ
こ
で
指
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
覚
苑
の
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
の
考
え
方
を
踏

ま
え
て
い
る
。

密
教
を
「
陀
羅
尼
教
」
と
す
る
考
え
方
は
既
に
唐
代
よ
り
広
く
見
ら
れ
る
が
、「
密
圓
」
と
す
る
位
置
づ
け
は
文
献
上
は
覚
苑
の
『
大

日
經
義
釋
演
密
鈔
』
に
初
見
さ
れ
る
。

「
密
圓
」
と
は
覚
苑
の
彼
の
鈔
に
よ
れ
ば
「
圓
密
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
道　

と
同
様
に
華
厳
の
五
教
判
に
基
づ
き
な
が
ら
、
円

教
を
仏
教
の
最
高
の
境
地
と
認
め
、
そ
の
円
教
に
密
と
顕
の
二
種
が
有
る
と
言
う
の
で
あ
る
。『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
で
は
円
教
の
中

で
も
密
な
る
も
の
を
『
大
日
經
』、
顕
な
る
も
の
を
『
華
嚴
經
』
と
し
、
顕
密
の
相
違
を
認
め
な
が
ら
、
両
者
は
円
教
と
し
て
共
通
す
る

も
の
と
考
え
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
既
に
拙
論
『
覚
苑
撰
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
に
於
け
る
華
厳
と
密
教
の
関
係
性
に
つ
い
て
』

に
於
て
論
述
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

先
の
論
文
の
再
説
に
な
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
覚
苑
は
顕
と
密
の
相
違
は
密
教
行
法
の
存
否

に
在
り
、
両
者
は
教
理
的
に
共
通
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
円
教
に
顕
と
密
の
二
種
を
建
立
し
て
は
い
て
も
、
実
は
『
大
日
經
』
の
樞
要

を
華
厳
教
学
に
よ
り
解
釈
し
て
お
り
、
寧
ろ
密
教
が
極
め
て
華
厳
教
学
に
依
存
的
で
あ
り
、
決
し
て
密
教
が
先
ん
じ
て
華
厳
教
学
を
凌
駕

す
る
よ
う
な
教
学
を
自
前
で
有
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
痕
跡
が
、『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
も
同

じ
く
見
て
取
れ
る
。

問
曰
、
賢
首
大
師
等
、
但
判
華
嚴
經
為
圓
、
餘
教
皆
非
、
今
判
陀
羅
尼
又
是
圓
教
、
豈
不
違
賢
首
等
耶
。
合
云
、
圓
宗
有
二
。
一
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顯
圓
、
二
密
圓
。
賢
首
但
據
顯
教
、
正
判
華
嚴
為
圓
。
今
神
變
疏
鈔
、
曼
荼
羅
疏
鈔
、
類
彼
顯
圓
判
斯
密
教
亦
是
圓
宗
。
顯
密
既
異
。

乃
諸
師
無
違
也(((

(

。

法
蔵
が
排
他
的
に
『
華
厳
經
』
の
み
を
円
教
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
陀
羅
尼
を
円
教
と
す
る
こ
と
は
法
蔵
の
主
張
と
齟
齬
を
来

す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
円
教
に
は
顕
円
と
密
円
の
二
種
が
有
り
、
法
蔵
は
顕
教

の
範
疇
に
限
っ
て
『
華
厳
經
』
の
み
を
円
教
に
定
位
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
道　

は
密
教
を
独
尊
と
は

せ
ず
、
ま
た
密
教
の
側
か
ら
一
方
的
に
密
教
の
優
位
性
を
言
う
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
法
蔵
の
華
厳
教
学
と
の
矛
盾
を
調
停
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
そ
れ
は
寧
ろ
華
厳
と
並
ぶ
密
教
の
優
位
性
を
保
証
す
る
尺
度
と
し
て
法
蔵
の
華
厳
教
学
に
依
存
し
て
い
る
態
度
に
在
る
と
言

っ
て
良
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
道　

も
覚
苑
と
同
様
に
密
教
の
優
位
性
を
片
方
で
強
調
し
な
が
ら
も
、
理
論
的
に
は
華
厳
に
対
し

て
従
属
的
な
密
教
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

道　

の
密
教
の
位
置
づ
け
は
覚
苑
を
踏
襲
し
た
内
容
を
持
つ
と
も
言
え
る
が
、
密
教
の
具
体
的
な
内
容
は
相
当
に
相
違
す
る
。
道　

は
密
教
を
「
陀
羅
尼
教
」「
密
圓
」
と
し
た
上
で
、
特
に
前
者
の
「
陀
羅
尼
教
」
の
側
面
を
強
調
し
、
准
提
陀
羅
尼
の
持
誦
を
強
く
勧
め

て
い
る
。

勿
論
、
他
に
も
阿
字
觀
や
月
輪
観
な
ど
の
行
法
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
副
次
的
で
あ
り
、

中
心
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
准
提
陀
羅
尼
で
あ
る
と
言
え
る
。
何
故
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
准
提
陀
羅
尼
を
重
視
す
る
の
か
、
道　

自
身
が

理
由
を
述
べ
て
「
問
曰
、
既
專
誦
一
咒
疾
得
成
就
、
何
以
多
示
准
提
眞
言
令
人
持
誦
。
答
云
、
一
爲
准
提
總
含
一
切
諸
眞
言
故
。
准
提
能

含
諸
咒
。
諸
咒
不
含
准
提
。
如
大
海
能
攝
百
川
、
百
川
不
攝
大
海
。（
準
提
總
含
諸
咒
如
下
所
明
）
二
爲
准
提
壇
法
人
易
成
辦
故
。
但
以

一
新
鏡
未
曾
用
者
、
便
是
壇
法
。
不
同
餘
咒
建
辦
壇
法
須
得
揀
選
淨
處
、
香
埿
塗
地
廣
造
佛
像
、
多
用
供
具
方
能
成
就
（
有
財
物
者
、
廣

造
佛
像
多
辦
供
具
、
於
佛
像
前
安
置
鏡
壇
、
對
之
持
誦
更
妙
）
三
爲
准
提
不
揀
染
淨
得
持
誦
故
。
不
問
在
家
出
家
飲
酒
食
肉
有
妻
子
等
皆
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持
誦
。
不
同
餘
咒
須
要
持
戒
方
得
誦
習
。（
今
爲
俗
流
之
輩
、
帶
妻
挾
子
飲
酒
噉
肉
是
其
常
業
。
雖
逢
僧
人
教
示
、
習
性
難
以
改
革
。
若

不
用
此
大
不
思
議
咒
法
救
脫
、
如
是
人
等
何
日
得
出
生
死
。
其
有
齋
戒
清
淨
依
法
持
誦
者
、
更
爲
勝
妙
。
故
准
提
經
云
、
何
況
更
能
結
齋

具
戒
、
依
法
持
誦
不
轉
空
身
、
往
第
四
天
得
入
神
足
是
也
）
所
以
多
示
准
提
真
言
令
人
持
誦
。」(((

(

と
言
い
、
一
つ
に
准
提
陀
羅
尼
は
諸
真

言
を
総
て
包
含
す
る
根
本
で
あ
る
こ
と
、
二
つ
に
は
檀
法
が
簡
便
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
に
は
当
代
の
劣
機
の
衆
生
に
適
し
て
い
る
こ
と
の

三
点
か
ら
准
提
陀
羅
尼
の
持
誦
を
勧
め
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
い
わ
ば
単
に
時
代
に
即
応
し
た
方
便
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
諸
真
言
の
根

本
で
あ
る
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
後
に
「
問
曰
、
云
何
得
知
准
提
總
含
諸
部
神
咒
。
答
謂
、
一
藏
經
中
神
咒
不
出
二
十
五
部
。
一
佛
部
、

謂
諸
佛
咒
。
二
蓮
華
部
、
謂
諸
菩
薩
咒
。
三
金
剛
部
、
謂
諸
金
剛
神
咒
。
四
寶
部
、
謂
諸
天
咒
。
五
羯
磨
部
、
謂
諸
鬼
神
咒
。
此
五
部
每

部
復
各
有
五
、
卽
成
二
十
五
部
。
今
准
提
總
攝
二
十
五
部
。
故
准
提
經
云
、
獨
部
別
行
總
攝
二
十
五
部
。
又
云
、
若
欲
召
二
十
五
部
天
魔

等
、專
誦
此
咒
隨
請
必
至
。
又
云
、五
部
金
剛
四
天
王
、共
結
總
持
三
昧
界
。
又
大
教
王
經
云
、七
俱
胝
如
來
三
身
、讚
說
准
提
菩
薩
真
言
、

能
度
一
切
賢
聖
。
若
人
持
誦
、
一
切
所
求
悉
得
成
就
、
不
久
證
得
大
准
提
果
。
是
知
、
准
提
真
言
密
藏
之
中
最
爲
第
一
。
是
眞
言
之
母
神

咒
之
王
。」(((

(

と
述
べ
、
五
部
の
真
言
全
て
を
統
摂
す
る
こ
と
が
経
自
ら
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
諸
真
言
の
根
本
で
あ
る
こ

と
の
根
拠
を
再
説
し
て
お
れ
ば
、
先
の
三
つ
の
根
拠
は
「
時
代
に
即
応
し
た
方
便
」
に
し
て
且
つ
「
諸
真
言
の
根
本
」
で
あ
る
と
い
っ
た

並
挙
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
諸
真
言
の
根
本
で
あ
る
か
ら
こ
そ
時
代
に
即
応
し
う
る
と
の
発
想
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
故
に
先
に
も
引
用
し
た
が
「
今
密
圓
神
咒
、
一
切
眾
生
并
因
位
菩
薩
、
雖
不
解
得
但
持
誦
之
、
便
具
毘
盧
法
界
普
賢
行
海
、
自
然
得

離
生
死
成
就
十
身
無
礙
佛
果
。
如
病
人
得
合
成
妙
藥
、
雖
不
知
分
兩
和
合
法
則
、
但
服
之
自
然
除
病
身
安
。」(((

(

と
い
う
と
お
り
に
、
持
誦

の
み
で
解
行
を
要
さ
な
い
陀
羅
尼
の
功
徳
が
確
信
的
に
語
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
道　

に
と
っ
て
の
密
教
は
覚
苑
の
枠
組
み
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
全
く
准
提
陀
羅
尼
に
収
斂
す
る
も
の
で

あ
り
、
恐
ら
く
は
徹
底
し
て
准
提
陀
羅
尼
の
持
誦
の
実
践
こ
そ
が
、
道　

に
と
っ
て
密
教
の
核
心
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
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で
あ
る
。

４
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
於
け
る
顕
密
観

こ
れ
ま
で
道　

の
考
え
る
顕
教
と
密
教
の
枢
要
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
顕
教
で
は
華
厳
の
五
教
判
に
基
づ
き
華
厳
を
最
高
の
地
位
に

就
け
、
密
教
で
は
そ
れ
を
陀
羅
尼
蔵
と
し
て
捉
え
、
中
で
も
准
提
陀
羅
尼
を
根
本
と
し
た
。
道　

は
「
仁
王
般
若
陀
羅
尼
釋
并
仁
王
儀
軌

皆
云
、
若
不
修
三
密
門
、
不
依
普
賢
行
願
、
得
成
佛
者
無
有
是
處
。
又
華
嚴
經
字
輪
儀
軌
云
、
夫
欲
頓
入
一
乘
修
習
毘
盧
遮
那
法
身
觀
者
、

先
應
發
起
普
賢
行
願
、
復
以
三
密
加
持
身
心
、
則
能
悟
入
文
殊
師
利
大
智
慧
海
。
是
知
上
根
須
要
顯
密
雙
修
。」(((

(

と
述
べ
、
不
空
訳
『
仁

王
般
若
陀
羅
尼
釋(((

(

』『
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
多
經
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌(((

(

』『
大
方
廣
佛
花
厳
經
入
法
界
品
頓
證
毘
盧
遮
那
法
身
字
輪
瑜
伽
儀

軌(((

(

』
を
引
用
し
、
顕
教
と
密
教
は
同
時
に
双
修
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
勿
論
、
そ
れ
ら
の
引
用
元
で
准
提
陀
羅
尼
を
謳
う
こ

と
は
決
し
て
な
い
が
、
先
の
引
用
元
で
も
重
視
さ
れ
た
華
厳
を
「
於
顯
教
中
雖
五
教
不
同
、
而
華
嚴
一
經
最
尊
最
妙
、
是
諸
佛
之
髓
菩
薩

之
心
、
具
包
三
藏
總
含
五
教
。」(((

(

と
評
す
る
の
に
応
じ
て
、
准
提
を
「
而
准
提
一
咒
最
靈
最
勝
、
是
諸
佛
之
母
菩
薩
之
命
、
具
包
三
密
總

含
五
部(((

(

」
と
評
し
、
准
提
陀
羅
尼
は
「
三
密
」「
五
部
」
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
、
先
の
引
用
と
の
整
合
性
を
与
え
、
密
の
領
域
に
於

い
て
華
厳
に
相
応
す
る
地
位
を
付
与
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
道　

に
と
っ
て
の
顕
密
の
統
合
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
華
厳
と
准
提
陀
羅

尼
の
統
合
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
第
三
「
顯
密
雙
辨
」
の
冒
頭
で
「
三
顯
密
雙
辯
者
、
若
雙
依
顯
密
二
宗
修
者
、
上
上
根
也
。
謂
心
造
法
界
帝
網
等
觀
口

誦
準
提
六
字
等
咒
。」(((

(

と
端
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
窺
え
る
。
華
厳
の
「
法
界
帝
網
觀
」
等
に
依
拠
し
つ
つ
、「
准
提
六
字
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咒
」
等
を
誦
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
者
の
中
で
も
最
上
の
機
根
の
者
に
用
意
さ
れ
た
理
想
的
な
形
態
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
の
者
に
対
し
て
は
、
機
根
や
行
の
熟
達
の
程
度
に
よ
っ
て
段
階
的
な
差
異
を
設
け
て
い
る
。

此
有
二
類
。
一
久
修
者
、顯
密
齊
運
。
二
初
習
者
、先
作
顯
教
普
賢
觀
已
、方
乃
三
密
加
持
。
或
先
用
三
密
竟
然
後
作
觀
。
二
類
皆
得
。

余
雖
下
材
心
尚
顯
密
雙
修
。【
中
略
】
是
知
上
根
須
要
顯
密
雙
修
。
中
下
之
根
隨
心
所
樂
、
或
顯
或
密
科
修
一
門
皆
得(((

(

。

こ
こ
で
は
初
心
は
「
普
賢
觀
」
と
「
三
密
加
持
」
を
前
後
し
て
行
じ
、
次
第
に
熟
達
す
る
こ
と
で
同
時
に
修
習
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
い
う
。
ま
た
行
者
の
機
根
の
観
点
か
ら
は
、
上
根
は
「
顯
密
雙
修
」
す
べ
き
で
あ
る
が
、
中
根
・
下
根
は
好
み
に
応
じ
て
顕
教
か

密
教
の
一
方
を
修
す
れ
ば
良
い
と
す
る
。
こ
れ
も
「
勸
諸
後
學
、
若
顯
若
密
、
或
性
或
相
行
、
則
任
在
一
門
信
須
圓
通
無
礙
。
勿
同
盲
人

摸
象
弟
子
洗
足
。」(((

(

と
述
べ
、
し
か
も
そ
こ
で
は
機
根
を
限
定
せ
ず
「
諸
後
學
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
顕
教
が
一
向
に
顕
教
で
あ

っ
た
り
な
ど
と
い
っ
た
一
方
の
立
場
に
終
始
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
は
お
ら
ず
、
顕
密
双
修
の
前
段
階
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
見
て
良
い

だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
道　

は
徹
底
し
て
「
顯
密
雙
修
」
の
立
場
を
闡
明
に
す
る
が
、「
然
顯
圓
華
嚴
、
諸
佛
共
讚
菩
薩
同
遵
、
西
天
東
夏
上
智

上
賢
、
無
不
歸
心
爲
大
教
廣
行
。
人
多
見
聞
不
假
讚
揚
。
密
圓
神
咒
是
諸
佛
之
頂
菩
薩
之
心
、
功
能
廣
大
利
樂
無
邊
。
為
時
流
少
知
今
略

敘
述
。」(((

(

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
華
嚴
經
」
の
最
高
価
値
に
つ
い
て
は
等
し
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
も
、
准
提
陀
羅
尼
に
基
づ
く
実
践

に
関
し
て
は
、
一
定
の
疑
念
が
周
囲
に
十
分
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
き
ら
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は「
顯
圓
」「
密
圓
」と
い
っ
た
覚
苑
の
術
語
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、既
に
覚
苑
に
よ
り
顕
密
の
統
合
は
な
さ
れ
、こ
れ
は
殊
に『
大

日
經
』
と
『
華
厳
經
』
の
統
合
と
い
う
形
で
達
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
述
作
は
周
囲
の
要
請
に
応
じ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず

し
も
先
の
疑
念
は
顕
教
と
密
教
と
の
統
合
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
道　

が
「
一
切
陀
羅
尼
皆
被
不
思
議
圓
根
。
故
佛
頂

頌
云
、
神
通
勝
化
不
思
議
、
陀
羅
尼
門
最
第
一
。
今
有
未
曾
鑽
仰
密
教
者
、
多
云
陀
羅
尼
藏
唯
被
下
根
。
斯
言
甚
謬
。
且
諸
經
中
說
陀
羅
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尼
、
或
名
最
上
乘
、
或
名
無
上
乘
、
或
名
金
剛
乘
、
或
名
不
思
議
乘
。
豈
可
唯
被
下
根
耶
。
故
清
涼
云
、
以
淺
為
深
有
符
理
之
得
、
以
深

為
淺
有
謗
法
之
愆
。
冀
諸
學
者
、
切
宜
留
心
、
不
得
固
執
先
聞
而
生
輕
忽
。
五
天
中
夏
、
顯
密
雙
明
方
是
通
人
。」(((

(

と
言
っ
て
い
る
点
に

注
目
す
る
な
ら
、
密
教
を
直
ち
に
准
提
陀
羅
尼
と
捉
え
、
准
提
陀
羅
尼
の
讀
誦
を
中
心
と
す
る
実
践
に
対
す
る
疑
念
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
の
論
証
の
流
れ
は
、「
仏
頂
頌
」
を
教
証
に
し
、
未
開
の
真
実
に
対
し
て
疑
念
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
と
、
更
に
澄
観
の
言
を

挟
み
込
み
説
得
に
努
め
て
い
る
。
そ
こ
で
引
用
さ
れ
る
澄
観
の
言
は
『
大
方
廣
佛
華
厳
經
随
疏
演
義
鈔
』
に
「
智
度
論
云
、
謗
有
二
種
。

一
者
言
此
非
佛
説
等
、
即
爲
深
重
墮
大
地
獄
。
二
者
説
不
契
理
。
並
爲
謗
法
。
即
深
爲
淺
是
也
。
且
以
淺
爲
深
等
者
、
以
初
住
之
淺
、
釋

爲
圓
融
該
博
深
也
。
豈
非
符
合
於
理
。
理
本
具
故
。」(((

(

と
あ
り
、
も
と
も
と
『
大
智
度
論
』
由
来
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
そ
れ
で

も
道　

は
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
を
せ
ず
、
敢
え
て
「
清
涼
云
」
と
の
形
式
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
澄
観

の
指
示
す
る
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
文
は
取
意
で
、
そ
の
文
章
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
『
大
智
度
論
』
に
存
在
し
て
い
な
い
た
め(((

(

、
直

接
に
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
と
は
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
澄
観
が
取
意
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
を
『
大
智
度
論
』
と
し

て
提
示
す
る
こ
と
に
問
題
は
無
い
は
ず
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
教
証
と
し
て
用
い
る
に
は
、
寧
ろ
『
大
智
度
論
』
を
論
拠
と
す
る
方
が
自
然

で
あ
る
は
ず
だ
。
ま
た
『
大
智
度
論
』
で
は
「
破
法
」
を
「
破
般
若
波
羅
蜜
」
と
述
べ
、
澄
観
も
初
住
の
功
徳
を
め
ぐ
る
解
釈
の
場
面
で

述
べ
て
お
り
、
何
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
の
論
旨
と
必
ず
し
も
ぴ
っ
た
り
契
当
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
敢

え
て
澄
観
の
言
と
し
て
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
事
実
は
、
か
え
っ
て
道　

説
に
対
峙
し
た
批
判
者
の
立
場
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
覚
苑
の
場
合
も
『
大
日
經
』
の
価
値
は
一
面
に
於
て
顕
円
を
凌
駕
す
る
密
円
に
定
位
さ
れ
る
こ
と
で
保
証
さ
れ
た
が
、
そ
の
判
断

基
準
は
密
教
の
側
の
論
理
に
在
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
華
厳
教
学
に
即
し
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
は
、
華
厳
教
学

に
基
づ
き
顕
密
統
合
を
了
承
し
な
が
ら
も
、
陀
羅
尼
の
専
修
に
対
し
て
は
慎
重
な
立
場
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
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で
あ
る
。

他
に
も
道　

は
陀
羅
尼
讀
誦
の
正
当
性
の
論
証
を
試
み
て
お
り
、
中
で
も
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
活
用
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
と
言

え
る
。
道　

は
『
釋
摩
訶
衍
論
』
を
用
い
る
こ
と
で
、
陀
羅
尼
の
持
つ
根
源
性
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

道　

は
准
提
陀
羅
尼
の
功
徳
を
十
門
の
観
点
か
ら
詳
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
第
十
の
「
諸
佛
如
來
尚
乃
求
學
門
」
に
て
『
釋

摩
訶
衍
論
』
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
如
大
乘
莊
嚴
寶
王
經
說
、
諸
佛
亦
求
神
咒
。
何
況
凡
夫
而
不
持
誦
耶
。
故
彼
經
說
、
觀
音
菩

薩
一
毛
孔
中
有
無
量
國
土
無
量
諸
佛
菩
薩
等
、
普
賢
菩
薩
入
觀
音
一
毛
孔
中
、
經
十
二
年
不
知
分
齊
。
又
云
、
觀
音
有
六
字
大
明
陀
羅
尼
、

一
切
如
來
皆
不
知
其
所
得
之
處
、
因
位
菩
薩
云
何
得
知
。
乃
至
說
、
蓮
華
上
佛
成
佛
竟
、
方
經
歷
諸
佛
求
此
六
字
大
明
等
。」(((

(

と
い
う
具

合
に
、『
大
乘
荘
嚴
寶
王
經
』
を
引
き(((

(

、
陀
羅
尼
が
仏
に
と
っ
て
さ
え
不
可
知
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
「
三
者
、

密
宗
神
咒
即
體
便
是
圓
圓
果
海
、
故
佛
不
得
。
如
釋
大
乘
論
說
、
圓
圓
海
佛
亦
不
得
。
今
六
字
大
明
准
提
神
咒
即
體
便
是
圓
圓
果
海
也
。」(((

(

と
述
べ
、
陀
羅
尼
は
『
釋
摩
訶
衍
論
』
で
言
う
「
圓
圓
果
海
」
な
の
だ
と
言
明
す
る
。

そ
の
上
で
道　

は
続
け
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

又
問
曰
。
夫
眞
言
者
、
但
是
能
詮
言
教
即
以
聲
名
句
文
為
體
。
何
得
判
為
圓
圓
果
海
。

答
云
。
若
作
此
問
、
蓋
是
未
知
密
教
宗
旨
。
今
密
教
中
祕
密
神
咒
、
卽
是
所
詮
之
法
。
一
切
說
文
、
是
能
詮
言
。
如
上
已
說
。
又

設
縱
神
咒
便
屬
能
詮
、
若
伸
此
問
但
是
小
乘
之
見
解
也
。
謂
小
乘
教
中
能
詮
言
教
、
多
以
聲
名
句
文
為
體
。
大
乘
始
教
、
或
以
聲

名
句
文
為
體
、
或
以
唯
識
為
體
。
終
教
中
說
、
以
無
性
眞
如
為
體
。
頓
教
之
中
、
以
絕
待
眞
如
爲
體
。
圓
教
中
說
、
或
以
十
玄
為
體
、

或
海
印
三
昧
為
體
。
彼
顯
教
中
能
詮
之
言
尚
爾
。
卽
是
絕
待
眞
如
十
玄
門
等
。
況
密
宗
神
咒
。
當
顯
圓
中
一
眞
法
界
耶
。
又
釋
摩

訶
衍
論
、
據
生
滅
門
中
能
詮
之
教
、
會
相
歸
性
以
眞
如
為
體
、
或
多
一
心
爲
體
。
真
如
門
中
卽
絕
待
眞
如
爲
體
。
又
甚
深
玄
理
論
、

不
動
本
源
論
、
此
二
論
中
廣
略
解
說
不
二
果
海
。
當
彼
二
論
中
能
詮
之
言
以
何
為
體
。
以
理
推
徵
、
卽
知
以
不
二
果
海
為
體
。
彼
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能
詮
言
當
爾
。
卽
是
不
二
果
海
。
況
今
六
字
大
明
准
提
神
咒
。
義
當
彼
二
論
中
所
詮
法
耶
。
又
自
古
諸
師
皆
云
、
祕
密
神
咒
是
諸
佛

心
印
、
唯
佛
得
知
非
因
位
所
解
。
又
今
莊
嚴
寶
王
經
說
、
佛
亦
不
知
神
咒
。
若
非
圓
圓
果
海
是
何
法
耶
。
願
諸
學
者
、
虛
懷
體
之
勿

滯
局
情(((

(

。

こ
こ
で
は
「
眞
言
」
は
「
所
詮
之
法
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
聲
名
句
文
」
を
本
体
と
す
る
「
能
詮
言
教
」
と
解
す
る
誤
謬
を
退
け
て
い

る
。
仮
に
譲
っ
て
「
眞
言
」
が
「
能
詮
」
で
あ
る
と
し
て
も
、「
聲
名
句
文
」
を
本
体
と
す
る
言
教
を
提
唱
す
る
の
は
小
乗
な
の
で
あ
っ
て
、

顕
教
の
中
で
も
最
高
の
円
教
で
は
「
十
玄
」「
海
印
三
昧
」
を
本
体
と
す
る
と
言
う
。
そ
こ
で
道　

は
「
眞
言
」
に
こ
の
円
教
の
主
張
を

取
り
入
れ
、「
眞
言
」
と
円
教
の
「
一
眞
法
界
」
を
等
値
に
扱
う
。

更
に
『
釋
摩
訶
衍
論
』
を
援
用
し
、論
中
で
「
不
二
摩
訶
衍
」
を
闡
明
に
し
た
論
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
甚
深
玄
理
論
』『
不
動
本
源
論
』

の
記
述
（
能
詮
言
）
は
直
ち
に
「
不
二
果
海
」
と
導
き
、
准
提
陀
羅
尼
は
直
ち
に
彼
の
論
の
「
所
詮
法
」、
い
わ
ば
「
不
二
果
海
」
そ
の

も
の
と
見
做
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
当
該
箇
所
は
、我
が
国
の
真
言
宗
で
は
顕
密
優
劣
の
証
左
に
用
い
ら
れ
る
が
、上
掲
の
引
用
文
の
中
で
は
華
厳
の
「
一

眞
法
界
」
と
「
不
二
摩
訶
衍
」
の
関
係
性
が
明
言
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道　

に
そ
の
よ
う
な
意
識
が
存
在
し
た
か
は
明
瞭
で
は
な
い
。
勿
論

「
十
玄
」
や
「
海
印
三
昧
」
は
因
分
の
観
点
か
ら
言
及
さ
れ
る
教
説
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、「
不
二
果
海
」
が
「
果
分
」
で
あ

る
こ
と
と
区
別
し
て
考
え
る
必
要
も
有
る
が
、「
一
眞
法
界
」
と
も
換
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
因
分
・
果
分
の
両
者
に
関
り

う
る
概
念
で
あ
る
し
、
ま
た
華
厳
教
学
で
強
調
さ
れ
る
因
分
と
果
分
の
不
可
離
な
関
係
性
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
、
両
者
の
間
に
大
き
な

差
は
無
く
、
同
様
の
概
念
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

天
佑
皇
帝
勅
撰
と
さ
れ
る
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
註
釈
書
が
複
数
現
存
す
る
が
、
こ
れ
は
道　

と
前
後
関
係
が
明
瞭
で
な
い
も
の
の
、
ほ

ぼ
同
時
代
の
著
作
と
考
え
て
宜
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ら
『
釋
摩
訶
衍
論
』
注
釈
書
で
は
華
厳
と
「
不
二
摩
訶
衍
」
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の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

能
得
於
諸
佛
等
者
、
此
據
果
分
說
也
。
而
有
二
師
。
一
賢
首
分
齊
云
、
別
教
有
二
。
一
性
海
果
分
、
當
是
不
可
說
義
。
何
以
故
。

不
與
教
相
應
故
。
即
十
佛
自
境
界
也
。
故
地
論
云
、
因
分
可
說
、
果
分
不
可
說
是
也
。
二
緣
起
因
分
、
卽
普
賢
境
界
也
。
此
二
無

二
全
體
遍
收
。
其
由
水
波
思
之
可
見
。
釋
曰
、
全
同
此
論
性
德
圓
滿
海
脩
行
種
因
海
二
名
也
。（
此
上
雙
論
前
後
兩
節
）
今
且
先
就

果
分
而
說
。
不
二
如
大
海
、
諸
佛
如
百
川
、
但
可
云
海
能
容
受
百
川
、
不
可
百
川
容
受
大
海
。
但
可
假
人
沒
同
果
海
實
法
、
不
可

果
海
沒
同
假
人
故
也
。
二
清
涼
略
策
云
、
今
言
果
海
約
證
相
應
、
可
寄
言
詮
皆
名
因
分
。
因
則
可
脩
可
說
、
果
則
亡
修
離
言
。
釋
曰
、

十
身
等
果
既
帶
言
說
並
屬
因
分
、
非
謂
言
果
便
屬
果
分
直
須
契
證
可
名
果
分
。
故
賢
首
品
大
鈔
判
云
、
則
四
法
界
十
種
玄
門
皆
約

因
分
。
例
此
、
諸
佛
即
屬
因
分
。
因
分
可
以
沒
同
果
海
故
、
云
能
得
於
佛
。
果
海
不
可
沒
同
因
分
故
、
云
諸
佛
得
不
。
故
此
因
果
義
、

若
賢
首
意
、普
賢
因
人
所
了
名
因
分
、遮
那
果
人
所
了
名
果
分
。
故
分
齊
云
、十
佛
境
界
普
賢
境
界
。
若
清
涼
意
、依
言
修
因
名
因
分
、

契
證
絕
言
名
果
分
。
故
略
策
云
、
因
則
可
脩
可
說
、
果
則
亡
脩
離
言
。
此
之
二
師
義
有
少
異
。
賢
首
言
果
唯
局
究
竟
、
清
涼
言
果

亦
通
因
位
。
但
是
果
利
可
通
因
也
。
今
此
論
說
雙
離
根
教
、
全
同
賢
首
義
分
齊
云
不
與
教
相
應
故(

離
教)

即
十
佛
自
境
界
也(

離

根)

。
亦
同
清
涼
略
策
文
云
果
則
亡
脩(

離
言)
離
言(

離
教)

。(((

(

こ
れ
は
志
福
撰
『
釋
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
「
性
徳
圓
滿
海
」
と
「
修
行
種
因
海
」

の
関
係
性
を
、「
華
厳
經
」
の
果
分
十
仏
自
境
界
と
因
分
普
賢
境
界
と
の
関
係
と
等
値
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
釋
摩
訶
衍
論
』

の
両
者
の
関
係
性
は
全
く
華
厳
教
学
に
よ
り
解
説
を
施
さ
れ
、
そ
こ
で
は
法
蔵
と
澄
観
の
解
釈
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
次
の
箇
所
で
同
様
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
。

圓
圓
海
者
、
同
上
文
云
性
德
圓
滿
海
焉
。
上
圓
屬
因
分
、
下
圓
屬
果
分
。
是
圓
之
圓
故
、
云
圓
圓
。
是
故
上
云
、
圓
滿
海
焉
、
不

言
圓
圓
。
但
屬
下
圓
是
正
取
故
。
亦
可
圓
之
又
圓
、
如
玄
之
又
玄
。
謂
顯
果
分
至
極
獨
尊
故
。
又
上
圓
通
因
果
二
分
、
下
圓
唯
取
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於
果
分
。
意
言
則
是
圓
中
之
圓
也
。
而
攝
不
攝
故
者
、
意
言
遮
那
是
因
、
圓
海
是
果
。
其
三
世
間
有
同
十
地
因
果
二
分
。
其
果
分
則

圓
海
中
攝
、
其
因
分
則
遮
那
中
攝
。
今
遮
那
佛
而
但
攝
彼
圓
海
家
不
攝
之
因
分
故
、
大
部
支
流
二
無
違
也
。
義
分
齊
云
、
若
別
教
一

乘
、
此
釋
迦
身
非
但
三
身
、
亦
即
十
身
、
以
顯
無
盡
。
然
彼
十
佛
境
界
所
依
有
二
。
一
國
土
海
。
圓
融
自
在
當
不
可
說(

上
證
果
分
、

下
證
因
分)
。
二
世
界
海
有
三
。
一
蓮
華
藏
世
界
海
、當
是
十
佛
等
境
界
。
二
於
三
千
界
外
有
十
重
世
界
。
一
世
界
性
、二
世
界
海
等
。

當
是
萬
子
已
上
輪
王
境
界
。
三
無
量
雜
類
世
界
皆
遍
法
界
。
如
樹
形
等
世
界
皆
遍
虛
空
法
界
互
不
相
礙
。
此
上
三
位
並
是
盧
遮
那
十

身
攝
化
之
處
。
仍
此
三
位
圓
融
無
礙
。
隨
一
世
界
卽
約
麤
細
有
此
二
。
故
當
知
、
與
三
乘
全
別
不
同
也
。
此
是
第
九
明
攝
化
分
齊
中

文
也(((

(

。

こ
れ
は
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
中
の
「
諸
佛
甚
深
廣
大
義
者
、
卽
是
通
總
攝
前
所
説
門
。
所
謂
通
攝
三
十
三
種
本
數
法
故
。
此
義
云
何
。

言
諸
佛
者
、
則
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
所
以
者
何
。
此
不
二
法
形
於
彼
佛
其
徳
勝
故
。
大
本
花
嚴
契
經
中
作
如
是
説
。
其
圓
圓
海
得
諸
佛
勝

故
。其
一
切
佛
不
能
成
就
圓
圓
海
劣
故
。若
爾
何
故
分
流
花
嚴
契
經
中
作
如
是
説
。盧
舎
那
佛
三
種
世
間
爲
其
身
心
。三
種
世
間
攝
法
無
餘
。

彼
佛
身
心
亦
復
無
有
所
不
攝
焉
。
盧
舎
那
佛
雖
攝
三
世
間
、
而
攝
不
攝
故
。
是
故
無
過
。」(((

(

と
す
る
箇
所
に
つ
い
て
の
註
釈
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
盧
舍
那
仏
と
不
二
摩
訶
衍
法
の
摂
属
関
係
を
取
り
沙
汰
し
、
不
二
摩
訶
衍
法
は
諸
仏
を
摂
す
る
が
、
諸
仏
は
不
二
摩
訶
衍
法
を
摂

し
え
ず
、
た
と
え
盧
舍
那
仏
が
三
世
間
を
摂
し
え
て
も
、
不
二
摩
訶
衍
を
摂
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。『
釋
摩
訶
衍
論
』
で

は
こ
の
摂
属
関
係
を
「
勝
」「
劣
」
と
の
表
現
で
言
及
し
て
い
る
た
め
、
顕
密
教
判
の
よ
う
に
、
不
二
摩
訶
衍
の
華
厳
に
対
す
る
優
位
性

が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
の
で
あ
る
が
、
志
福
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
指
向
せ
ず
、『
釋
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
盧
舍
那
仏
と

因
果
二
分
と
の
関
係
性
を
、『
五
教
章
』
に
見
ら
れ
る
「
國
土
海
」「
世
界
海
」
と
の
関
係
性
と
等
値
と
み
な
し
、
あ
く
ま
で
華
厳
教
学
の

範
疇
の
内
で
『
釋
摩
訶
衍
論
』
を
解
そ
う
と
す
る
態
度
に
在
る
。

ま
た
法
悟
撰
『
釋
摩
訶
衍
論
贊
玄
疏
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
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上
所
說
三
十
三
種
、
其
不
二
大
乘
以
為
果
分
、
餘
三
十
二
俱
屬
因
分
。
然
因
果
二
分
超
情
難
見
、
今
憑
教
理
略
伸
區
別
。
准
分
齊
云
、

別
教
有
二
。
一
性
海
果
分
。
當
不
可
說
。
以
其
不
與
教
相
應
故
。
此
卽
十
佛
自
境
界
也
。
故
華
嚴
經
、
十
地
論
云
、
因
分
可
說
果

分
不
可
說
是
也(

正
同
此
論
性
德
圓
滿
海
焉)

。
二
緣
起
因
分
。
卽
是
普
賢
境
界
故
也(

亦
同
此
論
修
行
種
因
海
焉)

。
此
二
無
二
全

體
遍
收
、
其
猶
水
波
思
之
可
見
。
又
探
玄
云
、
所
依
果
海
如
太
虛
空(

正
同
此
論
不
二
大
乘)

、
地
智
所
證
如
空
畫
處(

依
俙
同
此

十
六
所
入)

、
能
證
本
智
如
能
畫
相(

粗
可
比
此
十
六
能
入)

。
准
略
策
云
、
今
言
果
海
約
證
相
應(

證
處
離
言
故
不
可
說)

、
可
寄

言
詮
皆
名
因
分
。
因
則
可
修(

有
根)

可
說(

有
教)

、
果
則
亡
修(

離
根)

離
言(

離
教)

。
又
清
涼
云
、
果
海
離
緣
故
不
可
說(

約

圓
極
明
正
同
不
二)

、
所
證
就
緣
是
則
可
說(

粗
同
此
論
三
十
二
種)

。
賢
首
意
云
、
若
約
法
辨
因
果
二
分
。
所
依
果
海
如
太
虛
空
。

非
教
相
應
故
不
可
說
。
能
依
因
分
地
智
所
證
十
重
法
界
十
玄
六
相
、是
卽
可
說
。
若
約
人
辨
因
果
二
分
、遮
那
果
人
所
了
名
為
果
分
、

普
賢
因
人
所
了
名
為
因
分
。
清
涼
意
云
、
但
取
究
竟
圓
極
自
在
離
緣
法
界
方
名
果
分
、
所
證
就
緣
是
則
可
說
名
為
因
分
。
此
與
賢

首
約
法
說
同
。
若
約
正
智
證
相
應
處
、
始
從
入
地
乃
至
究
竟
說
為
果
分
、
可
修
可
說
以
為
因
分
。
此
與
賢
首
意
旨
少
異
、
以
說
因

證
亦
名
果
分
。(((

(

  

こ
こ
で
も
上
掲
の
志
福
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
語
ら
れ
て
お
り
、『
釋
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る
「
修
行
種
因
海
」
と
「
不
二
摩
訶
衍
」
は
、

全
く
華
厳
に
於
け
る
「
因
分
可
説
」「
果
分
不
可
說
」
の
意
と
解
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

法
悟
は
他
に
も
次
の
よ
う
に
言
う
。

六
、
依
義
判
教
。

教
類
有
五
。
一
者
小
教
、
二
者
始
教
、
三
者
終
教
、
四
者
頓
教
、
五
者
圓
教
。
然
斯
五
教
賢
首
創
立
、
清
涼
重
修
。
解
義
釋
名
、

如
疏
及
記
。
若
依
此
論
所
解
四
中
真
俗
二
門
、判
歸
五
教
、正
當
頓
教(
如
釋
論
指
從
假
入
實
泯
相
歸
性
、是
論
本
意
故
、正
頓
攝)

、

亦
兼
終
教(

依
如
來
藏
成
攝
主
識
、
緣
起
無
性
、
一
切
皆
如
如
、
不
礙
事
故
兼
終
攝)

。
今
主
上
親
示
諭
云
、
歸
敬
頌
後
、
龍
樹
既
云
、
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欲
開
隔
檀
門
權
顯
往
向
位
。
準
此
所
陳
故
、知
斯
論
正
屬
頓
教
亦
兼
終
教
。
聖
心
所
決
誠
謂
指
南
。
或
可
就
於
立
義
分
說
不
二
大
乘
、

唯
於
第
五
圓
教
所
攝
。
以
是
離
言
所
依
果
海
故
。
其
三
十
二
、
若
門
若
法
、
總
屬
因
分
、
理
應
亦
具
舉
一
全
收
無
礙
義
故
、
亦
於

第
五
圓
教
所
攝
。
若
以
三
十
二
種
門
法
約
其
歷
然
各
別
義
說
、則
當
終
頓
二
教
所
攝
。
此
猶
且
就
彼
攝
此
說
。
若
約
以
此
攝
於
彼
說
、

乃
至
小
教
曾
無
所
遺
。
此
能
包
含
無
量
義
故
。
雖
攝
小
教
義
超
勝
故
。
故
下
論
云
、
為
欲
顯
示
法
門
廣
大
如
虛
空
界
、
義
理
無
邊

如
澄
神
海
。
言
說
不
能
具
談
、
思
惟
不
知
其
量
、
故
立
義
分
文
雖
十
行
、
經
該
一
代
、
義
包
五
教
、
理
統
千
門
、
等
海
納
於
百
川
、

猶
空
含
於
萬
像
耳
。(((

(

   

こ
こ
で
は
『
釋
摩
訶
衍
論
』
に
対
し
て
教
相
判
釈
を
施
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
基
準
は
華
厳
の
五
教
判
で
あ
る
。
志
福
は
『
釋
摩

訶
衍
論
』
の
教
判
に
際
し
、
い
く
つ
か
の
観
点
を
用
意
し
て
い
る
が
、『
釋
摩
訶
衍
論
』
は
解
釈
分
以
下
の
内
容
か
ら
す
る
と
正
し
く
頓

教
に
該
当
し
、
一
面
に
於
て
大
乗
終
教
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
但
し
立
義
分
に
於
て
示
さ
れ
た
「
不
二
摩
訶
衍
」
は
果
海
で
あ
る
か
ら

円
教
に
相
当
す
る
と
し
、
そ
れ
に
対
す
る
因
分
の
三
十
二
法
門
も
「
舉
一
全
收
無
礙
義
」
を
具
え
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
円
教
に
属
す
の

だ
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
教
判
を
基
準
に
し
て
『
釋
摩
訶
衍
論
』
を
分
類
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
一
分
に
於
て
円
教
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
決
し
て
華
厳
を
凌
駕
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
以
上
の
「
此
猶
且
就
彼
攝
此
說
」
と
す
る
観
点
と
は
逆
に
、「
若
約
以
此
攝
於
彼
說
」
と
し
て
、『
釋
摩
訶
衍
論
』
が
五
教
判
を

包
摂
す
る
立
場
か
ら
見
て
も
、
五
教
判
で
列
挙
さ
れ
た
諸
教
を
『
釋
摩
訶
衍
論
』
が
包
摂
す
る
こ
と
を
言
う
の
み
で
、
円
教
を
包
摂
し
な

が
ら
円
教
を
超
え
る
立
場
を
想
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
五
教
判
を
提
示
し
え
た
華
厳
円
教
と
同
列
に
帰
し
、
か
え
っ
て
『
釋
摩
訶
衍
論
』

を
五
教
判
の
枠
組
み
に
収
斂
さ
せ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
道　

と
同
時
代
の
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
諸
註
釈
で
は
、『
釋
摩
訶
衍
論
』
を
最
大
限
に
評
価
し
て
も
華

厳
円
教
を
超
え
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
常
に
華
厳
教
学
の
枠
内
で
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
な
れ
ば
、
道　

も
特
段
『
釋
摩
訶
衍
論
』
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に
華
厳
を
超
え
る
根
拠
を
示
そ
う
と
い
う
態
度
に
は
な
く
、
恐
ら
く
は
先
の
通
り
あ
く
ま
で
華
厳
教
学
の
範
疇
の
内
で
『
釋
摩
訶
衍
論
』

を
解
そ
う
と
す
る
態
度
に
在
る
と
し
て
大
過
無
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
密
教
の
「
眞
言
」「
陀
羅
尼
」、
こ
れ
は
道　

の
場
合
、
准
提
陀
羅
尼
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
は

そ
の
ま
ま
で
華
厳
の
「
一
眞
法
界
」
で
あ
り
、
且
つ
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
「
不
二
摩
訶
衍
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、道　

は
日
本
の
真
言
宗
の
よ
う
に
、「
不
二
摩
訶
衍
」
を
密
教
優
位
の
論
拠
に
用
い
る
こ
と
な
く
、寧
ろ
逆
に
華
厳
教
学
に
よ
り
「
不

二
摩
訶
衍
」
や
密
教
を
規
定
し
て
お
り
、
実
践
面
に
於
け
る
准
提
陀
羅
尼
の
重
視
の
一
方
、
教
理
的
に
は
常
に
華
厳
教
学
を
第
一
義
と
す

る
態
度
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
と
め

道　

は
『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
に
「
顯
密
雙
修
」
と
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
区
分
し
な
が
ら
も
統
合
し
よ
う

と
す
る
態
度
に
在
る
。
差
異
を
認
め
つ
つ
同
化
可
能
な
根
拠
は
、先
行
し
て
成
立
し
た
覚
苑
の
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
で
見
ら
れ
る
「
顯

圓
」「
密
圓
」
の
思
想
に
求
め
ら
れ
る
。

覚
苑
の
場
合
、『
大
日
經
』註
釈
の
場
面
に
て
顕
密
の
関
係
性
を
論
じ
て
い
る
の
で
、顕
の
華
厳
と
統
合
さ
れ
る
べ
き
は
具
体
的
に
は『
大

日
經
』
で
あ
っ
た
。
道　

の
場
合
は
、
顕
は
同
じ
く
華
厳
と
さ
れ
る
も
の
の
、
密
に
つ
い
て
は
、
そ
の
『
大
日
經
』
さ
え
も
包
含
し
う
る

准
提
陀
羅
尼
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
陀
羅
尼
の
功
徳
の
強
調
は
道　

に
特
徴
的
な
点
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
顕
密
の
関
係

性
の
枠
組
み
は
全
く
覚
苑
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
実
際
、
道　

は
教
理
的
説
明
に
関
し
て
は
専
ら
華
厳
教
学
に
依
拠
し
て
お
り
、
陀
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羅
尼
の
根
源
性
と
い
う
密
教
に
と
っ
て
最
も
肝
要
な
問
題
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
先
に
も
見
た
通
り
、「
陀
羅
尼
」は
そ
の
ま
ま「
不

二
摩
訶
衍
」
な
り
「
一
眞
法
界
」
な
り
と
等
値
と
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
同
時
に
教
理
的
に
は
既
に
顕
教
の
側
で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
顕
教
と
明
確
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
な
密
教
独
自
の
優
位
性
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
教
理
的
側
面
に
於

い
て
看
取
さ
れ
う
る
も
の
な
の
で
は
な
く
、
易
行
た
る
陀
羅
尼
の
読
誦
の
実
践
を
可
能
な
ら
し
め
た
実
践
的
領
域
の
問
題
と
し
て
考
え
る

べ
き
だ
と
言
え
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
陀
羅
尼
の
読
誦
の
強
調
と
い
う
特
殊
性
が
顕
著
で
あ
り
な
が
ら
も
、
実
は
全
く
覚
苑
の
範
囲
を
踏

み
出
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
か
ら
し
て
遼
代
に
於
け
る
華
厳
及
び
密
教
の
基
本
的
な
理
解
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
う
る
だ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
密
教
と
華
厳
の
統
合
を
遼
代
に
於
て
最
も
早
く
指
向
し
た
覚
苑
自
身
も
澄
観
華
厳
に
於
け
る
密
教
摂
取
と
無
関

係
で
は
な
く
、
澄
観
以
後
の
華
厳
思
想
の
展
開
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
覚
苑
の
顕
密
観
を
踏
襲
し
た
道　

も

同
様
の
流
れ
の
上
に
属
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
遼
代
の
密
教
を
密
教
の
み
の
観
点
か
ら
取
り
扱
う
こ
と
は
訂
正
さ
れ
ね

ば
な
ら
ず
、
常
に
華
厳
教
学
、
特
に
澄
観
華
厳
の
展
開
と
し
て
の
観
点
を
用
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
の
拙
論
で
も
指
摘
し
た
が
、

遼
代
古
刹
の
善
化
寺
は
顕
密
混
在
の
姿
を
現
代
に
留
め
て
お
る
し
、
顕
密
は
区
分
さ
れ
な
が
ら
も
統
合
さ
れ
た
教
の
概
念
と
し
て
解
さ
れ

う
る
「
毘
盧
大
教
」・「
盧
舎
之
教
」
と
い
う
語
も
遼
代
に
は
見
え
て
お
り
、
両
者
の
不
可
分
な
関
係
性
に
遼
代
の
密
教
・
華
厳
の
特
徴
を

見
る
の
で
あ
る
。

ま
た
遼
代
は『
釋
摩
訶
衍
論
』の
再
発
見
の
時
期
に
当
た
る
。複
数
の
注
釈
書
が
一
時
期
に
作
成
さ
れ
、道　

も『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』

に
て
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
五
教
判
に
よ
り
三
十
三
法
門
の
結
構
を
円
教
と
し
、
解
釈
分
以
下
の
内
容
を
頓
教
と
位
置
づ
け
、

『
釋
摩
訶
衍
論
』
を
密
教
典
籍
と
し
て
扱
っ
て
は
い
な
い
が
、「
不
二
摩
訶
衍
」
を
「
陀
羅
尼
」
と
直
結
し
て
お
り
、こ
れ
に
つ
い
て
は
密
教
・

華
厳
の
統
合
に
際
し
て
一
応
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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注(1)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
八
九
中

(2)

『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』に
は
「
宣
政
殿
學
士
金
紫
榮
祿
大
夫
行
給
事
中
知
武
定
軍
節
度
使
事
上
護
軍
穎
川
郡
開
國
公
食
邑
三
千
戸
同
修
國
史
陳
覺
撰
」

と
あ
る
。『
遼
史
』本
紀
第
二
十
二
に
「
三
月
癸
亥
、宋
主
曙
殂
，子
頊
嗣
位
，遣
使
告
哀
。即
遣
、即
遣
右
護
衞
太
保
蕭
撻
不
也
、翰
林
學
士
陳
覺
等
弔
祭
。」と
あ

り
、こ
の
人
物
が
序
文
を
寄
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(3)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
四
中

(4)

『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
で
は
「
神
變
鈔
云
、
千
流
萬
派
起
自
崑
崙
積
石
之
山
、
十
二
分
經
出
乎
總
持
祕
密
之
藏
。」（
大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
二
上
）

と
言
い
、
覚
苑
の
『
演
密
鈔
』
の
「
言
為
眾
教
之
源
爾
者
為
者
、
作
也
。
眾
教
者
、
表
非
一
故
。
水
本
曰
源
。
意
云
、
此
神
變
經
與
一
切
教
而
為
根
源
、
且

千
流
萬
派
起
自
崑
崙
積
石
之
山
、十
二
分
經
出
乎
總
持
秘
密
之
藏
。」（
巻
１
）
の
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
『
神
變
鈔
』
と
し
て
「
故
神
變
鈔
云
、

頓
超
地
位
譬
之
以
神
通
、
速
離
纒
痾
喩
之
以
咒
術
。」
や
「
故
神
變
鈔
云
、
金
剛
手
方
可
探
其
賾
、
蓮
華
眼
始
能
窺
其
奧
。」
の
引
用
が
有
る
が
、
こ
れ
ら

も
『
演
密
鈔
』
の
冒
頭
の
「
迥
出
餘
宗
者
、則
大
毗
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
。
其
大
矣
哉
。
斯
經
迺
總
持
之
潤
府
、法
界
之
靈
宮
。
金
剛
手
方
可
探
其
賾
、

蓮
華
眼
始
能
窺
其
奧
、
頓
超
位
地
譬
之
以
神
通
、
速
離
纏
痾
喩
之
以
咒
術
」（
巻
１
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(5)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
六
下

(6)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
六
中

(7)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
八
九
中

(8)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
八
九
下
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(9)

大
正
蔵
巻
五
〇　

七
一
四
上

(10)

大
正
蔵
巻
五
四　

二
四
〇
中

(11)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
八
八
中
・
下

(12)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
八
九
中

(13)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
三
下

(14)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
〇
下

(15)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
一
上

(16)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
一
上

(17)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
一
上

(18)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
一
上

(19)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
二
中

(20)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
三
中

(21)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
二
中

(22)

大
正
蔵
巻
五
一　

一
七
二
中

(23)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
三
下

(24)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
四
上

(25)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
六
上

(26)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
八
下
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(27)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
三
下

(28)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
九
上

(29)

「
此
菩
薩
説
三
密
門
普
賢
行
願
。
一
切
諸
佛
若
不
修
三
密
門
、
不
行
普
賢
行
、
得
成
佛
者
無
有
是
處
。
既
成
佛
已
於
三
密
門
普
賢
行
休
息
者
、
亦
無
是
處
。」

（
大
正
巻
一
九　

五
二
二
下
）
と
あ
る
。

(30)

「
謂
此
菩
薩
説
三
密
門
廣
明
行
願
。
若
有
諸
佛
不
修
三
密
門
、
不
依
普
賢
行
願
、
得
成
佛
者
無
有
是
處
。
若
成
佛
已
、
於
三
密
門
普
賢
行
願
有
休
息
者
、

無
有
是
處
。」（
大
正
巻
一
九　

五
一
八
上
）
と
あ
る
。

(31)

「
夫
欲
頓
入
一
乘
修
習
毘
盧
遮
那
如
来
法
身
觀
者
、
先
應
發
起
普
賢
菩
薩
微
妙
行
願
、
復
應
以
三
密
加
持
身
心
、
則
能
悟
入
文
殊
師
利
大
智
慧
海
。」（
大

正
巻
一
九　

七
〇
九
中
）
と
あ
る
。

(32)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
四
中

(33)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
四
中

(34)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
九
上

(35)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
九
上

(36)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
九
上

(37)

大
正
蔵
巻
四
六　

九
九
九
上

(38)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
四
上
〜
中

(39)

大
正
蔵
巻
三
六　

三
〇
四
下

(40)

『
大
智
度
論
』
巻
六
二
「
釋
信
謗
品
第
四
十
一
」（
大
正
蔵
巻
二
五　

五
〇
〇
上
）
の
内
容
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
澄
観
の
引
文
に
正
確
に

一
致
す
る
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。
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(41)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
三
中

(42)

そ
こ
で
は
「
佛
告
善
男
子
、
彼
之
毛
孔
無
有
邊
際
、
如
虚
空
界
亦
無
障
礙
。
善
男
子
、
如
是
毛
孔
、
無
障
無
礙
亦
無
觸
惱
。
彼
毛
孔
中
普
賢
菩
薩
摩
訶
薩
、

入
於
其
中
行
十
二
年
不
得
邊
際
。」（
大
正
蔵
巻
二
〇　

五
八
中
）、「
佛
告
善
男
子
。
此
六
字
大
明
陀
羅
尼
難
得
値
遇
。
至
於
如
来
而
亦
不
知
所
得
之
處
。

因
位
菩
薩
云
何
而
能
知
得
處
耶
。」（
大
正
蔵
巻
二
〇　

五
八
中
）、「
是
時
無
量
壽
如
来
應
正
等
覺
、
以
迦
陵
頻
伽
音
聲
、
告
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
言
。
善

男
子
、
汝
見
是
蓮
華
上
如
来
應
正
等
覺
、
爲
此
六
字
大
明
陀
羅
尼
故
、
遍
歴
無
數
百
千
萬
倶
胝
那
庾
多
世
界
。
善
男
子
、
汝
應
與
是
六
字
大
明
。
此
如
来

爲
是
故
来
於
此
。」（
大
正
蔵
巻
二
〇　

六
一
上
）
と
あ
る
。

(43)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
三
中

(44)

大
正
蔵
巻
四
六　

一
〇
〇
三
中
・
下

(45)

卍
續
藏
巻
七
三　

九
二
右

(46)

卍
續
藏
巻
七
三　

一
三
四
右
下
〜
左
上

(47)

大
正
蔵
巻
三
二　

六
六
八
上

(48)

卍
續
藏
巻
七
二　

四
四
〇
左

(49)

卍
續
藏
巻
七
二　

四
二
三
右
下
〜
左
上

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　　

遼
代
・
華
厳
宗
・
密
教
・『
大
日
經
』・
准
提
陀
羅
尼
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覚苑撰『大日經義釋演密鈔』に於ける
　　　　　　　華厳と密教の関係性について

　
　

　
は
じ
め
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
密
教
と
華
厳
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た((

(

。

そ
の
上
で
、
先
ず
筆
者
の
目
を
引
い
た
の
が
華
厳
宗
第
三
祖
と
さ
れ
る
清
涼
国
師
澄
観
で
あ
っ
た
。
澄
観
は
第
二
祖
賢
首
大
師
法
蔵
の

正
嫡
を
自
認
し
な
が
ら
、
大
胆
に
も
密
教
の
教
理
と
実
践
を
華
厳
教
学
に
引
き
込
ん
だ
。
華
厳
宗
は
「
有
教
無
観
」
と
も
揶
揄
さ
れ
る
よ

う
に
、精
緻
な
教
理
体
系
を
有
し
な
が
ら
、そ
の
教
理
に
基
づ
く
独
自
の
実
践
を
自
前
で
用
意
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
憾
み
が
有
っ
た
。
実
際
、

法
蔵
の
考
え
た
華
厳
の
実
践
は
お
お
よ
そ
形
式
的
に
は
智
顗
の
止
観
法
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
蔵
自
身
さ
え
も
独
自
な
実
践

を
形
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
澄
観
も
や
は
り
華
厳
に
独
自
な
行
法
を
つ
い
ぞ
創
出
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
新
た
に

密
教
の
実
践
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、
従
来
の
華
厳
教
学
に
対
し
て
新
機
軸
を
打
ち
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

し
か
し
こ
れ
も
『
大
日
經
疏
』
を
参
照
す
る
な
ら
、
既
に
そ
こ
に
は
『
大
日
經
』
と
『
華
嚴
經
』
の
親
和
性
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
一
行
禅
師
は
天
台
教
学
だ
け
で
は
な
く
、
華
厳
教
学
を
援
用
し
な
が
ら
解
釈
す
る
場
面
が
散
見
さ
れ
る
た
め((

(

、
華
厳
教
学
と
密
教
と
の

関
係
性
は
既
に
『
大
日
經
』
訳
出
の
段
階
、
遅
く
と
も
『
大
日
經
疏
』
が
成
っ
て
以
後
、
密
教
教
理
の
場
面
に
於
て
承
認
さ
れ
た
事
実
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
密
教
の
側
は
既
に
そ
の
時
点
に
於
て
、
華
厳
教
学
の
包
摂
に
向
け
た
準
備
が
成
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

遠
藤　

純
一
郎

覚
苑
撰
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

華
厳
と
密
教
の
関
係
性
に
つ
い
て
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あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
密
教
と
華
厳
の
緊
密
な
関
係
性
は
澄
観
を
嚆
矢
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
確
か
に
、
澄
観
の
密
教
摂
取
の

原
因
を
こ
の
点
に
の
み
還
元
し
て
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
密
教
を
華
厳
教
学
に
導
入
す
る
に
際
し
て
歓
迎
さ
れ
る
べ

き
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
澄
観
の
時
代
ま
で
に
は
密
教
と
華
厳
は
双
方
向
で
包
摂
の
機
会
を
得
た
こ
と
に
な
る
が
、『
大
日
經
疏
』
は
不
十
分
な

が
ら
も
華
厳
教
学
の
教
理
を
『
大
日
經
』
の
教
理
理
解
全
般
に
反
映
す
る
一
方
、
澄
観
も
同
様
に
多
様
な
密
教
修
法
の
一
部
、
特
に
字
輪

観
等
を
華
厳
の
実
践
と
し
て
大
い
に
活
用
し
た
と
い
う
基
本
的
な
傾
向
に
着
目
す
る
な
ら
、
こ
の
双
方
向
の
包
摂
の
機
会
は
同
時
に
「
主

に
実
践
と
し
て
の
密
教
」
と
「
主
に
教
理
と
し
て
の
華
厳
」
の
相
補
的
な
関
係
性
に
置
換
し
て
捉
え
う
る
可
能
性
が
見
出
さ
れ
て
く
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
澄
観
以
後
の
密
教
と
華
厳
の
間
の
動
向
を
窺
う
こ
と
に
よ
り
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
両
者
の
関
係

を
示
す
文
献
と
し
て
は
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
ら
が
次
ぎ
、
残
念
な
が
ら
時
代
的
に
は
遼
代
に
ま
で
大
き

く
下
が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
会
昌
の
法
難
の
到
来
が
間
近
で
あ
る
た
め
か
、
僅
か
に
圓
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
通

し
て
知
ら
れ
る
範
囲
に
留
ま
り
、
澄
観
以
後
直
近
の
華
厳
と
密
教
の
動
向
を
明
瞭
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
文

献
は
主
に
唐
代
の
典
籍
を
多
く
引
用
し
て
お
り
、
唐
末
の
状
況
と
全
く
無
関
係
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
両
者
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、某
か
の
連
続
性
を
見
出
し
う
る
か
考
察
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。
本
論
で
は
先
ず
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
に
注
目
し
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
密
教
と
華
厳
の
関
係
性
の
具
体
的
把
握
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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１
従
来
の
研
究
の
動
向

覚
苑
の
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』（
以
下
『
演
密
鈔
』）
に
関
す
る
主
要
な
論
考
と
し
て
、
鎌
田
茂
雄
博
士
・
木
村
清
孝
博
士
・
三
崎

良
周
博
士
の
三
氏
の
論
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
は
『
演
密
鈔
』
に
於
け
る
華
厳
と
密
教
の
関
係
性
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
先
ず
も
っ
て
先
行
す
る
研
究
成
果
を
踏
ま

え
て
お
く
必
要
が
有
る
だ
ろ
う
。

鎌
田
茂
雄
博
士
（
以
下
、
鎌
田
氏
）
は
『
中
国
華
嚴
思
想
史
の
研
究
』
第
七
章
第
二
部
第
三
節
「
遼
代
密
教
と
澄
觀
の
華
嚴
」
に
於

て
遼
代
密
教
の
動
向
を
総
体
的
に
考
察
し
、『
演
密
鈔
』
に
つ
い
て
も
、
遼
代
密
教
を
特
徴
づ
け
る
典
籍
の
一
つ
と
し
て
言
及
が
作
さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
は
「
遼
代
密
教
の
中
心
が
華
嚴
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
脇
谷
撝
謙
が
指
摘
し
た
」（
六
〇
五
頁
）
と
し
た
上
で
、
そ
の
「
華

嚴
的
密
教
」
に
影
響
を
与
え
た
の
が
「
澄
觀
の
華
嚴
」
で
あ
る
点
を
新
た
に
指
摘
し
、「
遼
代
密
教
で
は
華
嚴
を
單
に
道
具
と
し
て
用
い

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。【
中
略
】
遼
代
密
教
が
顯
圓
と
密
圓
と
を
同
一
と
し
た
の
は
、
密
教
思
想
の
発
展
過
程
か
ら
い
え
ば
、
程
度
が
低

い
と
思
わ
れ
る
。」（
六
一
一
頁
）
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
華
嚴
と
融
合
し
た
遼
代
密
教
」（
六
一
一
頁
）
と
し
な
が
ら
も
「
華

嚴
と
融
合
し
た
密
教
と
言
え
ば
、
高
度
な
哲
學
的
佛
教
を
考
え
る
が
、
遼
代
密
教
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
」（
六
一
一

頁
）
と
言
い((

(

、
華
厳
と
密
教
の
「
融
合
」
に
つ
い
て
慎
重
な
態
度
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
。

木
村
清
孝
博
士
（
以
下
、木
村
氏
）
の
論
文
『
覚
苑
に
お
け
る
法
界
縁
起
思
想
の
受
容
』((

(

は
本
格
的
に
『
演
密
鈔
』
を
専
論
し
た
も
の
で
、

そ
こ
で
は
覚
苑
の
思
想
の
み
な
ら
ず
、
覚
苑
の
生
涯
、『
演
密
鈔
』
の
述
作
時
期
に
つ
い
て
も
併
せ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

先
の
鎌
田
氏
の
成
果
を
元
に
、
木
村
氏
は
一
歩
進
め
て
、
覚
苑
の
言
う
「
こ
の
経
（
筆
者
註
『
大
日
經
』）
は
、
秘
密
不
思
議
法
界
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縁
起
観
行
を
宗
〔
趣
〕
と
す
る
」（
二
六
六
頁
）
に
着
目
し
、
こ
の
「
秘
密
不
思
議
法
界
縁
起
観
行
」
と
澄
観
の
「
法
界
縁
起
不
思
議
」

と
の
比
較
を
試
み
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
木
村
氏
は
、
覚
苑
の
「
秘
密
不
思
議
法
界
縁
起
観
」
な
る
語
は
、
第
一
に
「『
大
日
経
』

が
密
教
経
典
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
」（
二
六
六
頁
）、
第
二
に
「
徹
底
し
て
実
践
的
立
場
を
宣
揚
す
る
経
典
で
あ
る
」（
二
六
六
頁
）

こ
と
を
主
張
し
た
も
の
と
看
破
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
、「「
秘
密
不
思
議
法
界
縁
起
」
が
決
し
て
単
に
観
念
的
・
思
弁
的
に
設
定
さ
れ

た
も
の
で
な
か
っ
た
」（
二
六
七
頁
）
と
覚
苑
の
法
界
縁
起
観
の
特
徴
を
認
め
な
が
ら
、「
澄
観
の
そ
れ
の
枠
内
に
ほ
ぼ
止
ま
っ
て
い
る
」

（
二
六
七
頁
）
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
覚
苑
の
縁
起
論
の
功
績
は
、
け
だ
し
、
華
厳
教
学
の
「
法
界
縁
起
」
を
「
秘
密
」

の
場
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
質
的
転
換
を
図
り
つ
つ
、
あ
く
ま
で
そ
れ
が
実
践
的
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し

た
点
に
存
す
る
」（
二
六
七
頁
）
と
し
、「『
演
密
鈔
』
に
示
さ
れ
る
覚
苑
の
密
教
思
想
は
、
質
的
転
換
を
試
み
ら
れ
た
一
種
の
華
厳
思
想

で
も
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
」（
二
六
八
頁
）
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

三
崎
良
周
博
士
（
以
下
、
三
崎
氏
）
は
『
中
國
佛
教
史
に
お
け
る
密
教
の
位
置
』((

(

 

に
於
て
、『
演
密
鈔
』
に
も
触
れ
、「
こ
れ
ま
で
の

論
者
が
い
う
よ
う
に
、
覺
苑
は
華
嚴
的
解
釋
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
金
剛
頂
系
の
傳
承
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う

な
論
は
、
恐
ら
く
序
論
の
部
分
に
お
い
て
澄
觀
の
五
教
説
を
持
ち
來
っ
て
、
密
教
を
し
て
そ
の
第
五
の
圓
教
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
大
日

經
説
法
の
處
會
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
に
金
剛
頂
經
の
十
八
會
を
持
ち
來
っ
て
「
引
き
當
て
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
粗
雜
な
説
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
」（
十
五
頁
）
と
し
た
上
で
、「
決
し
て
密
教
の
獨
勝
で
も
な
く
、
ま
た
顯
密
融
合
で
も

な
く
し
て
、
顯
密
雙
修
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（
十
六
頁
）
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。

先
の
両
氏
が
覚
苑
の
『
演
密
鈔
』
を
華
厳
と
密
教
を
融
合
し
た
も
の
と
評
し
た
の
に
対
し
、
三
崎
氏
は
こ
れ
を
「
融
合
」
で
は
な
く

寧
ろ
「
雙
修
」
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。「
融
合
」
と
言
う
場
合
、
華
厳
と
密
教
が
溶
け
合
い
一
体
化
し
た
状
態
を
指
す
も
の

と
言
葉
の
上
か
ら
想
起
さ
れ
る
が
、
両
氏
は
覚
苑
の
『
演
密
鈔
』
を
密
教
と
評
し
て
お
る
の
で
、
華
厳
を
密
教
に
持
ち
来
た
っ
て
、
華
厳
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を
密
教
に
溶
け
込
ま
せ
た
と
の
構
図
が
想
定
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
三
崎
氏
は
覚
苑
の
華
厳
援
用
の
状
況
は
き
わ

め
て
恣
意
的
で
あ
り
、
且
つ
断
片
的
で
あ
る
た
め
、
密
教
に
融
合
さ
せ
た
と
い
う
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
言
及
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
明
確
に
峻
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
意
識
が
見
て
取
れ
る
。

覚
苑
は
果
た
し
て
密
教
と
華
厳
を
統
合
し
た
の
か
、
或
い
は
単
に
両
者
は
並
列
す
る
の
み
で
あ
る
の
か
、
本
論
で
は
こ
の
問
題
に
つ

い
て
も
検
討
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

２
『
演
密
鈔
』
に
於
け
る
『
大
日
經
』
と
『
華
嚴
經
』
の
関
係
性

『
演
密
鈔
』
は
直
接
に
顕
密
の
関
係
性
を
抽
象
的
に
論
じ
る
と
言
う
よ
り
は
、
や
は
り
常
に
具
体
的
に
『
大
日
經
』
と
『
華
嚴
經
』
と

の
関
係
性
を
取
り
沙
汰
し
て
お
り
、
本
論
で
は
顕
密
の
関
係
性
を
論
じ
る
に
当
た
り
、
両
経
の
関
係
性
に
つ
い
て
具
に
眺
め
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
『
演
密
鈔
』
で
は
次
の
如
く
『
大
日
經
』
こ
そ
が
円
密
を
標
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

若
夫
理
包
性
相
、
義
貫
淺
深
、
爲
八
藏
之
泉
源
、
作
一
乘
之
鈐
鍵
、
獨
標
圓
密
、
逈
出
餘
宗
者
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經((

(

。

こ
の
円
密
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。『
演
密
鈔
』
で
は
次
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

五
圓
教
、
明
一
位
即
一
切
位
一
切
位
即
一
位
、
十
信
滿
心
即
攝
五
位
、
成
正
覺
等
（
註
覺
等
疑
倒
）、
依
普
賢
法
界
帝
網
重
重
主
伴

具
足
、
故
名
圓
教
。
廣
如
經
疏
。
今
神
變
經
典
與
此
大
同
。
但
顯
密
爲
異
耳
。
是
故
此
教
、
五
教
之
中
圓
教
所
攝
。
故
下
序
云
「
此

經
迺
祕
藏
圓
宗
深
入
實
相
爲
衆
教
之
源
」。
爾
又
疏
云
「
此
經
横
統
一
切
佛
教
。
如
説
唯
蘊
無
我
出
世
間
心
住
蘊
中
、
即
攝
諸
部
中
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小
乘
三
藏
。
如
説
觀
蘊
阿
頼
耶
覺
自
心
本
不
生
、
即
攝
諸
經
八
識
三
無
性
義
、
即
勝
鬘
・
法
華
等
經
、
瑜
伽
・
唯
識
等
論
。
如
説
極

無
自
性
心
十
縁
生
句
、
即
攝
華
嚴
般
若
種
種
不
思
議
境
界
、
皆
入
其
中
。
如
説
如
實
知
自
心
名
一
切
種
智
、
則
佛
性
一
乘
如
来
祕
藏
、

皆
入
其
中
。」
又
如
釋
字
輪
旃
陀
羅
尼
義
、
以
一
字
攝
一
切
字
、
一
切
字
全
是
一
字
、
初
後
相
攝
、
横
竪
該
羅
、
一
切
法
門
不
離
一
字
、

即
同
華
嚴
四
十
二
字
、
初
一
阿
字
具
曼
荼
等
、
亦
是
四
十
二
位
擧
一
全
収
。
疏
文
上
下
判
爲
圓
頓
不
思
議
神
通
之
乘
。
又
如
金
剛
頂

瑜
伽
指
歸
中
説
、
五
部
随
一
一
部
具
三
十
七
尊
乃
至
一
尊
成
三
十
七
尊
、
互
相
攝
入
如
帝
釋
網
珠
光
明
交
映
展
轉
無
限
。
若
眞
言
行

者
善
達
此
理
、
卽
同
遍
照
如
來
、
一
一
身
分
、
一
一
毛
孔
、
一
一
相
、
一
一
随
形
好
、
一
一
福
徳
智
慧
資
粮
住
於
果
位
、
演
說
瑜
伽

不
共
佛
法
、
乃
至
頓
能
利
樂
一
切
有
情
。((

(

 

こ
こ
で
は
澄
観
の
五
教
判
に
基
づ
き
、
小
乗
教
乃
至
第
五
に
円
教
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
大
日
經
』
は
ま
さ
し
く
こ
の
円
教

に
相
当
す
る
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
文
中
に
「
但
顯
密
爲
異
耳
」
と
有
る
よ
う
に
、
円
教
に
は
顕
と
密
の
相
違
が
有
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
区
分
を
円
教
の
中
に
認
め
る
か
ら
こ
そ
「
是
故
此
教
、
五
教
之
中
圓
教
所
攝
。」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
円
密

と
は
「
円
教
の
内
で
も
密
な
る
も
の
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
い
わ
ば
顕
教
も
密
教
も
共
に
円
教
の
範
疇
に
同
居
す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
但
だ
此
の
宗
と
顯
密
異
な
り
、

圓
義
は
殊
な
る
こ
と
無
し
。」((

(

と
の
言
に
端
的
に
顕
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
、
顕
教
も
密
教
も
円
義
に
相
違
は
無
く
、
た
だ
顕
と
密
と

が
相
違
す
る
の
み
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
円
義
の
共
有
化
を
基
盤
に
し
て
、『
大
日
經
』
の
「
字
輪
旋
陀
羅
尼
」、『
華
嚴
經
』

の
「
四
十
二
字
門
」、『
金
剛
頂
經
』
の
「
三
十
七
尊
出
生
」
を
等
値
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

『
演
密
鈔
』
は
か
よ
う
な
共
通
性
を
認
め
な
が
ら
、顕
と
密
を
明
確
に
峻
別
し
よ
う
と
い
う
態
度
に
つ
い
て
も
、ま
た
同
時
に
見
ら
れ
る
。

問
。
華
嚴
・
法
華
・
涅
槃
經
等
、
佛
亦
親
宣
名
爲
秘
藏
。
華
嚴
疏
云
「
大
華
嚴
經
者
諸
佛
之
秘
藏
。」
彼
又
釋
云
「
謂
此
華
嚴
圓
經

卽
是
一
乘
秘
密
之
藏
、
三
世
諸
佛
悉
並
宣
說
等
。」
豈
非
秘
藏
耶
。
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答
。
華
嚴
等
經
、
雖
彰
秘
密
教
、
屬
顯
故
。
大
乘
四
藏
之
中
卽
屬
第
一
修
多
羅
故
。
今
時
此
經
稱
秘
藏
者
、
不
屬
顯
故
。
八
藏
之

中
卽
是
第
八
陀
羅
尼
藏
故
。
又
此
中
稱
秘
密
者
、
不
同
餘
故
。
何
所
以
耶
。
謂
此
經
以
三
密
爲
宗
故
。
下
疏
云
「
如
來
身
語
意
密
、

唯
佛
與
佛
乃
能
究
了
。」
言
身
密
者
、
卽
是
諸
印
。
如
四
重
漫
荼
羅
一
一
本
尊
各
有
身
印
。
若
觀
此
者
、
知
此
尊
所
表
秘
密
之
徳
。

語
密
者
、
卽
是
諸
尊
所
有
眞
言
。
若
聞
此
者
、
卽
知
此
尊
内
證
之
徳
。
意
密
者
、
卽
是
本
尊
瑜
伽
之
觀
。
乃
至
與
此
相
應
、
卽
入

如
來
意
密
之
藏
。
又
下
秘
密
漫
荼
羅
品
中
偈
云
「
最
初
正
覺
等　

敷
罪
曼
荼
羅　

密
中
之
祕
密　

大
悲
胎
藏
生
」。
疏
釋
云
「
然
此

大
悲
藏
生
、
前
已
説
竟
。
何
故
更
說
、
有
何
差
別
耶
。
然
前
所
説
雖
爲
秘
密
、
有
秘
中
之
秘
、
密
中
之
密
。
若
不
得
此
法
者
、
設

通
達
前
法
亦
不
成
。
故
是
以
最
爲
秘
要
。
若
解
此
者
、
一
切
世
間
出
世
間
諸
漫
荼
羅
皆
同
用
之
、
無
所
不
入
也
。
所
以
此
經
獨
稱

秘
藏
、
蓋
由
此
也
。
秘
中
秘
義
、
至
文
當
悉
。((

(

 

こ
こ
で
は
、『
華
嚴
經
』『
法
華
經
』『
涅
槃
經
』
等
も
「
祕
藏
」
と
さ
れ
て
い
る
筈
な
の
に
、
独
り
『
大
日
經
』
の
み
が
「
祕
藏
」
と

さ
れ
る
こ
と
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。
要
約
し
て
言
う
な
ら
、『
大
日
經
』
は
陀
羅
尼
蔵
で
あ
る
点
、
三
密
を
宗
と
し
て
い
る
点
、
ま

た
秘
密
漫
荼
羅
法
を
開
示
し
て
い
る
点
の
三
点
に
よ
り
、『
華
嚴
經
』
ら
を
そ
れ
と
同
じ
く
「
祕
藏
」
と
呼
称
す
る
こ
と
を
退
け
て
い
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
点
に
密
教
と
顕
教
の
相
違
が
明
瞭
に
顕
れ
て
お
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
以
て
両
者
を
明
確
に
峻
別
す
る
基
準
と

し
て
同
時
に
解
し
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
他
に
も
『
演
密
鈔
』
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

問
。
今
第
三
義
已
該
圓
宗
、
第
四
立
如
實
知
自
心
、
別
収
秘
藏
。
豈
華
嚴
・
般
若
劣
於
如
來
秘
藏
耶
。

答
。
此
乃
宗
果
是
同
、
但
顯
密
爲
異
。
前
約
教
相
圓
極
攝
諸
了
義
、
後
約
威
靈
呪
驗
屬
以
秘
宗
。
復
何
疑
哉
。(((

(

  

先
に
「
祕
藏
」
は
円
教
の
範
疇
と
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
「
祕
藏
」
を
更
に
高
位
に
位
置
づ
け
区
分
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
理
由
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、「
約
教
相
圓
極
攝
諸
了
義
」
と
い
う
意
味
か
ら
は
『
華
嚴
經
』
ら
と
同
じ
く
円
教
に
分
類
さ
れ
る
が
、「
威
靈
呪
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驗
屬
以
祕
宗
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、『
華
嚴
經
』
ら
の
円
教
と
は
区
分
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、「
約
教
相
圓

極
攝
諸
了
義
」
に
つ
い
て
は
円
教
に
共
通
す
る
性
格
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
更
に
「
約
威
靈
呪
驗
屬
以
祕
宗
」
と
す
る
の
は
「
祕
藏
」
で

あ
り
、「
祕
藏
」
と
顕
の
円
教
と
の
決
定
的
な
相
違
を
そ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、顕
と
密
の
相
違
と
は
、

教
理
面
で
の
相
違
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、「
威
靈
呪
驗
」
と
い
っ
た
実
践
的
領
域
に
於
け
る
相
違
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
先
の
引
用
文
に
於
て
見
て
取
れ
た
、
顕
密
を
分
け
る
基
準
と
し
て
の
三
点
の
性
格
と
も
呼
応
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。実

に
こ
の
傾
向
は
、
顕
密
の
優
劣
を
量
る
「
第
四
弁
教
淺
深
」(((

(

に
よ
く
顕
れ
て
い
る
。

第
四
辨
教
淺
深
。
且
經
開
頓
漸
、
義
分
淺
深
、
随
根
器
則
有
差
、
歸
法
界
則
無
二
。
此
經
乃
被
上
下
根
、
通
顯
密
說
。
顯
謂
五
性

一
乘
該
諸
經
論
。
密
謂
字
輪
觀
行
陀
羅
尼
門
。

略
擧
一
二
、
以
彰
教
之
深
勝
。

且
彰
自
教
、
如
不
空
羂
索
・
蘇
悉
地
等
說
、
修
造
漫
荼
羅
、
須
用
瞿
摩
夷
瞿
模
怛
羅
。
此
卽
牛
糞
及
液
。
瞿
摩
、
牛
也
。
阿
夷
、

糞
也
。
烏
怛
羅
、
液
也
。
西
竺
之
法
、
凡
乳
牛
更
不
使
用
。
但
取
孳
養
牧
於
山
澤
水
草
、
自
恣
多
食
香
草
、
不
食
穀
料
、
其
糞
香
潔
。

彼
方
共
許
爲
淨
用
。
戒
壇
地
易
施
綵
繒
。
餘
牛
不
堪
。
此
但
淺
釋
。
若
深
釋
者
、
瞿
是
行
義
。
以
入
阿
字
門
故
、
則
是
諸
法
無
行
。

摩
是
我
義
。
夷
是
乘
義
。
何
故
諸
法
無
行
。
以
一
切
法
我
不
可
得
故
。
若
無
有
我
、
則
無
所
乘
及
與
乘
者
故
、
名
瞿
摩
夷
。
瞿
模

怛
羅
（
二
合
）、
此
云
牛
液
。
瞿
摸
如
前
釋
。
怛
羅
是
如
如
離
塵
垢
義
、
體
卽
心
之
實
相
。
若
修
眞
言
者
修
造
内
心
大
悲
漫
荼
羅
、

能
以
如
是
如
如
離
塵
之
糞
液
、
淨
治
心
地
令
畢
竟
淸
淨
、
畫
作
法
界
圓
壇
、
卽
是
此
中
用
瞿
摩
夷
義
。

又
如
言
三
月
持
誦
乃
是
淸
淨
圓
明
中
阿
阿
暗
三
轉
方
便
、
豈
可
作
九
旬
解
耶
。

若
對
他
教
者
、如
梵
云
劫
跛
、餘
教
共
譯
爲
時
分
、若
度
三
阿
僧
祇
時
分
卽
名
成
佛
。
此
中
義
別
、梵
語
劫
跛
譯
爲
妄
執
。
妄
執
有
三
。
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謂
麁
細
極
細
。
此
三
妄
執
依
五
根
本
煩
惱
。
初
分
成
十
枝
、
第
二
再
分
成
二
十
種
、
乃
至
第
五
分
成
一
百
六
十
隨
煩
惱
數
。
若
依

於
此
經
、
發
菩
提
心
修
密
言
行
初
心
、
聚
沫
浮
泡
陽
燄
芭
蕉
幻
事
等
五
種
譬
如
、
觀
無
性
空
、
離
百
六
十
心
一
重
麁
妄
執
、
卽
超

一
阿
僧
祇
劫
。
復
以
幻
陽
燄
陰
響
旋
火
輪
乾
闥
婆
城
六
喩
、
觀
不
可
得
空
、
復
越
百
六
十
心
等
一
重
細
妄
執
、
卽
超
二
阿
僧
祇
劫
。

復
以
幻
陽
燄
夢
影
乾
城
響
水
月
浮
泡
虚
空
華
旋
火
輪
等
十
喩
、觀
不
思
議
空
、越
百
六
十
心
一
重
極
細
妄
執
、卽
超
三
僧
祇
劫
。
行
者
、

若
一
生
度
此
三
妄
執
、
卽
一
生
成
佛
、
何
論
時
分
耶
。

又
如
婬
盗
煞
妄
、
諸
教
共
說
爲
波
羅
夷
。
若
有
犯
者
、
故
結
爲
重
。
今
此
教
中
乃
是
偸
蘭
。
何
以
故
。
不
礙
菩
提
故
。
非
菩
薩
極

重
。
此
中
四
重
者
、先
令
不
捨
三
寶
。
又
令
不
捨
菩
提
心
。
此
卽
菩
提
眞
四
重
也
。
若
菩
薩
生
如
是
心
捨
離
於
佛
、卽
名
破
於
重
禁
。

所
以
然
者
、
如
來
卽
是
一
切
善
法
所
從
生
處
、
菩
薩
以
自
歸
依
佛
故
、
方
有
一
切
地
波
羅
密
等
萬
行
成
就
。
猶
因
阿
字
種
子
方
得

生
暗
字
之
果
。
若
捨
阿
字
自
然
之
智
、
則
一
切
善
法
不
得
生
。
故
捨
佛
、
卽
是
斷
一
切
菩
薩
之
命
、
而
絶
其
成
佛
之
根
。
若
行
婬

盗
煞
妄
、
但
於
道
有
礙
、
非
斷
佛
種
、
故
但
成
偸
蘭
。
偸
蘭
遮
者
、
或
云
大
罪
、
或
云
麁
惡
。
以
佛
不
可
捨
故
。
法
僧
亦
爾
。
菩

提
心
亦
然
。
是
一
切
諸
行
之
本
。
若
離
此
心
、
則
無
一
切
菩
薩
法
。
故
捨
之
、
則
犯
波
羅
夷
罪
。
今
此
宗
中
、
復
以
此
重
而
爲
方
便
、

成
就
四
種
三
昧
耶
戒
。
所
謂
不
應
捨
正
法
、
捨
離
菩
提
心
、
慳
恡
一
切
法
、
不
利
衆
生
行
。
此
戒
受
時
、
卽
以
密
印
種
子
而
加
持
之
。

由
此
得
智
水
灌
頂
、
見
身
卽
同
大
日
如
來
、
轉
於
法
輪
。

是
知
、
此
教
對
餘
顯
說
爲
深
勝
。(((

(

  

こ
こ
で
は
冒
頭
に
「
顯
謂
五
性
一
乘
該
諸
經
論
。
密
謂
字
輪
觀
行
陀
羅
尼
門
。」
と
あ
る
よ
う
に
、『
大
日
經
』
の
一
経
に
顕
と
密
の

両
側
面
を
認
め
て
、
顕
は
諸
経
論
を
統
括
す
る
一
乘
、
密
は
字
輪
観
行
陀
羅
尼
門
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
字
輪
」
は
「
字
輪
旋
陀
羅
尼
」

と
も
言
わ
れ
、『
演
密
鈔
』
で
は
華
厳
の
「
法
界
無
礙
」
の
教
理
が
適
用
さ
れ
解
説
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
「
觀
行
」
と
附
さ
れ

て
い
る
通
り
、
単
純
に
法
界
の
説
明
原
理
と
い
っ
た
教
理
的
理
論
的
領
域
に
留
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、『
演
密
鈔
』
全
体
を
通
し
て
、



蓮花寺佛教研究所紀要　第一号

100

殊
に
字
輪
品
で
の
解
説
の
如
く
、
そ
れ
は
寧
ろ
主
に
実
践
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
必
要
が
有
る
。

ま
た
上
掲
の
文
で
は
続
け
て
、
密
の
「
深
勝
」
な
る
こ
と
を
示
す
例
を
四
例
ば
か
り
挙
げ
て
い
る
が
、「
淺
釋
」
と
「
深
釋
」
の
二
種

を
用
意
し
、
顕
教
の
看
破
し
え
な
か
っ
た
深
奥
な
る
意
義
を
開
発
し
た
の
が
密
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
具
体
例
の
内
容
で
あ
る
。
第
一
の
例
は
曼
荼
羅
の
造
立
、
第
二
・
第
三
は
観
法
の
実
践
に
関
わ
り
、
第

四
は
三
昧
耶
戒
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
の
何
れ
も
が
例
外
な
く
実
践
的
領
域
の
範
疇
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
し
て
も
、
密
の
顕
に
対
す
る
優
位
性
が
極
め
て
実
践
的
領
域
に
専
注
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
眺
め
て
み
る
と
、
同
じ
円
教
の
範
疇
内
で
顕
密
が
明
瞭
に
区
分
さ
れ
る
基
準
は
、
ま
さ
し
く
実
践
の
領
域
に
限
定
さ
れ

て
い
る
も
の
と
見
做
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

実
際
、『
演
密
鈔
』
で
は
密
教
の
顕
教
に
対
す
る
実
践
領
域
の
優
位
性
を
殊
更
に
強
調
し
な
が
ら
も
、
転
じ
て
教
理
的
側
面
に
関
し
て

は
『
大
日
經
』
も
『
華
嚴
經
』
も
共
に
最
高
の
理
法
を
共
有
す
る
と
考
え
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。

言
圓
宗
者
、
圓
謂
圓
滿
、
由
含
總
故
。
宗
謂
宗
主
、
由
尊
尙
故
。
此
經
總
能
含
攝
一
切
大
小
性
相
諸
法
。【
中
略
】
故
曰
圓
宗
。

問
。
何
以
得
知
。

答
。
爲
此
經
也
、
語
其
廣
包
具
無
量
乘
、
論
其
深
勝
直
歸
一
乘
、
同
華
嚴
故
。【
中
略
】
且
如
此
宗
正
顯
密
義
旃
陀
羅
尼
、
一
字
卽

攝
一
切
字
、
一
切
字
全
是
一
字
、
初
後
相
攝
、
擧
一
全
収
、
横
竪
該
羅
、
一
切
法
門
不
離
一
字
、
全
同
華
嚴
四
十
二
字
、
初
阿
具

後
荼
等
、
亦
是
四
十
二
位
、
擧
一
全
収
、
正
當
此
經
所
尙
之
理
。
故
疏
上
下
判
爲
秘
密
圓
頓
不
思
議
成
佛
通
乘
也
。
如
下
疏
云
「
私

謂
、
然
大
般
若
等
中
、
具
說
洗
滌
觀
心
之
事
、
然
須
有
本
也
。
今
行
人
先
於
別
縁
起
觀
、
乃
至
具
見
十
方
佛
會
諸
世
界
等
種
種
境
界
、

而
後
約
般
若
洗
滌
淨
除
、
卽
成
不
思
議
大
用
、
頓
入
佛
果
。
若
不
知
行
之
次
第
、
但
觀
彼
文
不
入
深
、
故
多
錯
會
經
意
、
直
爾
入

空
失
圓
頓
道
也
。」
斯
乃
卽
當
華
嚴
十
宗
内
圓
融
具
徳
宗
、
但
顯
密
有
殊
矣
。(((

(
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こ
こ
で
は
『
大
日
經
』
が
円
教
に
相
当
す
る
根
拠
を
示
し
て
い
る
が
、『
大
日
經
』
は
一
切
の
仏
教
法
を
包
含
し
て
一
乗
に
帰
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
『
華
嚴
經
』
と
同
じ
な
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
更
に
『
大
日
經
』
で
言
う
「
密
義

旋
陀
羅
尼
」
は
『
華
嚴
經
』
の
「
四
十
二
字
」
と
同
内
容
で
あ
る
と
し
、両
者
の
「
所
尚
之
理
」
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。

そ
れ
故
『
大
日
經
』
は
「
華
嚴
十
宗
」
の
内
の
「
圓
融
具
徳
宗
」
に
相
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
先
の
場
合
と
同

様
に
「
但
顯
密
有
殊
」
と
い
う
但
し
書
き
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
な
ら
、「
所
尚
之
理
」
が
共
通
し
な
が
ら
も
、
両
者
の
差

違
は
顕
密
に
在
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
理
の
領
域
に
顕
密
の
差
異
は
全
く
認
め
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
顕
密
の
差
異
は
理
の

領
域
の
問
題
な
の
で
は
な
く
、
先
に
見
た
如
く
に
、
あ
く
ま
で
実
践
的
領
域
に
特
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

先
に
挙
げ
た
「
圓
義
」
と
は
実
に
こ
こ
で
言
う
「
所
尚
之
理
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先
の
引
例
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
華
厳
の
四
十
二

字
門
と
密
教
の
共
通
性
は
あ
く
ま
で
教
理
レ
ベ
ル
で
の
共
通
性
と
い
う
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

実
際
、
覚
苑
は
華
厳
を
教
理
的
に
高
く
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、『
大
日
經
』
註
釈
の
場
面
で
、
縦
横
無
尽
に
『
華
嚴
經
』
及
び

そ
の
註
釈
、
殊
に
澄
観
の
註
釈
を
活
用
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
華
厳
教
学
の
文
脈
か
ら
『
大
日
經
』
の
教
理
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
態
度

に
あ
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

こ
の
『
演
密
鈔
』
に
於
け
る
華
厳
教
学
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
已
に
鎌
田
氏
・
木
村
氏
が
概
略
的
に
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
再
説
を
要
さ
な
い
が
、
本
論
で
は
そ
れ
に
加
え
て
華
厳
の
縁
起
論
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

『
大
日
經
疏
』（『
義
釋
』）
の
段
階
で
も
、実
は
相
当
に
華
厳
教
学
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
演
密
鈔
』
の
「
如
善
財
等
者
、

華
嚴
經
云「
爾
時
善
財
童
子
、恭
敬
右
遶
彌
勒
菩
薩
摩
訶
薩
已
、而
白
之
言
。
唯
願
大
聖
、開
樓
閣
門
令
我
得
入
。
時
彌
勒
菩
薩
、前
詣
樓
閣
、

彈
指
出
聲
、其
門
卽
開
、命
善
財
入
。
善
財
心
喜
、入
已
還
閉
。
見
其
樓
閣
、廣
博
無
量
、同
於
虚
空
。
阿
僧
祇
寶
以
爲
其
地
、阿
僧
祇
宮
殿
、

阿
僧
祇
門
闥
、
阿
僧
祇
窓
牕
牖
。」
乃
至
「
善
財
童
子
、
於
一
處
中
見
一
切
處
。
一
切
諸
處
悉
如
是
見
。」
乃
至
「
爾
時
彌
勒
菩
薩
摩
訶
薩
、
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卽
攝
神
力
、
入
楼
閣
中
、
彈
指
作
聲
、
告
善
財
言
。
善
男
子
、
緣
起
法
性
如
是
。
此
是
菩
薩
知
諸
法
智
因
縁
聚
集
所
現
之
相
。
如
是
自
性
、

如
幻
如
夢
、如
影
如
像
。」
等
。
疏
主
、今
取
此
文
意
者
、若
眞
言
行
者
見
聞
觸
知
此
境
界
時
、卽
同
善
財
入
彌
勒
閣
中
於
一
處
中
見
一
切
處
、

一
切
處
中
悉
如
是
見
。
卽
觀
十
緣
生
句
與
華
嚴
宗
不
相
異
也
。」(((

(

と
す
る
箇
所
か
ら
も
端
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は「
如
善
財
」

な
る
語
を
華
厳
の
相
入
観
と
し
て
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
相
入
観
は
澄
観
の
理
解
か
ら
す
る
と
、
理
事

無
礙
及
び
事
事
無
礙
の
両
者
の
場
面
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
の
「
於
一
處
中
見
一
切
處
」
が
そ
の
何
れ
に
相
当
す
る
相
入

で
あ
る
か
を
積
極
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
従
来
の
『
大
日
經
疏
』
に
は
事
事
無
礙
を
体
系
的
に
摂
取
し

た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
覚
苑
は
こ
れ
を
平
然
と
『
大
日
經
』
解
釈
に
充
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
猶
若
因
陀
羅
宗
等
者
、
因
陀
羅
卽
天
帝
釋
也
。
帝
釋
造
聲
明
論
、
能
於
一
字
之
中
具
諸
義
理
故
、
能
滿
諸
希
願
也
。
又
因

陀
羅
彰
重
重
無
盡
之
理
也
。」(((

(

と
し
て
、従
来
の
『
大
日
經
』
解
釈
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
重
重
無
盡
」
を
「
因
陀
羅
」
に
付
与
し
、「
漸

次
增
廣
卷
舒
自
在
者
、
卽
廣
狹
自
在
無
礙
義
也
。」(((

(

な
る
一
文
に
至
っ
て
は
当
然
の
如
く
に
十
玄
門
を
適
用
し
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
「
此
等
義
更
詳
之
者
、
此
等
主
伴
重
重
互
相
交
轍
等
義
、
更
請
三
藏
詳
之
也
。」(((

(

で
は
、
明
ら
か
に
事
事
無
礙
に
よ
り
『
大
日
經
』

を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
言
う
「
此
等
義
更
詳
之
」
と
は
、『
大
日
經
義
釋
』
で
『
大
日
經
』
字
輪
品
第
十
の
「
爾
時
法
界

生
如
來
身
、
一
切
法
界
自
身
表
、
化
雲
遍
滿
。
毘
盧
遮
那
世
尊
纔
生
心
頃
、
諸
毛
孔
中
出
無
量
佛
。
展
轉
加
持
已
、
還
入
法
界
宮
中
。」(((

(

の
一
文
を
解
釈
し
て
「
諸
毛
孔
中
佛
生
展
轉
加
持
者
、
猶
如
來
纔
入
三
昧
、
即
時
頓
現
如
是
奇
希
之
事
。
卽
是
如
來
加
持
神
力
也
。
轉
展

者
互
相
渉
入
也
。
從
佛
身
毛
孔
流
出
諸
佛
、
復
從
彼
佛
身
而
流
出
如
來
本
尊
身
、
展
轉
相
入
。
一
一
身
皆
現
如
上
神
力
、
化
而
復
化
無
有

窮
盡
也
」(((

(

と
す
る
箇
所
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
互
相
渉
入
」、
或
い
は
「
化
而
復
化
無
有
窮
盡
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
事
無

礙
が
如
き
展
開
を
披
瀝
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
大
日
經
義
釋
』
で
は
か
よ
う
な
展
開
の
様
子
を
描
写
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を

事
事
無
礙
が
如
く
に
理
論
化
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
覚
苑
が
こ
れ
を
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評
し
て
事
事
無
礙
と
す
る
の
は
、
仮
に
『
大
日
經
義
釋
』
に
類
似
し
た
説
相
が
存
在
し
て
も
、
新
た
に
覚
苑
が
華
厳
教
学
の
理
論
を
導
入

し
た
と
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

『
大
日
經
義
釋
』
の
段
階
か
ら
し
て
も
既
に
華
厳
教
学
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
至
極
当
然
の
結
果

と
も
言
え
よ
う
が
、
覚
苑
に
於
て
更
に
顕
著
と
な
る
の
は
、
華
厳
教
学
の
導
入
の
更
な
る
充
実
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
一
行
は
積
極
的
に

華
厳
教
学
を
援
用
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
な
か
っ
た
。
か
く
言
う
の
も
、
華
厳
の
縁
起
論
に
於
け
る
一
つ
の
集

大
成
的
な
事
事
無
礙
の
理
論
を
導
入
し
き
れ
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
密
教
側
の
観
点
に
立
つ
な
ら
、
覚
苑
の
功
績
は
こ
の
華
厳
教
学
の
充

実
に
求
め
ら
れ
る
と
も
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
次
の
如
く
一
応
の
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

円
教
は
顕
密
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
共
に
円
教
と
さ
れ
る
所
以
は
教
理
を
共
有
し
て
い
る
点
に
在
り
、
且
つ
そ
れ
と
同
時

に
両
者
が
区
分
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
実
践
的
領
域
の
相
違
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
覚
苑
が
そ
の
中
で
も
密
教
に

対
し
て
高
い
評
価
を
下
し
た
の
は
、
そ
の
思
想
の
独
自
性
に
由
る
も
の
な
の
で
は
な
く
、
実
践
に
於
け
る
優
位
性
を
認
め
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
３
『
演
密
鈔
』
の
性
格

こ
れ
ま
で
、『
演
密
鈔
』
に
見
ら
れ
る
『
華
厳
經
』
と
『
大
日
經
』
の
関
係
性
を
通
し
て
、顕
密
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、

『
大
日
經
』は『
華
嚴
經
』と
教
理
を
共
通
さ
せ
な
が
ら
、実
践
面
に
於
て
著
し
く
優
位
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
様
子
が
明
瞭
と
な
っ
た
。
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こ
れ
は
『
大
日
經
』
が
『
華
嚴
經
』
の
教
理
を
完
全
に
内
包
す
る
と
い
う
意
味
に
於
て
は
、
密
教
が
常
に
一
義
的
、
華
厳
が
副
次
的

で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
教
理
と
し
て
の
華
厳
、
実
践
と
し
て
の
密
教
と
い
う
形
で
の
顕
密
の
組
み
合
わ
せ
は
決
し
て

覚
苑
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
已
に
澄
観
な
ど
に
よ
り
試
み
ら
れ
た
傾
向
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
覚
苑
を
純
然
た
る
密
教

者
と
す
る
に
は
心
許
な
い
。
密
教
者
と
し
て
の
意
識
が
当
初
よ
り
覚
苑
に
有
る
と
す
る
な
ら
、
密
教
が
華
厳
教
学
を
完
全
に
包
摂
し
た
と

の
見
方
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
華
厳
教
学
の
具
備
し
た
密
教
の
実
践
は
、
密
教
が
完
全
に
華
厳
に
と
っ
て
の
実
践
と
し
て
用
意
さ
れ
た
と

の
逆
の
見
方
も
同
時
に
可
能
に
な
る
と
も
言
え
る
。
実
に
か
よ
う
な
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
も
、
趙
孝
厳
の
序
に
覚
苑
に
関
し
て
「
學
瞻

群
經
、
業
專
密
部
。」(((

(

と
言
っ
て
お
り
、
覚
苑
は
密
教
を
専
業
し
た
と
さ
れ
る
も
の
の
、
密
教
が
果
た
し
て
彼
の
思
想
全
般
に
対
し
て
支

配
的
で
あ
っ
た
の
か
窮
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
点
に
起
因
す
る
。
ま
た
、
そ
の
記
述
で
は
、「
學
」
は
群
経
・「
業
」
は
密
教
と
い
う
区
分
が

明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
教
理
的
に
は
華
厳
、
実
践
的
に
は
密
教
と
い
う
形
で
価
値
的
に
等
し
く
両
者
を
併
存
し
た
（
い
わ
ば
教
理
的
に

も
密
教
と
い
う
よ
う
な
、
或
い
は
そ
の
よ
う
に
自
認
す
る
よ
う
な
純
然
た
る
密
教
者
で
は
な
い
）
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
す

る
。実

際
、
覚
苑
の
解
釈
の
方
法
は
、
如
来
蔵
思
想
を
核
と
す
る
『
大
日
經
』
に
華
厳
教
学
全
般
を
持
ち
込
み
思
想
的
に
増
広
を
志
す
傾

向
に
あ
れ
ば
、
寧
ろ
『
大
日
經
』
の
思
想
は
華
厳
教
学
に
よ
り
代
弁
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
を
作
り
出
し
、
逆
に
そ
の
本
来
の
思
想
は
華

厳
教
学
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
さ
え
な
る
。『
演
密
鈔
』
で
は
『
大
日
經
』
と
『
華
嚴
經
』
の
教
理
を
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

『
大
日
經
』
の
教
理
を
『
華
嚴
經
』
に
よ
り
語
る
こ
と
に
何
等
問
題
は
無
く
、
そ
れ
故
に
、
整
備
さ
れ
た
体
系
的
華
厳
教
学
へ
の
代
替
は

極
め
て
円
滑
に
遂
行
さ
れ
う
る
も
の
と
言
え
る
。
且
つ
両
者
の
相
違
は
顕
密
に
在
り
、
そ
の
両
者
を
峻
別
す
る
基
準
は
実
践
領
域
に
限
定

さ
れ
、『
大
日
經
』
の
実
践
を
『
華
嚴
經
』
よ
り
優
位
な
特
徴
と
見
做
し
、
そ
れ
を
重
視
し
て
い
る
態
度
に
在
る
が
、
実
に
華
厳
教
学
で

は
独
自
の
行
法
を
欠
き
、
澄
観
も
密
教
を
導
入
し
た
と
は
い
え
部
分
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
こ
に
『
大
日
經
』
の
体
系
的
な
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実
践
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
逆
に
華
厳
宗
の
立
場
か
ら
し
て
も
決
し
て
消
極
的
な
評
価
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
密
教
の
教
理
に

は
華
厳
教
学
を
、
華
厳
教
学
の
実
践
に
は
密
教
を
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
相
補
的
関
係
性
が
可
能
に
な
る
こ
と

か
ら
、
両
者
に
と
っ
て
実
に
都
合
よ
く
折
衷
さ
れ
た
形
が
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
両
者
の
結

合
は
何
れ
の
立
場
か
ら
し
て
も
積
極
的
に
許
容
さ
れ
う
る
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
密
教
と
華
厳
を
緊
密
に
連
環
さ
せ
る
に
至
る
端
緒
は
何
れ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
密
教
を
起
点
と
し

て
華
厳
を
摂
取
す
る
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
そ
の
逆
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

覚
苑
は
自
ら
の
実
践
と
し
て
密
教
を
選
択
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
教
学
的
理
解
は
仏
教
全
般
に
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
な

れ
ば
仏
教
全
般
の
中
で
も
特
に
華
厳
に
着
目
し
、
密
教
の
教
理
的
理
解
に
充
て
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
そ
も
そ
も
密
教

の
実
践
が
華
厳
を
最
高
と
す
る
教
理
的
理
解
に
先
行
す
べ
き
か
を
断
定
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
覚
苑
の
密
教
の
法
流
も
果
た
し
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
さ
え
明
瞭
で
は
な
い
。

阿
闍
梨
の
「
摩
尼
」
の
存
在
を
言
う
が
、
趙
孝
厳
の
序
に
「
曁
我
大
遼
國
、
有
三
藏
摩
尼
者
、
從
西
竺
至
、
躬
慕
聖
化
、
志
弘
呪
典
。

然
廣
傳
授
、
未
遑
論
撰
。
歷
歳
既
久
、
逮
今
方
興
。」(((

(
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
摩
尼
は
西
天
竺
か
ら
新
た
に
来
朝
し
た
者
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
覚
苑
の
密
教
に
唐
代
密
教
と
の
厳
密
な
連
続
性
は
殆
ど
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
言
う
な
ら
、
明
瞭
に

他
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
な
自
立
的
な
教
団
と
し
て
の
密
教
が
果
た
し
て
存
在
し
た
の
か
さ
え
も
疑
わ
し
い
。
自
序
に
て
「
自
無
畏
三
藏
翻

訳
之
後
、
禪
師
一
行
義
釋
、
已
還
緜
歷
歳
時
。」(((

(

と
あ
れ
ば
、
摩
尼
の
来
朝
、
或
い
は
覚
苑
の
密
教
宣
揚
以
前
に
は
密
教
は
全
く
凋
落
し

て
し
ま
っ
た
状
況
と
見
て
宜
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
覚
苑
も
「
大
康
三
年
忽
降
綸
旨
、
令
進
神
變
經
疏
鈔
科
、
則
密
教
司
南
時

至
矣
」(((

(

と
述
べ
、
自
著
の
「
神
變
經
疏
鈔
科
」
を
し
て
正
し
く
「
密
教
司
南
時
至
」
と
自
負
し
て
い
る
。

そ
の
述
作
の
契
機
と
し
て
、「
副
留
守
守
衞
尉
卿
隴
西
牛
鉉
、守
司
空
悟
玄
通
圓
大
師
弼
公
、洎
僧
首
紫
褐
師
徳
百
有
餘
人
、同
致
書
曰
、
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伏
聞
、
毘
盧
大
教
、
旨
趣
宏
深
、
疏
詮
妙
賾
、
早
已
著
其
菁
華
、
鈔
解
至
玄
、
尚
未
闢
於
閫
域
。
儻
納
勤
誠
、
願
聞
可
爾
。」(((

(

と
い
っ
た

出
来
事
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
書
状
の
文
面
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
「
毘
盧
大
教
、
旨
趣
宏
深
、
疏
詮
妙
賾
、
早
已
著
其
菁
華
、
鈔
解
至
玄
、
尚
未
闢
於
閫
域
。」
と
述
べ
、「
毘
盧
大
教
」
の

玄
妙
さ
を
謳
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
毘
盧
大
教
」
と
は
一
体
何
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
勿
論
、『
演
密
鈔
』
の
序
で
あ
り
、
ま

た
「
神
變
經
疏
鈔
科
」
述
作
の
契
機
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、『
大
日
經
』
を
指
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
密
教

の
『
大
日
經
』
に
だ
け
限
定
さ
れ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

こ
れ
を
『
大
日
經
』
と
特
定
す
る
場
合
、
以
下
の
「
疏
詮
」「
鈔
解
」
な
る
語
が
解
し
難
く
な
る
。「
疏
詮
」「
鈔
解
」
と
の
表
現
は
そ

れ
ぞ
れ
動
作
を
示
す
熟
語
と
し
て
の
用
例
は
一
般
的
で
は
な
く
、
ま
た
「
疏
」
と
「
鈔
」
は
対
を
作
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ど
う
も

こ
れ
ら
は
典
籍
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
「
疏
ノ
詮
」「
鈔
ノ
解
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
特

定
の
書
と
考
え
る
場
合
、「
疏
」
に
つ
い
て
は
『
大
日
經
疏
』
を
対
応
さ
せ
る
に
せ
よ
、
こ
の
『
大
日
經
疏
』
に
対
応
す
る
よ
う
な
「
鈔
」

に
相
当
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
ず
、明
瞭
に
文
意
を
読
み
取
れ
な
い
。
そ
こ
で
一
旦
立
ち
戻
っ
て
、こ
の
「
毘
盧
大
教
」
の
意
味
を
見
直
し
、

『
華
嚴
經
』
を
含
意
す
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
、「
疏
詮
」「
鈔
解
」
の
意
を
無
理
な
く
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
疏
」
と
「
鈔
」

の
対
応
関
係
が
明
瞭
で
、
且
つ
『
演
密
鈔
』
で
も
し
き
り
に
援
用
さ
れ
る
、
澄
観
の
『
華
嚴
經
疏
』
及
び
『
演
義
鈔
』
が
そ
れ
ぞ
れ
相
当

す
る
も
の
と
見
做
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、「
疏
詮
妙
賾
、早
已
著
其
菁
華
」
と
「
鈔
解
至
玄
、尚
未
闢
於
閫
域
」

の
対
に
於
て
、「
疏
」
と
「
鈔
」
の
対
だ
け
で
な
く
、「
早
已
」
と
「
尚
未
」
の
対
に
よ
り
「
疏
」
と
「
鈔
」
の
時
間
的
前
後
関
係
も
明
瞭

に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
こ
の
一
文
を
「『
華
嚴
經
疏
』
が
先
ん
じ
て
精
華
を
露
に
し
た
が
、
閫
域
は
『
演
義
鈔
』
の
段
階
で
も
明

か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
の
意
を
導
く
こ
と
が
出
来
る
。
勿
論
、
こ
こ
で
は
直
接
に
「
毘
盧
大
教
」
が
『
華
嚴
經
』
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
だ
け
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
質
問
者
の
側
も
、
決
し
て
『
華
嚴
經
』
と
は
言
っ
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て
は
お
ら
ず
、
な
れ
ば
『
華
嚴
經
』
に
即
し
て
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
「
毘
盧
大
教
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
覚
苑
の
「
神
變
經
疏
鈔
科
」
が
そ
れ
に
対
す
る
解
答
と
い
う
形
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
そ
こ
に
顕
と

密
の
両
者
を
含
め
て
「
毘
盧
大
教
」
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
未
明
に
残
さ
れ
た
「
閫
域
」
と
は
具
体
的
に
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

覚
苑
は
そ
の
「
閫
域
」
の
解
明
に
向
け
、「
神
變
經
疏
鈔
科
」
を
用
意
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
毘
盧
大
教
」
の
「
閫
域
」

は
勿
論
『
大
日
經
』
の
内
容
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
更
に
言
う
な
ら
、
顕
円
で
は
決
し
て
闡
明
に
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
密
教
に
独
自
な
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
密
教
独
自
と
さ
れ
た
内
容
と
は
、
先
の
考
察
で
見
た
如
く
、
顕

円
・
密
円
で
共
有
す
る
教
理
的
領
域
で
は
な
く
し
て
、
密
円
の
優
位
性
の
根
拠
と
さ
れ
る
実
践
的
領
域
に
求
め
ら
れ
る
。
先
の
引
用
文
の

直
前
で
覚
苑
は
「
不
依
阿
闍
梨
、
則
不
得
入
其
手
」(((

(

と
も
述
べ
、
阿
闍
梨
の
伝
授
を
重
視
す
る
態
度
を
強
調
し
て
い
る
の
で
、
特
に
伝
授

を
前
提
と
す
る
よ
う
な
事
相
が
「
閫
域
」
と
し
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
華
厳
の
教
理
の
先
の
深
奥
に
『
大
日
經
』
が
位
置
す
る
と
い
う
評
価
は
、
寧
ろ
『
大
日
經
』
と
『
華
嚴
經
』
の
理
法
の

同
質
性
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
伝
授
を
受
け
ず
と
も
文
字
面
を
通
し
て
解
し
う
る
範
囲
、
い
わ
ば
『
大
日
經
』
と
同
質
性
を
保
証
さ
れ

た
華
厳
教
学
の
文
脈
か
ら
導
か
れ
た
結
果
と
評
し
う
る
。
つ
ま
り
、
理
念
的
に
は
密
円
が
顕
円
に
対
し
て
優
位
性
を
保
つ
と
し
て
も
、
実

際
上
は
顕
円
と
さ
れ
る
華
厳
教
学
に
極
め
て
依
存
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
上
で
始
め
て
付
与
さ
れ
る
優
位
性
で
し
か
な
い
と
い
う

構
図
が
そ
こ
か
ら
見
て
取
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
覚
苑
の
み
な
ら
ず
、質
問
者
の
側
か
ら
し
て
『
大
日
經
』
の
優
位
性
を
認
め
て
「
毘
盧
大
教
」
の
「
閫
域
」
を
問
う
て
い
る
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
『
大
日
經
』
に
対
す
る
積
極
的
評
価
は
一
部
に
局
在
し
た
傾
向
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
当
初
よ
り
『
大
日

經
疏
』
で
は
天
台
だ
け
で
な
く
華
厳
と
の
親
和
性
を
示
し
、
澄
観
も
積
極
的
に
密
教
を
摂
取
し
た
背
景
が
存
す
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
意
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味
か
ら
し
て
も
、
当
時
の
『
大
日
經
』
に
対
す
る
教
理
的
評
価
は
、「
毘
盧
大
教
」
の
名
の
如
く
に
、
専
ら
に
華
厳
教
学
の
視
点
か
ら
な

さ
れ
た
と
し
て
当
然
で
あ
る
。
こ
の
「
閫
域
」
に
関
す
る
質
問
も
覚
苑
の
密
教
宣
揚
に
先
立
ち
、
更
に
摩
尼
三
藏
の
教
化
の
段
階
か
ら
し

て
も
「
然
廣
傳
授
、
未
遑
論
撰
」(((

(

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
密
教
は
既
に
歓
迎
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
先
に
密
教
は
遼
代
当
初

に
凋
落
し
た
も
の
と
述
べ
た
が
、そ
れ
は
密
教
の
価
値
の
喪
失
を
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。「
聲
光
淪
墜
、非
遘
昌
期
、

孰
能
極
此
」(((

(

と
あ
る
内
の
「
聲
光
淪
墜
」
が
「
昌
期
」
と
対
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
密
教
の
活
動
の
衰
退
と
い
う
意
の
範
囲
で
解
す
る

の
が
適
当
で
あ
り
、
密
教
の
価
値
は
華
厳
教
学
（
殊
に
澄
観
の
華
厳
）
に
よ
り
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
宜
し
い
だ
ろ
う
。

な
れ
ば
、
覚
苑
自
身
も
群
経
を
学
び
な
が
ら
、
当
初
衰
退
し
て
い
た
密
教
を
敢
え
て
実
践
し
て
ゆ
く
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
所
以
も
、『
演

密
鈔
』
で
の
華
厳
の
援
用
の
状
況
を
併
せ
て
鑑
み
る
と
、
唐
代
に
端
を
発
す
る
華
厳
教
学
に
基
づ
く
密
教
評
価
と
無
関
係
に
独
り
異
質
で

あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
観
る
な
ら
、『
演
密
鈔
』
で
は
密
教
が
華
厳
を
摂
取
す
る
よ
う
な
形
式
を
取
り
な
が
ら
、実
は
華
厳
教
学
か
ら
の
『
大
日
經
』

評
価
を
寧
ろ
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
当
時
密
教
教
団
の
組
織
的
存
在
は
殆
ど
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一
応
に
華
厳
思
想
に

基
づ
く
評
価
を
起
点
と
し
た
密
教
摂
取
と
観
る
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
密
教
が
華
厳
に
よ
り
教
理
化
さ
れ
る
現

象
は
、
華
厳
教
学
に
於
け
る
実
践
の
密
教
化
を
も
意
味
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、『
演
密
鈔
』
述
作
の
経
緯
か
ら
顕
密
の
関
係
性
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
密
教
受
用
の
教
理
的
素
地
と
し
て
の
華
厳
と
い

う
性
格
が
明
瞭
に
な
っ
て
き
た
。
い
わ
ば
華
厳
と
密
教
の
連
環
の
端
緒
は
華
厳
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

そ
の
連
環
の
成
っ
た
関
係
性
を
「
融
合
」
と
見
る
べ
き
で
あ
る
の
か
、
は
た
し
て
「
雙
修
」
と
見
る
べ
き
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
更
に

考
察
を
進
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

華
厳
と
密
教
の
「
融
合
」
は
鎌
田
氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
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鎌
田
氏
は
「
遼
代
佛
教
の
代
表
は
密
教
で
あ
り
、
そ
の
密
教
は
華
嚴
思
想
と
融
和
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」（
六
〇
五
頁
）
と
述
べ
、
そ

の
融
合
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
遼
代
密
教
は
、
そ
の
思
想
形
成
の
道
具
と
し
て
、
澄
觀
の
華
嚴
を
用
い
た
と
い
え
よ
う
」
と
評
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
澄
觀
の
著
作
の
引
用
状
況
を
提
示
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
み
で
、
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
「
思
想
形
成
の
道
具
」
と
さ
れ

た
の
か
に
つ
い
て
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、「
華
厳
と
融
合
し
た
密
教
と
言
え
ば
、高
度
な
哲
學
的
佛
教
を
考
え
る
が
、

遼
代
密
教
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
」（
六
一
一
頁
）
と
言
い
、
そ
も
そ
も
華
厳
と
密
教
の
「
融
合
」
に
つ
い
て
一
定

の
留
保
を
保
っ
て
お
ら
れ
、
華
厳
と
密
教
の
融
合
を
い
か
ほ
ど
強
調
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
判
然
と
し
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

鎌
田
氏
の
研
究
成
果
を
受
け
、
木
村
氏
も
同
様
に
華
厳
と
密
教
の
「
融
合
」
に
つ
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

木
村
氏
の
言
う
「
融
合
」
と
の
結
論
は
、
恐
ら
く
は
「
秘
密
不
思
議
法
界
縁
起
観
」
が
関
鍵
と
な
ろ
う
。
氏
は
こ
れ
を
評
し
て
「
華

厳
教
学
の
「
法
界
縁
起
」
を
「
秘
密
」
の
場
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
質
的
転
換
を
図
り
つ
つ
、
あ
く
ま
で
そ
れ
が
実
践
的
に
追
求
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
」（
二
六
八
頁
）
と
述
べ
、「『
演
密
鈔
』
に
示
さ
れ
る
覚
苑
の
密
教
思

想
は
、
質
的
転
換
を
試
み
ら
れ
た
一
種
の
華
厳
思
想
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
二
六
八
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
覚
苑

は
密
教
家
の
立
場
に
立
ち
、
華
厳
を
密
教
に
完
全
に
吸
収
し
、
華
厳
思
想
を
密
教
化
さ
せ
融
合
さ
せ
た
と
い
う
図
式
が
窺
え
て
く
る
。

果
た
し
て
「
質
的
な
転
換
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
華
厳
教
学
の
変
質
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
覚
苑
の
考
え
か
ら
す
る
と
『
大

日
經
』
の
密
た
る
真
骨
頂
は
あ
く
ま
で
実
践
領
域
に
於
て
宣
揚
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
経
の
完
全
な
融
合
を
想
定
す
る
に
は
、
そ
れ

が
実
践
領
域
に
ま
で
波
及
し
た
状
況
を
前
提
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
覚
苑
の
筆
勢
か
ら
す
れ
ば
、『
大
日
經
』
理
解
に
華
厳
教
学
、

そ
れ
も
澄
観
教
学
の
援
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
大
日
經
』
と
『
華
嚴
經
』
の
理
は
完
全
に
同
一
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
華
嚴
經
』
の
思

想
を
そ
の
ま
ま
『
大
日
經
』
の
そ
れ
に
充
当
さ
せ
る
だ
け
で
実
は
十
分
で
あ
り
、
寧
ろ
『
大
日
經
』
に
代
入
さ
れ
た
華
厳
教
学
の
上
に
密

教
の
実
践
が
立
脚
す
る
と
い
っ
た
構
造
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
実
に
木
村
氏
自
身
が
既
に
「
澄
観
の
そ
れ
の
枠
内
に
ほ
ぼ
止
ま
っ
て
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い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
澄
観
自
身
も
華
厳
と
密
教
の
連
絡
を
積
極
的
に
指
向
し
て
お
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
覚
苑
の
姿
勢
も
澄
観
の
解
釈
を
敷
延
し
た
に
す
ぎ
ず
、
密
教
の
実
践
と
の
結
合
を
直
ち
に
華
厳
教
学
の
質
的
転
換
と
見
る
こ

と
が
た
め
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
木
村
氏
は
覚
苑
の
『
大
日
經
』
の
見
方
を
分
析
し
、「
か
れ
が
『
大
日
経
』
の
包
括
的
・
総
合
的
な
性
格
に
鋭
く
着
目
し
て
い
る
」

（
二
六
四
頁
）
と
述
べ
、
ま
た
「
覚
苑
は
、『
大
日
経
』
を
は
っ
き
り
と
密
教
経
典
と
み
な
し
つ
つ
、
そ
の
思
想
の
実
質
を
華
厳
教
学
が
主

張
す
る
『
華
厳
経
』
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
と
し
て
扱
う
の
で
あ
る
」（
二
六
五
頁
） 

と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
覚
苑
に
そ

の
よ
う
な
見
方
は
確
か
に
存
す
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
覚
苑
に
独
自
な
見
方
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

実
の
と
こ
ろ
、『
大
日
經
』
は
思
想
的
な
側
面
に
注
目
す
る
な
ら
、
そ
れ
自
身
の
総
合
性
を
強
調
し
う
る
程
度
の
内
容
を
有
し
て
い
る

と
は
即
断
で
き
な
い
。
確
か
に
一
行
の
『
大
日
經
疏
』
を
参
照
す
る
な
ら
、『
華
嚴
經
』
の
思
想
と
の
関
連
性
が
顕
著
に
顕
れ
て
お
り
、

且
つ
そ
こ
で
は
更
に
華
厳
教
学
の
摂
取
を
指
向
す
る
態
度
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
華
厳
思
想
の
全
容
を
把
握
し
き
れ
て
お

ら
ず
、
中
国
仏
教
に
於
け
る
思
想
的
総
合
性
ま
で
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
有
る
。
果
た
し
て
こ
れ
が
『
大
日
經
』
固
有
の
総
合
性

と
見
做
さ
れ
う
る
の
か
疑
問
で
あ
る
し
、
少
な
く
と
も
中
国
で
独
自
に
発
達
し
た
華
厳
教
学
の
包
摂
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
於
け
る
『
大

日
經
』
解
釈
の
場
面
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
、
覚
苑
の
見
た
と
い
う
「『
大
日
經
』
の
包
括
的
・
総
合
的
な
性
格
」
は
直
ち
に
本
来
的
に

そ
れ
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
一
行
の
華
厳
解
釈
、
或
い
は
密
教
の
摂
取
を
狙
っ
た
澄
観
の
密
教
解
釈
と
親
し
い
も

の
と
し
て
考
え
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、『
大
日
經
』
を
『
華
嚴
經
』
と
同
じ
く
円
教
に
位
置
づ
け
、
両
者
を
顕
密
に
分
け
る
と
い
っ
た
教
判
は
、
こ
れ
ま
で
華
厳
宗
の

側
で
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
既
に
澄
観
は
「
三
十
七
尊
の
出
生
」
を
し
て
「
海
印
三
昧
」
と
同
列
に
帰
せ
し
め
、
華
厳
最
高

の
境
地
を
『
金
剛
頂
經
』
に
寄
せ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
場
合
は
『
大
日
經
』
で
は
な
く
『
金
剛
頂
經
』
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
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わ
け
で
あ
る
が
、
唐
代
の
密
教
は
金
胎
、
或
い
は
金
胎
蘇
の
構
成
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、『
大
日
經
』
と
並
ぶ
大
経

た
る
『
金
剛
頂
經
』
が
『
華
嚴
經
』
と
同
位
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
覚
苑
の
教
判
も
そ
れ
か
ら
大
き
く
離
れ
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
。

つ
ま
り
、
先
に
見
た
如
く
、
密
教
の
法
流
に
つ
い
て
は
遼
代
に
は
一
旦
断
絶
し
て
い
た
が
、
こ
と
思
想
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
唐
代

の
華
厳
の
動
向
を
十
分
に
反
映
さ
せ
た
と
い
う
点
に
覚
苑
の
特
徴
を
見
る
の
で
あ
り
、
華
厳
を
著
し
く
密
教
化
さ
せ
た
、
或
い
は
質
的
に

転
換
さ
せ
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
融
合
」
し
た
と
い
う
図
式
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
や
や
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
三
崎
氏
は
こ
の
「
融
合
」
説
に
疑
念
を
呈
し
て
お
ら
れ
、
寧
ろ
「
雙
修
」
と
す
る
の
が
適
当
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
氏
が
「
融

合
」
で
は
な
く
「
雙
修
」
で
あ
る
と
す
る
意
図
は
、「
二
書
の
偶
合
」
と
の
言
に
顕
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
た
ま
た
ま

相
似
は
し
て
い
た
も
の
の
、
本
来
関
連
性
の
無
い
両
者
が
覚
苑
に
よ
り
「
引
き
當
て
」
が
な
さ
れ
、
両
者
は
十
分
に
関
連
づ
け
ら
れ
な
い

ま
ま
同
時
に
修
さ
れ
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
密
教
と
華
厳
の
関
係
性
は
既
に
『
經
疏
』
の
段
階
で
示
唆
さ
れ
て
お
る
し
、
三
崎
氏
は
「
例
せ
ば
澄
觀
の
華
嚴
經
の
主
疏
に

は
稱
名
念
佛
の
こ
と
を
い
い
、
ま
た
禪
と
融
合
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。【
中
略
】
し
か
し
そ
れ
ら
の
人
師
の
い
ず
れ
に
も
密
教
の
痕
跡
は

見
出
さ
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
澄
観
は
既
に
主
疏
に
て
実
は
相
当
に
実
践
と
し
て
の
密
教
を
意
識
的
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
覚
苑
の

時
代
ま
で
に
は
、
華
厳
と
密
教
の
緊
密
な
関
連
性
は
既
に
素
地
と
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
と
な
れ
ば
「
偶
合
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
唐
代
か
ら
の
解
釈
の
延
長
線
上
に
覚
苑
の
解
釈
は
位
置
し
、
任
意
に
「
引
き

當
て
」
た
と
ば
か
り
は
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
直
ち
に
「
融
合
」
と
は
せ
ず
に
、「
雙
修
」
と
す
る
視
点
は
失
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
三
崎
氏
の
用
法
で
は
「
融
合
」

と
は
、
顕
密
が
併
存
せ
ず
、
完
全
に
融
和
し
た
形
態
を
想
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
若
し
そ
の
融
合
形
態
が
密
教
に
立
脚
す
る
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場
合
、
あ
る
い
は
「
密
教
の
獨
勝
」
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
覚
苑
に
は
そ
の
態
度
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
覚
苑
の
そ
れ
を
密

教
と
は
せ
ず
に
、仮
に
華
厳
に
立
脚
す
る
も
の
と
見
る
に
せ
よ
、『
大
日
經
』
を
華
厳
の
中
で
完
全
に
消
化
し
よ
う
と
い
う
態
度
で
も
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
両
者
の
領
域
は
明
確
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
両
者
を
混
同
す
る
こ
と
は
無
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
区
分
が
な

さ
れ
な
が
ら
も
、『
大
日
經
』
と
『
華
嚴
經
』
は
理
法
を
共
通
さ
せ
て
お
り
、
教
理
的
領
域
に
於
て
両
者
は
完
全
に
一
致
さ
せ
ら
れ
て
い

る
意
味
か
ら
は
「
融
合
」
と
の
評
も
あ
な
が
ち
外
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
大
日
經
』
の
思
想
を
華
厳
教
学
の
文
脈
上
で
語
る

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
て
、
解
釈
の
基
盤
は
あ
く
ま
で
華
厳
に
存
し
、
思
想
的
な
内
容
は
専
ら
に
華
厳
的
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
三
崎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
覚
苑
の
解
釈
は
多
方
面
の
経
論
が
用
い
ら
れ
、『
華
嚴
經
』
が
特
段
多
用
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
思
想
的
な
枠
組
み
は
華
厳
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
く
、
ま
た
華
厳
を
そ
の
中
で
も
最

高
の
顕
教
に
位
置
づ
け
、
華
厳
に
対
し
て
積
極
的
価
値
が
付
与
さ
れ
て
お
れ
ば
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ま
で
有
し
た
華
厳
教
学
の
思
想
的
総
合

性
、
こ
れ
は
教
判
や
四
法
界
説
に
如
実
に
顕
れ
て
く
る
が
、
こ
れ
を
了
承
し
た
上
で
の
華
厳
の
援
用
で
あ
る
か
ら
、
引
用
さ
れ
る
経
論
が

広
範
で
も
華
厳
に
よ
り
思
想
的
に
統
合
さ
れ
て
く
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、「
融
合
」
と
言
う
よ
り
、『
大
日
經
』
の
思
想

を
『
華
嚴
經
』
の
そ
れ
に
よ
り
充
当
さ
せ
た
と
言
っ
た
方
が
一
層
は
っ
き
り
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
は
覚
苑
の
言
う
よ
う
に
、『
華
嚴
經
』
と
『
大
日
經
』
と
は
同
じ
く
円
教
に
定
位
さ
れ
な
が
ら
、
顕
密
で
相
違
す
る
と
い
う
峻

別
が
あ
り
、（
理
法
は
）
同
じ
で
あ
り
且
つ
（
実
践
が
）
相
違
す
る
と
い
う
関
係
性
が
、「
融
合
」
と
「
雙
修
」
と
い
っ
た
結
論
の
相
違
に

反
映
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
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ま
と
め

『
演
密
鈔
』
で
は
、『
大
日
經
』
の
教
理
を
華
厳
の
教
理
に
よ
り
語
っ
た
上
で
、
そ
の
実
践
の
独
自
性
・
優
位
性
を
露
に
し
て
お
り
、

実
際
の
解
釈
の
場
面
で
は
、
顕
円
は
教
理
、
密
円
は
実
践
に
守
備
範
囲
を
明
瞭
に
区
分
す
る
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
構
図

か
ら
し
て
、
教
理
的
に
は
華
厳
、
実
践
領
域
に
於
て
は
密
教
と
い
っ
た
区
分
が
明
瞭
に
存
在
し
た
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
密

円
も
理
念
的
に
は
顕
円
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
密
円
だ
け
で
教
理
と
実
践
は
具
備
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に

覚
苑
の
解
釈
を
窺
う
な
ら
、『
大
日
經
』
の
思
想
を
『
大
日
經
』
に
よ
っ
て
語
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
華
厳
思
想
に
よ
り
語
っ
て
お
り
、

且
つ
華
厳
思
想
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
教
理
的
な
側
面
は
専
ら
華
厳
が
担
う
も
の
と
の
予
想
が
な
さ
れ
て
く
る

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、密
円
の
教
理
を
、そ
れ
と
同
質
と
さ
れ
る
顕
円
の
側
よ
り
語
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
ま
た
序
の「
學
瞻
群
經
、

業
專
密
部
」
と
す
る
部
分
を
重
視
す
る
な
ら
、
密
部
は
「
業
」
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
思
想
的
な
領
域
を
も
包
摂
し
う
る
か
甚

だ
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
顕
が
密
に
内
包
さ
れ
て
、
顕
の
存
立
意
義
が
解
消
さ
れ
る
と
い
っ
た
種
類
の
も
の
で
は
な
く
、

顕
と
密
は
そ
れ
ぞ
れ
担
う
べ
き
領
域
が
保
証
さ
れ
つ
つ
、
両
者
は
併
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
併
存
は
単
に
偶
合

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
し
て
、
同
時
に
「
毘
盧
大
教
」
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
く
姿
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
か
ら
言
う
な
ら
、「
毘

盧
大
教
」
と
い
う
概
念
は
両
者
を
一
方
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
統
合
し
つ
つ
、
ま
た
両
者
併
存
の
根
拠
を
提
供
す
る
も
の
と
も
評
し
う

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
特
段
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』
な
ど
で
は
「
三
顯
密
双
辯
者
、
若
双
依
顯
密
二

宗
修
者
、
上
上
根
也
。
謂
心
造
法
界
帝
網
等
觀
、
口
誦
準
提
六
字
等
咒
。
此
有
二
類
。
一
久
修
者
、
顯
密
齊
運
。
二
初
習
者
、
先
作
顯
教

普
賢
觀
已
、
方
乃
三
密
加
持
。
或
先
用
三
密
竟
然
後
作
觀
。
二
類
皆
得
。
余
雖
下
材
心
尚
顯
密
双
修
。」(((

(

と
言
い
、
顕
密
の
斉
修
を
言
う
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の
で
あ
り
、
一
方
が
一
方
を
吸
収
す
る
と
い
っ
た
融
合
の
仕
方
で
は
な
く
し
て
、
顕
密
両
者
の
緊
密
な
関
係
性
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
演
密
鈔
』
に
於
け
る
顕
密
の
関
係
性
と
極
め
て
親
し
く
、
遼
代
に
於
て
顕
著
に
な
る
傾
向
と
も
予
想
さ
れ

て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
書
で
も
同
じ
く
円
教
を
顕
密
に
分
け
て
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
今
回
の
考
察
の
結
果
を
踏
ま
え
、

遼
代
の
華
厳
と
密
教
の
関
係
性
に
つ
い
て
更
に
進
め
て
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

注(1)　

拙
著
「
澄
観
と
密
教
ー
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
』
に
見
ら
れ
る
密
教
的
要
素
ー
」
智
山
学
報
第
五
十
三
輯
、　

拙
著
「
澄
観
と
密
教
ー
『
大
方
廣
佛
華
嚴

經
隨
疏
演
義
鈔
』
に
見
ら
れ
る
密
教
的
要
素
ー
」
智
山
学
報
第
五
十
四
輯
、
拙
著
「
澄
観
と
密
教
ー
密
教
と
の
邂
逅
ー
」
智
山
学
報
第
五
十
五
輯

(2)　

拙
著
「『
大
日
經
疏
』
に
見
ら
れ
る
華
厳
的
要
素
に
つ
い
て
」
智
山
学
報
第
五
十
六
輯
（
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(3)　

鎌
田
氏
は
更
に
「
日
本
の
眞
言
宗
が
華
嚴
・
天
台
の
一
乘
佛
教
を
こ
え
た
、
十
住
心
の
教
判
に
よ
っ
て
一
切
佛
教
を
統
攝
し
た
の
に
比
較
す
れ
ば
、
一
層

そ
の
感
を
深
く
す
る
。」
と
述
べ
、
日
本
に
独
自
に
展
開
し
た
密
教
と
の
比
較
の
上
で
、
覚
苑
の
密
教
思
想
に
積
極
的
評
価
を
与
え
て
い
な
い
。
十
住
心

教
判
で
密
教
は
第
十
秘
密
荘
厳
心
、
華
厳
は
第
九
極
無
自
性
心
に
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
定
位
さ
れ
、
仏
教
思
想
全
域
に
及
ぶ
総
合
的
体
系
を
獲
得
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
は
あ
る
も
、
し
か
し
先
の
両
者
の
間
の
思
想
的
な
決
定
的
相
違
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
鎌
田
氏
の
真
言
宗
評
価
は
些
か
過
剰
で
あ
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
日
本
密
教
の
教
理
的
展
開
を
視
野
に
い
れ
た
場
合
、
や
は
り
覚
苑
の
そ
れ
は
少
し
く
簡
便
に
す
ぎ
る
き
ら
い
は
確
か
に
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
覚
苑
の
業
績
は
か
よ
う
な
密
教
思
想
史
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
華
厳
思
想
史
の
観
点
か
ら
も
論
評
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
覚
苑
に
於
て
は
『
大
日
經
』
の
思
想
は
『
華
嚴
經
』
の
思
想
と
等
値
に
扱
わ
れ
、
華
厳
教
学
に
依
っ
て
『
大
日
經
』
の
理
解
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
と
思
想
と
い
う
範
囲
か
ら
言
う
な
ら
、『
大
日
經
』
の
解
釈
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
華
厳
思
想
史
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覚苑撰『大日經義釋演密鈔』に於ける
　　　　　　　華厳と密教の関係性について

の
視
点
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

(4)　

平
川
彰
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
佛
教
思
想
の
諸
問
題
』
春
秋
社
所
収

(5)　

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア　

第
七
十
七
号

(6)　

 

『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
』
は
、
理
の
観
点
か
ら
見
る
に
性
と
相
を
含
み
、
義
の
観
点
か
ら
見
る
な
ら
浅
か
ら
深
ま
で
の
義
を
貫
き
、
八
蔵
の
源

泉
・
一
乗
の
枢
要
で
あ
る
。
こ
の
経
の
み
が
円
教
と
密
教
を
説
示
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
宗
を
凌
駕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
卍
續
藏
（
中
國
佛
教
會
影

印
版　

以
下
同
）
三
七
・
一
左
・
上

(7)　

卍
續
藏
三
七
・
二
左
下
〜
三
右
下

(8)　

卍
續
藏
三
七
・
三
四
右
上

(9)　

卍
續
藏
三
七
・
八
左
上
下

(10)　

卍
續
藏
三
七
・
四
九
左
上

(11)　

卍
續
藏
三
七
・
四
右
上
〜
四
左
下

(12)　

卍
續
藏
三
七
・
四
右
上
〜
四
左
下

(13)　

卍
續
藏
三
七
・
九
右
上
下

(14)　

卍
續
藏
三
七
・
十
八
左
下
〜
十
九
右
上

(15)　

卍
續
藏
三
七
・
九
十
三
左
下

(16)　

卍
續
藏
三
七
・
九
十
七
左
上

(17)　

卍
續
藏
三
七
・
百
十
左
上

(18)　

大
正
藏
巻
三
一
・
一
八
上



蓮花寺佛教研究所紀要　第一号

116

(19)　

卍
續
藏
三
六
・
四
二
六
左
下

(20)　

卍
續
藏
三
七
・
一
右
下

(21)　

卍
續
藏
三
七
・
一
右
上

(22)　

卍
續
藏
三
七
・
一
左
下

(23)　

卍
續
藏
三
七
・
一
左
下

(24)　

卍
續
藏
三
七
・
一
左
下

(25)　

卍
續
藏
三
七
・
一
左
上

(26)　

卍
續
藏
三
七
・
一
右
上

(27)　

卍
續
藏
三
七
・
一
左
下

(28)　

大
正
藏
巻
四
六
・
九
九
九
上

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

遼
代
仏
教　

華
厳
思
想　

密
教　
『
大
日
經
』　

澄
観
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『達性論』論争について
　
　　

は
じ
め
に

『
達
性
論
』
と
は
『
白
黒
論
』
論
争
に
参
加
し
た
何
承
天
の
論
で
あ
り
、
こ
の
『
達
性
論
』
を
契
機
と
し
て
何
承
天
と
仏
教
信
者
で
あ

る
顔
延
之
の
間
で
論
争
が
起
き
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
『
達
性
論
』
論
争
と
称
す
る
。『
達
性
論
』
は
『
易
経
』
の
原
理
に
立
脚
し
て
論

が
構
成
さ
れ
、
最
大
の
関
心
は
「
性
」
と
「
理
」
の
探
究
に
あ
る
。
こ
れ
が
『
達
性
論
』
と
命
名
さ
れ
た
所
以
で
も
あ
る
。

何
承
天
と
宗
炳
の
間
で
行
わ
れ
た
論
争
で
は
『
白
黒
論
』
の
言
葉
を
引
用
し
、『
白
黒
論
』
が
直
接
の
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

『
達
性
論
』
で
は
『
白
黒
論
』
に
直
接
的
に
論
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
達
性
論
』
が
著
さ
れ
た
経
緯
を
考
慮
す
れ
ば
、『
達
性
論
』
が
『
白

黒
論
』と
内
容
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。『
弘
明
集
』巻
第
一
一
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、何
承
天
は
慧
琳
に
呼
応
し
て『
達

性
論
』
を
著
し
た
の
で
あ
り
、『
白
黒
論
』
論
争
と
『
達
性
論
』
の
関
連
性
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
。

『
白
黒
論
』
論
争
と
『
達
性
論
』
の
関
連
性
と
は
何
か
を
考
え
る
に
は
、『
白
黒
論
』
論
争
に
お
け
る
何
承
天
の
立
場
に
思
い
を
致
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
何
承
天
は『
白
黒
論
』論
争
に
お
い
て
教
理
面
の
探
究
を
目
指
し
、神
不
滅
論
と
神
滅
論
に
も
疑
義
を
抱
く
立
場
に
立
ち
、「
幽

遠
藤　

祐
介

『
達
性
論
』
論
争
に
つ
い
て



蓮花寺佛教研究所紀要　第一号

118

冥
の
理
」
に
関
す
る
不
可
知
論
を
展
開
し
た
。
何
承
天
の
観
点
に
立
っ
て
考
え
た
場
合
、慧
琳
の
『
白
黒
論
』
に
呼
応
し
て
著
さ
れ
た
『
達

性
論
』
は
、「
幽
冥
の
理
」
に
関
す
る
不
可
知
論
を
正
当
化
し
つ
つ
、「
性
」
と
「
理
」
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
探
究
を
行
う
こ
と
に
主
眼

を
置
い
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
達
性
論
』
論
争
に
み
え
る
何
承
天
と
顔
延
之
の
行
論
の
特
徴
は
、「
空
」
や
「
無
」
な
ど
の

抽
象
概
念
の
議
論
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
件
や
事
象
を
例
示
し
て
、
現
象
に
現
れ
る
「
性
」
を
丹
念
に
追
い
つ
つ
、「
理
」
と
の
関
連

性
に
ま
で
言
及
す
る
点
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
達
性
論
』
論
争
の
経
緯
を
整
理
し
、さ
ら
に
『
達
性
論
』
論
争
の
論
点
に
導
か
れ
な
が
ら
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

１　
『
達
性
論
』
論
争
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

筆
者
が
先
に
『
白
黒
論
』
論
争
を
検
討
し
た
際
に
、
何
承
天
と
い
う
人
物
は
儒
教
一
尊
主
義
者
で
は
な
く
、
言
語
で
は
解
明
し
が
た

い
輪
廻
や
報
応
、
神
（
精
神
）
の
あ
り
方
な
ど
と
い
っ
た
「
幽
冥
の
理
」
に
関
し
て
不
可
知
論
を
唱
え
、
こ
の
点
で
慧
琳
に
同
調
し
て
い

た
こ
と
を
論
じ
た((

(

。
そ
の
何
承
天
が
『
達
性
論
』
を
著
し
た
動
機
は
『
弘
明
集
』
巻
一
一
、
何
令
尚
之
答
宋
文
皇
帝
讃
揚
仏
教
事
に
記
さ

れ
て
い
る((

(

。
是
の
時
、
沙
門
慧
琳
有
り
。
服
を
僧
次
に
仮
り
て
其
の
法
を
毀
ち
、
白
黒
論
を
著
す
。
衡
陽
太
守
何
承
天
は
琳
と
比ひ
こ
う狎

し
雅つ
ね

に
相あ
い

撃
揚
し
、
達
性
論
を
著
す
。

こ
の
記
事
の
「
撃
揚
」
は
解
釈
し
に
く
い
言
葉
だ
が
、「
揚
」
は
「
ほ
め
る
」
意
で
あ
り
、「
撃
賞
」
や
「
撃
節
」
等
と
同
様
に
、
人
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『達性論』論争について

の
詩
文
を
ほ
め
る
意
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
何
承
天
は
『
白
黒
論
』
の
内
容
を
承
認
し
、
な
お
か
つ
高
く
評
価
し
て
、
こ
れ
に
呼

応
し
て
『
達
性
論
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

『
白
黒
論
』
論
争
を
考
察
し
た
折
に
取
り
上
げ
た
何
承
天
と
宗
炳
の
論
争
と
、
何
承
天
撰
『
達
性
論
』
の
成
立
及
び
『
達
性
論
』
に
起

因
す
る
顔
延
之
と
の
論
争
の
時
間
的
な
前
後
関
係
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
非
常
に
近
い
時
期
に
発
生
し
た
事
象
で
あ
り
、
内

容
的
に
も
密
接
な
関
連
性
が
あ
る
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い((

(

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
象
は
『
白
黒
論
』
の
内
容
を
前
提
と
し
、『
白
黒
論
』

を
扇
の
要
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、『
白
黒
論
』
論
争
の
主
眼
で
あ
る
「
幽
冥
の
理
」
と
い
う
論
点
さ
え
押
さ
え
て
い
れ
ば
、

た
と
え
各
論
の
正
確
な
時
間
配
列
が
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
内
容
面
の
検
討
で
は
不
便
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。

さ
て
、『
達
性
論
』
論
争
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
概
観
す
る
に
あ
た
り
、
行
論
の
便
宜
上
、
こ
こ
に
何
承
天
と
顔
延
之
の
論
を
順
に
並
べ

て
紹
介
し
、各
論
に
論
者
の
姓
と
順
番
を
つ
け
た
略
称
を
付
す
る
こ
と
に
し
た
い
。『
達
性
論
』は
何
Ⅰ
と
し
、こ
れ
に
続
く
顔
延
之
の
論「
釈

何
衡
陽
達
性
論
」
を
顔
Ⅰ
と
略
し
、
以
下
「
答
顔
永
嘉
」
は
何
Ⅱ
、「
重
釈
何
衡
陽
」
は
顔
Ⅱ
、「
重
答
顔
永
嘉
」
は
何
Ⅲ
、「
又
釈
何
衡
陽
」

は
顔
Ⅲ
と
略
称
し
、
引
用
文
の
出
典
を
示
す
際
に
こ
れ
ら
の
略
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

『
達
性
論
』
論
争
が
『
白
黒
論
』
に
起
因
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、『
達
性
論
』
論
争
で
は
『
白
黒
論
』
に
関
す
る
直
接
的

な
言
及
が
な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
『
白
黒
論
』
と
『
達
性
論
』
の
関
連
性
に
関
し
て
明
確
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、『
達
性
論
』
論
争
に
お
い
て
も
「
幽
冥
の
理
」
が
問
題
に
さ
れ
続
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
形
で
問
題
に
さ
れ
て
い

た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
の
見
解
を
提
示
し
て
み
た
い
。

『
達
性
論
』
で
は
儒
教
経
典
で
あ
り
同
時
に
玄
学
の
原
典
と
も
さ
れ
る
『
易
経
』
の
原
理
を
引
用
し
、
中
国
の
伝
統
的
な
世
界
観
を
提

示
し
て
い
る
。『
達
性
論
』
の
骨
子
は
主
に
何
承
天
の
『
易
経
』
解
釈
に
依
拠
し
て
成
立
し
て
い
る
と
も
取
れ
る
。『
易
経
』
は
孔
子
の
著

と
さ
れ
る
繋
辞
伝
や
説
卦
伝
な
ど
十
篇
の
解
説
、
い
わ
ゆ
る
十
翼
に
よ
っ
て
奥
深
い
「
理
」
が
解
説
さ
れ
て
お
り
、『
易
経
』
は
当
時
の
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中
国
人
に
と
っ
て
「
理
」
や
諸
現
象
の
「
性
」
を
知
る
た
め
に
は
必
須
と
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。『
達
性
論
』
で
何
承
天
が
『
易
経
』
を

引
用
し
た
意
図
と
は
、『
達
性
論
』
と
い
う
論
の
表
題
に
即
し
て
考
え
て
み
て
も
、「
性
」
と
そ
の
根
源
た
る
「
理
」
の
探
究
に
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る((

(

。

顔
Ⅲ
で
顔
延
之
は
何
承
天
に
対
し
て((

(

、

夫
れ
論
難
の
本
は
易
を
以
て
奪
い
て
体
と
為
す
。之
れ
を
失
う
已
外
は
輒
ち
宏
誕
と
云
う
。理
を
求
む
る
の
塗
は
塞ふ
さ

が
る
る
に
幾ち
か

し
。

と
述
べ
、
何
承
天
の
よ
う
に
『
易
経
』
に
の
み
基
づ
き
、
こ
れ
以
外
を
「
宏
誕
」
と
し
て
排
除
す
る
方
法
論
で
は
、「
理
」
の
探
究
は
お

ぼ
つ
か
な
い
と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
何
承
天
が
も
っ
ぱ
ら
『
易
経
』
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

何
承
天
と
宗
炳
の
論
争
の
際
に
『
弘
明
集
』
巻
三
「
釈
均
善
難
」
で((

(

、

聖
人
は
我
が
師
な
り
。
周
孔
は
豈
我
を
欺
か
ん
や
。

と
何
承
天
が
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
易
経
』
に
依
拠
す
る
こ
と
は
当
然
で
、『
易
経
』
繋
辞
伝
や
説
卦
伝
な
ど
の
十
翼
も
真
実
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
完
全
に
肯
定
す
る
と
い
う
彼
の
立
場
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
何
承
天
は
『
易
経
』
に
関
す
る
当
時
の
解
釈
に
は
飽
き
足
ら

な
さ
を
覚
え
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、そ
れ
ゆ
え「
幽
冥
の
理
」に
つ
い
て
不
可
知
論
を
唱
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
達
性
論
』で
は
、『
白

黒
論
』で
問
題
に
さ
れ
た「
幽
冥
の
理
」す
な
わ
ち「
理
」の
領
域
か
ら
更
に
視
野
を
広
げ
て
、現
象
に
内
在
す
る「
性
」に
ま
で
論
及
し
た
。

そ
し
て
、
何
承
天
の
論
争
相
手
で
あ
る
顔
延
之
は
「
理
」
と
「
性
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
「
理
」
と
「
性
」
を
考
察
し
て
『
達
性
論
』
論
争
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
「
幽
冥
の
理
」
は
仏
教
で
説
明
さ
れ
て
い
る
と
す
る
仏
教
信
者
の
顔
延
之
の
立
場
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
顔
Ⅲ
で((

(

、

知
謂
う
、
報
応
の
説
は
皆
是
れ
権
教
な
り
、
と
。
権
道
は
隠
深
に
し
て
、
聖
に
非
ざ
れ
ば
尽
く
さ
ず
。

と
言
い
、
報
応
説
に
疑
義
を
呈
す
る
何
承
天
に
対
し
て
、
聖
人
で
な
け
れ
ば
奥
深
い
真
実
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
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い
る
。
こ
こ
で
の
顔
延
之
の
主
張
は
、
周
公
な
ど
の
聖
人
の
言
や
中
国
に
伝
え
ら
れ
る
鬼
神
な
ど
の
伝
承
と
仏
教
と
の
擦
り
合
わ
せ
を
お

こ
な
い
、『
易
経
』
な
ど
の
儒
教
経
典
や
中
国
の
聖
人
の
教
え
を
肯
定
し
つ
つ
、
よ
り
高
い
解
釈
を
示
す
教
え
と
し
て
仏
教
を
評
価
し
た

も
の
で
あ
る
。
顔
延
之
と
何
承
天
は
、
従
来
の
儒
教
経
典
解
釈
に
飽
き
足
ら
な
さ
を
感
じ
て
い
る
点
で
は
共
通
す
る
が
、
そ
こ
か
ら
一
歩

進
め
て
よ
り
高
い
解
釈
を
仏
教
に
求
め
る
か
否
か
と
い
う
点
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
立
場
は
顔
Ⅲ
に
は((

(

、

来
論
は
姫
を
立
て
て
釈
を
廃
す
。
故
に
吾
は
釈
を
引
き
て
姫
を
符
と
す
。

と
し
て
、
何
承
天
は
周
公
（
姫
）
に
従
う
が
仏
教
（
釈
）
に
批
判
的
で
、
顔
延
之
は
仏
教
に
依
拠
し
て
周
公
を
そ
の
教
え
の
顕
現
の
一
つ

と
み
な
す
と
い
う
立
場
が
記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
儒
教
経
典
と
周
公
や
孔
子
な
ど
の
聖
人
を
絶
対
的
に
肯
定
し
て
い
る
点
は
、
現
代

の
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
な
い
前
提
条
件
で
あ
る
の
で
留
意
を
要
す
る
。

次
節
以
降
で
『
達
性
論
』
論
争
の
具
体
相
を
一
つ
ず
つ
見
て
い
く
う
ち
に
、
何
承
天
と
顔
延
之
の
論
に
次
の
よ
う
な
傾
向
が
看
取
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
承
天
の
場
合
は
天
に
対
す
る
統
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
な
い
複
数
の
儒
教
経
典
に
論
拠
を
求
め
て
い
る
の
で
、

「
理
」
に
関
し
て
は
整
合
性
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
話
は
常
識
的
か
つ
経
験
的
で
あ
る
た
め
割
合
に
理
解
し
や
す
い
。
一
方
、
顔

延
之
の
場
合
は
、
仏
教
に
依
拠
し
て
論
ず
る
「
理
」
の
整
合
性
は
お
よ
そ
と
れ
て
い
る
が
、
話
が
や
や
も
す
る
と
大
き
く
な
り
が
ち
で
、

信
憑
性
に
か
け
る
き
ら
い
が
あ
る
。
説
明
の
便
宜
上
、
先
取
り
し
て
両
者
の
論
の
傾
向
を
述
べ
た
が
、
こ
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
読
み
進

む
と
両
者
の
思
考
を
汲
み
取
り
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
論
争
が
熱
を
帯
び
た
背
景
と
し
て
は
、
仏
教
に
対
し
て
生
死
を
通
貫
す
る
世
界
観
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
儒
教
は
死
後
に
つ
い
て
明
確
で
系
統
的
な
世
界
観
を
持
た
な
い
し
、
道
家
や
当
時
の
道
教
も
明
瞭
な
構
造
を
示
し
て
い
な
い
。
顔

延
之
の
よ
う
な
仏
教
信
者
は
も
と
よ
り
、
何
承
天
の
よ
う
に
仏
教
の
世
界
観
に
懐
疑
的
な
知
識
人
も
仏
教
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
、
強
い

関
心
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
関
心
は
し
ば
し
ば
輪
廻
思
想
に
集
ま
り
、
輪
廻
思
想
に
付
随
し
て
、
死
後
に
精
神
は
滅
す
る
か
否
か
（
神
滅
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不
滅
）
や
生
前
の
行
為
の
善
悪
が
生
ま
れ
変
わ
り
に
影
響
す
る
と
い
う
報
応
思
想
も
論
争
の
焦
点
と
な
っ
た
。『
達
性
論
』
論
争
は
仏
教

的
世
界
観
を
是
認
す
る
顔
延
之
と
仏
教
的
世
界
観
に
懐
疑
的
な
何
承
天
の
論
争
で
あ
り
、
上
述
の
関
心
事
を
背
景
と
し
た
論
争
と
見
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

２　

万
物
の
本
性
に
つ
い
て

何
承
天
が
慧
琳
と
同
様
に「
幽
冥
の
理
」に
つ
い
て
不
可
知
論
を
支
持
し
た
こ
と
は
、『
白
黒
論
』を
検
討
し
た
際
に
論
じ
た((

(

。『
白
黒
論
』

論
争
よ
り
派
生
す
る『
達
性
論
』論
争
の
主
要
な
論
点
は
、問
題
提
起
を
し
た『
達
性
論
』に
集
約
さ
れ
て
い
る
。『
達
性
論
』は「
幽
冥
の
理
」

に
つ
い
て
の
関
心
が
動
機
と
な
り
「
性
」
の
探
究
に
及
ん
だ
著
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
空
」
な
ど
の
抽
象
概
念
を
テ
ー
マ
と
は
せ
ず
、

も
っ
ぱ
ら
具
体
的
な
現
象
面
を
通
し
て
「
理
」
を
追
究
し
て
い
る
。
顔
延
之
も
含
め
て
、『
達
性
論
』
論
争
で
は
こ
の
傾
向
が
一
貫
し
て

う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
こ
こ
で
何
承
天
が
『
達
性
論
』
で
提
示
し
た
問
題
点
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
何
承
天
の
関
心
と
は
、

仏
教
が
「
万
物
の
本
性
（
本
来
的
な
あ
り
方
）」、「
万
物
と
幽
冥
の
理
の
関
係
」、「
万
物
の
中
で
生
き
る
人
間
の
あ
る
べ
き
生
き
方
」
を

正
し
く
提
示
で
き
て
い
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
さ
に
「
性
」
に
つ
い
て
の
設
問
と
も
言
え
る
「
本
性
」
に
つ
い
て
や
、「
本
性
」
に

即
し
た
「
あ
る
べ
き
生
き
方
」
を
個
別
の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
か
つ
「
本
性
」
と
「
理
」
と
の
関
連
性
ま
で
問
題
提
起
し
て
い
る
こ

と
は
、「
性
」（
本
性
）
と
「
理
」
の
探
究
を
目
的
と
す
る
『
達
性
論
』
に
ふ
さ
わ
し
い
立
論
と
言
え
よ
う
。
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万
物
の
本
性
や
、
万
物
の
中
で
生
き
る
人
間
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
何
承
天
や
顔
延
之
或
い
は
当
時
の
多
く
の
知
識
人
は
こ
れ
ら

の
問
題
と
「
理
」
を
不
可
離
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、『
白
黒
論
』
論
争
を
受
け
て
、何
承
天
が
こ
れ
ら
の
問
い
を
立
て
、

顔
延
之
も
こ
れ
に
対
す
る
自
己
の
所
見
を
述
べ
、『
達
性
論
』
論
争
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
上
記
三
つ
の
問
題
の
う
ち
、「
万

物
の
本
性
」
に
関
す
る
問
題
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、『
達
性
論
』（
何
Ⅰ
）
で
は
『
易
経
』
の
説
を
引
用
し
、
こ
れ
を
立
脚
点
と
し
て
い
る(((

(

。

夫
れ
両
儀
は
既
に
位
あ
り
。
帝
王
は
之
れ
に
参
じ
て
、
宇
中
に
焉
れ
よ
り
尊
き
は
莫
し
。
天
は
陰
陽
を
以
て
分
か
れ
、
地
は
剛
柔

を
以
て
用は
た
らき
、
人
は
仁
義
を
以
て
立
つ
。
人
は
天
地
非あ
ら

ざ
れ
ば
生
ぜ
ず
、
天
地
は
人
非
ざ
れ
ば
霊
な
ら
ず
。
三
才
は
同
体
な
り
。

相
須ま

っ
て
成
る
者
な
り
。

何
Ⅰ
の
冒
頭
で
は
こ
の
よ
う
に
説
き
、
何
承
天
は
論
証
不
能
の
点
に
は
判
断
を
慎
重
に
す
る
不
可
知
論
者
で
は
あ
っ
て
も
、
論
証
が

難
し
い
万
物
の
本
性
に
つ
い
て
は
『
易
経
』
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
を
思
考
の
出
発
点
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
天
地
人
を

位
置
づ
け
た
上
で
、

故
に
能
く
気
を
禀う

け
て
清
和
な
れ
ば
、
神
明
は
特
達
し
、
情
は
古
今
を
綜す

べ
、
智
は
万
物
に
周
く
、
妙
思
は
幽
を
窮
め
、
賾
制
は

侔
を
作
り
、
造
化
は
仁
に
帰
す
。
与と
も

に
是
れ
を
能
く
す
る
は
君
長
と
為
る
。
黎
元
を
撫
養
し
、
天
を
助
け
て
徳
を
宣の

ぶ
。

と
続
け
、
気
の
状
態
が
清
和
で
あ
る
帝
王
が
精
神
、
情
、
智
、
徳
の
面
で
特
別
な
素
養
を
有
し
た
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
人
民
を
治
め
る

資
格
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。

そ
し
て
、
帝
王
の
善
政
に
呼
応
し
て
、
天
地
も
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
、
人
民
も
必
要
な
物
資
に
事
欠
か
ず
、
楽
し
く
節
度
あ
る

暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

日
月
は
淑
清
に
し
て
、
四
霊
は
来
た
り
格い
た

る
。
祥
風
は
協
律
し
、
玉
燭
は
揚
輝
す
。
九
穀
と
芻
豢
は
陸
に
産
し
水
に
育
ち
、
酸
鹹
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百
品
は
其
の
膳
羞
に
備
わ
る
。
棟
宇
舟
車
は
金
を
銷と

か
し
土
を
合
わ
せ
、
絲
紵
玄
黄
は
其
の
器
服
に
供
う
。
文
は
礼
度
を
以
て
し
、

娯
は
八
音
を
以
て
す
。
物
を
庇
い
生
を
殖
や
し
て
備
設
せ
ざ
る
な
し
。

人
間
が
生
物
の
中
で
も
天
地
と
並
ぶ
高
い
価
値
が
あ
る
こ
と
や
、
人
間
の
中
で
も
帝
王
の
偉
大
さ
を
、
何
承
天
が
こ
と
さ
ら
強
調
し

て
説
く
の
は
、
仏
教
の
「
衆
生
」
と
い
う
概
念
で
果
た
し
て
世
界
の
構
造
が
説
明
で
き
る
の
か
と
い
う
違
和
感
の
表
明
で
あ
る
。

安い
づ

く
ん
ぞ
夫
れ
飛
沈
蠉け
ん
ぜ
ん蠕

と
並
べ
て
衆
生
と
為
さ
ん
や
。

人
間
を
他
の
生
物
と
同
列
に
並
べ
た
場
合
、
帝
王
や
聖
人
ま
で
鳥
、
魚
、
虫
な
ど
と
同
類
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
何
承
天
は
「
衆
生
」

と
い
う
括
り
方
を
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る(((

(

。
何
承
天
の
考
え
に
よ
れ
ば
、『
易
経
』
に
説
か
れ
る
人

民
の
生
活
と
帝
王
の
政
治
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
、

夫
れ
民
用
は
倹
な
れ
ば
則
ち
足
り
易
し
。
足
り
易
け
れ
ば
則
ち
力
に
余
り
有
り
。
力
に
余
り
有
れ
ば
則
ち
志
情
は
泰
し
。
治
を
楽

し
む
の
心
は
是
こ
に
於
い
て
生
ず
。

事
は
簡
な
れ
ば
則
ち
擾み
だ

れ
ず
。
擾
れ
ざ
れ
ば
則
ち
神
明
に
霊
あ
り
。
神
明
に
霊
あ
れ
ば
則
ち
謀
慮
審つ
ま
びら
か
な
り
。
済
治
の
務
は
是

こ
に
於
い
て
成
る
。
故
に
天
地
は
倹
素
を
以
て
民
に
訓お
し

え
、
乾
坤
は
易
簡
を
以
て
人
に
示
す
。
所
以
に
訓
示
慇
懃
な
る
こ
と
此
く

の
若
く
之
れ
篤
き
な
り
。

と
説
か
れ(((

(

、
帝
王
は
天
地
と
人
民
の
生
活
の
調
和
を
取
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
動
物
や
昆
虫
は
お
ろ
か
、
一
般

の
人
間
と
も
区
別
す
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
。
何
承
天
の
『
易
経
』
解
釈
に
基
づ
く
世
界
観
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
何
承
天
か
ら
す
れ

ば
、
仏
教
を
信
奉
す
る
顔
延
之
が
こ
れ
と
齟
齬
の
無
い
仏
教
的
世
界
観
の
解
釈
を
示
す
か
、
あ
る
い
は
何
承
天
の
『
易
経
』
解
釈
で
は
な

い
別
の
解
釈
で
仏
教
的
世
界
観
と
の
会
通
を
果
た
さ
な
い
限
り
納
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
が
何
Ⅰ
に
お
け
る
万
物
の
本
性
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
で
あ
る
が
、
何
承
天
と
し
て
も
ま
だ
十
分
に
意
を
尽
く
し
た
わ
け
で
は
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な
く
、
顔
Ⅰ
に
対
し
て
は
何
Ⅱ
で
、
顔
Ⅱ
に
対
し
て
は
何
Ⅲ
で
見
解
を
補
足
し
、
何
Ⅲ
に
対
し
て
顔
延
之
が
顔
Ⅲ
で
答
え
て
一
応
論
争
は

収
束
し
て
い
る
。
以
下
、
論
が
出
さ
れ
た
順
に
、
万
物
の
本
性
に
関
す
る
論
争
の
経
緯
を
見
て
い
こ
う
。

何
承
天
が
「
人
」
に
つ
い
て
、「
天
地
」
の
二
儀
と
と
も
に
同
体
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
顔
延
之
は
顔
Ⅰ
で(((

(

、

是
れ
必
ず
合
徳
の
称
な
り
。
人
の
目
に
遭
う
に
非
ず
。
然
れ
ば
庶
類
を
総
じ
て
同
じ
く
衆
生
と
号
す
。
亦
含
識
の
名
な
り
。
豈あ
に

上

哲
の
謚
な
ら
ん
。

と
い
う
回
答
を
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
人
」
と
い
う
概
念
は
た
だ
人
間
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
生
き
物
（
含
識
）
を
代
表

し
た
表
現
と
し
て
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
聖
賢
（
上
哲
）
の
こ
と
の
み
を
説
い
て
い
る
と
す
る
何
承
天
の
考
え
を
批
判
し
た
。
ま
た
、
聖

賢
と
生
き
物
の
同
質
性
に
つ
い
て
、

豈あ
に

得
生
之こ

れ
異
な
る
可
け
ん
や
。
不
異
の
生
は
宜
し
く
其
れ
衆
と
為
す
べ
し
。
但た
だ

衆
品
の
中
に
愚
慧
群
差
あ
り
。
人
は
則
ち
物
を

役
し
て
以
て
養
を
為
し
、
物
は
則
ち
役
せ
ら
れ
て
以
て
人
を
養
う
。

と
述
べ
、
生
命
を
受
け
て
い
る
原
理
は
万
物
に
共
通
す
る
と
説
く
。
た
だ
、
人
間
に
は
賢
愚
の
違
い
が
あ
り
、
人
間
は
他
の
生
き
物
を
利

用
し
、
他
の
生
き
物
は
人
間
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
だ
と
し
て
い
る
。
顔
延
之
が
万
物
の
生
命
を
平
等
だ
と
す
る

見
方
を
基
調
に
し
て
世
界
を
解
釈
す
る
点
は
、明
ら
か
に
仏
教
思
想
に
起
因
す
る
も
の
で
、こ
れ
と
人
間
を
中
心
に
し
て
説
明
さ
れ
た
『
易

経
』
の
世
界
観
と
の
折
衷
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

何
Ⅱ
で
は(((

(

、

然
ら
ず
と
謂
う
に
非
ず
。
人
生
は
均
し
と
雖
も
、
大
徳
を
被
る
は
之
れ
を
衆
生
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
譬た
と

え
ば
聖
人
は
同
じ
く
五
常

を
禀う

く
と
雖
も
、
之
れ
を
衆
人
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
奚な
ん

ぞ
不
異
の
生
に
取
り
て
必
ず
宜
し
く
衆
と
為
す
べ
け
ん
や
。



蓮花寺佛教研究所紀要　第一号

126

と
し
、
生
命
の
原
理
の
み
を
取
り
上
げ
て
言
え
ば
、
顔
延
之
の
見
解
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
聖
人
を
衆
人

と
は
呼
べ
な
い
よ
う
に
、
大
徳
を
有
す
る
人
間
を
衆
生
と
呼
ん
で
同
一
視
し
、
こ
れ
を
基
調
に
し
て
世
界
を
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
反
論
し
て
い
る
。

顔
Ⅱ
で
顔
延
之
は(((

(

、

夫
れ
意
に
藉か

り
て
理
を
探
る
に
は
之
れ
を
聖
文
の
三
才
の
論
に
析
す
る
に
若し

か
ず
。
故
に
当
に
諸こ
れ

を
三
画
に
本
づ
く
べ
し
。
三
画

は
既
に
陳な
ら

ん
で
、
中
は
君
徳
を
称
す
。
所
以
に
神
は
太
上
を
致
し
、
元
首
を
崇
一
す
。
故
に
前さ
き

に
自
ず
か
ら
体
が
天
地
と
合
す
る

に
非
ざ
れ
ば
以
て
元
応
す
る
無
し
と
謂
う
。

と
述
べ
、
何
承
天
と
同
じ
く
『
易
経
』
に
依
拠
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
易
の
卦
の
三
画
の
真
ん
中
、「
人
」
に
擬
せ
ら
れ
る
箇
所
か
ら
君

徳
の
働
き
を
読
み
取
る
こ
と
を
肯
定
し
つ
つ
、
天
と
地
の
間
に
存
在
す
る
「
体
」
が
天
地
と
合
一
し
な
く
て
は
、
真
に
感
応
す
る
は
ず
が

な
い
と
説
い
て
い
る
。
更
に
、
何
承
天
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

未
だ
存
同
を
肯
ん
ぜ
ず
。
猶
以
て
兼
容
し
て
棄
つ
る
罔な

き
と
広
載
し
て
遺
て
ざ
る
を
恐
れ
る
が
ご
と
し
。
篤
物
の
志
は
誠
に
優ゆ
う
せ
ん贍

為
り
。
理
位
雑
越
し
疑ぎ

陽よ
う

遂
に
衆お
お

き
を
恐
れ
る
。

と
評
し
、
人
間
以
外
の
生
き
物
を
捨
象
し
て
世
界
観
を
語
ろ
う
と
す
る
何
承
天
に
対
し
、
生
き
物
全
体
を
包
含
す
る
立
場
の
優
位
を
主
張

し
、
顔
延
之
の
見
解
こ
そ
が
正
し
い
世
界
観
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

万
物
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
の
基
本
的
立
場
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
何
Ⅲ
で
何
承
天
は
、
生
き
物
に
宿
る
精
神
の
相
違

に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
論
及
し
て
い
る(((

(

。

夫
れ
特
霊
の
神
は
既
に
衆
に
異
な
れ
ば
、
得
生
の
理
は
何
ぞ
嘗
て
暫
く
も
同
じ
な
ら
ん
。
生
は
理
に
本
づ
き
て
、
理
は
異
な
れ
り
。

同
じ
衆
の
生
の
名
は
将ま
さ

に
安い
づ

く
ん
ぞ
附
せ
ん
や
。
若
し
此
の
生
の
名
を
執
り
て
必
ず
使
い
衆
に
従
わ
ば
、
則
ち
混
成
の
物
は
亦
将ま
さ
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に
例
に
在
り
や
。

何
承
天
は
、
特
別
な
精
神
と
は
一
般
人
の
精
神
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
者
の
精
神
の
原
理
自
体
に
も
相
違
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
混
成
と
は
『
老
子
』
第
二
十
五
章
に
説
か
れ
る
万
物
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
定
ま
っ
た
形
の
な
い
も
の
の
意

に
用
い
て
い
る
と
見
ら
れ
、
顔
延
之
の
解
釈
で
は
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
顔
延
之
は
顔
Ⅲ
で
、『
易
経
』
の
原
理
に
準
拠
し
て
反
論
し
て
い
る(((

(

。

足
下
は
（
得
生
の
理
が
）
未
だ
嘗
て
暫
く
も
同
じ
な
ら
ず
と
謂
う
。
若
し
異
理
有
ら
ば
復
た
煦
蒸
も
非
ざ
る
や
。
則
ち
陰
陽
の
表

に
更
に
受
生
の
塗
趣
有
り
。

も
し
異
な
る
理
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
気
を
以
て
万
物
を
あ
た
た
め
養
う
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
陰
陽
の
気

以
外
に
生
命
を
作
る
原
理
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
指
摘
し
、
何
承
天
の
論
が
『
易
経
』
の
世
界
観
と
も
齟
齬
を
き
た
し
て

い
る
と
論
難
し
て
い
る
。

以
上
に
、
何
承
天
と
顔
延
之
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
万
物
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
を
見
て
き
た
。
い
ず
れ
も
権
威
あ
る
原
典
を
踏
ま

え
て
「
本
性
」、す
な
わ
ち
「
性
」
の
根
源
を
追
究
し
て
い
る
が
、主
に
「
衆
生
」
と
い
う
概
念
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
、万
物
と
人
間
の
「
性
」、

同
じ
人
間
で
も
聖
人
と
凡
人
の
「
性
」
に
対
す
る
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
何
承
天
は
儒
教
経
典
や
老
荘
思
想
に
基
づ
い
て
い
て
も
、
従

来
説
か
れ
て
き
た
世
界
観
に
対
し
て
は
不
十
分
さ
を
感
じ
、
新
来
の
仏
教
の
解
釈
に
つ
い
て
も
納
得
し
て
お
ら
ず
、
一
方
、
顔
延
之
は
仏

教
の
世
界
観
に
立
脚
し
、
仏
教
の
世
界
観
を
演
繹
し
た
形
と
し
て
儒
教
経
典
や
老
荘
思
想
に
説
か
れ
る
世
界
観
が
展
開
し
て
い
る
と
解
釈

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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万
物
と
幽
冥
の
理

輪
廻
説
、報
応
説
お
よ
び
神
滅
論
・
神
不
滅
論
の
問
題
も
内
包
す
る
幽
冥
の
理
に
関
し
て
、何
承
天
が
不
可
知
論
者
で
あ
る
こ
と
は
『
白

黒
論
』
論
争
か
ら
観
察
さ
れ
た
。『
達
性
論
』
に
お
い
て
も
、
何
承
天
の
不
可
知
論
者
と
し
て
の
立
場
が
看
取
さ
れ
る
。

何
承
天
が
『
易
経
』
に
説
か
れ
る
天
地
人
の
世
界
観
に
立
脚
し
て
自
己
の
所
説
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
前
節
で
言
及
し
た
。
整
合
性

の
と
れ
た
世
界
観
を
儒
教
経
典
に
求
め
た
場
合
、『
易
経
』に
依
拠
す
る
こ
と
は
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
中
国
に
仏
教
が
伝
来
し
輪
廻
説
、

報
応
説
お
よ
び
神
不
滅
論
が
提
示
さ
れ
る
と
、拒
否
反
応
を
示
す
儒
者
も
多
か
っ
た
が
、何
承
天
の
対
応
は
異
な
っ
て
い
た
。
以
下
に
、『
達

性
論
』（
何
Ⅰ
）
に
お
け
る
何
承
天
の
神
不
滅
論
と
神
滅
論
に
対
す
る
見
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
何
承
天
は
顔
延
之
に
神
不
滅
論
批
判
を
提
示
し
て
い
る(((

(

。

生
あ
れ
ば
必
ず
死
有
り
、
形
弊へ
い

さ
ば
神
は
散
ず
る
に
至
り
て
は
、
猶な
お

春
に
栄
え
秋
に
落
ち
、
四し
い
じ時
代
換
す
る
が
ご
と
し
。
奚な
ん

ぞ
更

に
形
を
受
く
る
こ
と
あ
ら
ん
や
。
詩
に
云
う
、
愷
悌
の
君
子
は
福
を
求
め
て
回た
が

わ
ず
、
と
。
弘
道
の
己
に
在
る
を
言
う
な
り
。

万
物
は
生
ま
れ
れ
ば
必
ず
死
が
訪
れ
、
肉
体
が
滅
び
れ
ば
精
神
は
散
ず
る
と
説
く
。
生
命
が
溌
剌
と
し
て
繁
栄
す
る
時
期
を
経
て
、

最
後
は
枯
れ
果
て
る
結
末
に
至
る
様
子
は
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、
一
度
枯
れ
た
も
の
は
も
は
や
再
生
し
な
い
と
い

う
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
。
同
時
に
『
詩
経
』
の
一
節
を
引
用
し
、
君
子
は
自
己
の
幸
い
の
た
め
に
善
い
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
道

を
広
め
る
こ
と
を
己
の
任
と
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
、
報
応
思
想
に
包
含
さ
れ
る
善
因
善
果
、
悪
因
悪
果
の
原
理
に
対
し
て
も
批
判
的
な

見
方
を
提
示
し
て
い
る
。

ま
た
何
Ⅰ
に
は
、
こ
の
報
応
思
想
批
判
の
他
に
も
、
明
確
に
報
応
思
想
を
批
判
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
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乃
ち
内
に
嗜
欲
を
懐い
だ

き
、
外
に
権
教
を
憚
り
、
慮
は
方
生
を
深
く
し
て
、
施
し
て
報
を
望
む
が
若ご
と

き
は
、
昔
の
先
師
に
在
り
て
は

未
だ
之
れ
言
或あ

る
に
あ
ら
ず
。

と
し
、
物
欲
し
げ
に
善
事
を
行
う
な
ど
は
、
過
去
の
聖
賢
の
教
え
に
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
顔
延
之
に
問
い
か
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
だ
け
を
見
れ
ば
、
何
承
天
は
神
不
滅
論
を
批
判
す
る
神
滅
論
者
な
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
一

方
で
『
詩
経
』
大
雅
か
ら
神
滅
論
と
は
見
ら
れ
な
い
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

三
后
は
天
に
在
り
と
は
、
精
霊
の
升
遐
を
言
う
な
り
。

と
述
べ
、「
三
后
（
周
の
大
王
・
王
季
・
文
王
）
は
死
後
に
天
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
い
う
一
節
は
、
死
後
に
精
神
も
滅
び
る
と
す
る
神

滅
論
に
反
す
る
内
容
で
あ
る
。
何
承
天
は
死
後
の
精
神
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
天
に
精
霊
が
昇
る
」
と
い
う
『
詩
経
』
の
伝
承
を
ど
の

よ
う
に
合
理
的
に
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、『
白
黒
論
』
論
争
で
考
察
し
た
と
お
り
、
不
可
知
論
を
選
択
し
た
と
考
え
る
の

が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
幽
冥
の
理
に
対
し
て
不
可
知
論
を
唱
え
る
何
承
天
は
、『
達
性
論
』
の
中
で
神
滅
論
と
神
不
滅
論
の
い
ず
れ
に
も
積

極
的
に
組
す
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
報
応
説
・
輪
廻
説
・
神
滅
論
・
神
不
滅
論
の
問
題
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
冷
静
に
分
析
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

何
承
天
の
見
解
に
対
す
る
顔
延
之
の
立
場
は
、
当
時
の
仏
教
を
奉
じ
た
士
大
夫
の
例
に
漏
れ
ず
、
輪
廻
説
・
報
応
説
・
神
不
滅
論
の

擁
護
者
で
あ
る
。
幽
冥
の
理
に
つ
い
て
顔
Ⅰ
で
は
、
何
承
天
が
四
季
の
推
移
に
伴
う
植
物
の
栄
枯
と
人
間
の
一
生
を
同
一
視
し
た
説
明
に

対
し
て
反
論
し
て
い
る(((

(

。

然
る
に
神
理
の
存
没
は
儻あ
る
いは
枯
荄
変
謝
と
異
な
ら
ん
。
就も

し
草
木
に
同
じ
な
れ
ば
便す
な
わち
当
に
煙
尽
す
べ
し
。

と
何
承
天
の
見
解
を
ま
と
め
、
も
し
草
木
の
栄
枯
の
様
子
と
人
生
が
同
じ
構
造
で
あ
れ
ば
、
死
後
に
精
神
は
滅
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と

述
べ
、
次
い
で
、
何
承
天
が
挙
げ
た
「
天
に
精
霊
が
昇
る
こ
と
」
を
述
べ
た
『
詩
経
』
と
の
矛
盾
を
追
及
す
る
。
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而
る
に
復
た
三
后
は
昇
遐
し
、
精
霊
は
天
に
在
り
と
云
う
。
若
し
精
霊
必
ず
在
ら
ば
、
果
た
し
て
草
木
に
異
な
れ
り
。
則
ち
受
形

の
論
な
り
。
乃
ち
更
に
来
説
に
資
す
る
無
し
。
将は
た

三
后
は
善
報
を
粋あ
つ

め
て
天
に
在
生
せ
し
や
。

も
し
三
后
が
天
に
生
じ
て
い
る
の
な
ら
、
こ
れ
は
仏
教
が
説
く
受
形
の
論
に
合
致
し
、
何
承
天
の
説
に
は
符
合
し
な
い
と
指
摘
し
て

い
る
。『
詩
経
』
は
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
儒
教
経
典
で
あ
る
の
で
、
顔
延
之
は
こ
こ
に
立
脚
し
て
、
以
下
に
続
く
論
述
の
中
で
神
不
滅
論

と
報
応
説
を
正
当
化
し
て
い
る
。

若
し
徒た
だ

に
精
霊
有
ら
ば
、尚な
お

体
状
無
く
、未
だ
在
天
を
知
ら
ず
と
な
す
は
、当
に
何
に
憑
り
て
以
て
立
つ
べ
き
や
。
吾
は
庭
断
に
怯お
び

え
、

故
に
務
め
て
依
放
を
求
む
。
而
し
て
進
退
思
索
し
て
未
だ
所
安
を
獲
ざ
り
き
。
凡
そ
気
数
の
内
は
感
対
せ
ざ
る
無
し
。
施
報
の
道

は
必
然
の
符
な
り
。

「
三
后
在
天
」
は
天
に
三
后
の
形
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
、『
詩
経
』
に
そ
の
記
述
が
あ
る
の
だ
と
顔
延
之
は
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
点
を
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
な
か
な
か
納
得
の
い
く
答
え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
世
の
中
で
は
あ
る
作
用
が
起
こ
れ
ば
こ
れ
に
対

応
し
て
必
ず
何
ら
か
の
反
応
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、や
は
り
仏
教
に
説
か
れ
る
報
応
説
は
正
し
い
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

何
Ⅰ
と
顔
Ⅱ
の
議
論
が
基
調
と
な
っ
て
、
何
Ⅱ
か
ら
顔
Ⅲ
に
い
た
る
ま
で
補
足
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
な
さ
れ
た

神
滅
論
・
神
不
滅
論
に
関
す
る
両
者
の
議
論
を
見
る
と
、
何
承
天
は
「
無
形
の
有
」
と
い
う
状
態
を
想
定
し
、
顔
延
之
は
神
不
滅
論
の
立

場
か
ら
何
承
天
の
説
に
反
対
し
て
い
る
。
ま
ず
、
何
Ⅱ
で
は
、
先
に
出
た
「
精
霊
在
天
」
に
つ
い
て
、
孔
子
と
弟
子
の
仲
由
（
子
路
）
と

賜
（
子
貢
）
の
問
答
を
例
に
挙
げ
て
、「
更
に
受
形
せ
ず
」
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
顔
延
之
は
顔
Ⅱ
で(((

(

、

有
と
雖
も
形
無
し
と
す
る
が
若
き
は
、
天
下
に
寧な
ん

ぞ
無
形
の
有
な
る
も
の
有
ら
ん
や
。
此
れ
を
顧か
え
りみ

る
に
惟こ
れ

疑
い
あ
り
。
宜
し
く

見
て
正
し
く
定
む
べ
し
。
仲
尼
は
答
え
ず
し
て
有
無
は
未
だ
弁
ぜ
ず
。

と
述
べ
、「
無
形
の
有
」
の
存
在
を
否
定
し
、
仲
尼
（
孔
子
）
は
死
後
の
精
神
の
存
在
に
つ
い
て
は
回
答
を
保
留
し
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
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こ
れ
を
受
け
て
何
承
天
は
何
Ⅲ
で
、
中
国
に
伝
承
さ
れ
る
鬼
神
の
存
在
を
挙
げ
、
こ
れ
こ
そ
無
形
の
有
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、

鬼
神
の
存
在
は
経
典
に
も
記
さ
れ
、
鄭
の
子
産
や
呉
の
季
札
の
よ
う
な
賢
人
も
鬼
神
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
無

形
の
有
は
疑
う
べ
く
も
な
い
と
再
反
論
し
た
。

顔
延
之
は
顔
Ⅲ
で
何
Ⅲ
に
答
え
て
、
再
び
神
不
滅
論
の
立
場
を
説
明
し
て
い
る
。
顔
延
之
は
こ
の
議
論
に
お
け
る
何
承
天
と
の
発
想

の
違
い
に
つ
い
て
、
顔
延
之
自
身
は
す
べ
て
の
生
き
物
に
通
底
す
る
一
つ
の
理
で
説
明
を
試
み
て
い
る
が
、
何
承
天
は
「
又
置
き
て
別
に

生
類
と
為
す
」
考
え
方
を
持
ち
、
複
数
の
理
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
何
承
天
の
よ
う
に
複
数
の
理
が
存
在

す
る
場
合
、
第
一
に
理
は
い
く
つ
存
在
す
る
の
か
、
第
二
に
そ
れ
ら
の
理
の
間
に
い
か
な
る
関
係
が
存
在
す
る
の
か
を
説
明
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
点
が
何
承
天
の
弱
点
で
も
あ
り
、
ひ
い
て
は
儒
家
や
道
家
が
仏
教
に
対
し
て

引
け
目
を
覚
え
る
点
で
も
あ
る
。

次
に
、
何
Ⅱ
か
ら
顔
Ⅲ
の
間
で
な
さ
れ
た
報
応
説
と
輪
廻
説
に
関
す
る
両
者
の
議
論
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。
顔
Ⅰ
の
「
施
報
の
道
は

必
然
の
符
な
り
」
と
い
う
見
解
に
対
し
て
、
何
Ⅱ
で
は
「
当
に
于
氏
高
門
と
謂
う
べ
し
」
と
コ
メ
ン
ト
を
付
し
、
前
漢
の
于
公
が
公
平
な

裁
判
を
し
た
自
身
の
余
徳
に
よ
っ
て
子
孫
が
栄
え
る
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
、
家
の
門
を
高
貴
な
人
物
が
用
い
る
馬
車
が
入
れ
る
よ
う
に
高

く
改
造
し
、
実
際
に
息
子
の
于
定
国
が
丞
相
に
昇
進
し
た
故
事
を
引
用
し
て
、
報
応
説
の
解
釈
を
一
つ
の
見
識
と
し
て
認
め
て
い
て
も
、

こ
れ
が
報
応
説
の
論
証
に
ふ
さ
わ
し
い
か
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
ま
た
、「
博
陽
は
伐ほ
こ

ら
ず
し
て
、公
侯
の
祚
を
膺う

く
」
と
も
述
べ
、

前
漢
の
博
陽
侯
丙
吉
が
宣
帝
を
補
佐
し
た
功
績
を
誇
ら
ず
と
も
丞
相
に
昇
進
し
た
こ
と
を
挙
げ
、「
何
ぞ
後
身
に
関
す
る
や
」
と
い
う
見

解
を
示
し
、
こ
れ
も
ま
た
報
応
説
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
顔
延
之
は
こ
れ
に
対
し
て
顔
Ⅱ
で
荘
周
（
荘
子
）
と
孫

卿
（
荀
子
）
に
も
報
応
説
を
裏
付
け
る
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
中
国
の
賢
人
も
報
応
説
を
承
認
し
て
い
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。

何
Ⅲ
で
は
本
当
に
報
応
の
原
理
が
機
能
し
て
い
る
の
な
ら
、
聖
人
の
教
え
が
衰
え
て
、
こ
の
世
に
苦
し
み
が
蔓
延
し
て
い
る
は
ず
が
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な
い
と
い
う
考
え
を
提
示
し
て
、
報
応
説
に
対
す
る
疑
義
を
補
強
し
て
い
る
。
更
に
輪
廻
説
に
つ
い
て
は(((

(

、

聖
人
は
上
に
在
り
て
百
神
と
長
を
争
わ
ず
。
始
め
有
ら
ば
卒お

わ
り
有
り
。
焉
ぞ
無
死
の
地
を
得
ん
や
。

と
述
べ
、
中
国
で
は
最
高
の
権
威
者
で
あ
る
聖
人
が
天
上
で
諸
神
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
世
界
観
を
提
示
し
た
上
で
、
こ
れ
と
齟
齬
を
き

た
す
よ
う
な
仏
教
の
世
界
観
、
す
な
わ
ち
輪
廻
の
苦
か
ら
脱
却
し
て
涅
槃
と
い
う
無
死
の
境
地
に
達
す
る
と
説
く
仏
教
の
世
界
観
を
疑
っ

て
い
る
。
何
承
天
に
と
っ
て
、
仏
教
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
理
論
化
さ
れ
た
世
界
観
を
提
示
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
顔
延
之
を

論
難
す
る
際
に
は
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
世
界
観
を
疑
う
べ
く
も
な
い
真
実
と
し
て
根
拠
に
す
え
て
反
論
す
る
方
法
論
を
採
用
し
て
い
る
。

顔
Ⅲ
で
は
、
こ
れ
ら
の
何
承
天
の
見
解
に
つ
い
て
、
第
一
に
こ
の
世
の
富
貴
を
基
準
と
し
て
い
る
視
野
の
狭
さ
を
指
摘
し
、
第
二
に

世
俗
の
見
方
を
超
え
た
高
い
見
方
を
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
第
一
の
点
は
、
道
徳
律
と
富
貴
の
不
対
応
関
係
に
つ
い
て
の
論
難
に

答
え
た
も
の
で
、
第
二
の
点
は
、
議
論
の
立
脚
点
の
高
さ
を
問
題
に
し
て
い
る
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
顔
延
之
は(((

(

、

山
経
の
所
画
と
仙
伝
の
所
記
の
如
き
に
至
り
て
は
、
事
は
世
載
に
関
す
る
も
已
に
原た
ず

ぬ
べ
か
ら
ず
。
況
や
復
た
道
は
恒
情
を
絶
ち
、

理
は
常
照
に
隔
た
る
。

と
記
し
、『
山せ
ん
が
い海

経き
ょ
う』

や
神
仙
の
記
述
は
な
か
な
か
世
俗
の
人
物
に
は
確
か
め
よ
う
が
な
く
、
ま
し
て
や
道
や
理
と
い
っ
た
奥
深
い
領
域

は
さ
ら
に
容
易
に
理
解
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
当
時
は
『
山
海
経
』
や
『
神
仙
伝
』
の
記
載
も
理
解
し
が
た
い
が
事
実
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
更
に
深
い
内
容
を
説
く
仏
教
に
つ
い
て
も
こ
の
認
識
に
準
じ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
達
性
論
』
論
争
で
は
、『
白
黒
論
』
論
争
で
問
題
に
な
っ
た
幽
冥
の
理
に
つ
い
て
、
更
に
具
体
的
か
つ
豊
富
な
内
容

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。こ
こ
で
は
中
国
の
聖
人
の
教
え
や
鬼
神
な
ど
の
身
近
な
習
俗
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
ま
で
言
及
さ
れ
、当
時
の
人
々

の
生
活
や
考
え
方
に
も
よ
り
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４　

万
物
の
中
に
お
け
る
人
間

『
達
性
論
』
論
争
で
は
、
万
物
の
本
性
や
万
物
と
幽
冥
の
理
と
い
う
実
証
や
探
究
が
困
難
な
領
域
を
論
ず
る
に
留
ま
ら
ず
、
万
物
の
中

に
お
い
て
人
間
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
卑
近
な
問
題
に
も
論
及
し
て
い
る
。
聖
人
を
鑑
と
し
つ
つ
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
社
会
秩

序
は
、
儒
家
の
理
論
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
、
こ
の
秩
序
は
道
徳
や
祭
祀
を
規
定
し
、
人
間
の
行
動
規
範
を
提
示
し
て
い
た
。
中
国
の
士
大

夫
が
仏
教
の
世
界
観
を
高
く
評
価
し
、
帰
依
す
る
者
も
多
数
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
仏
教
に
説
か
れ
る
行
動
規
範
と
社
会
を
支
え

る
儒
家
の
行
動
規
範
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
両
者
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
べ
き
か
は
自
ず
か
ら
大

き
な
課
題
と
な
っ
た
。
中
国
の
仏
教
徒
は
、
仏
教
が
真
理
を
説
く
以
上
、
中
国
の
聖
人
の
教
え
で
あ
る
儒
家
を
も
包
摂
す
る
解
釈
が
必
ず

存
在
す
る
は
ず
だ
と
い
う
確
信
を
持
ち
、
こ
の
確
信
を
前
提
と
し
て
思
考
を
重
ね
て
き
た
。
万
物
の
本
性
や
万
物
と
幽
冥
の
理
の
解
釈
に

関
し
て
、
仏
教
的
世
界
観
の
蓋
然
性
の
高
さ
を
承
認
し
た
場
合
、
万
物
の
中
で
人
間
が
い
か
に
行
動
す
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
お
け
る
仏

教
と
儒
家
と
の
違
い
に
も
当
然
論
及
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、『
白
黒
論
』
論
争
か
ら
『
達
性
論
』
論
争
に
至
り
、
ま
た
一
つ
議

論
が
深
化
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
本
節
で
は
、
第
一
に
人
間
が
同
じ
く
万
物
の
一
員
で
あ
る
動
物
を
殺
生
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か
、
第
二
に
犠
牲
を
捧
げ
る

こ
と
を
儀
式
に
組
み
込
ん
だ
祭
祀
を
続
け
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
論
争
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
何
承
天
は
『
達
性
論
』

の
中
で
上
記
二
点
を
問
題
提
起
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、「
性
」
に
透
徹
し
た
見
識
を
持
っ
た
上
で
、
万
物
の
中
に
お
け
る
人
間
の

あ
る
べ
き
形
を
探
究
す
る
場
合
、
最
も
象
徴
的
か
つ
対
照
的
な
問
題
点
は
「
殺
生
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
儒
家
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
の
点
は
中
国
の
聖
人
が
説
く
世
界
観
で
は
容
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
の
点
は
聖
人
が
定
め
た
祭
祀
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で
あ
る
と
権
威
付
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
衆
生
と
し
て
本
性
を
根
源
的
に
同
じ
く
す
る
と
見
る
仏
教
徒
か
ら
す
れ
ば
、
殺
生
は
容

認
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
聖
人
の
許
可
を
得
て
い
る
と
標
榜
し
た
う
え
で
煩
瑣
な
儀
礼
を
組
み
立
て
た
儒
家
に
対
し
て
、
伝
統
の
見
直

し
を
迫
る
の
は
当
然
な
が
ら
困
難
を
極
め
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
「
殺
生
」
に
関
す
る
議
論
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

『
達
性
論
』（
何
Ⅰ
）
で
は
、
聖
人
が
人
間
の
生
活
に
お
い
て
動
物
の
殺
生
を
容
認
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る(((

(

。

大
夫
は
麛べ
い
ら
ん卵
せ
ず
、
庶
人
は
数す
う
こ罟
せ
ず
。
葦
を
行
き
て
歌
を
作な

し
、
宵し
ょ
う
ぎ
ょ魚に
は
化
を
垂
る
。
所ゆ
え
ん以
は
人
用
を
愛
す
れ
ば
な
り
。

大
夫
が
狩
を
行
え
ば
、
鹿
の
子
或
い
は
け
も
の
の
子
（
麛
）
や
卵
は
取
ら
ず
、
庶
民
の
漁
で
は
や
た
ら
に
網
を
か
け
ず
。
葦
原
を
行
け

ば
歌
を
唱
っ
て
動
物
に
警
告
を
出
し
、
小
さ
い
魚
は
逃
が
し
て
や
る
と
い
う
。
中
国
の
こ
の
よ
う
な
習
慣
は
、
人
の
食
用
な
ど
生
活
に
供

す
る
動
物
を
愛
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
行
動
は
聖
人
の
精
神
に
か
な
う
も
の
だ
と
証
明
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

庖
厨
に
は
邇ち
か

づ
か
ず
、
五
犯
は
是
れ
翼
な
り
。
殷
后
は
祝
を
改
め
さ
せ
、
孔
は
釣
り
て
網
せ
ず
。
所
以
は
仁
道
を
明
ら
か
に
す
れ
ば

な
り
。

こ
こ
で
は
、『
孟
子
』
梁
恵
王
章
句
上
で
、
君
子
は
動
物
が
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
食
す
る
に
は
忍
び
な
い
惻
隠
の
情
が
起
こ
る

こ
と
を
説
い
た
こ
と
や
、
四
面
に
鳥
を
取
る
網
を
か
け
、
呪
師
が
天
地
四
方
か
ら
来
る
鳥
が
す
べ
て
捕
ま
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
事
を
か

け
て
い
る
の
を
見
て
、殷
后
（
殷
の
湯
王
）
が
そ
の
三
方
の
網
を
解
か
せ
て
、願
い
事
の
言
葉
も
変
え
さ
せ
た
故
事
（『
呂
氏
春
秋
』
孟
冬
紀
）

を
引
用
し
、
更
に
孔
子
が
釣
り
を
し
て
も
網
を
か
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
聖
王
で
あ
る
湯
王
や
聖
人

の
孔
子
や
孟
子
も
動
物
の
殺
生
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
何
承
天
は
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
動
物
の
犠
牲
を
お
供
え
と
し
、
殺
生
を
伴
う
儀
礼
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
何
承
天
の
見
解
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
何
Ⅰ
で
は
、

夫
れ
衆
生
な
る
者
の
若ご
と

き
は
、
之
れ
を
取
る
に
時と
き

有
り
、
之
れ
を
用
い
る
に
道み
ち

有
り
。
火
を
行
う
に
は
風
を
俟ま

ち
、
畋で
ん

漁り
ょ
うを

暴あ
ら

わ
す
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に
は
豺
獺
を
候ま

つ
。

と
述
べ
て
、
人
間
が
生
活
す
る
た
め
に
適
切
に
動
物
を
取
る
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
祭
祀
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。
祭
祀
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
豺
や
ま
い
ぬは
季
秋
に
獣
を
祭
り
、
獺
か
わ
う
そは
孟
春
に
魚
を
祭
る
と
い
う
『
礼
記
』
月
令
の
記
事
を
引
用

し
、
豺
獺
で
す
ら
自
然
や
動
物
の
恩
に
報
い
て
祭
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
人
間
は
祭
祀
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
何
承
天
は
何
Ⅰ
の
中
で
適
度
な
殺
生
と
、
殺
生
を
伴
う
祭
祀
の
必
要
性
を
説
明
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
顔
延
之

は
不
殺
生
を
標
榜
す
る
仏
教
徒
と
し
て
反
論
す
る
こ
と
に
な
る
。
顔
Ⅰ
で(((

(

、

始
め
は
或
い
は
順
に
因
る
と
雖
も
、終
わ
り
は
裁
残
に
至
る
。庶
端
は
萌
起
し
て
、情
嗜
は
禁
ぜ
ず
。害
を
生
ず
る
こ
と
繁
惨
に
し
て
、

天
理
は
欝
滅
す
。
皇
聖
は
其
れ
を
哀
れ
む
。
此
く
の
若
く
し
て
頓と
み

に
所
滞
を
奪
う
能
わ
ず
。
故
に
候
物
の
教
え
を
設
け
、
順
時
の

経
に
謹
む
。
将
に
仁
を
開
き
識
を
育
て
る
を
以
て
、
反か
え

り
て
漸よ
う
やく

息
泰
す
る
の
み
。
道
と
与
に
心
を
為
す
者
は
或
い
は
此
れ
を
剤ま

ぜ
ず
し
て
止
む
。

と
述
べ
て
、
殺
生
の
是
非
と
祭
祀
の
必
要
性
に
対
す
る
答
え
と
し
て
い
る
。
顔
延
之
は
人
間
の
欲
望
に
対
し
て
非
常
に
警
戒
心
を
抱
い
て

い
る
。
彼
の
見
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
初
は
自
然
の
運
行
に
従
っ
た
適
度
な
量
だ
け
動
物
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に

は
悲
惨
な
結
果
に
な
る
と
い
う
。
欲
望
が
起
こ
る
と
、
人
間
は
そ
れ
を
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
害
ば
か
り
積
み
重
な
っ
て
、
結
局
天

理
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
聖
人
は
こ
の
よ
う
な
人
間
の
愚
か
さ
を
哀
れ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
欲
望
の
対
象
と
な
る
動
物
を
人
間
か
ら
取
り
上

げ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
万
物
を
保
護
し
た
り
、
適
切
な
時
候
に
従
う
よ
う
に
教
え
を
説
き
、
仁
を
体
得
し
心
を
養
う
こ
と
で
、
な
ん

と
か
欲
望
を
落
ち
着
か
せ
て
生
活
も
安
定
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
仮
の
手
段
に
す
ぎ
ず
、
真
に
道
に
順

っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
殺
生
を
完
全
に
放
棄
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
顔
延
之
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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何
承
天
は
中
国
の
伝
統
的
な
価
値
観
を
ほ
ぼ
代
弁
し
て
お
り
、
顔
延
之
は
伝
統
的
な
価
値
観
と
聖
人
の
教
え
を
否
定
せ
ず
、
し
か
も
仏

教
の
不
殺
生
と
並
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
顔
延
之
の
場
合
、
当
時
存
在
し
て
い
た
古
典
や
故
事
に
依
拠
し
た
だ
け
で
は
、
何
承
天
に

反
論
で
き
な
い
の
で
、
探
究
す
べ
き
は
聖
人
の
本
質
で
あ
る
と
す
る
論
法
を
用
い
て
、
ま
ず
聖
人
の
本
質
と
仏
教
の
教
え
の
同
一
性
を
指

摘
し
た
上
で
、
従
来
の
解
釈
を
「
方
便
の
教
え
」
と
し
て
再
解
釈
す
る
と
い
う
手
法
を
用
い
て
い
る
。

万
物
の
中
に
お
け
る
人
間
に
関
す
る
議
論
は
何
Ⅱ
以
下
も
続
行
し
て
い
る
が
、
お
よ
そ
何
Ⅰ
と
顔
Ⅰ
の
枠
組
み
を
出
る
こ
と
は
な
い
。

例
え
ば
、
何
承
天
は
聖
人
の
教
え
を
言
葉
通
り
解
釈
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
立
場
か
ら
論
じ
続
け
、
何
Ⅲ
で
は
先
に
挙
げ
た
顔
延

之
の
不
殺
生
に
関
す
る
見
解
に
対
し
て
「
将は
た

鄙
議
を
難
ず
る
や
。
将は
た

聖
人
を
譏
る
や
」
と
詰
め
寄
る
な
ど
し
て
い
る
。
顔
延
之
自
身
は
も

と
も
と
聖
人
を
誹
謗
す
る
つ
も
り
な
ど
全
く
無
い
の
で
、
顔
Ⅲ
で
は
報
応
思
想
と
関
連
付
け
て(((

(

、

自
謂
え
ら
く
、
所
施
の
動
き
を
為
す
毎
に
、
必
ず
因
有
り
。
聖
人
は
従
い
て
之
れ
が
た
め
に
節
す
。

と
し
て
、
聖
人
は
報
応
の
原
理
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
殺
生
な
ど
と
い
う
恐
ろ
し
い
罪
は
犯
さ
な
い
し
、
人
に
も
勧
め
な
い
の
だ
と
述

べ
た
上
で
、
聖
人
を
誹
謗
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
何
承
天
の
詰
問
に
対
し
て
は(((

(

、

誰
の
難
な
る
か
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
は
、
或
い
は
自み
ず
から
前
報
を
忘
る
る
な
ら
ん
。

と
述
べ
て
、
誰
に
対
し
て
の
批
判
か
を
理
解
で
き
な
い
の
は
、
報
応
思
想
を
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
反
論
し
て
い
る
。

殺
生
や
祭
祀
の
是
非
に
関
す
る
議
論
で
も
報
応
思
想
の
よ
う
に
幽
冥
の
理
が
関
連
し
て
く
る
よ
う
に
、
一
つ
の
事
象
を
説
明
す
る
に
は

他
の
事
象
と
関
連
さ
せ
な
い
と
十
分
な
説
明
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
承
天
と
顔
延
之
の
論
は
当
時
の
知
見
を
尽
く
し
た
も
の
で
あ
り
、
両

者
と
も
初
め
か
ら
自
己
の
立
場
を
防
衛
す
る
と
い
う
狭
い
了
見
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
万
物
の
中
に
お
け
る
人
間
の
あ

り
方
や
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
よ
り
整
合
性
の
取
れ
た
認
識
を
追
究
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

『
達
性
論
』
論
争
は
、『
白
黒
論
』
論
争
で
最
大
の
問
題
に
な
っ
た
「
幽
冥
の
理
」
の
探
究
か
ら
新
た
な
展
開
を
見
せ
、「
理
」
か
ら
「
性
」

へ
と
探
究
の
重
点
を
移
し
た
。『
達
性
論
』
で
は
「
万
物
の
本
性
」、「
万
物
と
幽
冥
の
理
の
関
係
」、「
万
物
の
中
で
生
き
る
人
間
の
あ
る

べ
き
生
き
方
」
の
三
点
を
問
題
点
と
し
て
提
示
し
、
何
承
天
は
『
易
経
』
の
原
理
に
立
脚
し
な
が
ら
、「
幽
冥
の
理
」
に
つ
い
て
は
不
可

知
論
を
持
ち
、
仏
教
の
世
界
観
に
様
々
な
疑
問
を
投
げ
か
け
、
顔
延
之
は
中
国
伝
統
思
想
と
仏
教
の
間
に
齟
齬
が
な
い
こ
と
を
論
証
し
つ

つ
、
仏
教
的
世
界
観
を
擁
護
し
た
。
論
争
の
個
別
具
体
的
な
内
容
は
煩
瑣
に
渡
る
た
め
こ
こ
で
は
再
論
し
な
い
。

何
承
天
と
顔
延
之
の
論
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
が
概
念
を
手
段
と
し
た
探
究
の
及
ば
ぬ
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
る
た
め
、
客

観
的
に
決
定
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
論
争
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、『
達
性
論
』
論
争
は
「
理
」
と
「
性
」
の
関

連
性
と
い
う
儒
仏
道
三
教
に
お
け
る
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
だ
先
駆
的
な
論
争
で
あ
る
点
で
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
六
朝
時
代
に
お
け
る
『
達
性
論
』
な
ど
の
議
論
の
形
式
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
仏
教
は
中
国
に
根
を
下
ろ
す
に
あ
た
っ
て
、
中
国
伝
統
思
想
と
は
総
論
と
し
て
矛
盾
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
た
め
、
広
範
か
つ
木
目

細
か
い
検
証
が
な
さ
れ
、
在
来
の
思
想
と
の
違
い
は
深
浅
の
尺
度
で
解
釈
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
に
比
し
て
深
い
と
結
論
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
形
式
は
、
一
種
の
宿
命
と
し
て
後
世
ま
で
継
承
さ
れ
続
け
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
た
び
考
察
し
た
『
達
性
論
』
論
争
の
よ
う
な
仏
教
の
位
置
づ
け
の
確
認
作
業
は
、
そ
れ
以
後
の
中
国
仏
教
の
発
展
の
た
め
に
重

要
な
作
用
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
宿
命
的
か
つ
不
可
避
な
基
礎
作
業
が
晋
代
や
南
朝
宋
代
に
盛
ん
に
な
さ
れ
た
か
ら
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こ
そ
、
六
朝
末
期
に
生
ま
れ
た
天
台
大
師
智
顗
や
嘉
祥
大
師
吉
蔵
な
ど
は
求
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
仏
教
思
想
自
体
の
深
化
に
振
り
向
け
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
三
教
の
関
係
性
に
関
す
る
思
索
は
、
中
国
仏
教
の
独
自
性
を
醸
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、
更
に
詳
細
に
解
明
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註(1)　

拙
論
「
慧
琳
撰
『
白
黒
論
』
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
四
、二
〇
〇
六
年
五
月
）
を
参
照
。

(2)　

大
正
五
二
、六
九
上
。

(3)　

何
承
天
と
宗
炳
の
論
争
は
直
接
に
『
白
黒
論
』
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
上
掲
拙
論
で
は
『
白
黒
論
』
論
争
の
一
環
と
し
て
扱
い
、『
白
黒
論
』

論
争
よ
り
派
生
す
る
が
直
接
的
に
『
白
黒
論
』
に
言
及
し
て
い
な
い
『
達
性
論
』
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
別
個
に
検
討
課
題
と
し
て
取

り
上
げ
た
。

(4)　
『
白
黒
論
』
に
続
い
て
、
何
承
天
と
宗
炳
の
間
で
も
論
争
が
な
さ
れ
た
。
何
承
天
は
「
性
」
に
つ
い
て
「
夫
れ
天
地
の
性
を
明
ら
か
に
す
る
者
は
、
迂
怪

に
惑
う
を
致
さ
ず
」（
大
正
五
二
、二
一
下
）
と
述
べ
て
お
り
、『
達
性
論
』
は
こ
の
観
点
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宗
炳
は
『
易
経
』
説
卦
伝
の
「
窮

理
尽
性
」
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
「
理
」
と
「
性
」
を
関
連
付
け
た
上
で
の
両
概
念
に
対
す
る
関
心
と
、
理
論
構
築
の
基
礎
と
な
る
共
通
認
識

が
確
認
さ
れ
る
。

(5)　

大
正
五
二
、二
六
下
。

(6)　

大
正
五
二
、二
〇
上
。
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(7)　

大
正
五
二
、二
六
上
。

(8)　

大
正
五
二
、二
六
上
。

(9)　

上
掲
拙
論
を
参
照
。

(10)　

大
正
五
二
、二
一
下
。

(11)　

大
正
五
二
、二
二
上
。

(12)　

大
正
五
二
、二
一
下
〜
二
二
上
。

(13)　

大
正
五
二
、二
二
上
。

(14)　

大
正
五
二
、二
二
下
。

(15)　

大
正
五
二
、二
三
上
。

(16)　

大
正
五
二
、二
四
上
。

(17)　

大
正
五
二
、二
五
中
。

(18)　

大
正
五
二
、二
二
上
。

(19)　

大
正
五
二
、二
二
中
。

(20)　

大
正
五
二
、二
三
中
。

(21)　

大
正
五
二
、二
四
中
。

(22)　

大
正
五
二
、二
七
上
。

(23)　

大
正
五
二
、二
二
上
。

(24)　

大
正
五
二
、二
二
上
〜
中
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(25)　

大
正
五
二
、二
五
中
〜
下
。

(26)　

大
正
五
二
、二
五
下
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

何
承
天　

顔
延
之　
『
達
性
論
』　
『
白
黒
論
』
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「
安
心
」
と
い
う
語

仏
教
語
と
し
て
の
「
安
心
」
は
、
信
仰
や
実
践
に
よ
っ
て
心
が
安
ら
ぐ
こ
と
を
意
味
す
る
。
長
谷
宝
秀
『
真
言
宗
安
心
要
義
』
で
は

安
心
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
宗
に
は
安
心
と
い
ふ
言
葉
は
昔
は
あ
ま
り
用
ひ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
知
る
範
囲
に
於
て
は
、
安
心
と
い
ふ
こ
と
は

聖
教
の
中
に
於
て
も
あ
ま
り
多
く
拝
見
致
し
ま
せ
ん
。
こ
の
言
葉
は
察
す
る
所
に
依
れ
ば
、
浄
土
門
諸
宗
が
盛
ん
に
行
は
れ
ま
し
て

以
来
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
我
宗
に
も
こ
れ
を
用
ふ
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す1

。

「
安
心
」と
い
う
語
は
、
仏
典
に
お
い
て「
心
を
安お

く
。安あ
ん

ず
る
。安す

え
る
」と
い
う
単
純
な
意
味
で
は
頻
出
す
る
。
聖
教
に
お
け
る
最
初
の

用
例
と
し
て
は
、
坐
禅
や
止
観
を
修
す
る
文
脈
で
よ
く
表
れ
る
。
と
り
わ
け
智
顗『
摩
訶
止
観
』で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
点
か
ら
、
す
で
に

中
国
天
台
で
述
語
化
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。輪
廻
・
生
死
の
苦
し
み
に
向
き
合
っ
て
も
な
お
い
っ
そ
う
心
を
平
静
に
保
つ
こ
と
、
と
い

う
意
味
で
も
使
わ
れ
、
具
体
的
に
は
、
臨
終
の
場
面
で
あ
っ
た
り
、
重
大
な
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
煩
悩
が
生
じ
た
り
し
た
と
き
、
ま
た

は
そ
の
よ
う
な
落
ち
込
ん
だ
状
況
が
発
生
し
な
い
た
め
の
予
防
と
し
て
、「
安
心
」が
言
わ
れ
る
。
ま
た「
初
学
安
心
」と
い
う
語
か
ら
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
初
歩
的
、
基
本
的
な
修
道
の
心
構
え
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
こ
う
し
た
語
の
使
用
が
、
禅
宗
の
文
献
、『
起
信
論
』注
釈

書
、『
涅
槃
経
』注
釈
書
、
浄
土
教
な
ど
に
お
い
て
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
長
谷
宝
秀
が
言
う
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
浄
土
教
的
イ

メ
ー
ジ
に
染
め
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
は
あ
る
が
、
唐
宋
以
来
、
禅
や
如
来
蔵
思
想
の
文
脈
で
歴
史
的
に
使
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
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け
日
本
に
お
い
て
は
法
然
『
選
択
本
願
念
仏
集2

』
以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
弥
陀
の
救
い
を
信
じ
て
一
心
に
極
楽
往
生
を
願
う
心
」（『
広
辞
苑
』）

と
い
う
意
味
で
、
浄
土
教
で
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
安
心
の
類
義
語
と
し
て
は
「
用
心
」「
観
心
」「
息
心
」
な
ど
が

あ
っ
て
、
日
本
真
言
宗
で
は
平
安
時
代
以
降
、
い
わ
ゆ
る
臨
終
行
儀
に
お
け
る
「
用
心
」
と
し
て
、
こ
の
問
題
が
歴
史
的
に
論
ぜ
ら
れ
て

き
た
と
言
え
る3

。

安
心
論
の
視
角

い
わ
ゆ
る
安
心
の
問
題
は
、
宗
教
に
お
け
る
救
済
論
と
い
う
視
角
か
ら
見
た
場
合
、
救
済
者
と
救
済
さ
れ
る
側
と
の
二
つ
の
主
体
が

あ
り
、
そ
の
主
体
の
動
き
に
即
し
て
、
救
済
を
実
現
す
る
方
法
も
二
方
面
に
分
か
れ
る
。
一
般
に
、
自
ら
救
済
者
た
ら
ん
と
す
る
宗
教
の

あ
り
方
を
「
解
脱
の
宗
教
」（
た
と
え
ば
初
期
仏
教
）
と
し
、救
済
者
へ
の
帰
依
・
信
仰
を
通
じ
て
そ
の
加
護
を
受
け
る
宗
教
の
あ
り
方
を
「
救

済
の
宗
教
」（
た
と
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
）
と
い
う
二
様
の
図
式
で
も
っ
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
二
方
向
の
宗
教
的
性
格
は
、
仏
教
や
キ

リ
ス
ト
教
と
い
っ
た
異
質
な
宗
教
の
性
質
を
表
徴
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
仏
教
内
の
教
理
そ
れ
自
体
に
お
い

て
も
、
聖
な
る
境
地
に
至
る
た
め
の
二
つ
の
通
路
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仏
教
の
伝
統
的
な
宗
義
論
に
お
い
て
、
解
脱
と
救
済
と
い

う
二
つ
の
通
路
は
、
前
者
は
自
力
（
聖
道
門
）、
後
者
は
他
力
（
浄
土
門
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
二
つ
の
サ
ル
ス
（salus

）
の

観
念
が
、
お
の
お
の
の
教
義
の
根
本
的
性
格
を
決
定
づ
け
て
い
る
と
言
っ
て
よ
く
、
両
者
は
し
ば
し
ば
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
対
立
論
争

し
、
そ
の
思
想
を
展
開
し
て
き
た
。

救
済
論
の
論
理
構
造
を
よ
く
吟
味
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
二
方
向
の
議
論
が
互
い
に
対
立
し
な
が
ら
も
極
め
て
密
接
に
交
叉
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
法
然
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
修
行
の
難
易
を
め
ぐ
っ
て
立
教
の
筋
道
が
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
修
行
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に
よ
っ
て
主
体
が
解
脱
す
る
点
に
お
い
て
は
解
脱
の
宗
教
と
相
違
が
な
く
、
論
理
軸
を
救
済
主
体
の
問
題
に
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
。
救

済
を
主
眼
と
し
な
が
ら
も
、
結
局
、
浄
土
に
お
け
る
成
仏
は
自
己
の
修
行
に
よ
っ
て
完
遂
さ
れ
る
か
ら
、
浄
土
門
で
さ
え
も
解
脱
の
宗
教

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
議
論
が
ア
ポ
リ
ア
に
陥
る
理
由
は
、
宗
教
の
持
つ
実
践
的
な
性
格
を
教
理
の
も
と
に
一
本
化

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
ア
ポ
リ
ア
を
一
元
化
の
方
向
で
突
き
抜
け
よ
う
と
し
た
親
鸞
に
お
い
て
は
、
他
力
本
願
、

す
な
わ
ち
主
体
の
徹
底
的
な
「
放
下
」（G

elassenheit

）
に
お
い
て
そ
の
決
着
を
見
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
そ
こ
で
決
着
さ
れ
た
主
体
が

な
す
べ
き
当
為
は
「
本
願
を
信
じ
念
仏
を
ま
う
す
」
と
い
う
一
事
に
つ
き
る
の
み
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
主
体
の
実
践
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
は
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

真
言
宗
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
救
済
論
が
交
錯
す
る
度
合
い
が
、
他
宗
に
比
し
て
、
よ
り
顕
著
で
あ
る
と
言
え
る
。
成
仏
や
修
行
を

重
視
す
る
点
に
お
い
て
は
解
脱
の
宗
教
で
あ
る
が
、
信
仰
対
象
の
加
護
を
求
め
る
点
で
は
救
済
の
宗
教
で
あ
る
。
こ
う
し
た
真
言
宗
の
救

済
論
を
い
わ
ゆ
る
安
心
の
問
題
と
し
て
摘
出
し
た
場
合
、
上
記
に
見
ら
れ
る
が
如
き
ア
ポ
リ
ア
を
端
的
に
示
し
た
論
争
が
か
つ
て
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
が
「
那
須
・
渡
辺
論
争
」
で
あ
る
。
那
須
政
隆
・
渡
辺
照
宏
と
い
う
真
言
宗
智
山
派
が
誇
る
両
巨
匠
に
展
開
さ

れ
た
有
名
な
論
争
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
の
歳
月
が
流
れ
、
客
観
的
に
そ
れ
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
に
あ
り
、
ま
た
往
々
そ
の

論
争
自
体
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
代
で
も
あ
る
。こ
こ
で
那
須
・
渡
辺
論
争
を
再
考
し
、そ
の
問
題
点
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
単
な
る
論
争
の
客
観
的
事
実
の
叙
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
真
言
宗
の
安
心
論
を
考
察
し
て
み
た
い
。
な
ぜ

今
さ
ら
な
が
ら
「
安
心
」
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
問
題
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
教
理
上
の
問
題
の
み
に
止
ま

る
こ
と
な
く
、
教
理
に
立
脚
し
た
宗
教
的
境
地
の
真
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
よ
す
が
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
肝
要
な
の
は
、

那
須
・
渡
辺
の
ど
ち
ら
が
良
い
か
悪
い
か
と
い
っ
た
次
元
で
は
な
く
、
ま
し
て
論
の
あ
ら
探
し
を
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
あ
る
い
は
両
者

の
立
論
を
会
通
さ
せ
る
が
如
き
振
舞
は
、
お
節
介
を
通
り
越
し
た
不
作
法
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
断
っ
た
上
で
、
論
争
の
意
義
を
真
摯
に
再
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考
し
、
二
人
の
思
想
の
来
し
方
、
行
く
末
を
追
っ
て
み
た
い
。

那
須
・
渡
辺
両
氏
の
略
歴

那
須
政
隆
（
一
八
九
四
～
一
九
八
七
）
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
十
五
日
に
、
愛
知
県
津
島
市
高
台
寺
町
に
お
い
て
、

父
那
須
重
太
郎
、
母
け
い
の
次
男
と
し
て
出
生
し
た
（
幼
名
那
須
正
一
）。
信
仰
心
厚
い
浄
土
真
宗
大
谷
派
門
徒
の
家
で
あ
っ
た
。
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
十
二
歳
で
愛
知
県
海
部
郡
蟹
江
町
の
龍
照
院
住
職
・
木
村
政
覚
阿
闍
梨
に
つ
い
て
得
度
し
、
政
隆
と
改
名
し
た
。

愛
知
県
立
第
三
中
学
校
か
ら
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
新
義
真
言
宗
智
山
派
私
立
大
学
智
山
勧
学
院
予
科
へ
と
進
学
し
、
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
に
智
山
勧
学
院
本
科
を
卒
業
し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
二
年
間
に
わ
た
っ
て
、
高
野
山
大
学
、
東
寺
大
学
（
現
・
種
智
院
大

学
）
に
お
い
て
密
教
学
を
研
鑚
し
た
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
智
山
勧
学
院
助
教
授
兼
舎
監
、
昭
和
二
年
（
一
九
三
三
）
に
は
智
山

勧
学
院
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
智
山
勧
学
院
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
智
山
専
門
学
校
と
改
称
し
東
京
石
神
井
に
移
り
、
昭
和

十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
、
大
正
大
学
に
合
併
し
た
。
大
正
大
学
予
科
長
、
大
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
部
仏
教
学
科
真
言
学
研
究
室
主
任
、

大
正
大
学
仏
教
学
部
長
、
さ
ら
に
大
正
大
学
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
真
言
学
主
任
等
を
歴
任
し
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
は
、

大
正
大
学
第
十
五
代
学
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
三
月
、
大
正
大
学
教
授
を
退
職
し
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、

真
言
宗
智
山
派
管
長
に
就
任
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
、
そ
の
職
を
満
期
退
任
し
た
。
そ
の
後
も
事
・
教
両
相
に
わ
た
っ
て
精

力
的
に
活
動
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
五
月
三
十
一
日
に
九
十
二
歳
で
遷
化
し
た
。

渡
辺
照
宏
（
一
九
〇
七
～
一
九
七
七
）
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
二
月
十
日
に
、
成
田
山
東
京
別
院
深
川
不
動
堂
主
管
・
麻
布

延
命
院
住
職
渡
辺
照
叡
（
一
八
六
八
～
一
九
三
四
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
数
代
続
く
修
験
の
家
系
で
あ
る
と
い
う
。
大
正
八
年
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（
一
九
一
九
）、
十
二
歳
で
延
命
院
道
場
に
お
い
て
得
度
し
た
。
麻
布
中
学
、
第
一
高
等
学
校
か
ら
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
東
京
帝

国
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
科
へ
進
み
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
卒
業
と
同
時
に
ド
イ
ツ
へ
留
学
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
イ
マ
ン
（
一
八
五
九

～
一
九
三
一
）、リ
ュ
ー
ダ
ー
ス
に
師
事
し
、昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
帰
朝
し
た
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
よ
り
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

ま
で
智
山
専
門
学
校
教
授
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
よ
り
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
ま
で
国
立
民
族
学
研
究
所
所
員
、
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）
か
ら
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
ま
で
九
州
大
学
助
教
授
（
結
核
治
療
の
た
め
教
壇
に
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
）
を

歴
任
し
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
か
ら
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
ま
で
東
洋
大
学
教
授
を
在
宅
に
て
勤
務
し
た
。
昭
和
四
十
九

年
（
一
九
七
四
）
に
成
田
山
新
勝
寺
教
学
参
与
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
成
田
山
仏
教
研
究
所
理
事
・
参
与
・
首
席
研
究
員
に
就

任
し
た
。
長
い
闘
病
生
活
の
中
、
研
究
・
執
筆
の
勢
は
晩
年
に
お
い
て
も
衰
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

十
二
月
二
十
七
日
に
七
十
歳
で
遷
化
し
た
。

那
須
政
隆
は
、
一
派
の
管
長
と
も
な
り
、
一
時
代
を
築
い
た
世
代
か
ら
は
理
想
的
な
真
言
行
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
の

現
在
に
お
い
て
も
景
仰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
伝
統
宗
学
の
最
後
の
継
承
者
と
し
て
、
講
義
・
講
伝
を
通
し
て
後
生
に
与
え
た
影
響
は
大
き

い
。
一
方
、
渡
辺
照
宏
は
、
旧
制
一
高
・
東
大
と
い
う
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
経
て
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
文
献
学
を

修
得
し
た
。
同
じ
ロ
イ
マ
ン
門
下
に
大
正
新
修
大
蔵
経
編
纂
者
の
渡
辺
海
旭
（
一
八
七
二
～
一
九
三
三
）
が
お
り
、
ロ
イ
マ
ン
門
下
の
「
両

渡
辺
」
と
称
さ
れ
る
、
近
代
仏
教
学
の
泰
斗
で
あ
る
。
戦
後
に
肺
結
核
を
患
い
長
く
病
床
に
あ
っ
た
が
、
研
究
・
執
筆
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

卓
越
し
た
語
学
力
を
駆
使
し
た
原
典
研
究
法
と
強
靱
な
批
判
力
は
、
斯
学
の
徒
に
憧
憬
と
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
た
。
那
須
・
渡
辺
の
両
者

と
も
真
言
宗
智
山
派
が
誇
る
学
匠
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
対
極
的
な
経
歴
を
も
っ
て
い
る
。
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那
須
・
渡
辺
論
争
の
経
緯

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
末
か
ら
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
初
に
か
け
て
、
那
須
政
隆
と
渡
辺
照
宏
が
、『
中
外
日
報
』
紙
上
で
真

言
宗
の
安
心
を
め
ぐ
っ
て
論
争
を
繰
り
広
げ
た
。
こ
と
の
端
緒
は
、那
須
が
布
教
師
向
け
に
著
し
た
「
真
言
宗
の
安
心
」（『
智
山
布
教
資
料
』

第
一
集
）
と
い
う
論
文
に
あ
る
。
そ
の
論
文
に
対
し
て
渡
辺
が
個
人
的
に
異
議
を
申
し
立
て
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
『
中

外
日
報
』
紙
上
で
公
開
批
判
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
那
須
の
反
駁
、
渡
辺
の
再
批
判
が
な
さ
れ
、
当
論
争
に
関
し
て
諸
氏
が
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

当
初
、『
中
外
日
報
』
紙
上
で
は
、
渡
辺
は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
と
い
う
匿
名
で
、
か
つ
那
須
の
名
前
を
挙
げ
ず
に
（
大
正
大
学　
　

教
授
と
削

除
空
欄
に
し
て
）
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
あ
え
て
匿
名
と
し
た
の
は
渡
辺
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
。
掲
載
直
前
の
段
階
で
、
発
表

の
仕
方
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
渡
辺
が
掲
載
の
見
合
わ
せ
を
中
外
日
報
社
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
も
う
す
で
に
刷
り
上
が
っ
て

い
た
た
め
に
、
や
む
な
く
編
集
部
が
匿
名
に
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
渡
辺
の
「
意
志
で
は
な
い
」。
だ
が
、
こ
う
し
た
匿

名
批
判
に
対
し
て
、
那
須
は
実
名
で
反
駁
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渡
辺
は
そ
の
再
批
判
に
お
い
て
も
那
須
を
「
Ｎ
氏
」
と
記

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
「
Ｎ
氏
の
本
名
を
こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
の
は
敬
愛
す
る
某
氏
の
勧
告
に
よ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

態
度
は
お
よ
そ
他
者
へ
の
配
慮
と
は
言
い
難
く
、こ
の
論
争
に
あ
る
種
の
恨
み
を
残
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
論
争
の
資
料
に
つ
い
て
以
下
に
列
記
し
て
お
く
。（
資
料
二
・
三
・
四
・
五
は
全
文
を
本
論
文
末
に
掲
載４

）

［
資
料
一
］
那
須
政
隆
「
真
言
宗
の
安
心
」『
智
山
布
教
資
料
』第
一
集
、
一
九
五
七
年
九
月
十
日

［
資
料
二
］
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
真
言
宗
の
安
心
に
つ
い
て
」『
中
外
日
報
』一
九
五
七
年
十
二
月
五
日
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［
資
料
三
］
那
須
政
隆「
真
言
宗
の
安
心
に
つ
い
て　
Ａ
Ｂ
Ｃ
氏
の
難
詰
に
対
し　
私
の
立
場（
上
）」『
中
外
日
報
』一
九
五
八
年
一
月
十
日

［
資
料
四
］
那
須
政
隆「
真
言
宗
の
安
心
に
つ
い
て　
Ａ
Ｂ
Ｃ
氏
の
難
詰
に
対
し　
私
の
立
場（
下
）」『
中
外
日
報
』一
九
五
八
年
一
月
十
一
日

［
資
料
五
］
渡
辺
照
宏「
密
教
の
現
代
的
意
義　

真
言
安
心
論
の
新
展
開
」『
中
外
日
報
』
一
九
五
八
年
一
月
二
十
四
日

那
須
安
心
論
の
要
点

　

そ
れ
で
は
那
須
安
心
論
の
内
容
を
探
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
要
旨
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

①　

真
言
密
教
は
理
屈
の
や
り
と
り
を
し
た
り
、
修
行
を
積
ん
で
煩
悩
を
一
つ
ず
つ
除
い
て
ゆ
く
と
い
う
教
で
な
く
、
秘
密
法
に
よ
っ
て

一
足
飛
び
に
法
身
の
宮
に
摂
取
せ
ら
れ
る
即
決
法
の
教
で
あ
る
こ
と
。

②　

本
尊
大
日
如
来
の
御
誓
願
成
就
に
よ
っ
て
、
凡
夫
の
わ
れ
ら
も
既
に
救
わ
れ
て
い
る
身
で
、
凡
夫
の
本
性
は
仏
さ
ま
と
同
じ
種
族
で

あ
る
こ
と
。

③　

生
死
の
一
大
事
を
本
尊
如
来
に
打
ち
任
せ
て
全
く
手
離
し
に
な
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
理
屈
と
し
て
知
る
の
で
は
な
く
、
南
無
遍
照

金
剛
な
る
一
念
の
真
言
に
生
死
脱
落
の
御
利
益
を
頂
く
こ
と
。

④　

人
間
生
活
の
諸
形
態
は
皆
人
間
同
士
の
約
束
ご
と
で
あ
る
か
ら
、
素
直
に
約
束
を
実
践
す
る
こ
と
。

以
上
の
四
項
か
ら
那
須
安
心
論
は
成
っ
て
い
る
。
渡
辺
の
反
論
に
移
る
前
に
、
こ
こ
で
の
内
容
と
問
題
点
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
要
旨
①
に
つ
い
て
で
あ
る
。
那
須
は
、従
来
の
奈
良
仏
教
に
対
す
る
空
海
の
真
言
密
教
の
相
違
点
及
び
優
位
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

奈
良
仏
教
は
「
理
窟
を
一
歩
ず
つ
辿
っ
た
り
、修
行
を
積
ん
で
煩
悩
を
一
つ
ず
つ
取
り
除
い
て
行
く
と
い
う
や
り
方
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

真
言
密
教
は
「
大
乗
総
合
の
大
衆
仏
教
」
で
あ
り
、
空
海
が
提
唱
し
た
即
身
成
仏
は
、「
最
も
早
く
、
最
も
容
易
に
、
仏
に
成
る
」
教
え
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で
あ
る
か
ら
、「
わ
が
宗
祖
が
提
唱
せ
ら
れ
た
即
身
成
仏
は
、
つ
ま
り
理
窟
も
修
行
も
ぬ
き
で
、
一
飛
び
に
仏
の
宮
に
飛
び
込
む
即
決
法
」

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。［
資
料
一
・
九
～
一
〇
頁
］

要
旨
②
は
、『
大
日
経
疏
』
を
援
引
し
、
仏
と
凡
夫
の
同
一
、
本
来
成
仏
を
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
『
大
日
経
疏
』
の
「
爾
の

時
に
世
尊
は
往
昔
の
大
悲
願
の
故
に
而
も
是
の
念
を
作
し
た
も
う
」（
大
正
三
九
・
五
七
九
中
）
を
引
用
し
、
こ
の
「
大
悲
願
」
の
文
言
を
、

い
わ
ゆ
る
五
大
願5

の
「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
浄
土
教
学
の
論
理
と
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
日

如
来
が
誓
願
を
成
就
し
て
成
仏
し
た
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
一
切
衆
生
が
す
で
に
救
わ
れ
、「
凡
夫
の
身
で
あ
り
な
が
ら
本
性
は
本
来

成
仏
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
浄
土
教
学
の
根
幹
は
、『
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
登
場
人
物
で
あ
る
法
蔵
比
丘
が

四
十
八
願
を
立
て
、
願
成
っ
て
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
第
十
八

願
が
念
仏
に
よ
る
浄
土
往
生
を
誓
っ
た
願
（
王
本
願
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
主
た
る
根
拠
命
題
と
し
て
浄
土
教
の
思
想
が
成
立
す
る
。
こ
こ

で
那
須
が
浄
土
教
学
の
論
理
を
真
言
教
学
上
に
射
影
し
て
い
る
点
は
、
教
義
学
的
に
は
明
ら
か
な
逸
脱
と
見
な
さ
れ
よ
う
が
、
た
だ
、
そ

の
帰
結
で
あ
る
「
本
来
成
仏
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
那
須
真
言
教
学
の
根
底
に
あ
っ
て
ど
こ
ま
で
も
一
貫
し
て
お
り
、
む
し

ろ
そ
の
常
道
へ
と
浄
土
教
学
を
引
き
ず
り
寄
せ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、こ
の
箇
所
の
主
張
で
は「
本

来
成
仏
」
と
と
も
に
「
仏
と
凡
夫
の
同
一
」
を
説
く
の
だ
が
、
仏
と
凡
夫
と
が
同
族
で
あ
る
こ
と
を
知
る
た
め
に
「
結
縁
灌
頂
」
と
い
う

秘
密
の
作
法
が
あ
り
、
そ
の
儀
式
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
は
凡
夫
で
あ
り
な
が
ら
大
日
如
来
の
弟
子
と
な
っ
て
仏
の
家
族
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
る
。［
資
料
一
・
一
〇
～
一
三
頁
］

要
旨
③
は
、
南
無
遍
照
金
剛
を
「
一
念
の
真
言
」
と
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
結
縁
灌
頂
に
よ
っ
て
仏
の
家
族
と
な

っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
結
縁
を
深
く
喜
び
、「
生
死
の
一
大
事
を
本
尊
大
日
如
来
に
お
任
せ
し
て
、
全
く
手
ば
な
し
に
成
り
き
る
こ
と
が
肝

要
」
で
あ
り
、「
た
だ
〈
あ
な
た
ま
か
せ
〉
の
一
念
を
、
南
無
遍
照
金
剛
と
合
掌
す
る
一
行
に
、
行
じ
き
る
こ
と
が
肝
要
」
と
説
く
。
こ
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の
点
も
ま
た
一
念
の
名
号
を
称
え
る
だ
け
で
往
生
が
決
定
す
る
と
い
う
浄
土
教
の
念
仏
の
影
、
さ
ら
に
手
放
し
に
成
り
き
る
と
い
う
点
に

は
、
自
ら
の
は
か
ら
い
を
捨
て
る
他
力
の
影
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
。［
資
料
一
・
一
三
～
一
五
頁
］

要
旨
④
は
、
そ
う
し
た
宗
教
的
生
活
を
真
理
と
し
な
が
ら
世
俗
生
活
を
営
む
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
生
死
の

一
切
を
南
無
遍
照
金
剛
な
る
一
念
の
真
言
に
う
ち
ま
か
せ
た
上
は
、
た
だ
人
間
と
し
て
の
生
に
誠
を
つ
く
し
て
、
こ
の
人
生
を
活
き
ぬ
く

こ
と
に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
い
、
人
間
生
活
は
人
間
同
士
の
約
束
ご
と
で
あ
る
か
ら
、
生
活
上
の
約
束
を
素
直
に
実
践
す

る
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
「
人
間
の
正
し
き
生
活
は
あ
り
得
ま
せ
ん
」
と
し
て
、
以
上
の
四
点
を
総
括
し
て
「
一
場
の
法
話
」
を
終
え
て
い

る
。［
資
料
一
・
一
五
～
二
〇
頁
］

渡
辺
の
反
論

そ
れ
で
は
こ
の
那
須
安
心
論
に
対
す
る
渡
辺
の
反
論
［
資
料
二
］
を
見
て
み
よ
う
。
渡
辺
が
批
判
す
る
の
は
、
那
須
安
心
論
の
要
旨

四
点
の
う
ち
、
は
じ
め
の
三
項
目
に
対
し
て
で
あ
る
。

ま
ず
要
旨
①
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。「
六
大
四
曼
の
荘
厳
な
宇
宙
観
に
基
づ
き
身
口
意
の
三
密
を
行
じ
て
は
じ
め
て

達
せ
ら
れ
る
境
地
が
即
身
成
仏
で
あ
る
。
も
し
□空
□欄
教
授
の
言
う
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
加
行
も
灌
頂
も
い
ら
ぬ
。
道
場
も
学
校
も
閉

鎖
し
て
、
昼
寝
で
も
し
て
い
れ
ば
即
身
成
仏
と
い
う
事
に
な
ろ
う
」。
つ
ま
り
、
教
も
行
な
く
、
一
足
飛
び
に
即
身
成
仏
す
る
と
い
う
那

須
の
主
張
に
対
し
て
、
そ
れ
で
は
即
身
成
仏
は
思
想
と
し
て
も
実
践
と
し
て
も
成
立
せ
ず
、
真
言
行
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る

と
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
那
須
の
要
旨
②
の
主
張
に
対
し
て
、
那
須
が
言
う
「
本
願
成
就
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
詰
問
し
て
い
る
。「
大
日
如
来
は
本
来
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法
爾
と
し
て
悟
れ
る
仏
」
で
あ
っ
て
、
本
願
成
就
に
よ
っ
て
と
っ
く
に
救
わ
れ
て
い
る
と
い
う
「
時
間
的
解
釈
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
」

の
で
あ
っ
て
、「
本
願
成
就
し
て
は
じ
め
て
成
仏
し
た
と
い
う
他
力
本
願
と
は
根
本
的
に
わ
け
が
違
う
」
と
反
論
す
る
。
つ
ま
り
古
の
過

去
に
法
蔵
比
丘
が
誓
願
に
よ
っ
て
西
方
極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
当
世
・
来
世
の
衆
生
も
す
で
に
救

わ
れ
て
い
る
と
い
う
「
時
間
的
解
釈
」
に
よ
っ
て
、
浄
土
教
の
救
済
の
論
理
構
造
を
真
言
宗
の
成
仏
の
理
念
に
適
用
し
、
本
尊
大
日
如
来

の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
は
根
本
的
に
誤
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

さ
ら
に
要
旨
③
に
つ
い
て
の
反
論
を
見
よ
う
。
那
須
の
「
生
死
の
一
大
事
を
本
尊
大
日
如
来
に
う
ち
ま
か
せ
て
全
く
の
手
放
し
に
成

り
き
る
こ
と
」
と
い
う
主
張
に
対
し
、渡
辺
は
真
言
宗
の
根
本
経
典
か
ら
の
引
用
を
も
っ
て
反
証
す
る
。
す
な
わ
ち
『
大
日
経
』「
住
心
品
」

の
「
菩
提
心
を
因
と
な
し
、
大
悲
を
根
と
な
し
、
方
便
を
究
竟
と
な
す
。
秘
密
主
よ
、
云
何
が
菩
提
と
な
ら
ば
謂
く
実
の
如
く
自
心
を
知

る
な
り6

」
の
三
句
の
法
門
を
引
用
し
、
さ
ら
に
こ
の
経
文
に
対
す
る
空
海
『
十
住
心
論
』
の
註
解
「
迷
悟
己
れ
に
あ
り
、
執
無
く
し
て
到

る7

」
を
提
示
し
、
心
の
修
習
も
な
く
全
く
の
手
放
し
の
状
態
で
大
日
如
来
に
帰
依
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
の
で
は
『
大
日
経
』
も
『
十
住
心

論
』
も
成
立
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
南
無
遍
照
金
剛
を
一
念
の
真
言
と
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
こ
か
よ
そ
の
宗
旨

の
に
お
い
が
す
る
が
、
こ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
盗
用
で
は
先
方
の
宗
門
も
迷
惑
で
あ
ろ
う
」
と
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

渡
辺
の
詰
責
は
さ
ら
に
続
き
、
覚
鑁
の
『
阿
弥
陀
秘
釈
』、
高
井
観
海
の
言
葉
を
引
い
て
、
仏
と
衆
生
と
が
不
二
一
体
と
な
る
入
我
我

入
の
宗
教
的
境
地
が
真
言
宗
の
根
本
教
義
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
上
で
、「
大
正
大
学
真
言
学
研
究
室
の
□空
□欄
主
任
教
授
が
真
言
宗
の

根
本
教
義
を
こ
の
よ
う
に
曲
解
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
ほ
ど
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
独
り
智
山
末
徒
を
惑
わ
す
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
影
響
の
甚
大
な
こ
と
を
恐
れ
る
が
故
に
あ
え
て
筆
を
執
っ
た
次
第
。
同
教
授
の
反
省
を
促
す
と
同
時
に
智
山
派
宗
務
当
局

の
責
任
を
問
い
た
い
」
と
結
ん
で
い
る
。
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渡
辺
の
反
論
に
対
す
る
那
須
の
所
信
〔
総
論
〕

こ
の
論
争
が
行
わ
れ
た
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）、
那
須
は
大
正
大
学
第
十
五
代
学
長
に
就
任
し
、
多
忙
を
極
め
て
い
る
。
渡
辺

の
反
論
に
対
し
て
、
那
須
の
回
答
が
な
さ
れ
た
の
は
約
一
ヶ
月
後
、
年
が
明
け
た
昭
和
三
十
三
年
一
月
十
、十
一
日
付
『
中
外
日
報
』［
資

料
三
・
四
］
で
あ
っ
た
。
那
須
は
こ
の
回
答
を
「
難
者
の
所
論
に
対
す
る
反
駁
で
は
な
く
、
読
者
諸
賢
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
意
味
で

執
筆
す
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

那
須
は
ま
ず
機
根
論
を
述
べ
立
て
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
総
じ
て
仏
法
は
仏
の
立
場
と
衆
生
の
立
場
と
の
両
辺
が
あ
る
。
真
言

密
教
は
「
万
機
普
益
」（
す
べ
て
の
衆
生
の
利
益
を
計
る
）
で
あ
っ
て
、
全
衆
生
に
開
か
れ
た
「
普
門
教
」
で
あ
る
。
ゆ
え
に
「
中
古
以
来
、

本
宗
の
学
匠
が
宗
意
を
汲
ん
で
、
真
言
の
教
法
の
上
に
機
教
相
応
門
と
教
益
甚
深
門
と
の
両
門
を
開
立
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
普
門

教
た
る
こ
と
の
証
左
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」と
す
る
。
す
な
わ
ち
能
力
の
優
れ
た
者
に
は
そ
れ
に
相
応
し
た
教
え
を
説
き
（
機
教
相
応
門
）、

能
力
が
劣
っ
た
者
に
も
深
遠
な
教
え
の
功
徳
を
与
え
る
（
教
益
甚
深
門
）、
こ
れ
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
お
さ
め
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
る
に
那
須
は
、
自
分
の
安
心
論
は
、
能
力
の
劣
っ
た
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
教
益
甚
深
門
の
立
場
か
ら
説
い
た
も
の
と
す
る
。

そ
の
那
須
の
発
言
を
直
に
見
よ
う
。

「
あ
の
一
文
」
は
初
心
者
が
暗
記
し
て
、
そ
の
ま
ま
「
お
説
教
」
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
が
理
解
力

の
低
い
智
山
派
の
信
者
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
断
る
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
「
あ
の
一
文
」
は
理
論
的
で
な
く
実
践
的
で
あ
り
、
思

弁
的
で
な
く
信
仰
的
で
あ
り
、
ま
た
哲
学
的
で
な
く
宗
教
的
で
あ
る
。
何
処
ま
で
も
行
為
の
立
場
で
語
っ
て
い
る
。
叙
述
が
譬
喩
的
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象
徴
的
で
あ
っ
た
の
も
、
こ
の
種
の
稿
と
し
て
や
む
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
あ
の
一
文
」
が
教
益
甚
深
門
の
立
場
で
あ
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
。
由
来
本
宗
に
お
け
る
「
お
説
教
」
は
而
二
門
の
立
場
で
行
う
の
が
立
前
と
さ
れ
て
い
る
。
而
二
は
仏
と
凡
夫
の
対

立
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
「
救
い
手
」
と
「
救
わ
れ
る
も
の
」
と
の
対
立
で
あ
り
、「
慈
悲
者
」
と
「
信
受
者
」
と
の
相
対
で
あ
る
。

従
っ
て
「
お
説
教
」
が
教
益
甚
深
門
に
拠
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

那
須
の
こ
の
発
言
を
確
固
た
る
所
信
と
取
る
か
、苦
し
い
弁
明
と
取
る
か
、い
ず
れ
に
せ
よ
、た
と
え
「
お
説
教
」
で
あ
れ
、ま
た
は
「
教

益
甚
深
門
」
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
教
理
の
本
質
か
ら
は
外
れ
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
典
型
的
な
会
通
の
思
考

様
式
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
自
家
撞
着
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
那
須
は
「
真
言
安
心
」
を
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
見
て
み
よ
う
。

本
宗
教
義
の
骨
目
た
る
即
身
成
仏
を
諦
信
し
、
本
尊
大
日
如
来
に
絶
対
帰
依
し
て
南
無
遍
照
金
剛
な
る
帰
依
の
真
言
を
称
え
奉
る

を
以
て
本
宗
教
団
の
安
心
と
す
る
。
か
く
安
心
決
定
し
た
る
上
は
、
自
己
に
お
け
る
実
践
の
徳
目
と
し
て
朝
暮
の
礼
懺
、
十
善
を
戒

行
と
し
、
他
に
対
す
る
徳
目
と
し
て
慈
悲
喜
捨
の
四
無
量
心
に
住
し
、
稼
業
即
利
他
行
の
三
昧
に
徹
す
る
。
而
し
て
真
言
教
団
の
理

想
な
る
和
合
福
祉
の
社
会
の
実
現
に
精
進
す
る
。

こ
の
要
約
は
、
す
で
に
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
第
二
回
智
山
教
学
大
会
（
九
月
十
二
日
・
於
総
本
山
智
積
院
大
書
院
）
に
お
い

て
行
わ
れ
た
「
安
心
の
決
着
に
就
い
て
」
と
い
う
報
告
に
見
出
さ
れ
る
（
渡
辺
照
敬
氏
の
ご
教
示
に
よ
る8

）。
こ
の
報
告
は
、
那
須
、
芙
蓉

良
順
、
藤
井
龍
心
の
三
名
で
、
真
言
安
心
に
つ
い
て
の
各
自
の
研
究
を
持
ち
寄
っ
て
討
議
し
た
結
果
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
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う
が
、
発
表
者
が
那
須
で
あ
る
点
か
ら
も
、
そ
の
内
容
上
か
ら
も
、
那
須
安
心
論
の
骨
子
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
と
き
の
教

学
大
会
の
質
問
で
も
「
絶
対
帰
依
と
い
っ
た
場
合
、
他
力
の
よ
う
に
思
え
る
が
、（
真
言
宗
は
）
自
力
を
標
榜
す
る
の
で
は
な
い
の
か
」（
小

室
裕
充
）
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
那
須
は
「
真
言
宗
は
自
力
で
も
他
力
で
も
な
く
、
加
持
力
で
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。
こ
の
や
り
と
り
を
見
て
も
、
や
は
り
ど
う
し
て
も
那
須
教
学
に
浄
土
真
宗
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
し
が
た
く
伏
在
し
て
い
る

感
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
那
須
の
出
身
地
の
問
題
（
愛
知
県
は
浄
土
真
宗
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
）
や
、
覚
鑁
教
学
か
ら

の
反
照
、
さ
ら
に
は
西
田
哲
学
へ
の
傾
倒
と
い
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
そ
れ
ら
は
後
に
譲
り
、
那
須
の
反
駁

の
詳
細
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

渡
辺
の
反
論
に
対
す
る
那
須
の
所
信
〔
各
論
〕

那
須
安
心
論
の
要
旨
三
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
要
旨
①
「
理
窟
も
修
行
も
な
く
、
一
足
飛
び
に
即
身
成
仏
す
る
」
と
い
う
那
須
の
主
張
に
つ
い
て
。
渡
辺
は
こ
れ
に
対
し
て
、

那
須
の
主
張
だ
と
「
昼
寝
で
も
し
て
い
れ
ば
即
身
成
仏
」
と
な
り
、
即
身
成
仏
は
思
想
と
し
て
も
実
践
と
し
て
も
成
立
せ
ず
、
真
言
行
そ

の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
反
論
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
那
須
は
、
真
言
宗
は
「
概
念
的
把
握
を
さ
け
、
直
下
に
真
を
頷
く
」
こ

と
を
旨
と
す
る
と
述
べ
る
。
こ
の
「
頷
く
」
と
い
う
言
葉
は
、那
須
が
し
ば
し
ば
自
ら
の
信
仰
を
吐
露
す
る
際
に
使
用
す
る
語
で
あ
り9

、「
さ

な
が
ら
」
と
い
う
語
と
同
様
、
那
須
に
特
徴
的
な
語
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
平
明
な
語
が
醸
し
だ
す
雰
囲
気
の
中
に
、
那
須

の
修
行
論
（
ま
た
そ
れ
は
煩
悩
論
で
も
あ
る
）
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
真
言
行
は
、
修
行
に
よ
っ
て
煩
悩
を
取
り
除
く
の
で

は
な
く
、「
一
字
に
一
切
の
真
を
象
徴
す
る
真
言
陀
羅
尼
を
観
誦
す
る
も
の
で
あ
る
」。
那
須
に
と
っ
て
、
そ
の
真
言
行
と
は
「
本
来
成
仏
」
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を
証
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
本
覚
即
ち
本
来
成
仏
を
宗
と
し
て
即
身
成
仏
を
説
く
宗
義
か
ら
す
れ
ば
煩
悩
と
い
う
如
き
も

の
が
存
在
す
る
の
で
な
く
、
煩
悩
と
い
わ
れ
る
も
の
で
も
そ
の
本
質
は
決
し
て
煩
悩
性
で
は
な
い
」。「
た
だ
要
は
根
本
に
お
い
て
凡
聖
一

如
の
真
理
、
本
来
成
仏
の
原
理
を
諦
信
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
煩
悩
性
と
も
菩
提
性
と
も
な
る
の
で
あ
っ
て
、
本
来
の
性
は
無
記

性
で
あ
る
」。
那
須
の
修
行
論
（
煩
悩
論
）
に
お
い
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
真
言
密
教
は
本
来
成
仏
な
の
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
と
は
あ
る
の

で
も
な
く
、
な
い
の
で
も
な
い
「
無
明
に
よ
る
幻
想
」
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
か
ら
那
須
は
要
旨
①
に
つ
い
て
自
ら
次
の
よ
う
に
注
釈
を
加
え
て
い
る
。

真
言
の
教
は
理
窟
を
知
っ
た
り
（
概
念
的
把
握
）、
修
行
を
積
ん
だ
り
（
煩
悩
対
治
の
た
め
の
修
行
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

教
で
な
く
、
理
屈
ぬ
き
で
（
真
言
陀
羅
尼
）、
一
足
飛
び
（
修
行
さ
な
が
ら
）
に
即
身
成
仏
す
る
即
決
法
で
あ
る
。

要
旨
②
「
大
日
如
来
の
誓
願
成
就
」
の
問
題
に
つ
い
て
。
渡
辺
の
反
論
は
「
大
日
如
来
は
本
来
法
爾
と
し
て
悟
れ
る
仏
」
で
あ
っ
て
「
本

願
成
就
し
て
は
じ
め
て
成
仏
し
た
と
い
う
他
力
本
願
と
は
根
本
的
に
わ
け
が
違
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
那
須
は
こ
れ
に
対
し
て
、

仏
陀
観
か
ら
説
き
起
こ
す
。
仏
陀
と
は
自
証
（
自
ら
の
悟
り
）
と
化
他
（
他
の
教
化
）
を
円
満
し
た
存
在
で
あ
る
（
自
覚
覚
他
覚
行
円
満
）。

さ
ら
に
那
須
は『
大
日
経
疏
』（
大
正
三
七
・
五
七
九
下
）の
一
連
の
文
章
に
、釈
尊
の
生
涯
を
配
当
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち「
爾
の
時
に
世
尊
、

往
昔
の
大
悲
願
の
故
に
、
而
も
是
の
念
を
作
し
た
も
う
」
の
経
文
は
、「
爾
の
時
」
と
は
釈
尊
が
菩
薩
で
あ
っ
た
頃
の
六
年
の
修
行
時
代

で
あ
り
、「
往
昔
の
大
悲
願
」
と
は
五
大
願
で
あ
る
。「
若
し
我
れ
但
し
是
の
如
く
の
境
界
に
住
し
な
ば
、
即
ち
諸
の
有
情
は
是
れ
を
以
て

益
を
蒙
る
こ
と
能
わ
ず
」
の
文
は
、
釈
尊
が
菩
提
樹
下
で
成
道
し
た
直
後
に
お
い
て
悟
り
を
説
こ
う
か
説
く
ま
い
か
逡
巡
さ
れ
た
の
に
相

当
す
る
。「
是
の
故
に
自
在
神
力
の
加
持
三
昧
に
住
し
て
、
普
く
一
切
衆
生
の
為
に
、
種
々
諸
趣
の
所
憙
見
の
身
を
示
し
、
種
々
の
性
欲
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の
所
宜
聞
の
法
を
説
き
、
種
々
の
心
行
に
随
っ
て
観
照
の
門
を
開
き
た
も
う
」
の
文
は
、
釈
尊
の
四
十
五
年
の
教
化
活
動
に
相
当
す
る
。

こ
の
よ
う
に
『
大
日
経
疏
』
の
文
を
釈
尊
の
生
涯
に
配
当
し
た
上
で
「
自
覚
覚
他
覚
行
円
満
」
な
る
仏
陀
の
内
面
的
要
素
と
を
重
ね
て
、「
大

日
如
来
が
五
大
願
な
る
本
願
を
成
就
し
て
自
証
化
他
を
円
満
せ
る
完
全
仏
陀
と
成
ら
れ
た
」
と
解
釈
し
、
さ
ら
に
本
願
を
成
就
し
て
成
仏

し
た
こ
と
か
ら
「
一
切
の
衆
生
が
す
で
に
救
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
一
種
の
喩
説
」
で
あ
り
、「
象

徴
的
表
現
」
で
あ
る
か
ら
、「
必
ず
し
も
文
字
通
り
に
時
間
的
に
受
け
取
る
に
も
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
那
須
は
断
っ
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
迂
遠
な
経
典
解
釈
を
行
っ
て
ま
で
、
大
日
如
来
の
本
願
成
就
を
主
張
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
那
須
が
詳
細
に
述

べ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
問
題
は
や
は
り
「
本
来
成
仏
」
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
う
し
た
苦
心
を
犯
し
て
あ
ん
な
表
現
を
敢
え
て
為
し
た
か
と
い
う
に
、
そ
れ
は
外
で
も
な
い
、
即
身
成
仏
を
宗
旨
と
す
る

以
上
、
一
切
衆
生
の
本
来
成
仏
（
本
覚
）
を
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
本
覚
を
理
論
的
に
説
く
こ
と
に
な
る
と
可
成
め
ん
ど
う
な
哲

学
的
叙
述
が
必
要
と
な
り
、
観
智
の
低
劣
な
人
々
に
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
、
そ
う
し
た
理
論
を
陳
べ
る
こ
と
自
体
が
す

で
に
説
明
的
で
あ
っ
て
「
お
説
教
」
に
な
ら
な
い
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
あ
し
た
表
現
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
来
成
仏

を
解
ら
せ
た
い
た
め
に
採
っ
た
一
個
の
表
現
法
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
「
あ
れ
」
が
余
り
に
せ
ん
さ
く
に
過
ぎ
る
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
別
な
表
現
に
直
し
て
も
可
い
と
考
え
て
い
る
。
要
は
如
何
に
し
て
本
来
成
仏
を
納
得
せ
し
め
る
か
で
あ
る
。

最
後
に
要
旨
③
「
生
死
の
一
大
事
を
本
尊
大
日
如
来
に
う
ち
ま
か
せ
て
全
く
の
手
放
し
に
成
り
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
反
駁
を
見

て
み
よ
う
。
那
須
の
「
苦
心
」
が
こ
こ
に
お
い
て
も
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
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大
乗
仏
教
が
「
生
」
の
不
安
か
ら
解
脱
す
る
を
も
っ
て
、
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
生
死
の
一
大
事
を
諦
観
す
る
こ

と
が
根
本
的
課
題
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
哲
学
的
理
解
力
の
な
い
人
に
納
得
し
て
も
ら
う
に
は
、
い
っ
た
い
ど
う
説
い
た
ら
よ
い
か
。

私
も
過
去
数
十
年
の
間
、
種
々
な
る
説
き
方
を
試
み
て
来
た
が
「
あ
の
一
文
」
の
よ
う
に
説
い
た
と
き
、
聴
者
が
最
も
よ
く
う
な
ず

い
て
く
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
私
と
し
て
は
む
し
ろ
苦
心
の
作
だ
と
自
負
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
れ
が
却
っ
て
多
く
の

疑
義
を
招
い
た
り
、
指
弾
を
蒙
る
こ
と
に
成
る
と
は
、
実
に
皮
肉
で
も
あ
り
「
む
つ
か
し
き
か
な
」
と
嘆
息
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら
に「
南
無
遍
照
金
剛
な
る
一
念
の
真
言
」に
つ
い
て
、「
デ
ザ
イ
ン
盗
用
」と
の
非
難
に
対
し
て
、那
須
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
宗
の
特
質
と
せ
ら
れ
る
三
密
行
に
「
空
」
を
実
践
す
る
肚
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
宗
の
安
心
は
何
処
ま
で
も
実
践
主
義
で

あ
り
、
行
動
主
義
で
あ
る
。「
空
」
を
行
為
す
る
に
は
「
あ
れ
」
以
外
に
よ
い
道
が
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
、

哲
学
的
理
論
に
よ
っ
て
「
空
」
を
追
求
し
「
あ
あ
、
こ
こ
だ
、
こ
こ
だ
」
と
合
点
し
た
と
き
、
自
然
に
南
無
遍
照
金
剛
が
口
を
つ
い

て
出
て
く
る
。
よ
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
盗
用
で
も
何
ん
で
も
な
い
。
真
言
宗
独
自
の
三
密
行
で
あ
り
、
真
言
三
昧
で
あ
る
（『
大
疏
』）。

そ
し
て
こ
の
三
密
行
に
よ
っ
て
真
言
行
者
と
し
て
の
自
己
が
確
立
せ
ら
れ
る
。

　

那
須
は
最
後
に
真
言
密
教
に
お
け
る
重
要
語
で
あ
る「
加
持
」に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
で
論
を
締
め
括
い
る
。
こ
れ
は
あ
な
た
ま
か
せ
、

手
放
し
に
成
り
き
る
と
い
う
点
に
、
他
力
の
影
が
ち
ら
つ
く
こ
と
に
対
す
る
反
駁
で
も
あ
る
し
、
渡
辺
が
「
入
我
我
入
」
こ
そ
真
言
密
教

の
宗
教
的
境
地
で
あ
る
と
説
い
た
こ
と
へ
の
那
須
の
回
答
で
あ
る
。
こ
の
安
心
論
争
に
先
立
つ
四
年
前
の
智
山
教
学
大
会
で
那
須
は
「
真

言
宗
は
自
力
で
も
他
力
で
も
な
く
、
加
持
力
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
那
須
の
回
答
は
終
始
一
貫
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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最
後
に
加
持
に
つ
い
て
一
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
宗
祖
は
『
即
身
成
仏
義
』
の
加
持
を
説
明
し
て
「
加
持
と
は
如
来
の
大
悲
と

衆
生
の
信
心
と
を
表
す
仏
日
の
影
、
衆
生
の
心
水
に
現
ず
る
を
加
と
曰
い
、
行
者
の
心
水
能
く
仏
日
を
感
ず
る
を
持
と
名
づ
く
」
と

の
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
言
行
者
が
大
日
如
来
の
大
智
と
大
悲
を
信
受
し
て
帰
依
す
（
あ
な
た
ま
か
せ
）
と
き
、
加
持
感
応
し
て
即
身
成

仏
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
こ
の
加
持
の
内
容
を
見
る
と
、
仏
の
悲
智
が
行
者
に
働
き
か
け
る
仏
力
（
他
力
）
と
、
こ
の
仏
力

を
信
受
し
て
帰
依
す
る
行
者
の
力（
自
力
）と
、そ
し
て
こ
の
両
者
を
融
合
せ
し
む
る
法
界
力
と
の
三
力
が
具
足
さ
れ
て
い
る
。
私
が「
あ

な
た
ま
か
せ
」
と
か
「
手
ば
な
し
」
と
か
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
純
他
力
で
な
い
、
三
力
具
足
の
肚
で
あ
る
。

論
争
の
そ
の
後

那
須
の
所
信
に
対
し
渡
辺
は
、
一
月
二
十
四
日
付
『
中
外
日
報
』
で
「
密
教
の
現
代
的
意
義　

真
言
安
心
論
の
新
展
開
」
と
題
し
て

持
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
世
界
の
文
化
史
・
日
本
の
文
化
史
上
に
お
け
る
真
言
密
教
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
渡
辺
の

仏
教
史
観
は
、
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
精
華
と
し
て
真
言
密
教
が
あ
り
、
空
海
は
そ
の
正
系
の
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
、
他
宗
か
ら
見
れ
ば

い
さ
さ
か
「
護
教
的
」
な
視
点
に
立
脚
し
た
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
渡
辺
の
原
典
に
基
づ
く
緻
密
な
研
究
と
、
周
辺
学
問

の
知
識
を
援
用
し
て
織
り
な
さ
れ
た
新
し
い
仏
教
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
、
従
来
の
通
俗
的
仏
教
史

| 

真
言
密
教
を
単
に
平
安
貴

族
の
加
持
祈
祷
の
仏
教
に
す
ぎ
な
い
と
位
置
づ
け
る
見
方

| 
を
大
き
く
修
正
す
る
役
目
を
果
た
し
た
。
渡
辺
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に

続
け
る
。
二
十
世
紀
は
自
己
喪
失
の
時
代
か
ら
、
新
た
に
人
間
復
興
の
気
運
を
作
り
出
し
つ
つ
あ
る
、
そ
う
い
う
時
代
に
「
現
実
肯
定
の

し
か
も
人
間
性
の
深
奥
さ
を
端
的
に
表
現
し
た
真
言
密
教
こ
そ
は
最
も
適
切
な
宗
教
」
で
あ
っ
て
、「
中
世
的
な
彼
岸
逃
避
や
自
己
喪
失
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で
は
現
代
人
の
要
求
に
は
間
に
合
わ
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
大
上
段
の
議
論
を
述
べ
た
後
、
つ
い
で
程
度
に
那
須
の
安
心
論
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
那
須
の
所
信
に
い

ち
い
ち
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
た
だ
那
須
の
「
観
智
低
劣
な
人
々
を
対
象
と
し
た
お
説
教
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
、

「
Ｎ
氏
の
よ
う
な
学
徳
兼
備
の
高
僧
に
な
る
と
御
自
分
は
高
尚
な
真
言
の
法
門
を
味
わ
う
が
《
全
く
観
智
低
劣
な
る
人
々
に
真
言
道
を
う

な
ず
い
て
も
ら
う
た
め
に
》
そ
れ
と
は
別
の
教
を
説
か
れ
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
」
と
ひ
と
く
さ
り
し
、「
氏
の
よ
う
な
物
の
考
え
方
が
今

日
の
仏
教
の
不
振
を
招
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
断
じ
て
、
擱
筆
し
て
い
る
。

こ
れ
を
最
後
と
し
て
、そ
の
後
、二
人
の
間
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。
消
え
た
焚
火
の
火
種
を
探
る
よ
う
に
、

小
室
裕
充
氏
が
『
中
外
日
報
』
紙
上
で
渡
辺
の
真
言
密
教
論
に
つ
い
て
質
問
を
送
り
、
渡
辺
は
そ
れ
に
対
し
て
回
答
を
行
っ
て
い
る11

。
だ

が
そ
の
中
に
見
る
べ
き
も
の
も
見
出
さ
れ
な
い
の
で
、
那
須
・
渡
辺
の
そ
の
後
の
思
想
の
行
方
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

那
須
真
言
教
学
の
検
討

本
論
争
と
は
別
に
、那
須
に
は
「
真
言
宗
安
心
大
意
」（
一
九
三
八
）「
真
言
道
を
往
く
」（
一
九
七
一
）「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」（
一
九
七
五
）

と
い
う
三
篇
の
安
心
論
が
あ
る
。
こ
の
「
三
篇
は
先
生
の
真
言
信
仰
を
諄
々
と
語
る
と
い
う
よ
り
も
、
確
固
た
る
信
念
に
も
と
づ
い
て
む

し
ろ
真
情
を
吐
露
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
限
り
な
く
含
蓄
に
富
ん
だ
信
仰
の
告
白
の
書11

」
で
あ
り
「
那
須
教
学
の
総
決
算11

」（
宮
坂
宥
勝
）

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
見
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

那
須
真
言
教
学
の
要
諦
に
は
「
本
来
成
仏
」
が
あ
る
。
そ
の
姿
勢
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
あ

る
有
名
な
話
が
あ
っ
て
、
那
須
の
学
生
時
代

｜ 

那
須
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら
八
年
（
一
九
一
九
）
ま
で
智
山
勧
学
院
の
学
生
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で
あ
っ
た
か
ら
お
そ
ら
く
大
正
初
期
、
二
十
代
前
半
の
頃
で
あ
ろ
う

｜
名
古
屋
か
ら
京
都
へ
向
か
う
汽
車
の
中
で
、
あ
る
禅
僧
と
問
答

を
交
わ
し
た
と
い
う
。
そ
の
禅
僧
は
、
僧
服
に
角
帽
を
被
っ
た
若
き
那
須
に
「
君
は
何
宗
だ
」
と
尋
ね
た
。
那
須
が
「
私
は
真
言
宗
で
す
」

と
答
え
る
と
、
く
だ
ん
の
禅
僧
は
「
真
言
宗
は
即
身
成
仏
だ
が
、
そ
れ
は
本
来
成
仏
か
ど
う
か
」
と
問
う
た
。
那
須
は
そ
こ
で
度
肝
を
抜

か
れ
た
が
、
咄
嗟
に
「
本
来
成
仏
で
す
」
と
答
え
た
と
い
う11

。
こ
の
と
き
の
体
験
を
、
後
年
八
十
歳
を
超
え
た
那
須
に
し
て
、
な
お
新
鮮

な
驚
き
を
保
持
し
た
ま
ま
に
語
ら
せ
て
い
る
事
実
は
、
こ
の
禅
僧
と
の
問
答
の
経
験
を
一
つ
の
体
験
的
事
実
と
し
て
自
ら
の
学
問
に
お
い

て
直
接
身
に
引
き
受
け
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

「
真
言
宗
安
心
大
意
」（
一
九
三
八
）
に
お
い
て
、那
須
は
真
言
宗
の
根
本
的
立
場
を
「
本
不
生
」
と
「
三
摩
地
」
と
の
二
つ
に
認
め
て
い
る
。

本
不
生
と
は
「
始
め
も
終
わ
り
も
な
く
本
よ
り
生
じ
な
い
も
の
」
で
あ
る
。
那
須
は
そ
れ
を
「
世
界
全
体
を
一
個
の
縁
起
体
と
し
て
全
体

的
に
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
境
地11

」
と
し
て
い
る
。
そ
の
境
地
は
ど
の
よ
う
に
し
て
知
ら
れ
る
か
。

た
だ
在
る
の
は
現
在
ば
か
り
で
あ
る
。
過
去
も
未
来
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
い
っ
さ
い
は
現
在
の
一
瞬
に
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
現
在
の
一
瞬
一
刻
に
す
べ
て
が
か
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
世
界
の
縁
起
を
尋
ね
て
現
在
の
一
瞬
に
世
界
の
全
体
を
頷
く

の
が
、
す
な
わ
ち
本
不
生
を
悟
得
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す11

。

　

那
須
に
と
っ
て
、
真
実
の
世
界
を
自
覚
す
る
、
体
験
す
る
、
理
解
す
る
、
了
解
す
る
、
捉
え
る
、
知
る
、
こ
れ
ら
は
「
頷
く
」
と
い
う

動
詞
で
表
現
さ
れ
る
。
つ
ま
り
外
か
ら
で
は
な
く
内
面
か
ら
肚
に
据
え
る
の
で
あ
る
。「
世
界
の
全
体
相
を
頷
く
」「
現
在
一
瞬
の
生
命
に

全
世
界
を
頷
く
」「
生
命
が
生
命
自
ら
を
頷
く11

」、
こ
う
し
た
表
現
の
中
に
那
須
の
根
本
的
な
世
界
了
解
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
晩
年
の
那
須

に
も
貫
か
れ
て
い
る11

。
ま
た
そ
の
真
実
の
世
界
の
相
を
、
那
須
は
生
命
・
宇
宙
・
法
界
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。「
宇
宙
法
界
・
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宇
宙
法
身
・
宇
宙
大
自
然
・
宇
宙
の
大
我
・
宇
宙
の
根
本
法
身
・
宇
宙
の
大
生
命
・
宇
宙
普
遍
の
大
生
命
・
宇
宙
根
本
の
大
生
命
・
宇
宙

法
界
の
大
生
命
・
宇
宙
生
命
・
根
本
生
命
・
永
遠
の
大
生
命
…
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
世
界
に
入
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
「
三
摩
地
」
で
あ
る
。「
深
く
自
己
の
生
命
に
没
入
し
た
と
こ
ろ
を

三
摩
地（
三
昧
）と
い
う11

」の
で
あ
る
。
そ
れ
を
し
ば
し
ば
那
須
は「
花
を
見
る
」と
い
う
経
験
の
現
象
学
的
分
析
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
生
命
に
徹
し
た
三
昧
の
境
地
に
は
、
自
分
も
な
け
れ
ば
他
も
な
い
、
た
だ
生
命
の
事
実
の
み
で
あ
っ
て
、
自
他
が
全

く
一
如
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
花
に
見
惚
れ
た
三
昧
に
は
、花
を
見
て
い
る
と
い
う
自
分
も
な
け
れ
ば
見
ら
れ
て
い
る
花
も
な
く
、

た
だ
花
を
見
つ
つ
あ
る
生
命
の
み
の
境
地
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
そ
の
三
昧
の
う
ち
に
は
、
自
分
と
花
と
が
全
く
一
如
に
溶
け
入

っ
て
自
他
脱
落
の
全
機
的
生
命
が
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
自
己
と
環
境
と
が
ま
っ
た
く
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す11

。

花
の
喩
例
は
、
晩
年
の
安
心
論
「
真
言
道
を
往
く
」（
一
九
七
一
）で
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る22

。
こ
う
し
た
宗
教
的
境
地
の
現
象
学

的
分
析
は
、
哲
学
者
・
西
田
幾
多
郎（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五
）が
本
領
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
那
須
は
若
年
よ
り
西
田
哲
学
か
ら
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
花
の
喩
例
に
関
し
て
言
え
ば
、
次
の
西
田
の
文
を
見
て
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

我
々
が
物
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
が
物
と
一
致
す
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
花
を
見
た
時
は
即
ち
自
己
が
花
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
花
を
研
究
し
て
そ
の
本
性
を
明
に
す
る
と
い
う
は
、
自
己
の
主
観
的
臆
断
を
す
て
て
、
花
其そ

の
も
の物
の
本
性
に
一
致
す
る

の
意
で
あ
る
。（
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』22

）
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し
か
し
そ
の
影
響
は
「
西
田
哲
学
の
洗
礼
」22
（
宮
坂
宥
勝
）
と
言
う
よ
り
、
ま
だ
若
き
那
須
が
受
け
取
っ
た
新
時
代
の
雰
囲
気
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
那
須
は
外
か
ら
対
象
論
理
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
は
決
し
て
受
け
取
ら
な
い
。
自
ら
が
内
面

的
に
頷
く
も
の
し
か
受
け
取
る
こ
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
晩
年
の
安
心
論
「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」と
題
す
る
講
演
で
、
八
十
歳
を
越

え
た
那
須
が
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
真
言
教
学
の
根
本
問
題
も
、
や
は
り
同
じ
「
本
不
生
」と「
三
摩
地
」
で
あ
っ
て
首
尾
一
貫
、
徹
頭
徹

尾
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」
は
、
那
須
教
学
の
帰
結
点
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
最
終
的
に
語
ら
れ
て
い
る
問
題
は
、
か
つ
て
渡
辺
と
の
論
争
に

お
い
て
詰
問
さ
れ
た
「
南
無
遍
照
金
剛
」
と
い
う
名
号
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

｜ 「
帰
命
」
と
は
真
言
「
ノ
ー
マ
ク
サ
マ
ン
ダ
ボ

ダ
ナ
ン
」（N

am
aḥ sam

antabuddhānāṃ

）「
普
く
諸
仏
に
帰
命
い
た
し
ま
す
」）
の
略
号
で
あ
る
。
伝
法
灌
頂
で
い
た
だ
く
印
信
に
は
「
帰
命

バ
ン
」
と
あ
る
が
、
バ
ン
（vaṃ

）
と
は
大
日
如
来
の
一
字
真
言
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
遍
照
金
剛
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
帰
命
バ
ン
」

は
端
的
に
言
う
と
「
南
無
遍
照
金
剛
」
と
な
る
。

｜ 

こ
の
よ
う
に
説
き
、
那
須
は
聴
衆
に
語
り
か
け
る
。

皆
様
、「
本
覚
か
ら
帰
命
へ
」
と
最
後
の
帰
命
に
お
い
て
、
私
ど
も
は
自
分
自
身
が
本
来
如
来
様
に
成
り
得
る
境
地
で
あ
り
ま
す
。

本
来
成
仏
と
は
帰
命
の
世
界
に
行
っ
て
初
め
て
自
分
自
身
が
そ
の
も
の
に
成
り
得
る
こ
と
だ
、
と
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
も
思
想
的
に
い
ろ
い
ろ
言
う
の
は
結
構
で
す
よ
。
け
れ
ど
も
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
い
か
ん
。
ど
う
し
て
も
行
為
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
行
為
す
る
に
は
一
座
行
法
を
修
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
阿
字
観
を
や
る
と
か
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ
と
も
結
構
で
す
よ
。
し

か
し
そ
れ
は
、
結
局
は
南
無
遍
照
金
剛
へ
行
く
過
程
で
し
か
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
日
々
私
ど
も
は
南
無
遍
照
金
剛
で
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
が
即
身
成
仏
の
姿
だ
と
思
い
ま
す22

。
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か
つ
て
渡
辺
と
の
論
争
で
「
デ
ザ
イ
ン
盗
用
」
と
非
議
さ
れ
た
「
南
無
遍
照
金
剛
」
で
あ
る
が
、
そ
の
論
争
で
那
須
が
最
後
に
締
め

括
っ
た
問
題
も
や
は
り
「
南
無
遍
照
金
剛
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
那
須
は
「
南
無
遍
照
金
剛
」
を
真
言
と
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
「
よ

そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
盗
用
」
な
ど
で
は
な
く
、「
真
言
宗
独
自
の
三
密
行
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
真
言
行
者
と
し
て
の
自
己
が
確
立

せ
ら
れ
る
」
と
言
い
切
っ
た
。
渡
辺
と
の
論
争
の
際
に
は
や
や
も
す
れ
ば
弁
明
に
聞
こ
え
た
主
張
で
あ
る
が
、
や
は
り
那
須
に
お
い
て
は

ど
こ
ま
で
も
首
尾
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
確
固
た
る
教
理
・
実
践
の
理
念
で
あ
っ
た
と
見
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

近
代
に
お
け
る
浄
土
教
学
の
影

イ
ン
パ
ク
ト響

那
須
は
直
接
に
浄
土
教
学
か
ら
影
響
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
愛
知
県
の
熱
心
な
真
宗
門
徒
の
家
に
生
ま
れ
た
者
と
し
て
、
幼

少
年
期
に
味
わ
っ
た
信
仰
的
雰
囲
気
か
ら
も
真
宗
的
な
仏
教
観
に
そ
も
そ
も
親
和
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
那
須
の
浄
土
教
学

へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
の
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
照
射
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
近
代
に
お
け
る
哲
学
思
想
界
・
仏
教
界
の
全
体
的
な

思
潮
か
ら
の
影
響
、
ま
た
は
覚
鑁
・
新
義
真
言
教
学
の
阿
弥
陀
観
（
大
日
と
阿
弥
陀
と
の
密
接
な
関
係
）
に
由
来
す
る
側
面
、
さ
ら
に
は
密

教
浄
土
教
と
い
う
文
化
思
想
の
ベ
ー
ス
に
据
え
て
見
つ
め
直
す
こ
と
も
必
要
な
作
業
で
あ
る
。
そ
う
し
た
側
面
か
ら
那
須
教
学
を
再
検
討

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
問
題
領
域
が
拓
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
近
代
に
お
い
て
浄
土
教
学
が
果
た
し
た
哲
学
思

想
界
へ
の
影
響
と
い
う
問
題
か
ら
、
那
須
・
渡
辺
の
思
想
を
逆
照
射
し
て
考
え
て
み
た
い
。

近
代
に
お
け
る
浄
土
教
学
・
親
鸞
教
学
は
、明
治
三
十
年
代
以
降
、『
歎
異
抄
』の「
再
発
見
」に
よ
っ
て
、一
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
。

そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
～
一
九
〇
三
）
で
あ
り
、
浩
々
洞
門
下
の
曾
我
量
深
（
一
八
七
五
～
一
九
七
一
）・
金
子
大

栄
（
一
八
八
一
～
一
九
七
六
）
ら
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
、
仏
教
界
は
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
蒙
っ
た
。
よ
う
や
く
明
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治
三
十
年
代
に
な
っ
て
嵐
の
時
代
が
治
ま
り
は
し
た
が
、
宗
教
界
に
は
ま
だ
暗
雲
が
た
れ
こ
め
て
い
た
。
近
代
と
い
う
世
俗
化
の
時
代
は

や
が
て
宗
教
を
必
要
と
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
焦
燥
感
、
さ
ら
に
は
神
を
必
要
と
し
な
い
科
学
主
義
の
無
言
の
圧
力
が
宗
教

界
に
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
社
会
全
体
に
不
気
味
な
不
安
や
絶
望
感
が
広
が
っ
て
い
た
。
第
一
高
等
学
校
の
生
徒
・

藤
村
操
（
一
八
八
六
～
一
九
〇
三
）
が
華
厳
の
滝
へ
投
身
自
殺
を
は
か
っ
た
の
が
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
で
あ
り
、
こ
の
年
に
清
沢

満
之
も
亡
く
な
っ
て
い
る
。
不
安
の
時
代
ゆ
え
に
心
や
精
神
性
、
霊
性
を
強
く
希
求
し
、
そ
れ
を
哲
学
・
思
想
・
宗
教
に
求
め
る
気
風
も

出
て
き
た
時
代
で
あ
る
。
清
沢
は
そ
う
い
う
時
代
の
風
を
一
身
に
受
け
、
浄
土
真
宗
教
学
を
「
絶
対
他
力
」「
精
神
主
義
」
の
も
と
に
称

揚
し
飛
躍
さ
せ
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
哲
学
・
思
想
界
は
、
そ
の
よ
う
な
浄
土
教
団
の
志
向
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学

思
想
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
東
洋
の
思
想
・
日
本
の
思
想
の
確
立
を
求
め
て
い
た
。
西
田
幾
太
郎
の
哲
学
の
独

創
性
は
そ
う
い
う
希
求
に
好
く
適
っ
て
い
た
。
清
沢
と
西
田
と
の
間
に
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
西
田
の
日
記
を
読
む
と
清
沢
の
著
作
に

感
銘
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り22

、
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
東
大
哲
学
科
で
学
ん
だ
と
い
う
点
、
西
田
哲
学
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
影
響

な
ど
も
加
味
し
な
が
ら
、
両
者
の
関
係
を
探
っ
て
い
く
の
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

明
治
以
後
、
日
本
の
仏
教
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
仏
教
の
近
代
化
・
現
代
化
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
西
洋

の
学
問
的
方
法
を
駆
使
し
た
「
仏
教
学
」
を
構
築
す
る
と
い
う
仕
事
に
投
入
さ
れ
た
。
こ
の
方
面
に
お
い
て
も
浄
土
教
団
は
他
宗
に
先
駆

け
た
功
績
を
挙
げ
て
い
っ
た
。
す
で
に
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
東
本
願
寺
は
、
南
条
文
雄
（
一
八
四
九
～
一
九
二
七
）、
笠
原
研
寿
ら

を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
習
得
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
せ
て
い
る
。
南
条
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー

（
一
八
二
三
～
一
九
〇
〇
）
に
師
事
し
、彼
の
も
と
で
『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
梵
本
を
刊
行
し
て
い
る
（
一
八
八
三
）。
浄
土
教
団
は
、

最
も
早
く
西
洋
の
原
典
学
を
取
り
入
れ
、
比
較
実
証
的
な
研
究
方
法
と
歴
史
的
研
究
方
法
に
よ
っ
て
、
科
学
的
・
合
理
的
精
神
を
身
に
ま

と
っ
た
近
代
仏
教
学
の
法
城
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る22

。
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近
代
の
哲
学
・
思
想
界
は
、
こ
う
し
た
浄
土
教
学
・
真
宗
教
学
の
溌
剌
と
し
た
思
想
の
力
と
確
固
た
る
合
理
精
神
を
感
じ
取
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
と
り
わ
け
親
鸞
に
そ
の
関
心
を
向
け
た
。
梅
原
猛
は
、
日
本
の
思
想
界
の
親
鸞
贔
屓
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
学
者
を
例
に
と
ろ
う
。
空
海
や
最
澄
や
道
元
に
つ
い
て
、
日
本
の
文
学
者
は
、
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
な
い
。
彼
ら
に
つ
い
て

書
か
れ
た
小
説
や
伝
記
は
少
な
い
。
し
か
し
親
鸞
は
ち
が
う
。
彼
を
モ
デ
ル
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
有
名
作
家
の
小
説
・
戯
曲
は
あ
と

を
た
た
な
い
。
倉
田
百
三
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』、
吉
川
英
治
『
親
鸞
』、
丹
羽
文
雄
『
親
鸞
』
な
ど
は
と
り
わ
け
有
名
で
あ
ろ
う
。
作

家
ば
か
り
で
は
な
い
。
思
想
家
も
ま
た
、
親
鸞
に
つ
い
て
異
常
な
関
心
を
示
す
。
晩
年
の
西
田
幾
多
郎
も
、
禅
よ
り
親
鸞
に
よ
り
多

く
の
興
味
を
示
し
た
し
、そ
の
後
継
者
田
辺
元
は
、『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
に
よ
っ
て
親
鸞
を
自
己
の
哲
学
と
対
決
さ
せ
た
。
ま
た
、

一
生
マ
ル
ク
ス
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
間
を
さ
ま
よ
っ
た
か
に
み
え
る
三
木
清
も
、
三
木
よ
り
も
も
っ
と
マ
ル
ク
ス
に
忠
実
で
あ
っ
た

服
部
之
総
も
、
晩
年
、
死
の
前
の
白
鳥
の
歌
の
よ
う
に
、
親
鸞
へ
の
賛
美
の
歌
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
彼
ら
流
の
仕
方
で
う
た
っ
た22

。

西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五
）
は
石
川
県
で
真
宗
の
家
に
生
ま
れ
た
。
西
田
は
禅
の
哲
学
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
梅

原
が
言
う
よ
う
に
晩
年
は
禅
よ
り
浄
土
真
宗
の
世
界
観
に
興
味
を
示
し
た
。
西
田
自
身
は
「
余
は
真
宗
の
家
に
生
ま
れ
、
余
の
母
は
真
宗

の
信
者
で
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
余
自
身
は
真
宗
の
信
者
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
真
宗
に
就
い
て
多
く
知
る
も
の
で
も
な
い22

」
と
言
っ
て
い

る
が
、
そ
の
遺
稿
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
は
、
浄
土
真
宗
の
世
界
観
を
場
所
的
論
理
の
立
場
か
ら
基
礎
づ
け
る
著
作
で
あ

り22

、
西
田
は
そ
れ
を
「
私
の
最
終
の
世
界
観
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
」
と
述
べ
て
い
る22

。

彼
の
弟
子
・
田
辺
元
（
一
八
八
五
～
一
九
六
二
）
は
、
西
田
よ
り
も
は
る
か
に
直
接
的
に
「
私
は
親
鸞
が
仏
教
に
於
て
進
ん
だ
途
を
、

偶
然
に
も
哲
学
に
於
て
踏
ま
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」33

と
告
白
し
、「
私
は
今
や
親
鸞
の
指
導
に
信
頼
し
て
懺
悔
道
を
推
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進
せ
し
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
、
他
力
の
恩
寵
と
し
て
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ぬ
」33

と
跪
拝
し
て
い
る
（『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』）。

総
じ
て
近
代
日
本
の
哲
学
・
思
想
界
の
仏
教
に
対
す
る
関
心
は
浄
土
か
禅
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
京
都
学
派
は
そ

こ
に
東
洋
的
な
宗
教
性
、
ひ
い
て
は
近
代
を
超
克
し
東
西
文
化
に
貢
献
を
果
た
し
う
る
日
本
人
の
独
創
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
三
木
清
（
一
八
九
七
～
一
九
四
五
）、
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
六
〇
）
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

近
代
の
日
本
思
想
が
あ
た
か
も
親
鸞
に
帰
結
し
て
い
く
か
の
如
き
体
は
、
他
な
ら
ぬ
御
大
西
田
幾
多
郎
に
由
来
し
、
そ
れ
だ
け
の
影

響
力
を
果
た
し
た
浄
土
教
団
の
底
力
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
翻
っ
て
そ
の
西
田
か
ら
若
年
よ
り
思
想
的
な
影
響

を
受
け
取
っ
た
那
須
も
ま
た
、
当
然
浄
土
思
想
に
親
和
的
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
那
須
に
と
っ
て
そ
れ
は
浄
土
教
へ
の

傾
斜
や
媚
態
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、
那
須
は
、
日
本
思
想
の
土
着
的
性
格
を
そ
な
え
た
浄
土
と
禅
の
さ
ら
な
る
奥
底
に
、
自
ら
の
信
ず

る
真
言
密
教
の
真
実
義
を
見
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
次
の
発
言
に
照
ら
し
て
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

曹
洞
宗
の
祖
師
の
道
元
は
、
弘
法
大
師
の
本
来
成
仏
と
い
う
も
の
を
ち
ゃ
ん
と
お
悟
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
道
元
は
、
本
当

に
弘
法
大
師
の
宗
教
を
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
戴
い
て
い
る
人
で
す
。
真
言
宗
の
本
当
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
、
む
し

ろ
忘
れ
て
い
る
。
学
問
学
芸
の
方
へ
走
っ
て
し
ま
っ
て
、
本
当
の
も
の
を
ど
こ
へ
や
ら
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
他

宗
の
道
元
と
い
う
よ
う
な
人
、
あ
る
い
は
親
鸞
と
い
う
よ
う
な
人
、
そ
う
い
う
人
に
い
い
と
こ
ろ
を
み
ん
な
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
私
は
し
み
じ
み
残
念
に
思
う
。33
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渡
辺
の
浄
土
教
批
判

那
須
の
護
教
論
と
は
全
く
異
な
る
仕
方
で
、
渡
辺
は
真
言
宗
の
護
教
論
を
展
開
し
た
。
渡
辺
の
強
靱
な
批
判
力
は
、
岩
波
新
書
の
三

部
作
『
仏
教
』（
初
版
一
九
五
六
、
第
二
版
一
九
七
四
）・『
日
本
の
仏
教
』（
一
九
五
八
）・『
お
経
の
話
』（
一
九
六
七
）
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
批
判
力
は
真
言
密
教
に
は
及
ん
で
い
な
い
。『
日
本
の
仏
教
』
中
「
ア
ミ
ダ
信
仰
」
の
項
目
で
、
渡
辺
は
浄
土
教
を

次
の
よ
う
に
断
案
し
て
い
る
。

ま
た
一
般
に
浄
土
教
は
現
実
逃
避
の
傾
向
が
強
い
。
日
本
人
が
正
面
か
ら
現
実
の
問
題
と
取
組
む
こ
と
を
回
避
す
る
態
度
を
助
長

し
た
の
も
、
浄
土
教
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
封
建
的
勢
力
に
協
力
し
、
社
会
の
近
代
化
を
妨
げ
た
責
任
の
一
端
も
こ
こ
に
あ
る
。

こ
う
い
う
点
か
ら
考
え
て
も
、
浄
土
教
は
西
欧
に
お
け
る
宗
教
改
革
と
は
正
反
対
の
役
割
を
果
た
し
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
末
世
的
な
新
興
宗
教
を
「
日
本
仏
教
の
精
華
」
と
よ
ぶ
よ
う
な
偏
見
が
今
で
も
一
部
で
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
こ
と

を
い
う
の
は
仏
教
の
本
質
と
実
践
的
意
義
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
浄
土
教
の
近
代
化
は
な
お
今
度
の
問
題
で
あ
ろ
う33

。

日
本
近
代
の
仏
教
学
の
基
盤
を
形
成
し
、
哲
学
・
思
想
界
に
ま
で
そ
の
共
感
を
拡
げ
た
浄
土
教
学
だ
が
、
渡
辺
に
お
い
て
は
全
く
正

反
対
の
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
渡
辺
は
浄
土
教
批
判
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
根
幹
を
揺
る
が
す
論
争
へ
と
赴
い
て
い
く
。

那
須
・
渡
辺
論
争
の
五
年
後
（
一
九
六
三
）
に
起
こ
っ
た
「
ア
ミ
ダ
教
論
争
」
で
あ
る33

。
浄
土
教
の
本
丸
で
あ
る
、
ア
ミ
ダ
信
仰
の
根
本

的
批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
争
の
意
義
は
早
島
鏡
正
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
い
ま
だ
そ
の
当
否
に
つ
い
て
は
議
論
が
深
め
ら
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れ
る
こ
と
な
く
保
留
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る33

。
浄
土
教
団
は
、
渡
辺
照
宏
の
「
イ
ン
ド
に
は
ア
ミ
ダ
信
仰
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
主
張
に
対

し
て
、即
座
に
激
し
い
反
論
を
行
っ
て
い
る
。
渡
辺
の
説
に
対
し
て
、『
中
外
日
報
』
紙
上
で
舟
橋
一
哉
（
大
谷
大
学
教
授
）、月
輪
賢
隆
（
龍

谷
大
学
名
誉
教
授
）、
宮
地
廓
慧
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）
が
反
論
し
、
四
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
繰
り
広
げ
た
（
六
月
二
日
～
十
月
二
日

ま
で
）33

。
今
こ
こ
で
そ
の
論
争
の
経
緯
を
追
っ
て
い
く
暇
は
な
い
の
で
、
渡
辺
の
ア
ミ
ダ
信
仰
仮
説
の
要
点
だ
け
述
べ
て
お
こ
う
。
そ
の

骨
子
は

｜ 
イ
ン
ド
仏
教
史
の
立
場
か
ら
、
浄
土
教
（
ア
ミ
ダ
信
仰
）
は
仏
教
と
し
て
は
新
規
な
説
で
あ
り
、
か
つ
イ
ン
ド
に
お
い
て
実

際
に
行
わ
れ
た
と
い
う
確
実
な
証
拠
が
何
一
つ
見
出
さ
れ
な
い
。
浄
土
三
部
経
も
イ
ン
ド
伝
来
の
も
の
と
す
る
積
極
的
な
証
拠
が
見
出
さ

れ
な
い
。
ゆ
え
に
ア
ミ
ダ
仏
と
西
方
極
楽
浄
土
と
の
信
仰
は
、
本
来
の
仏
教
に
は
な
く
、
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

｜ 

と

い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
ミ
ダ
教
論
争
の
発
火
点
と
な
っ
た
の
は
、
渡
辺
が
著
し
た
「
ア
ミ
ダ
信
仰
は
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
」（『
大
法
輪
』
昭
和
三
十
八

年
六
月
号
）
と
い
う
論
文
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
わ
ざ
わ
ざ
大
法
輪
編
集
に
よ
る
前
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の

渡
辺
の
論
考
は
「
大
乗
仏
説
、
非
仏
説
の
論
争
を
批
判
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
」
で
あ
っ
て
、「
法
然
仏
教
、
親
鸞
仏
教
そ
の
も
の

を
批
判
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
編
集
が
わ
ざ
わ
ざ
論
文
の
冒
頭
で
こ
う
し
た
断
り
書
き
を
述

べ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
奇
異
の
念
を
抱
か
せ
る
。
や
は
り
断
り
書
き
の
裏
側
の
方
に
真
意
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
。
渡
辺
が
こ
の
論

争
で
企
図
し
た
こ
と
は
、
大
乗
仏
説
・
非
仏
説
論
争
の
批
判
で
も
な
け
れ
ば
、
純
粋
な
ア
ミ
ダ
信
仰
仮
説
の
提
唱
で
も
な
く
、
や
は
り
浄

土
教
批
判
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
か
つ
て
那
須
安
心
論
の
浄
土
教
的
傾
斜
を
戒
め
た
、先
の
論
争
が
影
を
落
と
し
て
い
る
と
見
る
。
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安
心
の
行
方

那
須
と
渡
辺
の
論
争
は
、
結
局
、
決
着
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
二
人
の
思
索
が
と
ぎ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
二
人
は
ど
こ
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
真
実
を
究
明
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
那
須
は
空
海
の
思
想
を
「
本
来
成
仏
」
と

し
て
定
位
し
た
上
で
、
自
ら
の
信
仰
的
立
場
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
の
立
場
は
一
貫
し
て
ゆ
ら
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
翻
っ
て
渡
辺

照
宏
は
ど
う
で
あ
る
か
。
渡
辺
は
原
典
研
究
法
と
思
想
史
学
と
い
う
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
刃
を
浄
土
教
に
突
き
た
て
た
。
単
身
、
浄
土
教
の

本
丸
に
の
り
こ
み
、
ア
ミ
ダ
信
仰
の
根
本
的
批
判
へ
と
赴
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

那
須
・
渡
辺
の
両
者
の
間
に
決
定
的
な
一
瞬
の
火
花
が
散
っ
た
後
、
以
後
二
人
は
、
ま
っ
た
く
独
自
の
道
を
進
ん
で
い
き
、
決
し
て

交
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
二
人
が
当
世
一
代
の
学
者
と
し
て
思
索
を
深
め
て
い
っ
た
と
い
う
点
、
そ
し
て
そ

の
真
摯
さ
に
お
い
て
、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
と
こ
ろ
に
到
達
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
対
照
的
な
二
人
だ
が
、

真
言
宗
の
教
義
を
ど
こ
ま
で
も
信
じ
、
護
り
、
追
求
し
て
い
っ
た
二
人
が
、
底
の
方
で
は
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
私
は
思
い
た
い
。

二
人
に
と
っ
て
結
局
、
安
心
と
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
や
は
り
安
心
と
は
、
自
ら
の
死
に
臨
ん
だ
と
き
に
最
も
大
き
く
現
れ
出
て

く
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
死
が
怖
く
な
い
人
は
い
な
い
。
ど
ん
な
に
口
で
他
人
に
永
遠
な
る
生
命
を
説
こ
う
が
、
そ
れ
が
観
念
に
す
ぎ

な
け
れ
ば
、
自
ら
の
死
に
臨
ん
で
取
り
乱
す
に
ち
が
い
な
い
。
高
僧
が
ガ
ン
を
告
知
さ
れ
て
意
気
阻
喪
し
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
話
は
、
世
上
よ
く
聞
く
話
で
あ
る
。
僧
侶
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
生
死
の
一
大
事
に
つ
い
て
肚
を
据
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

晩
年
の
那
須
は
「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」
と
い
う
講
演
で
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。
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善
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、み
ん
な
こ
れ
は
如
来
様
な
ん
で
す
。
我
々
み
た
い
な
明
日
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
老
人
に
な
る
と
、

本
当
に
死
と
い
う
も
の
が
重
大
問
題
で
す
。
私
は
嘘
で
は
な
く
、
本
当
に
自
分
は
ど
う
し
て
死
ぬ
か
と
い
う
こ
と
を
毎
日
考
え
て
お

り
ま
す
。
私
は
「
南
無
遍
照
金
剛
、
南
無
遍
照
金
剛
」
と
唱
え
な
が
ら
消
え
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
お
前
た
ち
は
側
に
寄
ら
ず
に
静

か
に
し
て
く
れ
と
、
家
内
た
ち
に
言
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
坊
主
で
あ
る
以
上
本
当
に
最
後
の
往
生
だ
け
は
大
往
生
を
遂
げ
た
い
と
、

こ
う
願
っ
て
い
る
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
あ
な
た
方
も
私
と
変
わ
り
な
い
は
ず
だ
と
思

い
ま
す33

。

こ
う
私
た
ち
に
語
り
、
自
ら
に
聞
か
せ
る
那
須
は
、
果
た
し
て
臨
終
に
際
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
御
孫
で
あ
る
那
須
政

玄
氏
が
、
そ
の
場
面
を
お
伝
え
下
さ
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
記
さ
せ
て
戴
く
。
那
須
は
そ
の
最
後
の
願
い
を
静
か
に
成
就
し
た
こ
と
が
誰

の
胸
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

那
須
は
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
五
月
、
九
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』
の
執
筆
中
で
、
す
で

に
出
来
上
が
っ
た
ノ
ー
ト
を
も
と
に
原
稿
化
し
て
い
る
途
中
で
あ
っ
た
。（
こ
れ
は
後
に
福
田
亮
成
先
生
が
残
り
の
部
分
を
ノ
ー
ト
か
ら
原

稿
化
さ
れ
、
さ
ら
に
先
生
が
構
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
付
し
て
出
版
さ
れ
た
。）
集
中
治
療
室
に
入
っ
て
六
日
目
の
死
で
あ
っ
た
。
臨
終
に

立
ち
会
っ
た
看
護
婦
の
話
で
は
、お
茶
を
所
望
し
、遠
く
に
鐘
の
音
が
聞
こ
え
る
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
が
祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
か
、

小
僧
と
し
て
撞
い
た
鐘
か
、
は
た
ま
た
智
積
院
の
か
自
坊
の
か
定
か
で
は
な
い
。
静
か
な
死
で
あ
っ
た33

。

渡
辺
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
渡
辺
は
病
身
で
あ
っ
た
か
ら
つ
ね
に
安
心
を
問
わ
れ
る
境
遇
に
あ
っ
た
。
戦
後
、
不
幸
に
し
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て
病
を
得
て
、
類
い
希
な
天
才
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
人
生
の
後
半
生
を
病
と
の
闘
い
に
過
ご
し
た
。
し
か
し
病
床
に
あ
っ
て
、
一
冊
の
本

を
も
持
て
な
い
体
力
の
中
で
さ
え
も
、
本
を
一
頁
ず
つ
破
り
破
り
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
、
壮
絶
な
学
問
へ
の
意
志
を
貫
か
れ
た
と

い
う
（
伊
原
照
蓮
氏
の
談
話
）。
渡
辺
の
弟
子
で
あ
り
、
一
度
は
那
須
家
と
も
縁
組
し
た
、
政
玄
氏
の
御
尊
父
で
あ
る
大
鹿
実
秋
氏
が
、
渡

辺
の
臨
終
の
場
面
を
お
伝
え
下
さ
っ
て
い
る
。
渡
辺
は
臨
終
に
際
し
て
な
お
、真
理
へ
の
意
志
を
徹
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
那
須
・

渡
辺
の
臨
終
の
場
面
を
奇
し
く
も
父
子
の
文
章
に
よ
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
わ
け
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
最
後
を
伝
え
て
く
れ

る
文
章
と
し
て
、
ま
た
双
方
と
も
に
故
人
へ
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
敬
意
が
示
さ
れ
て
い
る
と
感
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
那

須
・
渡
辺
が
底
の
方
で
は
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
、
私
が
信
じ
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。「
安
心
」
と
は
、
真
実
の
世
界
を
追
い
求

め
て
い
っ
た
果
て
に
は
じ
め
て
見
出
さ
れ
る
、静
か
で
澄
み
き
っ
た
境
地
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
渡
辺
は
一
九
七
七
年（
昭
和
五
十
二
年
）

十
二
月
二
十
七
日
、
七
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

先
生
の
ご
逝
去
は
ま
っ
た
く
突
然
の
こ
と
で
し
た
。
十
二
月
廿
五
日
に
医
師
か
ら
異
常
な
し
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
廿
七
日
の
午
後

も
い
つ
も
の
よ
う
にG

aṇḍavyūha

（
華
厳
経
）
の
諸
本
を
机
上
に
並
べ
拡
げ
て
校
合
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
五
時
ご
ろ
咽
喉

の
あ
た
り
に
異
常
を
訴
え
ら
れ
早
速
横
臥
さ
れ
て
酸
素
呼
吸
。
吸
入
器
を
あ
て
が
わ
れ
る
と
物
な
ど
い
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ

こ
に
あ
っ
た
ロ
シ
ア
語
の
本
に
目
を
通
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
五
時
廿
五
分
に
わ
か
に
生
命
の
灯
を
消
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。tathāgata

（
如
去
）
と
は
こ
の
よ
う
な
去
り
方
を
い
う
の
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
去
ら
れ
方
で
あ
っ

た
。
眼
鏡
な
し
の
生
来
の
尊
顔
は
和
顔
そ
の
も
の
で
、
為
す
べ
き
こ
と
を
す
べ
て
為
し
お
え
た
も
の
の
み
が
持
つ
安
ら
か
な
も
の
で
、

先
生
の
長
い
闘
病
の
生
活
を
知
る
者
に
別
離
の
悲
哀
よ
り
は
涅
槃
獲
得
の
大
楽
を
分
か
ち
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
、
そ
う
い
っ
た
三

密
瑜
伽
の
尊
像
で
し
た33

。
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出
版
部
、
二
〇
〇
〇
。

14　

 

那
須
政
隆
「
真
言
宗
安
心
大
意
」『
那
須
政
隆
著
作
集　

第
三
巻　

弘
法
大
師
空
海
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
七
（
初
出
一
九
三
八
）、
三
一
〇
頁
。

15　

 

同
書
、
三
一
一
頁
。

16　

 

同
書
、
三
一
一
頁
、
三
一
七
頁
。

17　

 

「
頷
く
」
と
い
う
言
葉
の
特
有
的
使
用
は
、
晩
年
の
安
心
論
「
真
言
道
を
往
く
」（
同
書
、
三
八
五
頁
）「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」（
同
書
、
四
二
五
頁
）
で
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も
見
ら
れ
る
。

18　
 

同
書
、
三
一
四
頁
。

19　

 
同
書
、
三
一
八
頁
。

20　

 

同
書
、
三
六
一
～
三
六
二
頁
。

21　

 

西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
岩
波
文
庫
、
一
一
六
頁
。

22　

 

那
須
の
西
田
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
次
の
指
摘
が
あ
る
。「
根
嶺
の
新
義
、
智
山
教
学
の
輝
か
し
い
伝
統
を
継
承
、
一
身
に
具
現
さ
れ
た
こ
と
は
も
と

よ
り
で
あ
る
が
、
し
か
も
先
生
は
若
年
に
し
て
智
山
勧
学
院
大
学
時
代
に
西
田
幾
多
郎
、
野
崎
広
義
ら
の
い
わ
ゆ
る
西
田
哲
学
の
洗
礼
を
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
汎
神
論
的
理
想
主
義
を
説
い
た
オ
イ
ケ
ン
、
生
の
哲
学
の
デ
ィ
ル
タ
イ
を
は
じ
め
新
カ
ン
ト
学
派
の
思
想
的
影
響
も
多
分
に
あ
っ
た
よ
う
に
お
見

受
け
す
る
」
宮
坂
宥
勝
「
解
説
」
前
掲
書
、
四
五
七
～
四
五
八
頁
。

23　

 

那
須
政
隆
「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」
前
掲
書
、
四
四
二
頁
。

24　

 『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
一
七
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
、七
九
、一
二
五
、一
五
一
頁
。「
人
名
解
説
と
索
引
」
清
沢
満
之
の
項
（
二
一
頁
）
を
参
照
。

25　

 

そ
の
他
、
近
代
仏
教
学
の
最
大
の
貢
献
者
の
一
人
、
高
楠
順
次
郎
（
龍
谷
大
学
出
身
、
東
大
梵
文
学
研
究
室
初
代
教
授
、
一
八
六
六
～
一
九
四
五
）、
渡

辺
海
旭
（
浄
土
宗
僧
侶
、
芝
学
園
校
長
、
大
正
大
学
教
授
、
一
八
七
二
～
一
九
三
三
）
ら
も
ま
た
浄
土
教
団
の
出
身
で
あ
る
。

26　

 

増
谷
文
雄
・
梅
原
猛
『
仏
教
の
思
想　

一
〇　

絶
望
と
歓
喜
〈
親
鸞
〉』
角
川
文
庫
、
一
九
九
七
（
初
出
一
九
七
〇
）、
二
八
六
頁
。

27　

 「
愚
禿
親
鸞
」『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
（
初
出
『
宗
祖
観
』
一
九
一
一
）、
三
二
四
頁
。

28　

 

「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
岩
波
書
店
、
第
十
巻
、
二
〇
〇
四
（
初
出
一
九
四
五
）。
西
田
は
本
書
を
次
の
よ
う
に
締
め
括

っ
て
い
る
。

―
「
君
主
的
神
の
キ
リ
ス
ト
教
と
国
家
と
の
結
合
は
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
が
、
仏
教
は
、
従
来
非
国
家
的
と
も
考
へ
ら
れ
て
居
た
。
併

し
鈴
木
大
拙
は
大
無
量
寿
経
四
一
の
此
会
四
衆
、
一
時
悉
見
、
彼
見
此
土
、
亦
復
如
是
と
い
ふ
語
を
引
い
て
、
此
土
に
於
て
釈
尊
を
中
心
と
し
た
会
衆
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が
浄
土
を
見
る
が
如
く
、
彼
土
の
会
衆
に
よ
っ
て
此
土
が
見
ら
れ
る
。
娑
婆
が
浄
土
を
映
し
、
浄
土
が
娑
婆
を
映
す
、
明
鏡
相
照
す
、
こ
れ
が
浄
土
と

娑
婆
と
の
聯
貫
性
或
は
一
如
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
（
鈴
木
大
拙
著
「
浄
土
系
思
想
論
」
一
〇
四
頁
）。
私
は
此
か
ら
浄
土
真
宗
的

に
国
家
と
云
ふ
も
の
を
考
へ
得
る
か
と
思
ふ
。
国
家
と
は
、
此
土
に
於
て
浄
土
を
映
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
三
六
六
～
三
六
七
頁
）。

29　

 

小
坂
国
継
「
後
記
」『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
巻
、
二
〇
〇
四
、五
一
〇
頁
。

30　

 

田
辺
元
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』『
田
辺
元
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
（
初
出
一
九
四
六
）、
五
頁
。

31　

 

同
書
、
七
頁
。

32　

 

那
須
政
隆
「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」
前
掲
書
、
四
三
三
頁
。

33　

 

渡
辺
照
宏
『
日
本
の
仏
教
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
、二
〇
四
頁
。

34　

 

渡
辺
照
宏
「
ア
ミ
ダ
信
仰
は
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
」『
大
法
輪
』
第
三
〇
巻
第
六
号
、
一
九
六
三
年
六
月
号
。

35　

 

早
島
鏡
正
「『
浄
土
三
部
経
』
解
説
」『
浄
土
三
部
経
（
下
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
四
、二
五
八
頁
。「
と
こ
ろ
で
、
浄
土
教
が
仏
教
諸
派
の
う
ち
に
お
い

て
主
流
的
な
も
の
で
な
く
、
か
つ
イ
ン
ド
に
実
際
行
わ
れ
た
確
実
な
証
拠
が
見
出
さ
れ
な
い
と
論
じ
て
、「
ア
ミ
ダ
仏
と
西
方
極
楽
浄
土
と
の
信
仰
は
、

本
来
の
仏
教
に
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
渡
辺
照
宏
博
士
の
所
論
は
、
今
後
の
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
、
大
い
に
論
議
の
対
象
と
な
ろ
う
」。

36　

 

ア
ミ
ダ
教
論
争
に
関
す
る
以
下
の
資
料
の
考
察
は
、
ま
た
他
稿
を
期
し
た
い
。
舟
橋
一
哉「
ア
ミ
ダ
教
は
仏
教
で
な
い
の
か（
上
）」『
中
外
日
報
』

一
九
六
三
年
六
月
二
日
、
舟
橋
一
哉「
ア
ミ
ダ
教
は
仏
教
で
な
い
の
か（
下
）」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
六
月
四
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
信
仰
は
ど
こ

で
作
ら
れ
た
か　

渡
辺
博
士
説
へ
反
論
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
六
月
一
四
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
信
仰
は
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か　

渡
辺
博
士
説

へ
反
論 

②
」、『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
六
月
二
二
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
信
仰
は
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か　

渡
辺
博
士
説
へ
反
論 

③
」『
中
外
日
報
』

一
九
六
三
年
六
月
二
七
日
、
渡
辺
照
宏「
ア
ミ
ダ
教
論
争　

反
論
へ
の
反
論（
上
）」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
七
月
三
日
、
渡
辺
照
宏「
ア
ミ
ダ
教
論
争

　

反
論
へ
の
反
論（
中
）」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
七
月
六
日
、
渡
辺
照
宏「
ア
ミ
ダ
教
論
争　

反
論
へ
の
反
論（
下
）」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
七
月
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一
〇
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
教
論
争　

渡
辺
博
士
説
へ　

続
」『
中
外
日
報
』
一
九
六
三
年
七
月
二
三
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
教
論
争　

渡
辺
博
士
説

へ　

続
②
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
八
月
三
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
教
論
争　

渡
辺
博
士
説
へ　

続 

③
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
八
月
一
〇
日
、

舟
橋
一
哉「
渡
辺
博
士
の
答
弁
を
読
み
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
八
月
一
五
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
教
論
争　

渡
辺
博
士
説
へ　

続 

④
」『
中
外
日

報
』一
九
六
三
年
八
月
二
二
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ
教
論
争　

渡
辺
博
士
説
へ　

続 

⑤
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
八
月
三
一
日
、
月
輪
賢
隆「
ア
ミ
ダ

教
論
争　

渡
辺
博
士
説
へ　

終
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
九
月
七
日
、
宮
地
廓
慧「
ア
ミ
ダ
教
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

①
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
九
月

一
四
日
、
宮
地
廓
慧「
ア
ミ
ダ
教
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

②
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
九
月
一
五
日
、
宮
地
廓
慧「
ア
ミ
ダ
教
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

③
」『
中
外

日
報
』一
九
六
三
年
九
月
一
八
日
、
宮
地
廓
慧「
ア
ミ
ダ
教
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

④
」『
中
外
日
報
』
一
九
六
三
年
九
月
二
〇
日
、
宮
地
廓
慧
「
ア
ミ
ダ
教
論

争
を
め
ぐ
っ
て 

⑤
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
九
月
二
二
日
、宮
地
廓
慧「
ア
ミ
ダ
教
論
争
を
め
ぐ
っ
て　

終
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
九
月
二
四
日
、

渡
辺
照
宏
「
ア
ミ
ダ
信
仰
は
イ
ン
ド
に
な
か
っ
た
」『
中
外
日
報
』一
九
六
三
年
十
月
二
日

37　

 

那
須
政
隆
「
本
覚
よ
り
帰
命
へ
」
前
掲
書
、
四
四
二
頁
。

38　

 

那
須
政
玄
「
私
の
師
僧
「
那
須
政
隆
」」『
智
山
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
七
号
、
智
山
教
化
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
、四
九
頁
。

39　

 

大
鹿
実
秋
「
渡
辺
先
生
を
偲
ぶ
」『
高
野
山
時
報
』
一
九
七
八
年
一
月
二
一
日
、
六
面
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
真
言
宗
、
安
心
、
那
須
政
隆
、
渡
辺
照
宏
、
浄
土
教
、
浄
土
真
宗
、
近
代
、
日
本
思
想
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宗
内
寺
院
に
配
布
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
に
大
正
大
学
□四

字

空

欄

□
□
□
教（

以
下
同
）

授
の
「
真

言
宗
の
安
心
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
結
論
と
し
て
四
項
目
を
あ
げ
て
い

る
が
（
一
九
頁
）
少
な
く
と
も
は
じ
め
の
三
項
目
は
真
言
宗
の
根
本
教
義

と
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

□
□
教
授
は
「
そ
の
第
一
は
、
真
言
の
教
は
理
屈
を
知
っ
た
り
、
修
行

を
積
ん
だ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
で
な
く
、
理
屈
ぬ
き
で
一

足
飛
び
に
即
身
成
仏
す
る
即
決
法
で
あ
る
」
と
い
う
。
は
た
し
て
そ
う
か
。

『
即
身
成
仏
義
』
に
は
「
六
大
無
碍
に
し
て
常
に
瑜
伽
な
り
、
四
種
曼
荼
各

離
れ
ず
、
三
密
加
持
す
れ
ば
速
疾
に
顕
る
、
重
々
帝
網
な
る
を
即
身
と
名

づ
く
」
と
あ
る
。
六
大
四
曼
の
荘
厳
な
宇
宙
観
に
基
づ
き
身
口
意
の
三
密

を
行
じ
て
は
じ
め
て
達
せ
ら
れ
る
境
地
が
即
身
成
仏
で
あ
る
。
も
し
□
□

教
授
の
言
う
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
加
行
も
灌
頂
も
い
ら
ぬ
。
道
場
も

学
校
も
閉
鎖
し
て
、
昼
寝
で
も
し
て
い
れ
ば
即
身
成
仏
と
い
う
事
に
な
ろ

う
。「

第
二
は
、
一
切
の
衆
生
は
本
尊
大
日
如
来
の
本
願
成
就
に
よ
っ
て
と

っ
く
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
お
互
い
が
凡
夫
の
身
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
本
性
は
仏
と
同
一
家
族
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
結
縁
灌
頂

を
受
け
、
し
っ
か
り
肚
に
す
え
る
こ
と
」
と
□
□
教
授
は
い
う
。
し
か
し

真
言
宗
に
お
い
て
「
如
来
の
本
願
成
就
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
。

弘
法
大
師
の
『
大
日
経
開
題
』（
全
集
、
和
本
四
、四
頁
）
に
「
成
仏
」
の

〔
資
料
〕凡

例現
行
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

・・
書
名
を
『　

』
で
括
っ
た
。

・・
一
部
、
句
読
点
や
誤
記
等
を
改
め
た
が
特
に
注
記
し
て
い
な
い
。

・・〔　

〕
は
中
外
紙
編
集
の
文
言
で
あ
る
。

・・

［
資
料
二
］

『
中
外
日
報
』
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
五
日
（
木
）
付
・
一
面
記
事

〔
真
言
宗
安
心
と
い
っ
て
も
、
一
概
に
い
え
な
い
が
、
智
山
派
の
『
布
教
資

料
第
一
集
』
中
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
か
ら
批
判
の
声
が
上
っ
て

い
た
。
こ
こ
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
氏
の
一
文
を
紹
介
し
、
逐
次
関
係
方
面
の
討
議
を

経
て
問
題
の
解
明
に
一
役
果
た
し
た
い
と
思
う
。
―
編
集
部
―
〕

真
言
宗
の
安
心
に
つ
い
て

Ａ
Ｂ
Ｃ

　

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
九
月
十
日
付
発
行『
智
山
布
教
資
料
第
一
集
』が
、
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に
な
っ
た
ら
如
実
知
自
心
や
迷
悟
在
己
は
ど
う
な
る
か
。
住
心
品
も
十
住

心
論
も
成
り
た
た
な
い
か
。「
南
無
遍
照
金
剛
な
る
一
念
の
真
言
云
々
」
に

い
た
っ
て
は
私
は
言
う
言
葉
を
知
ら
な
い
。
ど
こ
か
よ
そ
の
宗
旨
の
に
お

い
が
す
る
が
、
こ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
盗
用
で
は
先
方
の
宗
門
も
迷
惑
で
あ
ろ

う
。
興
教
大
師
の
『
阿
弥
陀
秘
釈
』
に
も
「
一
心
即
ち
諸
法
な
れ
ば
仏
界

衆
生
界
不
二
に
し
て
二
な
り
、
諸
法
即
ち
一
心
な
れ
ば
仏
界
衆
生
界
二
に

し
て
不
二
な
り
、
又
是
心
と
是
仏
と
本
来
一
体
な
り
」
と
あ
り
、
□
□
教

授
の
よ
う
に
「
う
ち
ま
か
せ
、
手
ば
な
し
、
あ
な
た
ま
か
せ
」
と
は
両
大

師
の
ど
の
文
面
に
も
出
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
故
高
井
観
海
智
山
能
化
の

言
葉
か
ら
引
用
す
る
。「
こ
の
毘
盧
遮
那
仏
は
信
ず
る
も
の
の
外
に
あ
り
て

吾
々
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
…
信
ず
る
も
の
と
信
ぜ
ら

れ
る
も
の
と
は
不
二
一
体
と
な
っ
て
我
れ
仏
に
入
り
仏
我
れ
に
入
る
と
い

う
入
我
我
入
す
る
事
が
最
も
秀
れ
た
宗
教
的
境
地
で
あ
る
」（『
不
動
尊
と

護
摩
秘
法
』
四
〇
頁
）。

大
正
大
学
真
言
学
研
究
室
の
□
□
教
授
が
真
言
宗
の
根
本
教
義
を
こ
の

よ
う
に
曲
解
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
ほ
ど
悲
し
む
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
独
り
智
山
末
徒
を
惑
わ
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
影
響
の
甚
大

な
こ
と
を
恐
れ
る
が
故
に
あ
え
て
筆
を
執
っ
た
次
第
。
同
教
授
の
反
省
を

促
す
と
同
時
に
智
山
派
宗
務
当
局
の
責
任
を
問
い
た
い
。

「
成
」
の
字
を
釈
し
て
「
成
と
は
不
壊
の
故
に
、不
断
の
故
に
、不
生
の
故
に
、

不
滅
の
故
に
、
常
恒
の
故
に
、
堅
固
の
故
に
、
清
浄
の
故
に
、
無
始
の
故
に
、

無
終
の
故
に
、
此
れ
則
ち
法
爾
所
成
に
し
て
因
縁
所
生
に
非
ざ
る
が
故
に
」

と
あ
り
、
大
日
如
来
は
本
来
法
爾
と
し
て
悟
れ
る
仏
で
あ
る
。

教
授
が
「
本
願
成
就
に
よ
っ
て
と
っ
く
に
救
わ
れ
て
」
と
い
う
よ
う
な

時
間
的
解
釈
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
。『
大
日
経
疏
』
一
に
「
世
尊
往
昔
大

悲
願
の
故
に
し
て
是
念
を
作
す
」、
同
十
八
に
「
我
れ
も
と
大
誓
願
を
立
て

一
切
衆
生
の
た
め
の
故
に
菩
薩
道
を
行
じ
万
徳
を
し
て
兼
具
せ
し
む
」
と

あ
る
が
、こ
れ
は
「
自
在
神
力
加
持
三
昧
」「
如
来
金
剛
の
幻
」「
即
事
而
真
、

終
尽
あ
る
こ
と
な
し
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
願
成
就
し
て
は

じ
め
て
成
仏
し
た
と
い
う
他
力
本
願
と
は
根
本
的
に
わ
け
が
違
う
。

□
□
教
授
は
「
第
三
に
は
、
生
死
の
一
大
事
を
本
尊
大
日
如
来
に
う
ち

ま
か
せ
、
全
く
の
手
ば
な
し
に
成
り
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
理
屈

で
知
る
と
い
う
の
で
な
く
、
南
無
遍
照
金
剛
な
る
一
念
の
真
言
に
生
死
超

越
の
御
利
益
を
頂
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
。
し
か
る
に
『
大
日
経

住
心
品
』
を
見
る
と
、「
菩
提
心
を
因
と
な
し
、
大
悲
を
根
と
な
し
、
方
便

を
究
境
と
な
す
。
秘
密
主
よ
、
云
何
が
菩
提
心
と
な
ら
ば
謂
く
実
の
如
く

自
心
を
知
る
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
経
文
に
つ
い
て
弘
法
大
師
『
十
住
心

論
一
』
に
「
迷
悟
己
れ
に
あ
り
、
執
無
く
し
て
到
る
」
と
註
解
し
て
あ
る
。

□
□
教
授
の
よ
う
に
「
大
日
如
来
に
う
ち
ま
か
せ
、
全
く
の
手
ば
な
し
」
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く
寸
暇
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
極
め
て
簡
単
に
要
領
を
述
べ
て
拙

稿
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
本
稿
は
も
と
よ

り
難
者
の
所
論
に
対
す
る
反
駁
で
な
く
、
読
者
諸
賢
に
対
す
る
責
任
を
果

た
す
意
味
で
執
筆
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
真
言
密
教
は
「
安
立
無
量
乗
」
と
か
「
万
機
普
益
」
と
か
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
に
向
っ
て
応
病
的
に
解
説
せ
ら
れ
た
普
門
の
教

法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
を
用
い
る
と
敏
感
な
誰
か
は
即
座
に
「
真
言

の
法
門
は
法
然
道
で
あ
る
。
仏
の
出
世
に
拘
る
こ
と
な
く
自
然
法
爾
に
活

動
す
る
法
門
で
あ
る
。
法
身
の
法
と
し
て
の
真
言
道
は
断
じ
て
方
便
的
権

教
で
な
い
」
な
ど
と
言
葉
を
返
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
こ
が
理

論
と
実
際
と
相
異
す
る
点
で
、
深
く
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
総
じ
て
仏
法
は
、
仏
の
立
場
で
い
う
の
と
衆
生
の
立
場
で
い
う

の
と
両
辺
が
あ
る
。
仏
の
立
場
で
は
す
べ
て
が
真
実
で
あ
っ
て
、
方
便
な

ど
あ
る
べ
き
で
な
い
。
し
か
も
諸
経
典
に
方
便
的
施
設
が
説
か
れ
て
あ
る

の
は
衆
生
辺
に
約
す
る
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
仏
の
真
実
に
関
わ
る
も
の

で
な
く
、
衆
生
入
信
の
実
際
的
好
意
的
方
便
道
で
あ
る
。
真
言
が
あ
ら
ゆ

る
機
根
に
相
応
す
る
普
門
教
だ
と
い
う
の
は
、
衆
生
辺
に
約
す
る
表
現
で

あ
る
。

　
「
万
善
普
益
」
で
あ
る
か
ら
、
真
言
密
教
に
よ
っ
て
利
益
を
被
る
も
の
は

全
衆
生
で
あ
っ
て
真
言
の
教
益
に
漏
れ
る
衆
生
は
絶
無
で
あ
る
。
こ
れ
を

〔
筆
者
か
ら
「
発
表
の
仕
方
に
誤
り
あ
り
訂
正
し
た
し
、掲
載
見
合
わ
せ
」

の
通
知
が
あ
っ
た
が
、
す
で
に
本
稿
は
刷
り
上
り
、
や
む
な
く
編
集
部
で

匿
名
と
し
、そ
の
ま
ま
発
表
し
ま
し
た
。
筆
者
、読
者
と
も
ご
了
承
下
さ
い
。

…
編
集
部
…
〕

［
資
料
三
］

『
中
外
日
報
』
昭
和
三
十
三
年
一
月
十
日
（
金
）
付
・
一
面
記
事

〔
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
、
那
須
学
長
の
“安
心
論
”
は
各
方
面
か
ら
大
き
な

波
乱
を
ま
き
お
こ
し
た
。
ま
ず
筆
者
の
所
信
を
紹
介
し
、
回
を
追
い
諸
氏

の
意
見
を
の
せ
た
い
。
―
編
集
部
―
〕

真
言
宗
の
安
心
に
つ
い
て　

Ａ
Ｂ
Ｃ
氏
の
難
詰
に
対
し　

私
の
立
場
（
上
）

那
須
政
隆

　
『
智
山
布
教
資
料
第
一
輯
』
所
載
の
拙
稿
に
対
す
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
氏
の
難
詰
文

が
十
二
月
五
日
の
「
本
紙
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
当
然
の
義
務
と
し
て
何
等

か
の
回
答
が
要
求
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
非
常
に
忙
し
か
っ

た
の
で
気
に
か
か
り
な
が
ら
日
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
曜
の
今
日
、
漸
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て
い
る
。
叙
述
が
譬
喩
的
象
徴
的
で
あ
っ
た
の
も
、
こ
の
種
の
稿
と
し
て
や

む
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
あ
の
一
文
」
が
教
益
甚
深
門
の
立
場
で
あ

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
由
来
本
宗
に
お
け
る
「
お
説
教
」
は
而
二
門
の

立
場
で
行
う
の
が
立
前
と
さ
れ
て
い
る
。
而
二
は
仏
と
凡
夫
の
対
立
を
意

味
す
る
が
、そ
れ
は「
救
い
手
」と「
救
わ
れ
る
も
の
」と
の
対
立
で
あ
り
、「
慈

悲
者
」
と
「
信
受
者
」
と
の
相
対
で
あ
る
。
従
っ
て
「
お
説
教
」
が
教
益

甚
深
門
に
拠
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
を
機
根

論
に
つ
い
て
言
え
ば
、
興
教
大
師
の
案
立
で
は
順
次
往
生
の
機
に
当
た
り
、

古
義
所
用
の
説
で
は
結
縁
機
と
傍
機
に
当
た
る
。
こ
れ
が
古
来
の
学
説
で

あ
る
が
、
私
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
全
面
的
に
踏
襲
し
よ
う
と
は
考
え
な
い
。

む
し
ろ
全
機
根
を
総
該
す
る
安
心
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
お

説
教
」
の
実
際
に
な
る
と
、
説
き
方
を
よ
ほ
ど
工
夫
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　

そ
れ
か
ら
「
あ
の
一
文
」
は
五
十
分
の
時
間
を
予
想
し
た
一
場
の
「
お

説
教
」
で
あ
る
か
ら
、
真
言
安
心
の
す
べ
て
を
言
い
尽
く
し
て
い
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
真
言
安
心
は
左
の
如
く
要
約
さ
れ
る
が

「
あ
の
一
文
」
も
そ
の
肚
で
草
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
本
宗
教
義
の
骨
目
た
る
即
身
成
仏
を
諦
信
し
、
本
尊
大
日
如
来
に
絶
対

帰
依
し
て
南
無
遍
照
金
剛
な
る
帰
依
の
真
言
を
称
え
奉
る
を
以
て
本
宗
教

団
の
安
心
と
す
る
。
か
く
安
心
決
定
し
た
る
上
は
、
自
己
に
お
け
る
実
践

の
徳
目
と
し
て
朝
暮
の
礼
懺
、
十
善
を
戒
行
と
し
、
他
に
対
す
る
徳
目
と

証
す
る
た
め
に
本
宗
の
機
根
論
を
掲
げ
よ
う
。

　

興
教
大
師
の
案
立

　
　
　
　
　
　

　

大
機　

利
鈍

　
　
　

　
　
　
　
　

        

小
機　

利
鈍

　
　
　
　
　
　

 

順
次
往
生
（
但
信
行
浅
）

　

古
義
学
派
の
説

　
　
　
　
　
　

迂
廻
（
従
顕
入
密
）

　
　
　

　

 
 　

   

結
縁
機
・
傍
機　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
機

	

　
　
　
　

 　

 

正
機
（
発
心
即
到
・
頓
・
漸
・
超
）　

大
機

　

す
で
に
機
根
論
に
お
い
て
全
衆
生
を
尽
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

機
根
に
よ
っ
て
興
る
教
法
が
普
門
教
な
る
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
古
以

来
、
本
宗
の
学
匠
が
宗
意
を
汲
ん
で
、
真
言
の
教
法
の
上
に
機
教
相
応
門

と
教
益
甚
深
門
と
の
両
門
を
開
立
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
普
門
教
た

る
こ
と
の
証
左
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
二
）「
あ
の
一
文
」
は
初
心
者
が
暗
記
し
て
、
そ
の
ま
ま
「
お
説
教
」
す

る
た
め
の
資
料
と
し
て
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
が
理
解
力
の
低
い
智

山
派
の
信
者
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
断
る
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
「
あ
の

一
文
」
は
理
論
的
で
な
く
実
践
的
で
あ
り
、思
弁
的
で
な
く
信
仰
的
で
あ
り
、

ま
た
哲
学
的
で
な
く
宗
教
的
で
あ
る
。
何
処
ま
で
も
行
為
の
立
場
で
語
っ
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に
一
切
の
真
を
う
な
ず
く
を
宗
旨
と
す
る
。
弘
法
大
師
が
顕
密
の
判
釈
に

お
い
て
顕
教
を
批
判
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
が
誤
っ
て

い
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
顕
教
が
法
を
「
概
念
す
る
」
と
い
う
点
に

お
い
て
誤
っ
て
い
る
と
せ
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
概
念
す

る
の
で
な
く
、
直
感
の
道
を
歩
む
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
九
種
住
心
な
る

顕
教
も
み
な
こ
れ
大
日
如
来
の
方
便
を
開
示
す
る
も
の
で
あ
る
（
九
顕
十

密
の
十
住
心
・
五
種
の
三
昧
道
に
約
す
る
十
住
心
）。
大
師
が
「
題
は
多

名
句
を
以
て
一
義
理
を
詮
す
る
是
れ
な
り
、
秘
は
一
字
の
名
句
に
於
て
無

量
の
義
を
含
ず
る
是
れ
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ

る
。
真
言
陀
羅
尼
の
道
は
概
念
的
に
「
理
窟
を
知
る
」
も
の
で
な
く
、
一

字
に
一
切
の
真
を
象
徴
す
る
真
言
陀
羅
尼
を
観
誦
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
経
軌
や
祖
師
が
示
さ
れ
た
修
行
の
法
軌
は
、
も
と
よ
り
真
言
道
を
歩

ま
ん
と
す
る
者
が
実
習
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
修
行
は
顕

教
の
そ
れ
の
よ
う
に
煩
悩
を
一
つ
一
つ
断
除
し
て
ゆ
く
こ
と
で
な
く
、
衆

生
心
の
実
相
即
ち
菩
提
心
の
徳
用
が
発
動
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
修
行

の
形
式
を
実
践
す
る
そ
の
ま
ま
が
法
性
自
爾
の
姿
に
契
同
す
る
こ
と
に
成

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
密
の
修
行
さ
な
が
ら
に
し
て
仏
作
仏
行

に
契
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
覚
即
ち
本
来
成
仏
を
宗
と
し
て
即

身
成
仏
を
説
く
宗
義
か
ら
す
れ
ば
煩
悩
と
い
う
如
き
も
の
が
存
す
る
の
で

な
く
、
煩
悩
と
い
わ
れ
る
も
の
で
も
そ
の
本
質
は
決
し
て
煩
悩
性
で
は
な

し
て
慈
悲
喜
捨
の
四
無
量
心
に
住
し
、
稼
業
即
利
他
行
の
三
昧
に
徹
す
る
。

而
し
て
真
言
教
団
の
理
想
な
る
和
合
福
祉
の
社
会
の
実
現
に
精
進
す
る
」。

　

こ
れ
で
全
機
根
に
共
通
し
、
い
わ
ゆ
る
機
教
相
応
門
と
教
益
甚
深
門
と

を
統
合
し
得
る
か
と
思
う
が
、
果
た
し
て
如
何
か
。
い
っ
た
い
宗
教
は
行

為
的
立
場
に
立
つ
が
、
行
為
的
立
場
は
上
述
の
ご
と
き
而
二
門
の
立
場
を

探
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
思
想
で
も
、
そ
れ
を
行
為
す
る
こ
と
に
な

る
と
而
二
門
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
思
想
や
教
理
が
、
た
だ
単
に
思
想
と

し
て
研
究
せ
ら
れ
、
教
理
と
し
て
理
解
さ
れ
た
だ
け
で
は
安
心
の
確
立
も

な
け
れ
ば
、
ま
た
宗
教
と
も
成
っ
て
来
な
い
の
で
あ
る
。
本
宗
に
教
門
（
教

判
門
）
と
観
門
（
観
心
門
）
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
観
門
は
凡
聖
不
二
、

凡
体
即
仏
、
即
事
而
真
の
原
理
を
観
想
し
諦
信
す
る
立
場
で
あ
り
、
教
門

は
凡
聖
而
二
、事
理
相
対
の
立
場
で
、宗
教
的
実
践
門
で
あ
る
。
前
掲
の
「
安

心
の
要
旨
」
に
お
い
て
「
即
身
成
仏
の
原
理
を
諦
信
し
」
と
い
う
の
は
観

門
で
あ
り
、「
本
尊
大
日
如
来
…
…
」
は
教
門
で
あ
る
。
教
観
二
門
を
一
具

に
身
心
に
体
現
す
る
と
こ
ろ
に
真
言
信
者
と
し
て
の
人
格
が
確
立
さ
れ
る
。

「
あ
の
一
文
」
は
観
智
低
劣
な
人
々
を
対
象
と
し
て
の
「
お
説
教
」
で
あ
る

か
ら
、
観
門
よ
り
教
門
の
方
に
重
心
を
お
い
て
語
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

概
念
的
把
握
を
さ
け　

直
下
に
真
を
う
な
ず
く

（
三
）
本
宗
は
真
言
陀
羅
尼
宗
と
い
わ
れ
、
概
念
的
把
握
を
さ
け
、
直
下
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能
観
の
智
で
言
え
ば
正
体
智
で
あ
る
。
覚
他
は
化
他
で
あ
り
、
後
得
方
便

智
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
完
全
円
満
し
て
い
る
の
が
完
成
せ
ら
れ
た
仏
陀

で
あ
る
。
だ
か
ら
完
全
な
成
仏
を
内
面
か
ら
開
示
す
れ
ば
自
証
化
他
を
完

全
円
満
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
釈
尊
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、

六
年
の
修
行
の
後
、
菩
提
樹
下
で
成
道
せ
ら
れ
た
の
は
即
ち
自
証
円
満
で

あ
り
（
行
っ
た
仏
）、
鹿
野
苑
に
始
ま
る
四
十
五
年
の
教
化
活
動
は
化
他
円

満
（
来
た
仏
）
で
あ
る
。
仏
陀
は
成
道
の
直
後
し
ば
ら
く
説
法
を
躊
躇
せ

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
も
し
仏
陀
が
説
法
教
化
に
起
た
な
い
で

自
証
の
三
昧
に
と
ど
ま
っ
て
い
ら
れ
た
な
ら
ば
、
仏
陀
は
或
い
は
阿
羅
漢

的
な
自
利
一
辺
の
聖
者
と
し
て
終
わ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
仏

陀
の
自
証
は
、
自
利
に
と
ど
ま
る
に
は
余
り
に
深
か
っ
た
。
大
慈
大
悲
の

念
止
み
難
く
、
つ
い
に
自
証
の
座
を
起
っ
て
説
法
教
化
の
旅
に
出
達
せ
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
完
全
な
仏
陀
と
成
ら
れ
、
現
代
に
ま
で
そ
の

教
化
が
及
ぶ
結
果
と
な
っ
た
。
さ
て
こ
こ
で
さ
ら
に
一
転
し
て
大
日
如
来

に
つ
い
て
見
る
に
、
大
日
如
来
が
法
爾
法
然
の
法
身
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、『
大
日
経
疏
』
で
善
無
畏
が
「
爾
の
時
に
世
尊
、
往
昔
の

大
悲
願
の
故
に
、
而
も
是
の
念
を
作
し
た
も
う
」
と
し
て
、
以
下
加
持
三

昧
に
出
現
せ
ら
れ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
大
日
如
来
は
無
始
本
来
の
法

身
仏
で
あ
っ
て
、
自
証
も
化
他
も
法
爾
に
具
足
せ
ら
れ
て
い
る
。

い
。
も
し
煩
悩
と
は
何
か
と
問
う
な
ら
ば
、
煩
悩
は
無
明
に
よ
る
幻
想
と

答
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
無
明
は
凡
聖
一
如
の
真
理
を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
本
宗
で
は
「
而
二
の
確
執
」
と
か
「
微
細
妄
執
」
と
か
或
い
は
「
根

本
無
明
」
と
称
ん
で
い
る
。「
生
」
の
事
実
は
欲
望
で
あ
り
、
そ
の
欲
望
に

は
本
能
的
の
も
の
も
あ
り
、
後
天
的
の
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
総
じ
て
欲
望

は
生
命
的
要
求
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
質
は
非
善
非
悪
の
無
記
性
で
あ
る
。

た
だ
要
は
根
本
に
お
い
て
凡
聖
一
如
の
真
理
、
本
来
成
仏
の
原
理
を
諦
信

し
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
煩
悩
性
と
も
菩
提
性
と
も
な
る
の
で
あ
っ

て
、本
来
の
性
は
無
記
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
即
身
成
仏
の
原
理
を
諦
信
し
」

て
、
三
密
の
修
行
に
自
己
を
没
入
す
る
三
昧
で
は
、
自
由
と
清
浄
の
「
生
」

に
満
た
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
「
あ
の
一
文
」
で
「
真

言
の
教
は
理
窟
を
知
っ
た
り
（
概
念
的
把
握
）
修
行
を
積
ん
だ
り
（
煩
悩

対
治
の
た
め
の
修
行
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
で
な
く
、
理
屈

ぬ
き
で
（
真
言
陀
羅
尼
）
一
足
飛
び
（
修
行
さ
な
が
ら
）
に
即
身
成
仏
す

る
即
決
法
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
れ
は
全
く
観
智
劣
弱
な
る

人
々
に
真
言
道
を
う
な
ず
い
て
も
ら
う
目
的
で
採
っ
た
表
現
で
あ
る
。

（
四
）「
あ
の
一
文
」
で
「
一
切
の
衆
生
は
本
尊
大
日
如
来
の
本
願
成
就
に

よ
っ
て
と
っ
く
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
…
…
」
の
一
説
に
つ
い
て
、
私
の
立

場
を
述
べ
る
に
は
、
ま
ず
「
仏
陀
」
の
理
解
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

仏
陀
と
は「
自
覚
覚
他
覚
行
円
満
」だ
と
言
わ
れ
る
。
自
覚
は
自
証
で
あ
り
、
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に
住
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
若
し
我
れ
但
し
是
の
如
く
の
界
境
に
住

し
な
ば
、
則
ち
諸
の
有
情
は
是
れ
を
以
て
益
を
蒙
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
思

念
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
釈
尊
が
樹
下
成
道
の
直
後
に
お
い
て
思
惟
せ
ら
れ

た
の
に
相
当
せ
し
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
「
是
の
故
に
自
在
神
力

の
加
持
三
昧
に
住
し
て
、
普
く
一
切
衆
生
の
為
に
、
種
々
諸
趣
の
所
憙
見

の
身
を
示
し
、
種
々
の
性
欲
の
所
宜
聞
の
法
を
説
き
、
種
々
の
心
行
に
随

っ
て
観
照
の
門
を
開
き
た
も
う
」
は
釈
尊
が
自
証
よ
り
起
っ
て
説
法
の
旅

に
出
動
せ
ら
れ
、
四
十
五
年
の
教
化
活
動
を
続
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
相
当

せ
し
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
大
疏
』
の
文
を
釈
尊
の
完
全
仏
陀
へ
の
過
程
に
相
当
せ

し
め
、
さ
ら
に
「
自
覚
覚
他
覚
行
円
満
」
な
る
仏
陀
の
内
面
的
要
素
と
を

思
い
合
わ
せ
て
見
て
「
大
日
如
来
が
五
大
願
な
る
本
願
を
成
就
し
て
自
証

化
他
を
円
満
せ
る
完
全
仏
陀
と
成
ら
れ
た
」
と
解
し
、
さ
ら
に
本
願
を
成

就
し
て
成
仏
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
一
切
の
衆
生
が
す
で
に
救
わ
れ
て
い

る
」
こ
と
を
導
き
出
す
に
至
る
。
尤
も
こ
れ
は
前
述
の
如
く
一
種
の
喩
説

で
あ
り
、
象
徴
的
表
現
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
文
字
通
り
に
時
間
的
に

受
け
取
る
に
も
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
如
き
考
察
の
も
と
に
「
一
切
の
衆
生
は
本
尊
大
日
如
来
の
本
願

成
就
に
よ
っ
て
、
と
っ
く
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
…
…
」
と
説
い
た
の

で
あ
る
。

［
資
料
四
］

『
中
外
日
報
』
昭
和
三
十
三
年
一
月
十
一
日
（
土
）
付
・
一
面
記
事

真
言
宗
の
安
心
に
つ
い
て　

Ａ
Ｂ
Ｃ
氏
の
難
詰
に
対
し
私
の
立
場
（
下
）

那
須
政
隆

　

如
来
は
加
持
三
昧
に
活
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
現
生
せ
ら
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
如
来
の
立
場
で
は
自
証
と
化
他
が
全
く
一
致
し
て
い
る

（
自
証
会
因
人
・
実
行
当
機
の
論
草
）。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
善
無
畏
が
な
ぜ
前
掲
の
如
き
叙
述
を
し
て
い
る

の
か
と
い
う
疑
問
も
起
こ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
が
そ
の
「
教
道
の
施
設
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
（
実
証
と
教
道
と
即
順
常
途
と
）。
つ
ま
り
常
途
一
般

の
完
全
仏
陀
（
成
仏
）
に
よ
せ
た
喩
説
で
あ
り
、
ま
た
象
徴
的
表
現
で
あ

る
。
そ
こ
で
一
往
『
大
疏
』
の
文
を
釈
尊
の
場
合
に
照
合
し
て
見
る
と
「
爾

の
時
に
世
尊
、往
昔
の
大
悲
願
の
故
に
、而
も
是
の
念
を
作
し
た
も
う
」
は
、

釈
尊
の
六
年
の
修
行
に
当
た
る
。
そ
し
て
文
中
の
「
往
昔
」
は
「
か
つ
て

の
修
行
時
代
」
と
解
さ
れ
「
大
悲
願
」
は
五
大
願
で
あ
る
。
こ
の
五
大
願

を
立
て
て
修
行
せ
ら
れ
た
結
果
、
今
は
す
で
に
正
覚
を
得
て
自
証
の
極
位
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い
っ
た
い
ど
う
説
い
た
ら
よ
い
か
。
私
も
過
去
数
十
年
の
間
、
種
々
な
る

説
き
方
を
試
み
て
来
た
が
「
あ
の
一
文
」
の
よ
う
に
説
い
た
と
き
、
聴
者

が
最
も
よ
く
う
な
ず
い
て
く
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
私
と
し
て
は
む
し
ろ
苦

心
の
作
だ
と
自
負
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
れ
が
却
っ
て
多

く
の
疑
義
を
招
い
た
り
、
指
弾
を
蒙
る
こ
と
に
成
る
と
は
、
実
に
皮
肉
で

も
あ
り
「
む
つ
か
し
き
か
な
」
と
嘆
息
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
「
南

無
遍
照
金
剛
な
る
一
念
の
真
言
…
」
の
と
こ
ろ
は
、
本
宗
の
特
質
と
せ
ら

れ
る
三
密
行
に
「
空
」
を
実
践
す
る
肚
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
宗
の

安
心
は
何
処
ま
で
も
実
践
主
義
で
あ
り
、
行
動
主
義
で
あ
る
。「
空
」
を
行

為
す
る
に
は
「
あ
れ
」
以
外
に
よ
い
道
が
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
如
何
で

あ
ろ
う
。
私
自
身
、
哲
学
的
理
論
に
よ
っ
て
「
空
」
を
追
求
し
「
あ
あ
、

こ
こ
だ
、
こ
こ
だ
」
と
合
点
し
た
と
き
、
自
然
に
南
無
遍
照
金
剛
が
口
を

つ
い
て
出
て
く
る
。
よ
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
盗
用
で
も
何
ん
で
も
な
い
。
真

言
宗
独
自
の
三
密
行
で
あ
り
、
真
言
三
昧
で
あ
る
（『
大
疏
』）。
そ
し
て
こ

の
三
密
行
に
よ
っ
て
真
言
行
者
と
し
て
の
自
己
が
確
立
せ
ら
れ
る
。

　

つ
い
で
に
い
っ
て
お
く
が
、『
大
日
経
住
心
品
』
の
因
根
究
竟
の
三
句

の
中
、
初
め
の
因
の
句
は
「
菩
提
心
を
因
と
為
し
」
で
あ
る
が
、
こ
の
菩

提
心
は
「
実
の
如
く
自
心
を
知
る
」
こ
と
で
あ
る
。
宗
祖
は
『
十
住
心
論
』

に
お
い
て
、こ
の
「
実
の
如
く
自
心
を
知
る
」
を
ば
「
迷
悟
は
己
れ
に
あ
り
、

執
無
う
し
て
到
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。「
執
」
は
「
我
執
」
で
あ
る
。「
我

　

私
自
身
「
あ
の
一
文
」
を
草
す
る
と
き
、
す
で
に
こ
の
部
分
は
多
分
に

疑
義
を
招
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
た
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
カ
ッ
コ
し
て
『
大

日
経
疏
一
』
と
記
し
、『
大
疏
』
の
文
か
ら
導
き
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
な
ぜ
こ
う
し
た
苦
心
を
犯
し
て
あ
ん

な
表
現
を
敢
え
て
為
し
た
か
と
い
う
に
、
そ
れ
は
外
で
も
な
い
、
即
身
成

仏
を
宗
旨
と
す
る
以
上
、
一
切
衆
生
の
本
来
成
仏
（
本
覚
）
を
言
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
し
か
も
本
覚
を
理
論
的
に
説
く
こ
と
に
な
る
と
可
成
め
ん
ど
う

な
哲
学
的
叙
述
が
必
要
と
な
り
、
観
智
の
低
劣
な
人
々
に
は
不
適
当
で
あ

る
と
考
え
た
こ
と
、
そ
う
し
た
理
論
を
陳
べ
る
こ
と
自
体
が
す
で
に
説
明

的
で
あ
っ
て
「
お
説
教
」
に
な
ら
な
い
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
あ
し
た

表
現
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
来
成
仏
を
解
ら
せ
た
い
た
め
に
採

っ
た
一
個
の
表
現
法
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
「
あ
れ
」
が
余

り
に
せ
ん
さ
く
に
過
ぎ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
別
な
表
現
に
直
し
て
も

可
い
と
考
え
て
い
る
。
要
は
如
何
に
し
て
本
来
成
仏
を
納
得
せ
し
め
る
か

で
あ
る
。

（
五
）
次
に
「
あ
の
一
文
」
の
中
の
「
生
死
の
一
大
事
を
本
尊
大
日
如
来
に

う
ち
ま
か
せ
て
、
全
く
手
ば
な
し
に
成
り
き
る
…
」
の
一
節
で
あ
る
が
、

大
乗
仏
教
が
「
生
」
の
不
安
か
ら
解
脱
す
る
を
も
っ
て
、
そ
の
目
的
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
生
死
の
一
大
事
を
諦
観
す
る
こ
と
が
根
本
的
課
題

と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
哲
学
的
理
解
力
の
な
い
人
に
納
得
し
て
も
ら
う
に
は
、
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能
く
仏
日
を
感
ず
る
を
持
と
名
づ
く
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
言
行
者

が
大
日
如
来
の
大
智
と
大
悲
を
信
受
し
て
帰
依
す
（
あ
な
た
ま
か
せ
）
と

き
、
加
持
感
応
し
て
即
身
成
仏
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
こ
の
加

持
の
内
容
を
見
る
と
、仏
の
悲
智
が
行
者
に
働
き
か
け
る
仏
力
（
他
力
）
と
、

こ
の
仏
力
を
信
受
し
て
帰
依
す
る
行
者
の
力
（
自
力
）
と
、
そ
し
て
こ
の

両
者
を
融
合
せ
し
む
る
法
界
力
と
の
三
力
が
具
足
さ
れ
て
い
る
。
私
が
「
あ

な
た
ま
か
せ
」
と
か
「
手
ば
な
し
」
と
か
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
純

他
力
で
な
い
、
三
力
具
足
の
肚
で
あ
る
。

　

な
お
い
い
た
い
こ
と
も
あ
り
、
い
い
も
ら
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
も

う
時
間
が
許
さ
な
い
し
、
以
上
で
私
の
立
場
は
概
ね
の
べ
得
た
と
思
う
か

ら
擱
筆
す
る
。（
三
二
・
一
二
・
二
二
）

［
資
料
五
］

『
中
外
日
報
』
昭
和
三
十
三
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）
付
・
一
面
記
事

密
教
の
現
代
的
意
義　

真
言
安
心
論
の
新
展
開

渡
辺
照
宏

〔
真
言
宗
の
安
心
論
争
は
、
果
然
各
方
面
の
反
響
を
ま
ね
い
た
が
、
一
見
し

執
」
の
な
い
の
は
即
ち
「
空
」
で
あ
り
「
手
ば
な
し
」
で
あ
る
。
そ
し
て

三
句
は
時
間
的
で
な
く
、
論
理
的
な
も
の
で
あ
る
。『
菩
提
心
論
』
の
三
種

心
と
全
同
で
あ
る
。『
大
日
経
』の
三
句
も『
菩
提
心
論
』の
三
種
心
も
共
に
、

菩
提
心
の
実
践
形
態
で
あ
る
こ
と
も
、
本
宗
の
安
心
の
上
に
重
要
な
点
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
こ
の
三
句
に
つ
い
て
、
例
の
機
教
相
応
門
と
教
益
甚
深

門
と
で
、
意
味
の
取
り
方
が
相
異
す
る
と
い
う
古
来
の
学
説
が
あ
る
。

　
　

堅
く
宗
教
を
信
解
す	

機
教
相
応
門

　
　
　

 

汎
く
教
益
を
但
信
す	
教
益
甚
深
門

　
　

三
密
双
修　
　

		
機
教
相
応
門

　
　
　

一
二
密
修	

　
　

	

教
益
甚
深
門

　

普
門
一
門
の
悉
地	

機
教
相
応
門

　
　
　

 

同
断	

　
　
　
　

	

教
益
甚
深
門

　

こ
れ
は
林
田
光
禅
師
の『
真
言
宗
綱
要
』に
よ
っ
て
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、

私
見
と
し
て
は
こ
れ
に
若
干
の
異
義
も
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
は
、
こ
こ

ま
で
機
教
と
教
益
の
二
門
を
立
て
分
け
す
る
こ
と
に
も
無
条
件
に
賛
成
で

き
な
い
が
、
広
い
宗
義
に
は
複
雑
し
た
問
題
が
あ
っ
て
、
一
様
で
な
い
こ

と
を
示
す
た
め
に
掲
げ
た
ま
で
で
あ
る
。

　

最
後
に
加
持
に
つ
い
て
一
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
宗
祖
は
『
即
身
成

仏
義
』
の
加
持
を
説
明
し
て
「
加
持
と
は
如
来
の
大
悲
と
衆
生
の
信
心
と

を
表
す
仏
日
の
影
、
衆
生
の
心
水
に
現
ず
る
を
加
と
曰
い
、
行
者
の
心
水
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が
唐
の
新
し
い
仏
教
を
学
ん
で
日
本
に
組
織
し
た
こ
と
は
、
時
に
重
大
な

意
味
を
持
つ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
天
台
・
真
言
と
よ
ば
れ
る
こ
の
二
大
宗

派
は
、
人
間
の
能
力
の
発
展
の
可
能
性
を
肯
定
し
、
理
想
の
実
現
を
人
間

そ
れ
自
体
に
お
い
て
認
め
た
と
い
う
点
で
上
記
の
諸
外
国
の
最
盛
期
の
文

化
と
共
通
す
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
空
海
に
お
い
て
は
そ
の
多
角
的
な
才

能
が
密
教
と
い
う
総
合
的
宗
教
的
体
系
に
生
か
さ
れ
て
、
恐
ら
く
日
本
思

想
史
上
に
空
前
絶
後
な
壮
観
を
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

シ
ャ
ー
キ
ャ
ム
ニ
の
教
え
た
仏
教
は
人
間
が
人
間
的
方
法
に
よ
っ
て
人

間
に
内
在
す
る
理
想
を
実
現
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
う
ま

で
も
な
く
人
間
の
尊
厳
を
基
調
と
す
る
宗
教
で
あ
っ
た
。
仏
教
の
理
想
と

す
る
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
は
人
間
的
理
想
の
実
現
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
る
に

そ
の
理
想
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
た
教
団
生
活
の
形
式
面
が

強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
修
行
の
外
形
に
こ
だ
わ
り
、
教
理
も
ひ
か

ら
び
た
も
の
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
小
乗
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
改
め
て
人
間
の
本
性
を
強
調
す
る
立
場
が
大
乗
で
あ
る
。
小

乗
に
お
い
て
は
現
実
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
理
想
を
求

め
る
が
、
大
乗
に
お
い
て
は
現
実
そ
の
も
の
の
う
ち
に
理
想
を
見
出
そ
う

と
す
る
。
大
乗
は
い
わ
ば
現
実
肯
定
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
大
乗
が
ア
ン

ド
ラ
王
朝
や
グ
プ
タ
王
朝
な
ど
の
豪
華
な
文
化
を
背
景
に
展
開
さ
れ
た
こ

と
は
、
文
化
史
的
に
見
て
興
味
が
深
い
。
大
乗
の
眼
目
は
現
実
と
理
想
と

て
古
き
衣
を
ま
と
っ
た
真
言
教
学
も
亦
、
時
代
の
移
り
か
わ
り
に
つ
れ
て

現
代
の
角
度
か
ら
問
題
の
所
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
問
題
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
既
成
教
団
に
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
非

常
に
意
味
の
深
い
論
争
で
あ
る
。
し
か
も
い
わ
ゆ
る
新
宗
教
団
に
と
っ
て

も
興
味
が
あ
ろ
う
（
編
集
部
）〕

　

お
よ
そ
一
国
の
文
明
が
成
熟
期
に
入
り
、
政
治
的
・
文
化
的
に
外
国
と

の
交
流
の
盛
ん
に
な
り
、
文
学
美
術
工
芸
の
面
で
も
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ

る
と
き
、
強
い
現
実
肯
定
の
雄
々
し
い
思
想
体
系
が
完
成
さ
れ
る
。
ギ
リ

シ
ャ
の
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
、
イ
ン
ド
の
グ
プ
タ
時
代
、
中
国
の
唐
代
、
ま

た
近
代
で
は
十
九
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
文
化
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
民
族
が
自
分
の
実
力
を
自
覚
し
、
外
国
文
化
を
遠
慮
な

く
採
用
し
、
広
く
国
際
人
世
界
人
と
い
う
立
場
か
ら
壮
大
な
思
想
を
抱
懐

す
る
と
同
時
に
、
内
面
的
霊
性
を
感
得
し
、
宗
教
的
に
も
大
胆
な
現
実
肯

定
の
理
念
を
展
開
さ
せ
た
。
い
わ
ば
人
類
史
上
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
で
い
う
と
平
安
初
期
が
ほ
ぼ
こ
れ
に
相
当
す
る
と
思
う
。
当
時
わ

が
国
か
ら
見
て
唐
文
化
が
代
表
的
世
界
文
化
で
あ
っ
た
。
唐
の
言
語
を
学

び
、
詩
文
を
作
り
、
美
術
を
学
び
、
社
会
制
度
を
移
植
し
た
。
狭
い
平
城

京
か
ら
広
い
平
野
の
平
安
京
に
国
の
中
心
が
移
っ
た
の
は
、
国
民
的
視
野

の
拡
大
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
当
た
っ
て
最
澄
、
空
海
の
二
人
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き
、
人
間
の
実
在
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
悩
み
や
欠
点
を
有
す
る

現
実
の
、
わ
れ
わ
れ
の
姿
が
元
の
ま
ま
に
理
想
態
と
し
て
実
現
さ
れ
る
こ

と
を
、
密
教
的
世
界
観
と
象
徴
的
実
践
に
よ
っ
て
示
し
た
。
い
い
か
え
れ

ば
宇
宙
全
体
が
理
想
態
で
あ
る
法
身
大
日
如
来
の
姿
な
の
で
あ
る
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
の
人
間
的
実
存
も
ま
た
、
法
身
の
外
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な

い
（
本
願
成
就
の
報
身
仏
と
は
わ
け
が
ち
が
う
）。
わ
れ
わ
れ
を
含
む
現
実

態
は
理
想
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
方
で
あ
る
。
悩
み
や
汚
れ
も
も
と
よ
り
例

外
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
存
在
し
方
の
う
ち
の
何
一
つ
を

も
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
す
べ
て
の
要
素
を
完
全
に
発
揮
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
実
態
と
理
想
態
と
の
一
致
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
密
教
の
説
く
の
は
、
き
わ
め
て
活
動
的
現
実
的
な
人
生
観

で
あ
る
。
マ
ン
ダ
ラ
と
い
う
象
徴
的
図
像
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
の
姿
を
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
存
在
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
の

本
分
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
に
、
宇
宙
全
体
の
動
き
が
あ
る
。
誰
一
人
傍
観

者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
い
う
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
各
人
は
、
大
日
如
来

の
手
足
で
あ
り
、
マ
ン
ダ
ラ
中
の
一
尊
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
覚
の
も
と

に
、
人
類
共
同
の
理
想
実
現
の
た
め
に
各
自
が
貢
献
し
、
そ
し
て
宇
宙
運

行
の
大
事
業
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
万
人
に
と
っ
て

の
真
理
で
あ
り
、
そ
の
理
解
は
特
別
の
教
養
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
雄
大
な
構
想
が
、
真
言
密
教
の
基
調
で
あ
る
と
考
え
ら

の
一
致
を
理
論
的
に
説
明
す
る
こ
と
に
あ
り
、
イ
ン
ド
で
は
中
観
派
も
唯

識
派
も
こ
れ
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
両
派
と
も
実
践
の
面
で
は

更
に
一
歩
を
進
め
る
必
要
を
認
め
た
。
グ
プ
タ
末
か
ら
ハ
ル
シ
ャ
王
治
下

の
頃
に
、
こ
の
両
派
の
巨
匠
達
が
実
践
の
面
で
養
成
し
た
の
が
密
教
で
あ

っ
た
。
中
観
派
の
般
若
思
想
も
、
唯
識
派
の
五
智
思
想
も
、
単
な
る
理
念

に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
き
、
そ
こ
に
要
求
さ
れ
る
の
が
直

接
的
な
宗
教
体
験
、
神
秘
直
観
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
こ
と
は
ギ
リ
シ
ャ

や
中
世
ド
イ
ツ
の
神
秘
思
想
に
も
見
ら
れ
る
。
即
ち
こ
れ
ま
で
の
下
か
ら

上
を
仰
ぐ
見
方
に
は
、
限
界
が
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
、
む
し
ろ
理
想
態

の
立
場
か
ら
、
現
実
態
を
包
容
す
る
真
理
の
顕
示
が
要
求
さ
れ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
「
神
秘
的
冥
合
」（
ウ
ニ
オ
・
ミ
ス
テ
ィ
カ
）
と
よ
ば
れ
る
も
の
、

こ
れ
を
仏
教
で
は
法
身
説
法
と
い
う
。
常
識
的
な
経
験
の
枠
を
超
越
し
て
、

大
自
然
そ
の
も
の
の
声
を
聞
く
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
顕
教
に
対
し
て
密
教

と
い
う
。
中
観
や
唯
識
の
学
説
の
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て

は
人
間
的
存
在
の
霊
性
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

密
教
の
説
く
人
生
観　

活
動
的
で
し
か
も
現
実
的

　

大
乗
に
お
い
て
も
す
で
に
、
現
実
と
理
想
と
の
一
致
が
説
か
れ
た
が
、

そ
こ
に
お
い
て
は
実
践
的
な
意
味
で
は
現
実
か
ら
理
想
ま
で
の
あ
い
だ
に
、

無
限
の
距
離
が
あ
っ
た
。
密
教
で
は
現
実
と
理
想
と
の
絶
対
的
同
一
を
説
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ら
個
人
の
観
念
的
救
済
宗
教
が
流
行
し
た
が
、
自
己
意
識
喪
失
（
菩
提
心

の
没
却
）
は
結
局
は
本
格
的
仏
教
の
消
失
と
も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
江
戸

時
代
の
無
気
力
な
寺
院
仏
教
に
堕
落
し
、
そ
の
惰
性
が
今
日
に
及
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

　

二
十
世
紀
は
一
面
か
ら
い
う
と
自
己
喪
失
の
時
代
で
も
あ
っ
た
が
、
深

刻
な
実
存
の
自
覚
は
新
た
に
人
間
復
興
の
気
運
を
作
り
だ
し
た
。
殊
に
第

二
次
大
戦
以
後
欧
米
諸
国
で
も
本
格
的
仏
教
を
求
め
る
声
が
高
く
、
密
教

に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
研
究
が
続
出
し
て
い
る
。
空
海
の
著
述
が
中
国

人
の
驚
嘆
の
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
自
覚
な
り

霊
性
に
目
覚
め
た
現
代
人
と
し
て
は
現
実
肯
定
の
し
か
も
人
間
性
の
深
奥

さ
を
端
的
に
表
現
し
た
真
言
密
教
こ
そ
は
最
も
適
切
な
宗
教
で
あ
る
。
中

世
的
な
彼
岸
逃
避
や
自
己
喪
失
で
は
現
代
人
の
要
求
に
は
間
に
合
わ
な
い

の
で
あ
る
（『
大
法
輪
』
一
月
、
二
月
号
に
詳
述
）。

　

た
ま
た
ま
こ
う
い
う
大
事
な
時
期
に
あ
た
っ
て
『
智
山
布
教
資
料
第
一

集
』
に
掲
載
さ
れ
た
Ｎ
氏
の
「
お
説
教
」
を
見
て
私
は
承
服
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
一
応
個
人
的
に
質
問
し
再
考
を
求
め
た
が
、
氏
は
ど
こ
ま
で
も

自
説
が
正
し
い
と
主
張
さ
れ
る
の
で
予
告
の
上
で
中
外
紙
に
私
の
批
判
を

送
っ
た
の
で
あ
る
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
生
と
い
う
仮
名
で
印
刷
さ
れ
た
の
は
私
の
意

志
で
は
な
い
）。
そ
れ
に
対
し
Ｎ
氏
の
「
私
の
立
場
」
が
一
月
十
日
、
十
一

日
の
両
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
を
読
む
と
氏
は
「
あ
の
一
文
は
観
智
低

れ
る
。
こ
う
し
た
思
想
は
『
大
日
経
』
や
そ
の
疏
に
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、

特
に
現
実
肯
定
の
面
を
強
調
し
、
わ
れ
わ
れ
の
「
心
」
の
み
な
ら
ず
「
身
」

の
存
在
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
空
海
で
あ
る
。
こ
れ
は
空
海
自
身
に

お
い
て
も
、
そ
の
師
の
恵
果
に
お
い
て
も
、
単
に
理
念
と
し
て
の
み
な
ら

ず
生
活
態
度
と
し
て
も
実
現
さ
れ
た
。
恵
果
は
愚
か
な
も
の
に
は
智
慧
を
、

貧
し
き
も
の
に
は
財
を
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
実
践
し
た
。

　

空
海
の
社
会
事
業
、
殊
に
完
全
給
食
の
庶
民
学
校
（
綜
芸
種
智
院
）
の

創
設
経
営
と
い
う
一
例
を
見
て
も
、
そ
の
抱
負
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
空
海
の
真
言
宗
は
人
間
尊
厳
、
現
実
尊
重
、
理
想
的
霊
性
の

具
体
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
類
文
化
が
ま
っ
た
く
健
全
な
完
成
状
態
に
達

し
た
こ
と
を
示
す
。
南
無
遍
照
金
剛
の
声
が
今
日
で
も
津
々
浦
々
に
聞
こ

え
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
現
実
と
理
想
、
自
利
と
利
他
と
が
完
全
に
融

合
し
て
い
る
の
だ
。

　

空
海
の
天
才
が
、平
安
朝
文
化
を
背
景
と
し
て
、完
成
し
た
真
言
密
教
も
、

摂
関
以
後
の
デ
カ
ダ
ン
ス
時
代
に
は
真
生
命
を
失
い
、
遂
に
国
家
的
秩
序

の
崩
壊
と
、
こ
れ
に
伴
う
個
人
の
自
己
意
識
喪
失
と
に
よ
っ
て
単
な
る
形

骸
に
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
。
覚
鑁
の
如
き
例
外
も
あ
る
が
大
体
に
お
い
て

平
板
化
を
免
れ
な
か
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
宋
仏
教
の
真
髄
を
伝

え
た
禅
は
別
と
し
て
、
一
般
に
末
世
仏
教
が
横
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
人

間
尊
厳
や
理
想
社
会
建
設
な
ど
の
宏
大
な
仏
教
の
理
想
は
見
失
わ
れ
、
専
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真言宗の安心論 —那須・渡辺論争をめぐって—

劣
な
人
々
を
対
象
と
し
て
の
お
説
教
」
と
し
て
書
い
た
と
い
わ
れ
る
の
で

ナ
ル
ホ
ド
と
思
っ
た
。
私
自
身
の
よ
う
に
名
を
ビ
ク
に
か
り
て
ガ
ラ
ン
を

汚
し
て
い
る
よ
う
な
俗
僧
は
自
分
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
る
人
々
の
た
め
に

語
り
、
か
つ
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
自
分
で
納
得
が
ゆ
く
こ
と
で
な

け
れ
ば
口
に
し
な
い
の
で
あ
る
。
空
海
や
覚
鑁
の
偉
さ
を
少
し
で
も
感
得

す
れ
ば
真
正
直
に
読
者
諸
氏
に
も
そ
の
感
激
を
わ
か
ち
た
い
と
及
ば
ず
な

が
ら
努
力
し
て
い
る
。
も
し
読
者
に
判
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
自
分
の
理

解
が
不
足
だ
か
ら
更
に
勉
強
す
る
他
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
Ｎ
氏
の
よ
う
な

学
徳
兼
備
の
高
僧
に
な
る
と
御
自
分
は
高
尚
な
真
言
の
法
門
を
味
わ
う
が

「
ま
っ
た
く
観
智
低
劣
な
る
人
々
に
真
言
道
を
う
な
ず
い
て
も
ら
う
た
め

に
」
そ
れ
と
は
別
の
教
を
説
か
れ
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
も
う
一
つ
Ｎ
氏

は
「
中
古
以
来
本
宗
の
学
匠
が
…
…
」
と
言
わ
れ
る
が
、
雄
大
な
密
教
の

世
界
観
は
宗
祖
派
祖
両
大
師
の
天
才
に
よ
っ
て
、
初
め
て
真
価
が
発
揮
さ

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
中
古
以
来
に
弱
小
化
の
一
路
を
辿
っ
た
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。
Ｎ
氏
の
説
を
こ
れ
以
上
云
々
し
た
く
は

な
い
が
、
氏
の
よ
う
な
物
の
考
え
方
が
今
日
の
仏
教
の
不
振
を
招
い
た
の

だ
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
以
上
、
中
外
紙
の
た
っ
て
の
求
め
に
応
じ

て
再
び
筆
を
と
っ
た
次
第
で
あ
る
。
諒
承
を
乞
う
。（
Ｎ
氏
の
本
名
を
こ
こ

に
記
さ
な
か
っ
た
の
は
敬
愛
す
る
某
氏
の
勧
告
に
よ
る
。
念
の
た
め
）〔
筆

者
は
東
洋
大
学
教
授
〕
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

二
〇
〇
六
年
十
二
月
に
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
準
備
の
た
め
の
会
議
が
開
催

さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
一
月
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
を
開
始
し
た
。

研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
のU

RL

は
以
下
の
通
り
。

http://renbutsuken.org/w
p/

現
在
、
以
下
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
し
て
い
る
。

○　

コ
ラ
ム

○　

レ
ビ
ュ
ー

○　

企
画

○　

所
内
連
絡

○　

研
究
会
報
告

○　

研
究
所
案
内

○　

論
文

○　

資
料

研
究
員
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ラ
ム
、
レ
ビ
ュ
ー
、
論
文
、
資
料
を
任
意
に
執
筆
、
投
稿

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

定
例
研
究
会
活
動
報
告

第
一
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
六
年
九
月
十
二
日
（
火
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
不
動
堂

参
加
者
：
遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
彙
報

平
成
十
九
年
度
人
員
構
成

代　
表

遠
藤　

祐
純

相
談
役

福
田　

亮
成　
　
　

大
塚　

秀
高

山
口　

幸
照　
　
　

苫
米
地
誠
一

研
究
員

山
野　

智
恵　
　

遠
藤
純
一
郎　
　

山
本
匠
一
郎

遠
藤　

祐
介　
　

髙
橋　

秀
城　
　

小
林　

崇
仁

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

出
版
事
業

二
〇
〇
七
年
度
よ
り
、
研
究
所
紀
要
を
発
刊
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
紀
要
の
名

称
は
『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
と
し
、
年
一
回
三
月
発
行
と
す
る
。
今
年
度

の
紀
要
は
、
研
究
員
が
個
人
研
究
テ
ー
マ
の
論
文
を
発
表
し
、
来
年
度
以
降
は
、

個
人
研
究
テ
ー
マ
に
加
え
、
共
同
研
究
テ
ー
マ
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
ま
た
、
出
版
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
版
下
は
編
集
担
当
の
遠
藤
純

一
郎
研
究
員
が
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

山
本
研
究
員

題
目
：『
大
日
経
』に
関
す
る
ナ
ル
タ
ン
寺
の
相
承
系
譜

概
要
：
ナ
ル
タ
ン
寺
の
法
灯
史
を
手
が
か
り
に
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
編
集
事
業

を
め
ぐ
る
人
的
、
学
的
交
流
を
背
景
と
し
た
、『
大
日
経
』の
相
承
系
譜
を
明
ら
か

に
し
た
。
歴
史
・
人
物
考
証
を
通
し
て
、
経
典
受
容
の
背
景
を
解
明
し
て
行
く
と

い
う
、
新
た
な
経
典
研
究
の
視
点
を
提
示
し
た
。

遠
藤（
祐
）研
究
員

題
目
：
僧
肇
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
特
徴
に
つ
い
て

概
要
：
僧
肇
と
い
う
人
物
に
焦
点
を
あ
て
、
南
北
朝
時
代
の
仏
教
受
容
の
あ
り
方

を
示
し
た
。
儒
家
や
道
家
の
教
養
を
駆
使
し
、
大
乗
の
空
を
明
ら
か
に
し
た
『
肇

論
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
僧
肇
は
、
従
来
、
そ
の
思
想
面
か
ら
の
み
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
仏
教
的
世
界
観
」「
論
理
」「
修
行
論
」「
神

異
」
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
用
い
、
僧
肇
の
仏
教
信
仰
を
総
合
的
に
描
き
直
し
た
。

山
野
研
究
員

題
目
：
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
生
存
地
・
生
存
年
代

概
要
：
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
伝
研
究
の
一
環
と
し
て
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
生

存
地
・
年
代
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
の
検
証
を
行
っ
た
。
現
在
ま
で
に
提
示
さ
れ

て
い
る
諸
説
は
、
い
ず
れ
も
生
存
地
・
年
代
を
設
定
す
る
決
定
的
な
証
拠
を
欠
い

て
い
る
と
し
、
聖
者
伝
か
ら
歴
史
的
事
実
を
再
構
成
す
る
伝
記
研
究
の
限
界
を
指

摘
し
た
。

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

髙
橋
研
究
員

題
目
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』を
め
ぐ
っ
て

概
要
：
室
町
末
期
の
真
言
僧
が
有
し
て
い
た
教
養
、
実
際
に
行
っ
て
い
た
行
法
を
、

十
六
世
紀
成
立
の
所
学
目
録『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』か
ら
読
み
解
き
、
当

時
の
真
言
僧
の
教
養
空
間
・
実
践
空
間
を
再
構
成
し
た
。

小
林
研
究
員

題
目
：
諏
訪
神
宮
寺
概
略

概
要
：
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
か
ら
、
分
離
以
前
の
諏
訪
神
宮
寺
の
伽
藍
、
本

尊
な
ど
の
構
成
を
調
査
し
、
一
覧
に
ま
と
め
た
。
神
宮
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
尊
像

の
い
く
つ
か
は
現
在
、
他
寺
に
移
転
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
文
物
の
移
転
に
つ
い

て
も
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

遠
藤（
純
）研
究
員

題
目
：『
大
日
經
疏
』に
見
ら
れ
る
華
厳
的
要
素

概
要
：
中
国
に
お
け
る
華
厳
と
密
教
と
の
相
補
関
係
を
考
察
す
る
一
連
の
研
究
の

一
環
と
し
て
、『
大
日
経
疏
』に
お
け
る
一
行
の
華
厳
理
解
に
焦
点
を
あ
て
、
唐
代

密
教
に
お
け
る
華
厳
思
想
の
位
置
づ
け
を
再
定
義
し
た
。

○
学
会
等
参
加
報
告

山
本
研
究
員
「
高
野
山
国
際
密
教
学
術
大
会
参
加
報
告
」

第
二
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
六
年
十
月
二
十
五
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
不
動
堂

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表



193

○
議
題

研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
方
法
に
つ
い
て

第
五
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
一
月
九
日
（
火
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
仏
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

山
野
研
究
員

題
目
：
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
と
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ

概
要
：
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
伝
研
究
の
一
環
と
し
て
、ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
と
サ
ー

タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
王
を
め
ぐ
る
伝
説
を
と
り
あ
げ
、
従
来
の
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
伝

研
究
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、
こ
の
伝
説
を
取
り
巻
く
文
化
的
・
信
仰
的
土
壌

を
明
ら
か
に
し
た
。

遠
藤（
純
）研
究
員

題
目
：
覚
苑
撰『
大
日
経
義
釋
演
密
鈔
』に
於
け
る
華
厳
と
密
教
の
関
係
性
に
つ
い

て概
要
：
澄
観
以
降
の
密
教
と
華
厳
の
関
係
の
動
向
を
、
遼
代
の『
大
日
経
義
釋
演
密

鈔
』
か
ら
探
っ
た
。
本
書
に
対
す
る
従
来
の
評
価
に
検
討
を
加
え
、『
大
日
経
義
釋

演
密
鈔
』に
お
け
る「
業
と
し
て
の
密
教
」「
教
と
し
て
の
華
厳
」と
い
う
役
割
分
担
を

明
確
に
し
つ
つ
、
両
者
を
統
合
す
る「
毘
盧
大
教
」と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
提
示
し
た
。

小
林
研
究
員

題
目
：
施
暁
と
梵
釈
寺

概
要
：
奈
良
・
平
安
の
山
林
修
行
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
施
暁

と
い
う
人
物
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
事
蹟
を
明
ら
か
に
し
た
。
桓
武
天
皇
の
勅
願
寺

で
あ
る
梵
釈
寺
と
の
関
係
を
指
摘
し
、「
施
暁
の
奏
上
」と「
梵
釈
寺
造
営
の
詔
勅
」

と
を
対
比
し
つ
つ
、
当
時
の
山
林
修
行
者
と
為
政
者
の
相
依
関
係
を
描
き
出
し
た
。

第
三
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
六
年
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
議
題

共
同
研
究
の
総
合
テ
ー
マ
に
つ
い
て

第
四
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
六
年
十
二
月
二
十
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
仏
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
個
人
研
究　

研
究
計
画

髙
橋
研
究
員

テ
ー
マ
：
中
世
真
言
文
化
圏
に
み
る
密
教
思
想
の
影
響
と
文
学
活
動
の
解
明
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場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

山
本
研
究
員

題
目
：The G

enealogy of the sN
ar-thang gdon pa 

　
　
　

on the M
ahavairocanabhisam

bodhitantra

」

概
要
：『
大
日
経
』の
相
承
系
譜
を
め
ぐ
る
ナ
ル
タ
ン
寺
の
法
灯
史
に
つ
い
て
の
英

文
論
文
の
提
示
が
あ
り
、
研
究
員
に
よ
り
査
読
が
行
わ
れ
た
。

小
林
研
究
員

題
目
：
諏
訪
神
宮
寺
の
研
究

概
要
：
継
続
研
究
中
の
神
仏
分
離
以
前
の
諏
訪
神
宮
寺
の
伽
藍
、
本
尊
、
什
物
を

め
ぐ
る
追
跡
調
査
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

○
個
人
研
究　

研
究
計
画

小
林
研
究
員

題
目
：
研
究
テ
ー
マ
と
今
後
の
課
題

概
要
：
個
人
研
究
テ
ー
マ「
古
代
に
お
け
る
山
林
修
行
者
の
系
譜
」の
概
要
と
、
現

在
ま
で
の
進
行
状
況
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

第
八
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
四
月
五
日
（
木
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

第
六
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
二
月
七
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

遠
藤（
祐
）研
究
員

題
目
：『
達
性
論
』論
争
に
つ
い
て

概
要
：
六
朝
時
代
の『
達
性
論
』を
め
ぐ
る
何
承
天
と
顔
延
之
の
論
争
を
と
り
あ
げ
、

当
代
の
儒
・
仏
・
道
の
三
教
の
位
置
づ
け
と
、
仏
教
理
解
の
あ
り
方
を
示
し
た
。

両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
不
可
知
論
と
神
不
滅
論
の
対
立
、
あ
る
い
は
儒
教
に
お

け
る
祭
祀（
犠
牲
の
捧
げ
る
こ
と
を
含
む
）の
可
否
に
つ
い
て
の
対
立
に
焦
点
を
あ

て
た
。
仏
教
と
中
国
の
伝
統
思
想
と
の
対
比
は
、
従
来
、「
空
」な
ど
の
抽
象
的
な

概
念
を
め
ぐ
る
議
論
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、『
達
性
論
』論
争
で
は
、
現
象
世
界
の

問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
代
の
仏
教
受
容
の
新
た
な
側
面
を
知
る

一
助
と
な
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

髙
橋
研
究
員

題
目
：『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
』に
つ
い
て

概
要
：
平
安
期
の『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
』を
と
り
あ
げ
、
本
書
に
お
け
る
成
尋
阿
闍

梨
母
の
心
理
分
析
、
お
よ
び
仏
教
受
容
の
あ
り
方
を
文
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

分
析
し
た
。

第
七
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
三
月
十
四
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時
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て
も
な
お
考
察
す
べ
き
価
値
が
あ
る
も
の
と
し
た
。

髙
橋
研
究
員

題
目
：
頼
瑜
の
夢
想

概
要
：
中
世
の
真
言
文
化
圏
に
み
る
密
教
思
想
の
影
響
と
文
学
活
動
の
解
明
に
関

す
る
一
連
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
頼
瑜
の『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』に
お
け
る
夢
の

記
述
を
と
り
あ
げ
、
中
世
の
真
言
僧
侶
の
心
象
世
界
を
考
察
し
た
。
夢
が
聖
教
執

筆
な
ど
の
僧
侶
の
宗
教
活
動
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
つ
つ
、
中
世
の
宗
教
文
化
圏
に
お
け
る
夢
の
文
学
的
意
義
や
、
中
世
世
界
に

お
け
る
夢
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

山
野
研
究
員

題
目
：
シ
ュ
リ
ー
パ
ル
ヴ
ァ
タ
の
シ
ッ
ダ

概
要
：
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
わ
る
シ
ュ
リ
ー
山
の
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
伝
説
に
つ
い
て

言
及
し
た
先
行
研
究
の
見
解
を
ま
と
め
、
先
行
研
究
の
多
く
は
、
シ
ュ
リ
ー
山
と

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
関
係
を
歴
史
的
事
実
で
あ
る
と
仮
定
し
て
い
た
と
結
論
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
は
後
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
シ
ッ
ダ
と
よ
ば
れ

た
タ
ン
ト
ラ
行
者
た
ち
の
宗
教
実
践
の
中
で
語
り
継
が
れ
た
伝
説
で
あ
っ
た
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
。

第
九
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
五
月
十
六
日
（
木
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表
、
福
田
亮
成
先
生

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
山
本
研
究
員
、

　
　
　
　

髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
個
人
研
究　

研
究
発
表

遠
藤（
純
）研
究
員

題
目
：『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』に
於
け
る
顯
密
観

概
要
：
中
国
に
お
け
る
華
厳
と
密
教
と
の
相
補
関
係
を
考
察
す
る
一
連
の
研
究
の

一
環
と
し
て
、
遼
代
の『
顯
密
圓
通
成
佛
心
要
集
』を
と
り
あ
げ
、
本
書
に
お
け
る

顕
教
と
密
教
の
理
解
、
両
教
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
遼
代
の
密
教
を
従
来

の
よ
う
に
密
教
の
枠
組
み
の
み
か
ら
理
解
す
る
こ
と
に
批
判
を
加
え
つ
つ
、
こ
れ

を
澄
観
以
降
の
華
厳
思
想
の
展
開
の
上
に
定
位
す
る
視
座
を
提
示
し
た
。

遠
藤（
祐
）研
究
員

題
目
：『
達
性
論
』論
争
に
つ
い
て

概
要
：
六
朝
時
代
の『
達
性
論
』を
め
ぐ
る
何
承
天
と
顔
延
之
の
論
争
を
と
り
あ
げ
、

当
時
の
仏
教
理
解
の
一
例
を
示
し
た
。
本
書
の
主
た
る
論
点
を
、「
万
物
の
あ
り
方
」

「
万
物
と
幽
冥
の
理
の
関
係
」「
万
物
の
中
で
生
き
る
人
間
の
あ
る
べ
き
生
き
方
」の

三
点
に
分
類
し
、
具
体
的
な
現
象
面
か
ら
仏
教
と
中
国
の
伝
統
思
想
と
を
対
比
し

た
本
書
の
仏
教
理
解
の
特
徴
を
あ
げ
た
。

山
本
研
究
員

題
目
：
真
言
宗
の
安
心
論　

ー
那
須
・
渡
辺
論
争
を
め
ぐ
っ
て
ー

概
要
：
昭
和
三
十
年
代
に『
中
外
日
報
』紙
上
で
行
わ
れ
た
那
須
政
隆
と
渡
辺
照
宏

の
論
争
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
分
析
し
た
。
こ
の
論
争
は
、
両
者
が
異
な
っ
た
土

俵
の
上
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
展
開
し
た
た
め
、
結
局
、
決
着
を
見
る
こ
と
が

な
か
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
真
言
宗
に
お
け
る
安
心
の
位
置
付
け
や
、
教
化
の
あ

り
方
、
本
覚
理
解
、
信
仰
的
立
場
な
ど
を
め
ぐ
る
両
者
の
主
張
は
、
現
代
に
お
い
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○
議
題

共
同
研
究
「
仏
教
と
経
済
」の
研
究
の
視
点
と
方
法

研
究
紀
要
に
つ
い
て

第
十
二
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
八
月
二
十
四
日
（
金
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

山
本
研
究
員

題
目
：
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主

義
の
精
神
』

概
要
：
西
欧
に
お
け
る
資
本
主
義
精
神
の
形
成
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
思

想
と
の
関
連
か
ら
考
察
し
た
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
著
作
の
サ
マ
リ
ー
を
行
っ

た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
ル
ッ
タ
ー
の
「Beruf（
天
職
）」の
観
念
と
、
そ
れ

に
基
づ
く「
世
俗
内
的
禁
欲
」と
が
、「
勤
労
」と「
節
約
」と
い
う
資
本
形
成
に
必
要

な
精
神
性
を
生
み
出
し
た
と
し
、
そ
の
資
本
形
成
が
自
己
目
的
化
し
、
宗
教
的
基

礎
づ
け
が
欠
落
し
た
状
態
が
、
現
代
の
資
本
主
義
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
現

代
の
資
本
主
義
を
射
程
に
入
れ
る
と
、
勤
労
と
節
約
は
資
本
を
形
成
す
る
要
素
と

は
言
い
切
れ
ず
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
論
モ
デ
ル
に
は
不
備
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た「
仏
教
と
経
済
」と
い
う
課
題
に
即
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ

ら
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
資
本
主
義
と
の
結
び
つ
き
は
普
遍
的
な
も
の

で
は
な
く
、
西
欧
社
会
に
お
け
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

○
個
人
研
究　

今
年
度
研
究
計
画
報
告

遠
藤（
純
）研
究
員
「
遼
代
の
仏
教
思
想
」

遠
藤（
祐
）研
究
員
「『
達
性
論
』
論
争
に
つ
い
て
」

小
林
研
究
員
「
古
代
に
お
け
る
山
林
修
行
者
の
系
譜
」「
諏
訪
神
宮
寺
の
研
究
」

山
本
研
究
員
「『
大
日
経
』
の
研
究
」

髙
橋
研
究
員
「
中
世
の
真
言
文
化
圏
に
み
る
密
教
思
想
の
影
響
と
文
学
活
動
の
解

明
」

山
野
研
究
員
「
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
伝
の
研
究
」

第
十
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
日
（
木
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
議
題

共
同
研
究
企
画
案
に
つ
い
て

第
十
一
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
七
月
十
八
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員
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場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

遠
藤（
祐
）研
究
員

題
目
：
佐
々
木
宏
幹
『
宗
教
人
類
学
』

概
要
：
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
宗
教
の
構
造
を
分
析
し
た
佐
々
木
宏
幹
『
宗

教
人
類
学
』の
サ
マ
リ
ー
を
行
っ
た
。
本
書
で
提
示
さ
れ
て
い
る
宗
教
の
構
成
要
素

と
分
類
、
宗
教
と
呪
術
の
定
義
、
宗
教
儀
礼
の
種
類
と
目
的
な
ど
、
宗
教
人
類
学

の
基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
っ
た
。
佐
々
木
氏
の
宗
教
分
析
は
、

社
会
的
機
能
に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
仏
教
の
中
心
課
題
と
な
る「
求
道
」な
ど

の
宗
教
行
動
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
宗
教
人
類

学
の
枠
組
み
は
、
西
欧
的
な
宗
教
観
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま

仏
教
の
構
造
分
析
に
適
用
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

遠
藤（
純
）研
究
員

題
目
：
叶
世
昌
『
古
代
中
国
経
済
思
想
史
』

概
要
：
中
国
経
済
思
想
史
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
、
叶
世
昌『
古
代
中
国
経

済
思
想
史
』を
と
り
あ
げ
、本
書
の
サ
マ
リ
ー
を
行
っ
た
。
中
国
経
済
思
想
の
中
心

課
題
は「
義
利
論
」に
あ
り
、こ
れ
を
理
論
的
基
礎
と
し
な
が
ら
、
土
地
の
配
分
や

市
場
操
作
、税
制
な
ど
、様
々
な
経
済
政
策
が
展
開
し
た
。
中
国
経
済
思
想
に
お
い

て
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
農
業
を
経
済
活
動
の
根
本
に
据
え
る「
農
本
主
義
」で
あ

る
。
こ
の
他
に
も
、
歴
史
上
に
は
、
貨
幣
価
値
論
、
商
品
価
値
論
、
倹
約
精
神
な

ど
、
経
済
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
が
登
場
し
た
。
中
国
仏
教
に
お
け
る
経
済
観
念
・

活
動
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
歴
史
的
に
展
開
し
た
経
済
思
想
を
念
頭
に
お
か

だ
ろ
う
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
研
究
員
か
ら
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
方

法
は
、
具
体
的
な
経
済
行
動
の
中
に
宗
教
的
要
素
を
見
出
し
、
こ
れ
を
理
論
化
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
論
を
モ
デ
ル
に
し
た
仏
教
経
済
学
の
多

く
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
を
仏
教
倫
理
に
置
き
換
え
て
、
す
で
に

あ
る
理
論
を
経
済
行
動
に
読
み
込
ん
で
行
く
と
い
う
逆
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
た

め
、
従
来
の
仏
教
経
済
学
の
視
点
と
方
法
を
批
判
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

山
野
研
究
員

題
目
：G

regory Schopen

『Buddhist M
onks and Business M

atters 

：Still M
ore Pepers on M

onastic Buddhism
 in India

』

概
要
：
イ
ン
ド
の
仏
教
僧
院
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
論
じ
たG

regory Schopen

の
著
作
の
サ
マ
リ
ー
を
行
っ
た
。『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』を
資
料
に
、
僧
侶

の
私
有
財
産
に
関
す
る
様
々
な
事
例
を
報
告
し
た
本
書
は
、
単
に
そ
の
事
象
を
紹

介
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
ダ
ル
マ
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
と
の
比
較
を
行
う
な
ど
、
文
化
コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
重
視
し
た
読
み
を
行
っ
て
お
り
、「
仏
教
と
経
済
」研
究
の
モ
デ
ル

と
し
て
参
考
に
な
る
点
が
多
い
と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
本
書
の
問
題
点
と
し
て
は
、

「financial instrum
ents

（
金
融
商
品
）」「negotiable securities
（
有
価
証
券
）」

「health insurance

（
医
療
保
険
）」と
い
っ
た
現
代
の
経
済
用
語
、
金
融
用
語
を

多
用
し
、
拡
大
解
釈
を
し
て
い
る
点
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。「
仏
教
と
経
済
」を
論

じ
る
上
で
は
、
現
代
の
経
済
事
象
と
、
研
究
対
象
と
な
る
経
済
事
象
の
異
同
を
明

確
に
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
現
象
的
な
相
違
点
、
類
似
点

を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
現
象
に
対
す
る
意
味
付
け
、
理
論
付
け
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
十
三
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
六
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時
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小
林
研
究
員

題
目
：
太
田 

愛
之
・
川
口 

浩
・
藤
井 

信
幸
『
日
本
経
済
の
二
千
年
』

概
要
：『
日
本
経
済
の
二
千
年
』を
と
り
あ
げ
、
日
本
経
済
史
研
究
の
中
で
、
現
在
、

仏
教
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。
本
書
は
、
古
代
か
ら
近

現
代
ま
で
の
各
時
代
の
経
済
構
造
を
総
括
的
に
説
い
た
日
本
経
済
史
の
入
門
書
で

あ
る
。
近
年
の
日
本
史
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
古
代
・
中
世
の
寺
院
経
済
を
、

律
令
制
、
荘
園
制
な
ど
の
経
済
体
制
か
ら
論
じ
る
の
み
な
ら
ず
、
農
業
や
商
工
業

へ
の
関
わ
り
か
ら
も
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寺
院
経
済
を
総
括
的
に
論
じ
る

た
め
に
必
要
な
個
々
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の
積
み
重
ね
が
決
定
的
に
不
足
し
て

お
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
総
括
的
に
位
置
づ
け
る
視
点
も

確
立
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
課
題
と
す
る
べ
き
点
が
多
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
書
の
中
で
、
仏
教
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
古
代
・
中
世
の
み

で
あ
り
、
近
世
以
降
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
の
不
足
が
否

め
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

第
十
五
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
山
本
研
究
員
、

　
　
　
　

髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

山
本
研
究
員

題
目
：
宮
坂
宥
勝
『
財
と
労
働
の
価
値
｜
仏
教
の
経
済
観
』

概
要
：
仏
教
の
経
済
観
を
テ
ー
マ
に
、
古
代
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
ま

な
け
れ
ば
、
何
が
仏
教
の
側
か
ら
の
内
発
的
な
観
念
・
活
動
で
あ
る
の
か
が
見
え

て
こ
な
い
だ
ろ
う
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

○
学
会
等
参
加
報
告

山
野
研
究
員
「
日
本
印
度
額
仏
教
学
会
参
加
報
告
」

第
十
四
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
十
月
三
十
一
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

髙
橋
研
究
員

題
目
：
阿
諏
訪
青
美
『
中
世
庶
民
信
仰
経
済
の
研
究
』

概
要
：
日
本
中
世
の
寺
社
経
済
を
文
化
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
分
析
し
た『
中
世

庶
民
信
仰
経
済
の
研
究
』を
と
り
あ
げ
、
本
書
の
サ
マ
リ
ー
を
行
っ
た
。
本
書
は
、

従
来
、
荘
園
制
度
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
寺
院
経
済
研
究
を
批
判
し
、
著
者

が
定
義
す
る
と
こ
ろ
の「
信
仰
経
済
」に
つ
い
て
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
政
治
的
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
中
世
寺
社
の
活
動
を
、
文
化
史
的
視
点
を

取
り
込
み
、
読
み
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
本
書
の
斬
新
性
が
あ
る
と
い
え
る
が
、

採
り
上
げ
た
先
行
研
究
に
や
や
偏
り
が
あ
る
こ
と
、
中
世
の
「
信
仰
経
済
」
全
体

を
論
じ
る
に
は
個
々
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
今
少
し
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
方
法
論
上
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
他
の
研
究
員

か
ら
は
、
本
研
究
の
キ
ー
タ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
「
寺
家
公
人
」
の
定
義
が
曖
昧

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
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山
本
研
究
員
、
髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

山
野
研
究
員

題
目
：
『
実
利
論
』
の
経
済
思
想

概
要
：
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
と
経
済
の
問
題
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
イ
ン
ド

の
経
済
思
想
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ『
実
利
論
』を
と
り

あ
げ
、
本
書
に
お
け
る
政
治
原
理
、
経
済
政
策
に
つ
い
て
の
サ
マ
リ
ー
を
行
っ
た
。

『
実
利
論
』の
経
済
思
想
を
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
思
想
と
比
較
し
た
際
に
特
徴
的
と

認
め
ら
れ
る
点
と
し
て
、第
一
に
、性
悪
説
的
な
人
間
観
を
前
提
と
し
て
お
り
、
弱

肉
強
食
や
不
正
の
横
行
を
防
止
す
る
た
め
に
、刑
罰
と
契
約
の
規
定
を
設
け
る
こ

と
を
政
治
の
基
本
と
し
て
い
る
点
。第
二
に
、倹
約
の
徳
を
さ
ほ
ど
重
視
し
て
お
ら

ず
、支
出
と
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
点
。
第
三
に
、中
国
に
お

け
る
よ
う
な
農
本
主
義
の
思
想
が
み
ら
れ
ず
、農
業
、牧
畜
、商
業
が
と
も
に
実
業

と
し
て
定
義
さ
れ
、商
業
の
価
値
が
貶
め
ら
れ
な
い
点
、
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、

利
殖
に
対
す
る
禁
忌
の
思
想
が
み
ら
れ
な
い
点
を
あ
げ
た
。　

小
林
研
究
員

題
目
：
日
本
古
代
に
お
け
る
仏
教
と
経
済

概
要
：
古
代
日
本
の
仏
教
と
経
済
の
問
題
は
、
従
来「
国
家
仏
教
」の
視
点
か
ら
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
仏
教
は
こ
の
時
代
、
す
で
に
民
間
に
流
布
し
て

お
り
、
当
代
の
人
々
の
経
済
活
動
に
、多
方
面
で
関
与
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
事
例
の
と
し
て
、『
日
本
霊
異
記
』か
ら
、
大
安
寺
に
お
け
る
出
挙
と
、

こ
れ
を
資
本
と
し
た
民
間
交
易
に
関
わ
る
記
述
を
と
り
あ
げ
た
。
ま
た『
性
霊
集
』

に
収
め
ら
れ
た
法
会
の
願
文
か
ら
、
い
か
な
る
人
々
が
法
会
に
関
与
し
、
ど
の
よ

う
な
資
本
移
動
が
あ
っ
た
の
か
を
一
覧
と
し
た
表
を
提
示
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

解
説
を
行
っ
た
。

で
を
論
じ
た『
財
と
労
働
の
価
値
｜
仏
教
の
経
済
観
』を
と
り
あ
げ
、
本
書
の
サ
マ

リ
ー
を
行
っ
た
。
本
書
は
、
古
代
イ
ン
ド
仏
教
教
団
に
見
ら
れ
る
経
済
観
念
、
仏

教
教
理
に
お
け
る
財
と
労
働
の
価
値
の
定
位
、
農
耕
経
済
・
商
業
経
済
と
仏
教

の
関
係
、
仏
教
か
ら
見
た
資
本
主
義
、
現
代
社
会
に
お
け
る
経
済
倫
理
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
問
題
を
概
括
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
原
始
共
産
制
の
種
族
社
会

を
モ
デ
ル
に
成
立
し
た
仏
教
教
団
に
経
済
体
制
の
理
想
型
を
見
て
、
こ
れ
を
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
と
比
較
し
、
財
の
均
等
分
配
を
評
価
す
る
点
な
ど
は
、

一
九
六
九
年
と
い
う
本
書
が
著
作
さ
れ
た
時
代
の
思
潮
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る

と
い
え
る
。
本
書
は
古
典
研
究
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
著
者
自
身
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
人
が
現
代
と
い
う
視
点
に
お
い
て
仏
教
の
経
済
観
を
論

究
す
る
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
研
究
課
題
と
し
て
、
イ
ン
ド
・
中
国
・

日
本
な
ど
の
地
域
や
時
代
の
相
違
に
対
し
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
全
体
的
に
、
著
者
自
身
の
社
会
思
想
的
立
場
を
仏
教
思
想
に
当
て
は

め
て
解
釈
し
た
感
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

○
学
会
等
参
加
報
告

遠
藤（
祐
）研
究
員
「
国
際
仏
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
報
告
」

○
議
題

共
同
研
究
会
「
仏
教
と
経
済
」
の
運
用

個
人
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て

第
十
六
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
九
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、
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で
現
象
化
し
て
く
る
。
そ
の
現
象
化
の
形
態
は
、
日
常
に
お
け
る
行
動
か
ら
、
政

治
行
動
、
経
済
行
動
に
及
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
道
に
基
づ
く
経
済
行
動
を
「
福
」、

道
に
背
く
経
済
行
動
を
「
罪
」
と
見
な
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
経
済
行
動
は
「
道
」
に

基
づ
い
て
い
る
と
の
合
理
化
も
成
立
す
る
。
仏
教
に
お
い
て
は
「
福
」
を
つ
く
る

善
行
や
「
罪
」
を
減
じ
る
懺
悔
に
関
わ
る
実
践
や
儀
礼
に
、
財
物
の
布
施
な
ど
の

経
済
活
動
が
伴
っ
て
く
る
。
よ
っ
て
、「
罪
・
福
・
道
」
の
構
造
は
、
道
に
至
る
救

済
構
造
で
あ
る
と
同
時
に
、
寺
院
の
運
営
や
僧
侶
の
生
活
を
支
え
る
経
済
構
造
の

一
面
も
有
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
の
理
論
の
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、

仏
教
に
お
い
て
は
、
罪
と
福
の
算
数
的
な
救
済
構
造
が
存
す
る
一
方
、
無
罪
相
懺

悔
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
道
に
直
入
す
る
こ
と
に
よ
り
罪
と
福
を
無
化
す
る
よ
う

な
構
造
も
存
す
る
た
め
、「
道
」
を
よ
り
動
的
に
と
ら
え
る
ス
キ
ー
ム
も
必
要
で
あ

ろ
う
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

共
同
研
究

共
同
研
究
趣
旨

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
で
は
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
不
断
に
変
化
す
る
仏
教
が
、
各

時
代
、各
地
域
の
社
会
の
中
で
、ど
の
よ
う
に
他
の
諸
要
素
と
関
係
し
あ
い
な
が
ら
、

ア
ジ
ア
の
文
化
・
思
想
を
形
成
し
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
中
で
ど
の
よ
う

な
変
容
を
遂
げ
て
き
た
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
発
足
二
年

目
の
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
は
、
研
究
所
の
研
究
課
題
に
即
し
た
共
同
研
究
を
設
定

し
、
活
動
を
開
始
し
た
。

共
同
研
究「
仏
教
と
経
済
」

○
研
究
テ
ー
マ

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
の
研
究
課
題
に
即
し
、
他
分
野
に
も
連
絡
可
能
な
問
題
を

第
十
七
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
〇
八
年
一
月
九
日
（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　

所
：
蓮
花
寺
仏
教
研
究
所

参
加
者
：
遠
藤
祐
純
代
表

　
　
　
　

遠
藤（
純
）研
究
員
、
遠
藤（
祐
）研
究
員
、
小
林
研
究
員
、

　
　
　
　

髙
橋
研
究
員
、
山
野
研
究
員

○
共
同
研
究　

研
究
発
表

髙
橋
研
究
員

題
目
：
脇
田
晴
子
『
中
世
に
生
き
る
女
た
ち
』

概
要
：
寺
院
の
経
済
活
動
を
分
析
し
て
い
く
上
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
考
慮
す
べ
き
な
の
か
、と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、中
世
の
女
性
像
を
生
活
空

間
か
ら
描
い
た『
中
世
に
生
き
る
女
た
ち
』を
と
り
あ
げ
た
。
本
書
の
第
三
章
は
尼

寺
の
商
売
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
中
世
の
寺
院
経
済
を
知
る

上
で
も
有
益
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
章
を
中
心
に
サ
マ
リ
ー
、
注
釈
を
行
っ
た
。

本
書
に
よ
れ
ば
、
中
世
期
に
は
、
天
野
山
金
剛
寺
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
寺
院

で
酒
造
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
干
し
瓜
、
引
飯
、
扇
な
ど
、
名
産
品
を
製
造
す
る
寺

院
が
出
現
し
た
と
い
う
。
研
究
員
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
寺
院
の
産
業
が
、
積
極
的

な
運
用
を
目
論
ん
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の

意
見
が
あ
り
、
商
品
開
発
、
流
通
を
と
り
ま
く
中
世
寺
院
の
組
織
構
造
、
経
済
状

況
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。

遠
藤（
祐
）研
究
員

題
目
：
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
経
済 

ー
罪
・
福
・
道
の
視
点
か
ら
ー
」

概
要
：
中
国
仏
教
と
経
済
の
問
題
を
考
察
す
る
ス
キ
ー
ム
と
し
て
、「
罪
・
福
・
道
」

と
い
う
構
造
を
提
示
し
、
こ
の
構
造
の
成
立
背
景
、
実
践
様
式
に
つ
い
て
解
説
を

行
っ
た
。「
道
」
は
形
而
上
の
領
域
に
属
し
、
形
而
下
で
は
「
罪
・
福
」
と
い
う
形
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設
定
し
た
も
の
と
し
て
、
髙
橋
秀
城
研
究
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た「
信
仰
と
経
済

と
の
間あ
わ
い」が
、共
同
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
選
ば
れ
た
。
テ
ー
マ
名
は
暫
定
的
に「
仏

教
と
経
済
」を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。　

○
研
究
目
的

仏
教
の
歴
史
は
、
様
々
な
地
域
・
時
代
に
現
れ
た
物
質
的
・
精
神
的
現
象
の
集

積
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
の
表
象
と
し
て
の
文
化
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

歴
史
的
・
社
会
的
・
経
済
的
事
象
と
結
び
付
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
か
ら
仏
教
を

切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
仏
教
は
、
各

時
代
・
各
地
域
の
中
で
、
如
何
に
社
会
関
係
の
連
鎖
の
上
に
定
位
さ
れ
、
ま
た

如
何
に
社
会
の
諸
要
素
と
関
係
し
あ
い
な
が
ら
展
開
し
た
の
か
。
こ
の
共
同
研

究
で
は
、
仏
教
と
経
済
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
上
記
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
行
く
。各
研
究
員
の
専
門
分
野
か
ら
、仏
教
と
経
済
の
間あ
わ
いを

取
り
巻
く
、

社
会
関
係
の
網
の
目
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
仏
教

の
位
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

二
〇
〇
七
年
度
共
同
研
究
活
動
報
告

六
月
、
七
月
に
、
活
動
準
備
の
た
め
の
会
議
を
計
二
回
開
催
し
、
共
同
研
究
テ
ー

マ
、研
究
会
運
用
方
法
等
を
決
定
し
た
。二
〇
〇
七
年
度
は
初
年
度
に
あ
た
る
た
め
、

先
行
研
究
の
整
理
と
、
問
題
点
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
八
月
よ
り

研
究
会
を
開
始
し
、
基
本
的
な
先
行
研
究
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
発
表
形
式
で
各

研
究
員
が
、
先
行
研
究
の
サ
マ
リ
ー
と
問
題
点
の
指
摘
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
七
年

度
は
計
五
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、
今
年
度
の
研
究
紀
要
に
掲
載
す
る

論
文
は
、
個
人
研
究
テ
ー
マ
に
即
し
た
も
の
と
し
、
共
同
研
究
の
成
果
は
来
年
度

よ
り
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要　

第
一
号

平
成
二
十
年
三
月
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編　

輯　
　
　

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

製　

作　
　
　

株
式
会
社
ニ
ッ
ケ
イ
印
刷

発
行
者　
　
　

代
表　
　

遠
藤
祐
純

発
行
所　
　
　

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　

〒
一
四
四
〇
〇
五
一
東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
六
丁
目
十
三
番
十
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
三
）
三
七
三
四
｜
〇
七
八
五
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金剛身であるから、死ぬことはありません。王の以前の息子たちも王位を得ずして死んで行

きました。息子と孫までもが死んで行きました。」と。そのため、非常に落胆していると、母

は述べた。「しかし方法があります。師は菩薩ですから、頭を請えば与えます。師が死んだ時、

父も死ぬでしょう。そうすればあなたは王位を得ることができるでしょう。」と。王子はシュ

リー山に行き、頭を請うたが、武器で切れなかった。（ナーガールジュナは）かつて緑の草で

虫の首を切ってしまった業を観じて、クシャ草で（自分の首を）切って与えた。「私は今から

極楽に行きます。後にこの身体に再び戻ってきます。」という声が聞こえた。そこで地面は震

動し、飢饉が十二年の間続いたと言われている。

　師はラサーヤナを成就しているので、再び（首と身体が）一緒になるのではないかと恐れ

て、王子は頭を数ヨジャーナ離れた場所に運んだ。そこでヤクシニーたちが（頭を）奪って、

頭を巌の頂上に置いて、その巌の裂け目に、五尊のアールヤ・アヴァローキテーシュヴァラ

の石の像を自然に出現させた。頭と身体の二つに、保護者のヤクシニーはそれぞれ寺院を建

立した。この二つの間は、以前は 4 ヨジャーナあったが、今は 1 クローシャしかないと言わ

れている。

それは、私の師も見た。石の壁がくっついて、岩壁のようになった、不思議で威力ある（その）

寺院は、入り口がなく、窓から見ると、両方とも台座の上に石像の破片のようなものがそれ

ぞれ置いてあったと言う。
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資料 3

『七口決付法伝 （bKa babs bdun ldan gyi brgyud pai rnam thar）』

rJe btsun tA ra nA tha'i gsung 'bum, 16 Ma : 559-560

phyis dpal gyi rir lo nyis brgya tzam gnod sbyin mo rnams kyi 'khor dang bcad te sngags kyi 

spyod pas bzhugs. mtsan bzang po so gnyis kyang sku la 'grub. phyis dbu sbyin par btang ba'i 

rkyen gyis lo phyed lo'i lo drug brgyar bdun cu don gcig gis ma tsang skad de. 

de yang rgyal po bde spyod kyi bu chung ngu su sha kti rgyal bu rab nus sam. rgyal bu nus 

ldan yang zer te de rgyal srid la dga' bas ma na re. yab slob dpon dang sku tso mnyam par 

byin gyis brlabs 'dug. slob dpon rdo rje'i sku yin pas 'grong ba med. rgyal po'i sras po snga 

ma rnams kyang rgyal srid ma thob par 'das shing. bu dang tsa bo'i bar yang 'das zer bas zhin 

tu yid mi dga' ba la ma na re 'o na thabs yod. slob dpon byang chub sems dpa' yin pas dbu 

bslangs na ster bas. slob dpon 'da' bas khyd la rgyal srid 'byung zer. rgyal bos dpal gyi rir 

phyin dbu bslangs pas. mtson chas ma chod par sngon rtzva sngon pos srog chags kyi ske bcad 

pa'i las gzigs nas ku shas bcad nas gnang. nga ni 'di nas bde ba can du gro. phyin nas lus 'di la 

yang 'jug par 'gyur. ces sgra byung. der sa gyos. mu ge lo bcu gnyis kyi bar du byung skad. 

rgyal bas slob dpon bcud len grub pas slar 'grig gis dogs nas dbu dpag tsad mang pos chod pa'i 

sar kher. der gnod sbyin mos phrogs. dbu pha bong gi khar bzhag pas pha bong gas pa'i sa der 

'phags pa spyan ras gzigs lha lda'i rdo sku rang byon du byon. dbu dang sku lus gnyis la yon 

bdag gnod sbyin mos so sor lha khang brtzigs. de gnyis kyi bar du sngon dpag tsad bzhi tzam 

yod snang ba. da ltar rgyang grags gcig kyang bag mi snang gsung.

de ni bdag gi bla mas kyang mjal te. rdo'i rtzig pa rnams 'brel te brag lta bur song ba'i lha 

khang cho 'phrul dang gnyan cha che ba. sgo ni med. dkar khung nas bltas pa la. gnyis ka'ng 

khri'i steng na rdo sku'i dum bu 'dra ba re 'dug gsung.

　その後（ナーガールジュナは）シュリー山に二百年、ヤクシニーたちに囲まれて、真言行

を行いながら住して、身体に 32 相を成就した。その後、頭を布施して与えたために、半年、

671 年に満たなかったと言われている。

　さて、bDe spyod 王の年若い息子に Śakti（Rab nus または Nus ldan）という王子がおり、王

位を望んでいた。母がいうには、「父は師と寿命が等しくなる恩恵を与えられています。師は
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資料２

『プトン仏教史（bDe bar gshegs pa'i bstan pa'i gsal byed chos kyi 'byung gnas gsung rab rin 

po che'i mdzod）』

The collected works of Bu-ston, Edited by Lokesh Chandra: Ya.100b

de'i tse rgyal po mthar 'gro zhon nam bde spyod bzang po la bu gzhon nu nus ldan zhes bya 

ba zhig la mas gos bzang srubs med pa zhig byin pas 'di ngas rgyal srid 'dzin dus su dgos zer 

ba la. mas khyod kyis rgyal srid 'dzin pa mi 'ong. yab dang slob dpon klu sgrud tse sgrub dang 

bcud len stabs su byas pas grub ste slob bpon dang srog gcig pa yin zer ba dang. des dpal gyi 

ri la slod dpon klu sgrub bzhegs sar phyin te dbu bslangs pas chod gsung ste ral gris bcad pas 

ma chod pa na. slob dpon na re. ngas rtzwa ku sha bcad pas srog chags shi ba'i rnam smin 

yod pas ku shas cgod gsungs nas bcad pas ske'i rtza ba nas. nga ni bde ba can gyi 'jig rten du. 

phyin nas lus 'di la yang 'jug par 'gyur. zhes tsigs bcad byung ngo. 

dbu de des khyer te phyin pas gnod sbyin mos 'phrogs te dpag tsad gcig tu dor ro. dbu dang 

sku lus gnyis ka ma nyams par lo re zhing nyer song nas mthar 'byar nas bstan pa dang 'gro 

don mdzad ces grag go.

　さて、mThar 'gro zhon（または bDe spyod bzang po）王に、Nus ldan という名の年若い子供

がいた。母がその子に、良いシルクの服を与えたので、（その子は）「これは私が王位を得た

ときに、必要になるでしょう」といった。すると母は「あなたは王位を得ることはないでし

ょう。父と師のナーガールジュナは長生術とラサーヤナを使用し、成就しました。（そのため

王は）師と寿命が一緒なのです」といった。すると彼は、シュリー山の師ナーガールジュナ

の住所に赴いて、「頭を起こしたら切れ」といって、刀で斬ったが、斬れなかった。そのとき

師は述べた。「私はクシャ草を切って、虫を死なせた報いがあるので、クシャによって切るこ

とができます」と。そして（頭を）切られた。首の根元から「私は極楽世界に行って、この

身体に再び入るだろう」という頌が唱えられた。

　その頭は、彼によって持ち去られたが、ヤクシニーが奪って、1 ヨジャーナのところに捨

てた。頭と体の両者は、腐らずに年々近づいて、遂に接合し、説法と有情の利益をなしたと

いわれている。
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一緒にいられるなら、ラサーヤナと王国を求めましょう。そうでないならば、必要ありません」

と答えて、去ろうせず、そのままそこにいようとしたが、師は教示を与えた。（王は）自国で

ラサーヤナを成就し、百年の間、王国を統治して暮らした。その間、有情たちは物資にめぐまれ、

山の鳥や獣たちもすべて、平和に暮らした。

　100 年して、師が仏の教えをお弘めになった時、マーラの王は嫉妬を起し、妨害をしよう

という目論みから、様々な凶兆をあらわした。日月は光を失い、（日月）食が起り、全ての果

実が自然に落ち、雨が適当な時期に降らず、生物が飢餓に苦しめられ、病と戦争の不運が広

まり、草木、森、全てが不毛になるといった凶兆があらわれた。サーラバンダ王は次のよう

に考えた。「これらは他でもない、私の師に危害が及ぶ相である」と。（そこで）チャンディ

クマーラという名の自分の息子に王国を譲り、ほんのわずかな従者とともに、シュリーパル

ヴァタの師の面前にやって来た。師が「息子よ、どういった目的でやって来たのですか」と

問うと、王は答え、「私の有情の運は尽きてしまうでしょうか。勝者の教えが滅してしまうの

でしょうか。黒分（悪徳）が勝利してしまうのでしょうか。月のように白い大慈悲が、雨雲

のような悪に覆われたのでしょうか。金剛のような聖なる師に有為の性が現れるのでしょう

か。諸々の悪い相が現れたので、私はここにいるのです。大慈悲（の心）で観じ、加持して

ください。」とお願い申し上げた。師は述べた。「生まれたものは全て死ぬ。集ったものは散る。

蓄えたものは尽きる。有為の結末はすべて無常である。だとすれば、そこにどのような憂い

があろうか。あなたはラサーヤナをもって行きなさい」と。王は答え、「師のおそばでラサー

ヤナを摂取しましょう。師がいらっしゃらないのなら、私にはラサーヤナは必要ありません」

といって、そこにとどまった。

　さて、聖（ナーガールジュナ）師が、全ての財産を布施して与えていた時に、ブラフマン

が一人のバラモンに変身して、（ナーガールジュナの）頭を乞うたので、師は「与えましょ

う」と約束した。サーラバンダ王は師が死ぬという苦痛に耐えられず、頭で師の御足に触れ

て、死んでしまった。全ての人たちもそのバラモンを誹謗した。そのとき、師は頭を与えた。

他に誰も（首を）切らないので、クシャの葉で自分の頭を切り落として、バラモンに与えた。

そして全ての木が不毛になり、すべての人の福徳も減少した。前の八人のヤクシニーたちが

師の御身体を今も守護している。

　師の後継者にナーガボーディがいるが、月のように闇を追い遣る光は今もある。師のその

御身体は、弥勒仏が現れる時に、再び起き上がり、有情の利益をなすと言われている。
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pa sna tsogs byung ba dang. rgyal po sa' la bha ndhas 'di snyam ste 'da dig ni gzhan ma yin 

te. nga'i bla ma la gnod pa'i ltas yin snyam rang gi sras ca ndhi ku ma ra bya ba la rgyal srid 

byin ste. 'khor nyung zad gcig dang bcas te dpal gyi ri bor slob dpon gyi spyan sngar phyin 

pa dang. bla mas bu don ci la 'ongas dris pa dang. rgyal bu na re. bdag dang sems can skal ba 

zad gyur tam. rgyal ba'i bstan pa nyams par gyur tam ci. nag po'i phyogs rnams rgyal bar 'gyur 

ba 'am. thugs rje chen po zla ba ltar dgar la. char sbrin dang 'dra'i bdud kyis sgribs sam ci. 

rdo rje lta bu'i bla ma dam pa la 'dus byas rang bshin 'byung ngam sdig ltas rnams. byung bas 

bdag ni 'dir ni mchis pa lags. thugs rjes chen pos dgongs la byin gyis brlabs. zhe zhus pas slo 

dpon gyis gsungs pa. skyes pa thams cad 'chi ba yin. 'dus pa thams cad 'bral. bsags pa thams 

cad 'dzad. 'dus byas kyi mtha' thams cad mi rtag pa yin na de la mi dga' ba ci yod. khyod rang 

bcud len kher la song gcig gsungs bas. de na re. bla ma'i rtzar bcud len za yin 'dug. bla ma mi 

bzhugs na bdag la bcud lan mi dgos zer nas der 'dug go.

de nas slob dpon 'phags pas dngos po thams cad sbyin par btang ba la. lha tsangs pas bram ze 

gcig tu sprul nas dbu blangs pas. slob bpon gyis kyang ster bar zhal gyis bzhes pa dang. rgyal 

po sa' la bha ndhas slob dpon 'grongs pa'i sdug bsngal ma bzod nas slob dpon gyi zhabs la spyi 

bos btugs te grongs so. mi thams cad kyang bram ze de la kha zer bar byed do. de'i dus su slob 

dpon gyis dbu byin pa gzhan gan gis kyang ma chod pa na. rtza ku sha gcig gis rang gi dbu 

bcad nas tsangs pa la sbyin no. de nas shing thams cad kyang skams. mi thams cad kyai bsod 

nams kyang 'gribs so. sngar gyi gnod sbyin mo brgyad kyis slob dpon gyi sku lus bsrungs nas 

da lta yang yod do. 

bla ma'i gdung 'tsob tu klu'i byang chub bzhugs pa'i 'od nub mo 'bro ba zla re tzam da lta yang 

yod do. slob dpon gyi sku lus de rgyal ba byams pa'i bstan pa la slar bzhengs nas 'gro ba'i don 

mdzad gsungs so. 

　師（ナーガールジュナ）は南方のシュリーパルヴァタに到着し、瞑想をしながら、長い間（そ

こに）留まっていた。サーラバンダ王は師を思い、シュリーパルヴァタにやって来て、師を礼拝、

囲繞し、お願い申し上げた。「王国とは得るものが少なく、大きな災いがあります。そのため、

私には必要ありません。私は師の面前に留まります」と。師は述べた。「王国を捨ててはいけ

ません。さあ、師によって（書かれた）ラトナーヴァリー（の教え）において、王国を守護

しなさい。不時の死の恐れのないラサーヤナを（あなたに）授けましょう」と。王は「師と
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kho bo’i bla ma sangs rgyas mgon po’i zhal snga nas kyis bla ma goo ra ksha’i gdams 

pa ma lus pa’i mdzod du gyur pa grub thob mang po dngos su zhal mjal. nus mthu dang 

byin rlabs dpag tu med pa mnga’ ba’i slob dpon ‘bab stegs mgon po dang. nag po mgon 

po dang. bram ze mgon po ste goo ra ksha’i rjes ‘byang rnam pa gsum po de’i bzhed pa 

mthun par byung bas kho bo’i bla ma yang ‘di kho na ‘thad gsung.

〈キーワード〉龍 樹 (Nāgārjuna), シ ュ リ ー パ ル ヴ ァ タ (Śrīparvata), シ ュ リ ー シ ャ イ ラ ム

(Śrīśailam), 『八十四成就者伝 (Caturaśītisiddhapravṛtti)』,『七口決付法伝 (bKa babs bdun ldan)』

資料１

『八十四成就者伝（Grub thob brgyad cu rtsa bshi'i lo rgys）』

北京 rgyud-'grel Lu.20b-21b

slob dpon gyis lho phyogs dpal gyi ril byon nas sgom sgrub mdzad kyin yun ring du bzhugs 

pa la. rgyal po sa' la bha ndhas bla ma dran ste dpal gyi ri bor 'ongs nas. slob dpon la phyag 

dang skor ba byas ste. rgyal pos slob dpon la zhus ba. rgyal srid ni gnog chung la nyes pa che 

bar 'dug pas bdag la mi dgos. bdag slob dpon gyi spyan sngar sdod pa lags zhus pas. slob dpon 

gyis rgyal srid ma skyur ba da rin po che'i phreng ba la slob dpon gyis la rgyal srid skyongs. 

dus ma yin pa'i 'chi ba'i 'jigs pa med pa'i bcud len sbyin gyis gsungs pas. rgyal po na re. slob 

dpon dang lhan cig tu 'dug pa'i skabs yod na bcud len dang rgyal srid dgos. de ma yin na mi 

dgos zhes zer te. 'gror ma 'dod par de nyid du gnas par gyur pa na. de la slob dpon gyis dgams 

pa gnang ste. rang yul du bcud len sgrubs. lo brgyal bar du rgyal srid gzung ste gnas so. de'i 

bar 'gro ba rnams 'byor pa dang ldan. ri'i bya dang ri dags kun kyang bde bar 'tso ba las. 

lo brgya nas slob dpon gyis sang rgyas kyi bstan pa dar zhing rgyas par mdzad pa la. bdud 

dga' rab dbang phyug phrag dog skyes nas bar chad kyi ltas bkra mi shis pa sna tsogs byung 

ste. nyi zla'i snang ba med pa mog mog por gyur pa dang. shing thog thams cad rang bzhin 

gyis 'brul ba dang. char cha dus su ma bab pas srog chags rnams mu ges gzir ba dang. nad 

dang mtson gyi skal pa dar ba dang. rtzi shing nags tsal la sogs pa kun skams pa'i ltas mi bshis 
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tad bhavet kanakaṃ divyaṃ jāmbūnadasamaprabham /

26)  Kavirāja.H.S.Sharma 教授に御教示いただいた。

27)  北京 rgyud-’grel Lu : 20b-21b, 62a 資料１参照

28)  The collected works of Bu-ston, Edited by Lokesh Chandra : Ya.100b 資料 2 参照

29)  rJe btsun tA ra nA tha’i gsung ‘bum, 16.Ma : 559-560 資料 3 参照

30)  玄奘がここで言及している「憍薩羅国」とは、シュラーヴァスティーを都城とするコー

サラ国ではなく、南インドと中インドの境に位置するダクシナコーサラ  （Dakṣiṇakosala）

国と呼ばれた地方である。このダクシナコーサラ国の都城の場所は、長らく議論の的と

なっていたが、シルプールに大規模な遺跡群が発見され、現在は、当地をダクシナコー

サラ国の都城とする説が優勢である。なお、玄奘は「憍薩羅国」の条で、この城南の伽

藍の故事とは別に、引正（娑多婆訶）王が龍猛のために建立した「黒蜂山」の伽藍にま

つわる故事を伝えている。この黒蜂山とチベットの諸伝が言及するシュリー山を同一視

する学者もあるが、J.Burgess［1887］、T.Watters［1904］、N.Dutt［1931］、佐々木［1970］、

I.W.Mabbett［1998］は、地理的関係から同一視できないとする。

31)  『大唐西域記』大正蔵 51.929a-c

32)  Kathāsaritsāgara, Edited by Jagadīśalāla śāstrī (Motilal Banarsidass,1970) : 188-189 

(7.7.7-61)

33)  Prabandhakośa of Rājaśekharasūri, Edited by Jina Vijaya: Singhi Jain ser. 6 

(Adhisṭhātāsiṅghī Jaina Jñānapīṭha, 1935) : 85-86

34)  Reddy Prabhavati 博士の報告によれば Navanathacaritra, Śivayogasaramu, Kumara-

sambhavamu, Paratattvarasayanamu, Vedantavartikam などのテルグ語文献が存在して

いるという。

35)  David Gordon White, The Alchemical Body (Chicaga and London : The University of 

Chicago Press, 1996) : 81-82 

36)  Rasendramaṅgala MSS

A history of Indian medical literature, vol.2A, edited by G.Jan Meulenbeld (Groningen : 

E.Forsten, 2000) : 716 参照

37)  しかしながら、中世期に成立したとされるナーガールジュナコンダの名の由来を検討

する必要があるだろう。

38)  rJe btsun tA ra nA tha’i gsung ‘bum, 16.Ma : 651-652
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20)  Kalhaṇa’s Rājataraṅginī : Chronicle of the Kings of Kashmir, vol3, Edited by M.A.Stein

(Motilal Banarsidass,1970): 33 (3.267)

śrīparvate pāśupatavrativeṣaṃ tam āgatam/

ācakhyāv aśvapādākhyaḥ siddhaḥ kandāśanaṃ dadat//

21)  Mañjuśrīmūlakalpa 10.11-12

śrīparvate mahāśaile dakṣiṇāpathasaṃjñike /

śrīdhānyakaṭake caitye jinadhātudhare bhuvi // 

siddhyante tatra mantrā vai kṣipraḥ sarvārthakarmasu /

22)  V.Anuradha, Temples at Śrīśailam (Agam kala Prakashan, 2002) : 161-168

23)  ラサーヤナ（rasāyana）とは、「rasa（液体）」と「ayana（道）」の合成語で、本来は、

身体の構成要素（dhātu）の一つである体液（rasa）を増強させるアーユルヴェーダの長

生法を意味した。説話集や、タントラの文献では不老長生を獲得する一種の神仙術とし

て語られ、さらにラサシャーストラにおいて「ラサ＝シヴァの体液＝水銀」という解釈

が生れ、一種の錬金術をも意味するようになった。

24)  Rasaratnākara 4.Rasāyanakhaṇḍa 8.1-185

Ānaṇḍakanda 1.Aṃṛtīkaraṇaviśrānti 12.1-201

Rasendramaṅgala MSS

A history of Indian medical literature, vol.2A, edited by G.Jan Meulenbeld 

(Groningen : E. Forsten, 2000) : 716 参照

25)  Rasaratnākara 4.Rasāyanakhaṇḍa 8.1-5

śrīśaile dehasiddhiḥ prabhavati sahasā vṛkṣamṛtkandatoyais tac chāstraṃ 

śambhunoktaṃ pragahanam akhilaṃ vīkṣitaṃ yat tu sāram /

vyāhṛtyānekayuktyā sakalasukhakaraṃ dṛṣṭasiddhaṃ tu yad yat tad vakṣye 

sādhakānām anubhavapathagaṃ bhuktaye muktaye ca //

mallikārjunadevasya purato gajasaṃnibhā /

śilā tiṣṭhati yā rātrau sravate gugguluṃ sadā //

pālāśacāṭunā grāhyaṃ kṣiped alābupātrake /

tad guggulusamaṃ gandhaṃ niṣkaikaṃ bhakṣayet sadā //

māsān mṛtyujarāṃ hanti jīved ācandratārakam /

tad gugguluṃ drute tāmre koṭibhāgena yojayet //
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14)  Padmapurāṇa, 6.Uttarakhaṇḍa 19.1-18

Skhandapurāṇa, 4.Kāśīkhaṇḍa 1.6.11-14, Śrīśailakhaṇḍa MSS

V.Anuradha, Temples at Śrīśailam (Agam kala Prakashan, 2002) : 44 参照

15)  Śivānandalahari 50-51

The Hymns of Śaṅkara, Edited by T.M.P.Mahadevan  (Motilal Banarsidass 1980) : 128-

129

16)  The Harshacarita of Bāṇabhaṭṭa, Edited by P.V.Kane (Motilal Banarsidass 1965) : 2 

(1.21)

jayati jvalat pratāpajvalan aprākārakṛtajagadrakṣaḥ/

sakalapraṇayim anorathasiddhiśrīparvato harṣaḥ//

17)  Kādambarī

jarāṃ gatenāpi dakṣiṇāpathādhirājyavaraprārthanākadarthitadurgeṇa duḥśikṣita-

śravaṇādiṣṭatilakābaddhavibhavapratyāśena haritapattarasāṅgāramaṣīmalinaśambūka-

vāhinā paṭṭikālikhitadurgāstotreṇa dhūmaraktālaktakākṣaratālapatrakuhakatantramantra-

pustikāsaṃgrāhiṇā jīrṇapāśupatopadeśalikhitamahākālamatena āvirbhūtanidhivāda-

vyādhinā saṃjātadhātuvādavāyunā lagnāsuravivarapraveśapiśācena pravṛttayakṣa-

kanyakākāmitvamanorathavyāmohena vardhitāntardhānamantrasaṃgraheṇa 

śrīparvatāścaryavārtāsahasrābhijñena [ 中略 ] jaraddravidadhārmikena adhiṣṭhitā caṇdikām 

apaśyat/

18)  V.Anuradha, Temples at Śrīśailam (Agam kala Prakashan, 2002) : 46

Ashok Aklujkar, “Interprreting Vākyapadīya 2.486 Historicall, Part2”, Indological and 

Buddhist Studies: Volume in Honour of Professor J.W.de Jong on his Sixtieth Birthday

 (Faculty of Asian Studies, Canberra 1982) : 7 参照

19)  Kathāsaritsāgara, Edited by Jagadīśalāla śāstrī (Motilal Banarsidass,1970) : 388 

(12.6.104-105) 

ahaṃ hi dākṣiṇātyasya yajñasaṃjñasya yajvanaḥ/ 

putro bhūtivasur nāma brahmaṇo yogināṃ guruḥ//

so’haṃ saṃkramitajñānaḥ pitrā pātālaśāstrataḥ/

śikṣitvā haṭakeśānamantratantravidhikramam//

gatvā śrīparvate’kārṣaṃ tryambakārādhanaṃ tapaḥ/
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ではない。

 6)   Chandra Das, Tibetan-English Dictionary 参照

 7)   Mahābhārata 3.Vanaparva 83.16-18

śrīparvataṃ samāsādya nadītīra upaspṛśet/

aśvamedham avāpnoti svargalokaṃ ca gacchati//

śrīparvate mahādevo devyā saha mahādyutiḥ/

nyavasat paramaprīto brahmā ca tridaśair vṛtaḥ//

tatra devahrade snātvā śuciḥ prayatamānasaḥ/

aśvamedham avāpnoti parāṃ siddhiṃ ca gacchati//

 8)   Agnipurāṇa 113.3-6

śrīparvatam ataḥ śṛṇu//

gaurī śrīrūpiṇī tepe tapas tām abravīd dhariḥ/

avāpsyasi tvamadhyātmyaṃ nāmnā śrīparvatastava//

samantād yojanaśataṃ mahāpuṇyaṃ bhaviṣyat/

atra dānantapo japyaṃ śrāddhaṃ sarvam athākṣayaṃ//

maraṇaṃ śivalokāya sarvadaṃ tīrtham uttamaṃ/

haro 'tra krīḍate devyā hiraṇyakaśipus tathā//

tapastaptvā balī cābhūn munayaḥ siddhim āpnuvan/

 9)   Agnipurāṇa 109.21-22

śrīparvataṃ kolvagiriṃ sahyādrirmalayo giriḥ //

godāvarī tuṅgabhadrā kāvero varadā nadī /

10)  H.Sarkar & B.N.Misra, Nagarjunakonda (Archeological survey of India, 1972) : 14-

15, 24-29

11)  H.Sarkar & B.N.Misra, Nagarjunakonda (Archeological survey of India, 1972) : 17

12)  Śivapurāṇa 42.1-4,10-13

シヴァが光り輝くリンガの姿として現れたのがジョーティルリンガであるとされる。

インドにはジョーティルリンガを祀る 12 の主要な寺院がある。

13)  Louis H.Gray, Vāsavadattā : a Sanskrit romance (Columbia University Press 1913) : 

156

śrīparvata iva sannihitamallikārjunaḥ naravāhanadatta iva priyaṃguśyāmāsanāthaḥ
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け入れられるという。
38)

ナータ・シッダの伝統では、ターラナータの師のように、シヴァ教と仏教の

付法を同時に保持しえるような信仰的土壌が存在していたのであろう。シュ

リー山のナーガールジュナ伝説は、こうした土壌を背景に、人びとの間に語

り継がれていったのである。

註
 1)   A.Cunningham, The ancient geography of India (Trubuer, 1871) : 595-596

 2)   J.Burgess, "The Buddhist stupas of Amaravati and Jaggayyapeta in the Krishna District, 

Madras Presidency, surveyed in 1882", Archaeological Survey of Southern India ; v.1 

(1887) : 8

T.Watters, On Yuan Chwang's travels in India (Munshiram Manoharlal, 1904-5) : 207

 3)   以下の諸氏がナーガールジュナコンダをナーガールジュナの故地と見なしている。

T.R.V.Murti, The Central Philosophy of Buddhism (Allen&Unwin, 1960) : 88

L.Joshi, "Life and Times of Madhyamika Philosopher Nagarjuna", Mahabodhi 73.1-2

(1965) : 42-49

静谷正雄「南天竺に於ける竜樹の遺跡」『龍谷大学論集 341』(1951) : 75-90

佐々木教悟「竜樹時代におけるアーンドラの社会と仏教」『大谷学報 167』(1966) : 1-13

I.W.Mabbett, "The problem of the historical Nagarjuna revisited", The Journal of the 

American Oriental Society 118-3 (1998) : 332-346

中観の論師ナーガールジュナとシュリーパルヴァタは、歴史上、関係がなかったとする

説は数少ないが、

N.Dutt, "Nagarjunikonda and Nagarjuna", Indian Historical Quarterly 7 (1931) : 633-639

K.Gopalachari, Early History of Andhra Country (University of Madras, 1941) : 131

J.Waleser, Nāgārjuna in Context (Columbia University Press, 2005) : 59-88

の三氏は、シュリーパルヴァタとの関係は後世に成立したものと見ている。

 4)   H.Sarkar & B.N.Misra, Nagarjunakonda (Archeological survey of India, 1972) : 3

 5)   アマラヴァティーから北西五 km のジャガヤペータには、現存するインドの碑文の中で

唯一ナーガールジュナの名称を記した石柱が発見されているが、その字体は五世紀から

六世紀に属するものであり、ナーガールジュナが当地で活躍していた事を証明するもの
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はない。ラサシャーストラの中には、ナーガールジュナとシュリーシャイラ

ムの関係について言及しているものもあり、『ラセンドラマンガラ』では、シ

ュリーシャイラムに住むシッダ・ナーガールジュナが、弟子のラトナゴーシ

ャ（Ratnaghoṣa）の求めに応じ、ラサーヤナの教説を開示したとする条があ

る。ここで、ナーガールジュナは、12 年にわたり苦行を行った結果、ヴァタ

ヤクシニー（Vaṭayakṣiṇī）よりラサーヤナの知識を授かったとされる。
36)

シュ

リーシャイラムとナーガールジュナ、ヤクシニーを関連付けて説くこの記述

は、ナーガールジュナがヤクシニーに囲まれてシュリー山に住していたとす

るターラナータの所伝と親和性があるといえる。

　こうしたことから推察すれば、チベットの諸伝が、ナーガールジュナの居

住地にして最後の地としたシュリー山は、このシュリーシャイラムであった

可能性が高いといえるのである。
37)

　

　『八十四成就者伝』の中に、ハタヨーガの始祖に連なる著名なシッダたちの

伝記が含まれていることは、先にも述べた。ナータ・シッダの伝統は、シヴ

ァ教と仏教、さらにはジャイナ教に広がりを持ちながら発展し、彼らは聖者

を貸借し、あるいは共有するようなゆるやかな関係を保っていた。インド世

界の中でシヴァ教の聖地として言及されるシュリー山が、ナーガールジュナ

と結びつけられていったことの背景には、こうしたナータ・シッダの伝統が

あったといえる。

　ナータ・シッダの伝統における、シヴァ教と仏教のゆるやかな関係は、『七

口決付法伝』の記述からも知ることができる。ターラナータはその名が示し

ているように、ナータ・シッダの伝統の継承者であった。『七口決付法伝』の

中で、ターラナータは、師であるブッダグプタより、ゴーラクシャの付法の

教示をうけたことについて次のように言及している。

　　ゴーラクシャの口伝を余すところなく保持したシッダたちに直接にお会

いした私の師、ブッダグプタの言葉によれば、無量の神力と加持力を具

えた師は、ティールタナータ（Tīrthanātha）、カーラナータ（Kālanātha）、

ブラーフマナータ（Brāhmanātha）であり、これら三人のゴーラクシャ

の継承者たちの見解は妥当であるので、私の師もただこの（付法）が受
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加されている。さらに、ターラナータの記述からは、このナーガールジュナ

復活の伝説が、実際に存在した石窟寺院と関係付けられて語られていたこと

を知ることができる。ターラナータの師が訪れたという、石窟寺院にまつわ

るナーガールジュナの復活の伝説は、シュリー山の霊験譚の一つとして語り

継がれていたことが推測できる。

②ラサシッダとしてのナーガールジュナ

　長生術と復活を主題にしたこのナーガールジュナの伝説が、シュリー山に

まつわる霊験譚の一つとして語られたことの背景には、当地がナータやシッ

ダと呼ばれたタントラ行者たちの聖地であったことが大きく関わっている。

アンドラ地方、ことにシュリーシャイラムは、12 世紀より 17 世紀にかけて、

ナータ・シッダたちの宗教活動を育む土壌として機能し続けた。ナータ・シ

ッダの伝統は、宗教的な達成（siddhi）、つまり神通力や不老不死の獲得、最

終的にはシヴァとの合一を目指し、ハタヨーガ（hathayoga）の身体技法、ラ

サーヤナの長生術・錬金術を発展させていった。中世期、アンドラ地方では、

ナータ・シッダたちの聖者伝、ハタヨーガやラサヤーナに関する論書が生み

出された。
34)

　アヴァヤダッタシュリーの『八十四成就者伝』は、ナータ・シッダの聖者

伝の中では、おそらく先駆的なものであろう。『八十四成就者伝』は、それ以

前から流布していた入滅のエピソードをシュリー山と関連付け、ナーガール

ジュナをラサーヤナの成就者として描いた。以降、ナータ・シッダの伝統に

おいて、ナーガールジュナは「ラサシッダ（rasasiddha）」として知られるよ

うになり、数々のラサシャーストラが提示するラサシッダのリストの中に、

必ずといっていいほどその名を連ねている。
35)

さらに『ラウハシャーストラ

（Lauhaśāstra）』『ラセンドラマンガラ（Rasendramaṅgala）』『カクシャプタ

（Kakṣaputa）』 といったラサシャーストラは、ナーガールジュナの著作に帰せ

られている。

　シュリーシャイラムは、前述のように、ラサシャーストラの中でラサーヤ

ナを行じる適所として言及されており、ラサーヤナの成就者として知られた

ナーガールジュナが、シュリーシャイラムと結びつけられたことに、不思議
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王とともに数百歳という寿齢を保っていた。そのため王位を継げなかった王

子が、母に教唆され、龍猛の頭を請い、彼を死に追い遣ったとする伝承は、『七

口決付法伝』のそれと違わない。しかしその結末は若干異なっており、茅の

葉で自ら首を切った龍猛の姿をみて、王子は驚いて走り去ったといい、王は

悲嘆で亡くなってしまったという。
31)

　サンスクリット語文献では、『カターサリットサーガラ』が、ナーガールジ

ュナの入滅のエピソードを伝えている。『カターサリットサーガラ』は、架空

上のチラーユス（Cirāyus）という名の都城をその舞台とし、ナーガールジュ

ナは、架空上の王、チラーユス王の顧問（mantrin）を務めていたという。ナ

ーガールジュナが王にラサーヤナを与え、これによって王が数百歳という寿

齢を保っていたところ、王位を継げず落胆していた王子が、母に教唆され、

ナーガールジュナのもとに赴き、その頭を請うたとする条は『七口決付法伝』

『大唐西域記』と共通している。そこで王子は刀でナーガールジュナの首を切

ろうとしたが、何本もの刀を無駄にし、結局、ナーガールジュナが粉をとり

だし王子の刀に塗り、それによってようやく王子は首を切り落とすことがで

きたという。そしてここでも結末が異なり、王が悲嘆で自殺しようしたとこ

ろ、「ナーガールジュナは再び生まれ変ることなく、ブッダの境地に赴いたか

ら、悲嘆にくれることはない」という声が天から聞こえてきたとする。王は

自殺をとどまり、王位を捨てて、森に入ったとされる。
32)

　ジャイナ教のプラバンダ文献に伝えられているナーガールジュナの入滅の

エピソードは、ジャイナ教の聖地であるダンカ山（Daṅkaparvata）と関連付

けられている。『プラバンダコーシャ（Prabandhakośa）』は、ラサーヤナを

奪おうと企んだ、サータヴァーハナ（Sātavāhana）王の二人の王子が、ダン

カ山の洞窟に住していたナーガールジュナをクシャの葉で殺害したという。

結局、この二人の王子は、怒ったデーヴァターに殺害され、地獄に赴いたと

説かれている。
33)

　これらの伝説とシュリー山の伝説を比較すると、ナーガールジュナの滅後

に関する記載が異なっていることが分かる。チベットの諸伝では多少ヴァリ

エーションはあるが、ヤクシニーたちがナーガールジュナの頭と身体を守護

し、そしてそれらがやがて接合し復活すると信じられていたとする伝聞が付
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寿命を閉じたという。

　このエピソードの内容は、『プトン仏教史』と親和性があるが、これをその

まま敷き写したものではなく、他の伝承、おそらくはターラナータの師であ

ったインド僧ブッダグプタ（Buddhgupta）から聞き及んだ伝聞を参照したも

のと思われる。ナーガールジュナの滅後、王子は、ナーガールジュナの首と

身体が一緒になることを恐れて、その頭を数ヨジャーナ離れた場所に運んだ

が、ヤクシニーたちがそれを奪い去ったとする記述は、『プトン仏教史』と共

通している。しかし、ここでは、ヤクシニーたちが、頭を巌の頂上に置いて、

その巌の裂け目に、五体の聖観自在の石像を自然に出現させ、頭と身体それ

ぞれのための寺院を建立したという伝承が付け加えられている。さらに、タ

ーラナータは、これにコメントを加え、「それは、私の師も見た。石の壁がく

っつき岩壁のようになった、不思議で威力ある、その寺院は、入り口がない。

窓から覗くと、両方とも台座の上に石像の部分のようなものがそれぞれ置い

てあったという。」と述べている。
29)

　以上のチベット諸伝のナーガールジュナが首を切って入滅したとするエピ

ソード自体は、漢訳文献や、インドの文学作品にも伝えられている。しかし、

それらは、エピソードの舞台をシュリー山とはしていない。チベットの諸伝

は、一体なぜ、このエピソードとシュリー山を結びつけたのであろうか。次に、

上記の伝説とその他の伝説の相違を確認し、シュリー山のナーガールジュナ

伝説が成立した要因を探ってみたい。

　3　シュリー山のナーガールジュナ伝説の成立背景　

①エピソードのヴァリエーション

　玄奘が旅の途上に訪れた土地々々での見聞を記事にした『大唐西域記』は、

憍薩羅国
30)

の旧跡にまつわる故事として、このナーガールジュナの入滅のエピ

ソードを伝えている。玄奘の見聞によれば、この憍薩羅国の城南には古い伽

藍があり、その昔、そこに龍猛菩薩が止住していたという。龍猛菩薩は薬術

に詳しく、妙薬によって養生し、当時、この国を治めていた引正（娑多婆訶）
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②『プトン仏教史』

　 次 い で、 プ ト ン（Bu-ston, 1290-1364） の『 プ ト ン 仏 教 史（bDe bar 

gshegs pa’i bstan pa’i gsal byed chos kyi ‘byung gnas gsung rab rin po che’i 

mdzod）』が、ナーガールジュナの入滅をめぐって、『八十四成就者伝』に類

似したエピソードを伝えている。『プトン仏教史』は、インドで仏法を弘めた

諸師の第一番目にナーガールジュナをあげ、中観の論師としての事蹟のほか、

タントラ行者としての事蹟も紹介している。

　ここでは、シュリー山に住し、延命法とラサーヤナによって、シャーリヴ

ァーハナ（mThar ‘gro zhon）王とともに長寿を保っていたナーガールジュナ

が、王位を継承できずに父王の死を望んでいた王子に疎まれて、その刃にか

かったということになっている。しかし、ナーガールジュナの首は王子の刀

では切り落とすことができず、結局、王子は、ナーガールジュナのアドバイ

スにより、クシャ草でその首を切り落とすことができたという。その時、「私

は極楽世界に行って、この身体に再び入るだろう」という声が切り落とされ

た首の根元から聞こえてきため、王子はナーガールジュナの首を持ち去った

という。その頭は、今度はヤクシニーによって奪われ、1 ヨジャーナのとこ

ろに捨てられたが、頭と体は、腐らずに年々近づいて、遂に結合し、説法と

有情の利益をなしたとの言い伝えがあると、プトンは述べている。
28)

③『七口決付法伝』

　ターラナータ（Tāranātha, 1575-1634）が、『七口決付法伝 （bKa babs 

bdun ldan gyi brgyud pai rnam thar）』の中で伝えているのは、ナーガールジ

ュナがクシャ草で自らの首を切り、王子に与えたとする入滅のエピソードで

ある。父王が長命であるために、王位を継げないことを知り、落胆していた

王子は、母より「ナーガールジュナ師は菩薩ですから、頭を請えば与えます。

師が死んだ時、父も死ぬでしょう。そうすればあなたは王位を得ることがで

きるでしょう。」と教唆され、ナーガールジュナに頭を施物として請い、彼を

死に追い遣ったとされる。ナーガールジュナは、シュリー山において、200

年間、ヤクシニーたちに囲まれて、真言行を行いながら暮していたが、クシ

ャ草で自らの首を切り、王子に頭を布施して与えたために、670 歳と半年の
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を製造する伝統的な工房が存在している。
26)

　以上のインドの諸文献におけるシュリー山の用例を踏まえた上で、次にチ

ベットに伝えられたシュリー山のナーガールジュナ伝説の内容を確認して行

きたい。

　2　シュリー山のナーガールジュナ伝説

①『八十四成就者伝』

　シュリー山とナーガールジュナの関係に言及した、最も成立の早い文献は、

私見では、アヴァヤダッタシュリー（Abhayadattaśrī, 12C ？）の『八十四成

就者伝（Grub thob brgyad cu rtsa bshi’i lo rgys）』である。本書は、84 人の

シッダ（siddha）たちの霊験譚を綴ったもので、ナーガールジュナは第 16 人

目のシッダとして登場する。84 人のシッダの中には、ミーナパ（Mīnapa）、

ゴーラクシャ（Gorakṣa）、チャウラーンギ（Caurāṅgi）をはじめとするシヴ

ァ教の著名なシッダたちも登場し、本書がシヴァ教・仏教共通の土壌を基盤

として成立したことを伺わせている。

　さて、本書において、ナーガールジュナは、南方のシュリー山に久しく止

まり、当地でサーラバンダ（Sa’ la bha ndha）王にラサーヤナの教えを授けた

とされている。ラサーヤナによって王とともに長寿を保ち、シュリー山で布

施行を行っていたナーガールジュナは、一人のバラモンに頭を施物として請

われたため、自らクシャの葉で頭を切り落として与え、入滅したと伝えられ

ている。サーラバンダナ王は悲痛に耐えられず、その場で死んでしまったと

いう。なお、滅後には、ナーガールジュナの身体を八人のヤクシニーたちが

守護し、弥勒仏が現れる時に再び起き上がるとの言い伝えがあると、著者は

述べている。また、ナーガールジュナの弟子のナーガボーディは、弥勒が出

現するまでの間、シュリー山に住して、有情に八大成就を授けながら、利他

行を行っていると説かれている。
27)
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シャイラムは、11 世紀、西チャールキヤの王たちの保護を受けて大きく発展

した。11 世紀から 13 世紀には、マタ（maṭha）と呼ばれる隠遁所が多数建

立され、王族をはじめとする寄進者が、これらの隠遁所にこぞって荘園を寄

進したことが碑文によって明らかになっている。
22)

　このころからシュリーシャイラムは、ラサシャーストラ（rasaśāstra）と呼

ばれる文献の中で、頻繁に言及されるようになってくる。ラサシャーストラ

は、水銀をはじめとする鉱物を扱う長生術（dehasiddhi）と錬金術（lohasiddhi）

を兼ね備えた技術、ラサーヤナ（rasāyana）
23)

に関する論書である。この技術

を担っていたのはナータ（nātha）やシッダ（siddha）と呼ばれたタントラ行

者たちであり、その目指すところは、宗教的な達成（siddhi）であった。ラサ

シャーストラの信仰的基盤は主にシヴァ教に置かれている。

　『ラサラトナーカラ（Rasaratnākara）』『アーナンダカンダ（Ānaṇḍakanda）』

『ラセーンドラマンガラ（Rasendramaṅgala）』といったラサシャーストラは、

シュリーシャイラムをラサーヤナを行うための適所として言及しており、
24)

こ

とに『ラサラトナーカラ』の「ラサーヤナの章（Rasāyanakhaṇḍa）」には、

シュリーシャイラムにおけるラサーヤナの実践を詳細に解説する節が設けら

れている。その冒頭は、次のようにはじまる。

　　シュリーシャイラムにおいて、身体の完成（dehasiddhi）が、木、土、根、

水などによって、速やかに顕現する。その教説は、良い結果をもたらす

といわれ、非常に奥深く、完璧であるとみなされており、しかも肝要で

ある。述べられるところの多くの実践によって、全く完成し易い、経験

されるところの成就（siddhi）が、サーダカ（= シッダ）たちの経験の道が、

享受と解脱のために、あれやこれや説かれるだろう。マリカールジュナ

尊の御前に、象に似た石がある。この石は、夜に、ググルを常に流出する。

チャートゥの葉によってとられたものを瓢箪の容器に注いで、ググルと

一緒にした１ニシュカの香料を常に摂取するべきである。（そうすれば）

月から老・死を奪い、月・星が存在する限り生きるであろう。先の部分で、

そのググルを、液化した銅の中に入れるべきである。それは、天界の紫

金に等しい輝きの金を生じるだろう。
25)

［4.8.1-5］

なお、シュリーシャイラム付近では、現在もなお、こうした鉱物を扱う薬物
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していた。
17)

ここでバーナが滑稽に描いた「ドラヴィダの法師」を通して、南インドにお

けるシヴァ教のタントラ行者たちの行状や、奇妙な神仙術の数々を知ること

ができる。シュリーパルヴァタにまつわる様々な霊験譚を知ることは、この

ドラヴィダの法師のようなタントラ行者たちの間で特別な意味をもっていた

といえる。

　この他にも、シヴァ教のタントラ行者とシュリーパルヴァタとの関係を示

唆しているものに、バヴァブーティ（Bhavabhūti, 8C）の『マーラティーマ

ーダヴァ（Mālatīmādhava）』、ソーマデーヴァ（Somadeva, -1070-）の『カ

ターサリットサーガラ（Kathāsaritsāgara）』、カルハナ（Kalhaṇa,1150-1160）

の『ラージャタランギニー（Rājataraṅginī）』などをあげることができる。『マ

ーラティーマーダヴァ』には、シュリーパルヴァタからやってきた二人のカ

ーパーリカの女行者が登場し、
18)

『カターサリットサーガラ』には、「ヨーガ行

者たちの師であり」「ハタケーシャナ（＝シヴァ）のマントラとタントラ儀軌

を学び」「シュリーパルヴァタにおいてシヴァに苦行を捧げた」南インドのバ

ラモンが登場している。
19)

また、『ラージャタランギニー』は、シュリーパルヴ

ァタをパーシュパタ派と関連付けて描いている。
20)

　以上のようにシュリーパルヴァタは、シヴァ教のタントラ行者たちの聖地

として知られていたが、その名は仏教のタントラ行者の間にも知られていた。

『マンジュシュリームーラカルパ（Mañjuśrīmūlakalpa）』は、次のように述べ

ている。

　　南インドで知られているシュリーパルヴァタのマハーシャイラで、（ある

いは）ジナの舎利を祀ったダーニャカタカの仏塔で（儀礼を行えば）、ど

のような目的の儀礼でも、マントラは速やかに成就する。
21)
［10.11-12］

『マンジュシュリームーラカルパ』は、シュリーパルヴァタを南インドにおけ

る真言行の主要な道場とみなしており、仏教のタントラ行者たちもまた、こ

の地を訪れていたであろう事が想定される。

④シュリーシャイラムとラサーヤナ

　 7, 8 世紀頃から、シヴァ教の巡礼地として知られるようになったシュリー
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と「śaila（山）」の合成語であり、シュリーパルヴァタと同様、「吉祥なる山」

を意味する。シュリーシャイラムは文学作品や碑文の中で、しばしばシュリ

ーパルヴァタとも呼ばれており、古くは、スバンドゥ（Subandhu, 550-620）

の『ヴァーサヴァダッター（Vāsavadattā）』の中で、その用例を確認するこ

とができる。スバンドゥが、何気なく使用した譬喩の中には、シュリーパル

ヴァタとマリカールジュナが関連付けられて説かれている。
13)

　『パドマプラーナ（Padmapurāṇa）』や『スカンダプラーナ（Skhandapurāṇa）』

には、シュリーシャイラムについての詳しい記述が見られ、当地が、滅罪や

解脱をもたらす聖地として信仰を集めていたこと、また聖者たちに苦行とヨ

ーガのための隠遁所を提供していたことを伝えている。
14)

なお、この地を訪れ、

隠遁行のために滞在したシャンカラ（Śaṅkara, 788-820）は、マリカールジ

ュナとその神妃ブラマラーンバ（Bhramarāṃba）を称えた詩を残している。
15)

③シュリーパルヴァタとタントラ行者

　スバンドゥと同時期に、バーナバッタ（Bāṇabhaṭṭa, 7C）は『ハルシャチ

ャリタ（Harṣacarita）』『カーダンバリー（Kādambarī）』の中でシュリーパ

ルヴァタについて言及している。『ハルシャチャリタ』におけるシュリーパル

ヴァタの用例からは、あまり多くのことを知ることはできないが、この地が、

あらゆる功徳をもたらす聖地として認識されていたことが分かる。
16)

一方、『カ

ーダンバリー』は、シュリーパルヴァタをシヴァ教のタントラ行者と関連付

けて説いており、当地を取り巻く宗教事情についての情報を与えてくれる。

　　チャンディカーの祠堂の堂守をしていた年老いたドラヴィダの法師

（dhārmika）は、老齢に達してなお、南インドの王になる願望によって苦

悩し、教養のない僧のアドバイスによって付けたティラカで金持ちにな

ることを期待し、、、ドゥルガーの讃歌を板に書き、いぶした染料の樹脂

の文字でターラの葉に書かれた幻術・タントラ・マントラの写本を集め、

老いたパーシュパタ派の行者から教示されたマハーカーラの教えを書き

とめ、財宝発掘の術に執着し、錬金術のとりこになり、アシュラの世界

に入ることの鬼と化し、ヤクシャの乙女の恋人になる夢想にふけり、隠

身術のマントラを集め、シュリーパルヴァタにおける千の霊験譚に熟知
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もに遊戯している。ヒラニヤカシプもこの地で苦行を行い、威力を生じた。

聖者たちはここでシッディを獲得した。
8)
［113.3-6］

『アグニプラーナ』の別の箇所では、シュリーパルヴァタの名称が、その他の

聖地の名称とともに列挙されており、就中、109 章では、南インドに位置す

る山地や河川とともにその名があげられている。
9)

このことから、ここではシ

ュリーパルヴァタの所在が、南インドに想定されていたことが分かる。

②シュリーパルヴァタとシュリーシャイラム

　『マハーバーラタ』の中でシヴァの聖地として言及されているシュリーパル

ヴァタの所在地は判然としないが、7 世紀頃より、シュリーパルヴァタの名は、

南インドに位置する巡礼地として知られるようになってくる。

　アンドラ地方には、イクシュバーク朝（225-325）の時代、シュリーパル

ヴァタの呼称をもった都城、ヴィジャヤプリー（Vijayapurī, 現在のナーガー

ルジュナコンダ）が存在していた。ナーガールジュナコンダは、仏教遺跡で

広く知られているが、イクシュバーク王家の本尊はカールッティケーヤであ

り、当地にはシヴァ教の寺院も存在していた。
10)

しかし、イクシュバーク朝以降、

ヴィシュヌクンディンの王たちの時代（5C-7C）に、ヴィジャヤプリーから

アマラプラ （Amarapura, 現在のアマラヴァティー） へと政治の中心地が移る

と、当地の宗教活動もしだいに衰退して行ったようである。その後、玄奘が

インドを訪れた 7 世紀、アンドラ地方にはヴェンギ（Veṅgi）とダーニャカタ

カ（Dhānyakaṭaka）に都城が置かれていた。この時代、ナーガールジュナコ

ンダでは、いくつかのレンガ作りの祠堂が建立されていたが、
11)

宗教の中心地

として機能し続けた形跡はみられない。このため、7 世紀頃より知られるよ

うになった南インドの巡礼地、シュリーパルヴァタは、ナーガールジュナコ

ンダとは別の場所に見いださなければならない。

　一方、この頃から、マリカールジュナ（Mallikārjuna）を本尊とするシュリ

ーシャイラムが碑文や文献の中で言及されるようになってくる。マリカール

ジュナは、アンドラ地方、クリシュナ河岸のシュリーシャイラムに祀られて

いる本尊であり、マリカールジュナ・リンガはシヴァの 12 ジョーティルリン

ガ（Jyotirliṅga）
12)

の一つとされている。シュリーシャイラムは、「śrī（吉祥）」
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のかを確認する。次いで、チベットに伝えられたシュリー山のナーガールジ

ュナ伝説の内容を確認し、この伝説の成立背景を読み解いて行きたい。

　1　インド世界におけるシュリー山

①シヴァの聖地としてのシュリーパルヴァタ

　チベットの諸伝がナーガールジュナの居住地として言及しているシュリー

山（dPal gyi ri）は、通常、「Śrīparvata」と還梵されている。
6)
「śrī（吉祥）」と「parvata

（山）」の合成語であるこの名詞は、普通名詞にもとれるが、インドの諸文献

はこれを固有名詞として扱っている。『マハーバーラタ（Mahābhārata）』は、

聖地巡礼の功徳を説く中、シュリーパルヴァタを紹介し、次のように説いて

いる。

　　シュリーパルヴァタを訪れ、河岸で沐浴するべきである。（そうすれば）

馬祀祭（により獲得される功徳）を獲得し、天界に赴く。シュリーパル

ヴァタでは、威光あるマハーデーヴァ（＝シヴァ）が、神妃をともない、

ブラフマーと三十神に囲まれて、喜びに満ちて座している。そこにある

神の泉で沐浴し、清浄になり、心が清らかになったものは、馬祀祭（に

より獲得される功徳）を獲得し、来世の幸福に到達する。
7)
［3.83.16-18］

ここでは、シュリーパルヴァタの所在地を示唆する記述はないが、当地がシ

ヴァの聖地として描写されていることが分かる。

　同様に、プラーナ文献においても、シュリーパルヴァタはシヴァの聖地と

して言及されており、この聖地を訪れることによって得られる様々な功徳が

説かれている。『アグニプラーナ（Agniprāṇa）』は、次のように述べている。

　　さて、シュリーパルヴァタについて聞きなさい。シュリーの姿をしたガ

ウリーは苦行を行った。ハリ（＝シヴァ）は彼女に語った。「汝は最高我

に到達するであろう。（シュリーの）名によってシュリーパルヴァタと称

えられる、百ヨジャーナの（土地）すべてから、偉大な功徳が生じるで

あろう。」ここで行われる布施、苦行、念誦、祖霊供養すべてが、滅する

ことない（功徳を生じる）。ここで死ぬ者はシヴァの世界に赴き、最上の

聖地はあらゆるものをもたらす。ハラ（＝シヴァ）はこの地で神妃とと
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　チベットの諸伝は、ナーガールジュナが晩年、シュリー山（dPal gyi ri）に

居住し、この地で王を教導したと述べている。このシュリー山の場所をめぐ

って、19 世紀末から今日に至るまで、諸説が唱えられてきた。Cunningham

［1871］は、玄奘が『大唐西域記』の中で言及しているダクシナコーサラ国

の黒蜂山をシュリー山と同一視し、
1)

Burgess［1887］や Watters［1904］は、

現在シヴァ教の聖地となっているシュリーシャイラム（Śrīśailam）をその候補

地としてあげた。
2)

さらに、1926 年にナーガールジュナコンダ（Nāgārjunakoṇḍa）

の発掘調査が行われ、碑文によりこの地がシュリーパルヴァタ（Śrīparvata）

と呼ばれていた事が判明して以降は、当地をナーガールジュナの故地とする

説が優勢となっている。
3)

　しかし、ナーガールジュナの丘を意味する「ナーガールジュナコンダ」の

名称は、中世期以降より現れてくることが指摘されており、
4)

ナーガールジュ

ナがこの地で活躍したことを直ちに歴史的事実と見なすには、些か問題があ

るようである。そもそも、シュリー山のナーガールジュナ伝説を伝える文献は、

11 世紀以降に成立したものばかりであり、ナーガールジュナコンダとナーガ

ールジュナの関係を直接に実証する考古学資料は、いまだに発見されていな

い。
5)

後世に成立した文献資料を根拠に、ナーガールジュナの歴史的な事跡を

再構成することには注意が必要であるだろう。

　本論では、ナーガールジュナ伝から歴史的事実を探るという従来の研究の

視点を離れ、なぜこうした伝説が成立したのかという観点から、ナーガール

ジュナ伝を読み直す試みを提示したい。ここでは、まず、シュリーパルヴァタ、

シュリーシャイラムに言及したインドの文献を参照しながら、ナーガールジ

ュナ伝に登場するシュリー山が、インド世界の中でどのように語られてきた

シュリー山のナーガールジュナ

山 野 智 恵


